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① 

第１節 身近な生活の場合の日本語 ① 

はじめに（～主語・述語～） 

私たちは、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の中で物事を伝えようとする時には、言葉を使います。 

言葉は、文字や声によって伝えますが、その伝え方にはルールがあります。私たちは、相手
あ い て

にものごと

をきちんと伝えるために、ルールを守って表現しなければなりません。もし、言葉の使い方が間違
ま ち が

ってい

たら、相手
あ い て

に正しく伝わりません。また、相手
あ い て

の言葉も正しく受け取ることができません。 

言葉を正しく受け答えするために守らなければならない「言葉の使い方のきまり」を「文法」といいま

す。文法の中で、「主語」と「述語
じゅつご

」は文 章
ぶんしょう

を作るうえで一番大切なものです。 

ここではイラストや文 章
ぶんしょう

を見て、「主語」、「述語
じゅつご

」を使って日本語の文 章
ぶんしょう

を書く練 習
れんしゅう

をしていきまし

ょう。 

 

今日は日曜日。あなたは友人と一緒
いっしょ

に、学校の近くにある公園へ散歩
さ ん ぽ

に来ました。お天気も良く、公園

では子供からお年寄りまで、様々
さまざま

な年齢
ねんれい

の人たちが楽しい時間
じ か ん

を過ご
す  

しています。 
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練習 1 ＜主語、述語
じ ゅ つ ご

＞ 

下はイラストの中にある人や物、また動きや状 態
じょうたい

を 表 し
あらわ   

た「単語
た ん ご

」です。 

これらの「単語
た ん ご

」を使いながら、「主語」「述語
じゅつご

」を意識
い し き

した文 章
ぶんしょう

を作ってください。 

作った文 章
ぶんしょう

には番号（①、②・・・）を付け、自己
じ こ

学 習
がくしゅう

ノートに記入しましょう。 

 

「単語
た ん ご

」 

公園 太陽
たいよう

 雲 木（木々） ビル 

グラウンド ベンチ すべり台 ジャングルジム 男の子 

女の子 男性 男の人 女性 女の人 

おじさん おばさん おじいさん おばあさん お父さん 

お母さん 親子 友達
ともだち

 兄弟 髪
かみ

の毛 

手 サッカーボール シャボン玉 買い物
か い も の

袋
ぶくろ

 ヘルメット 

キックボード スーツ 眼鏡
め が ね

 首輪 リード 

本 T シャツ 半ズボン スカート ブラウス 

話す 読む 作る 喜ぶ 走る 

笑う すべる 登る 蹴
け

る 遊ぶ 

浮か
う  

ぶ 着る 立つ まぶしい 輝
かがや

く 

しばる つかむ 飛ぶ 

 

文 章
ぶんしょう

を作ったイラストには、番号をつけておきましょう（イラストに記入してください）。 

イラストを指さしながら 隣
となり

の人に、作った文 章
ぶんしょう

を使ってそのイラストを説明
せつめい

してみましょう。 

隣
となり

の人はその説明
せつめい

を聞き、自己
じ こ

学 習
がくしゅう

ノートに同じ文 章
ぶんしょう

を書いてみましょう。 

（聞き取れない場合
ば あ い

は、かならず聞き直しましょう） 

一つの文 章
ぶんしょう

の説明
せつめい

が終わったら、今度は 隣
となり

の人に説明
せつめい

してもらい、あなたが文 章
ぶんしょう

を書いてみ

ます。 

お互い
たが  

の文 章
ぶんしょう

が間違
ま ち が

っていたら、どこが間違
ま ち が

えているかチェックしてみましょう。 

間違
ま ち が

った箇所
か し ょ

は四角で囲
かこ

み、その下に正しい答えを書きましょう。 

もし、お互い
たが  

に正しい答えが書けないときは、先生に質問
しつもん

しましょう。 

練習 2 ＜過去形＞ 

月曜日、学校で他の友達
ともだち

に、昨日
き の う

公園で見た風景
ふうけい

を説明
せつめい

しようと思います。 

練 習
れんしゅう

1 で作った文 章
ぶんしょう

を使って、「昨日
き の う

の出来事」として友達
ともだち

に説明
せつめい

する場合
ば あ い

、文 章
ぶんしょう

のどこを

どう変えたらよいでしょうか？ 
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同じように文 章
ぶんしょう

を作って自己
じ こ

学 習
がくしゅう

ノートに記入してみましょう。 

作った文 章
ぶんしょう

は、発 表
はっぴょう

してもらいます。 

さて、「主語」と「述語
じゅつご

」を使った文 章
ぶんしょう

を作りましたが、今度は「修飾語
しゅうしょくご

」を加えてみましょ

う。 

「修飾語
しゅうしょくご

」は文 章
ぶんしょう

の中で、主語や述語
じゅつご

ではない言葉で、他の言葉をくわしく説明
せつめい

する言葉です。 

「修飾語
しゅうしょくご

」を使うときのルールですが、「修飾語
しゅうしょくご

」は、かならず「被
ひ

修飾語
しゅうしょくご

」の前に置
お

きます。 

練習 3 ＜修飾語
しゅうしょくご

＞ 

問題 2 で作った文 章
ぶんしょう

に修飾語
しゅうしょくご

をつけて、より詳しい説明
せつめい

となる日本語の文 章
ぶんしょう

を作ります。次

に、それらの文 章
ぶんしょう

をつなげてイラスト全体を説明
せつめい

する文 章
ぶんしょう

を作ってみましょう。 

これらも全て自己
じ こ

学 習
がくしゅう

ノートに記入してください。 

作った文 章
ぶんしょう

は、発 表
はっぴょう

してもらいます。 
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第１節 身近な生活の場合の日本語 ② 

～接続助詞～ 

1 つの文でくわしい説明
せつめい

をするときに、短い文と文をつなげます。その時につかうのが「接続
せつぞく

助詞
じ ょ し

」で

す。1 つの文の中に 2 つの短い文があり、前の文で「理由」や「原因
げんいん

」を説明
せつめい

するときに「接続
せつぞく

助詞
じ ょ し

」を

使います。 

「接続
せつぞく

助詞
じ ょ し

」を使うことで、話を聞いた（文を読んだ）相手
あ い て

は、あなたの話が理解
り か い

しやすくなります。

「接続
せつぞく

助詞
じ ょ し

」にはいくつかの種類
しゅるい

がありますが、使い方を覚えたら繰り返し文 章
ぶんしょう

を作ってみましょう。 

 

接続
せつぞく

助詞
じ ょ し

の種類
しゅるい

 

＜順接＞ もし～たら、・・・ ～なら、・・・ 

  例） 天気が良いのであれば、歩いて行きましょう。 

 

  ～ので、・・・～だから、・・・ 

  例） のどが渇
かわ

いたので、お水をください。 

 

＜逆接＞ ～しても（でも）、・・・ 

  例） たとえ失敗
しっぱい

しても、あきらめません。 

 

  ～けど、・・・ても、・・・～のに、・・・～が、・・・ 

  例） 頑張
が ん ば

ったけど、できませんでした。 

 

＜並列＞ ～し、・・・  ～たり、・・・ 

  例） 夏休みは海にも行ったし、山にも行きました。 

 

ここではイラストや文 章
ぶんしょう

を見て、「接続助詞
せ つ ぞ く じ ょ し

」を使って日本語の文 章
ぶんしょう

を書く練 習
れんしゅう

をしていきましょう。 
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練習 4 ＜接続助詞
せ つ ぞ く じ ょ し

＞ 

 以下はイラストの中にある人や物、また動きや状 態
じょうたい

を表 し
あらわ  

た「単語
た ん ご

」です。 

これらの「単語
た ん ご

」を使いながら、「接続助詞
せ つぞくじ ょし

」を使った文 章
ぶんしょう

を作ってください。 

作った文 章
ぶんしょう

には番号（①、②・・・）を付け、自己
じ こ

学 習
がくしゅう

ノートに記入しましょう。 

「単語
た ん ご

」 

夏 冬 太陽
たいよう

 空 風 

雲 雨 雪 虹 犬 

猫 鳥 花 木 虫 

月 朝 昼 夕方 夜 

T シャツ ブラウス セーター マフラー 手袋
てぶくろ

 

コート ブーツ 傘
かさ

 長靴
ながぐつ

 杖
つえ

 

気温
き お ん

 湿度
し つ ど

 乾燥
かんそう

 湿気
し っ け

 高い 

低い 照
て

る 吹
ふ

く 降る
ふ  

 浮か
う  

ぶ 

暑
あつ

い 涼
すず

しい 寒
さむ

い 汗
あせ

 息
いき

が白い 

ふるえる びしょびしょ こごえる 気持ちの良い 冷た
つ め  

い 

 

 イラストを指さしながら 隣
となり

の人に、作った文 章
ぶんしょう

を使ってそのイラストを説明
せつめい

してみましょ

う。 

隣
となり

の人はその説明
せつめい

を聞き、自己
じ こ

学 習
がくしゅう

ノートに同じ文 章
ぶんしょう

を書いてみましょう。 

(聞き取れない場合
ば あ い

は、かならず聞き直しましょう) 
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一つの文 章
ぶんしょう

の説明
せつめい

が終わったら、今度は 隣
となり

の人に説明
せつめい

してもらい、あなたが文 章
ぶんしょう

を書いてみ

ます。 

お互い
たが  

の文 章
ぶんしょう

が間違
ま ち が

っていたら、どこが間違
ま ち が

えているかチェックしてみましょう。 

間違
ま ち が

ったところは四角で囲
かこ

み、その下に正しい答えを書きましょう。 

もし、お互い
たが  

に正しい答えが書けないときは、先生に質問
しつもん

しましょう。 
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第２節 介護福祉現場で使用されている言葉の理解 ① 

はじめに（～食事の介護～） 

介護
か い ご

福祉
ふ く し

の現場では、専門の言葉が使われます。ここでは介護
か い ご

福祉
ふ く し

の現場で使われる言葉について、イ

ラストを見ながら言葉の意味や漢字
か ん じ

を勉強します。 

では、「食事
しょくじ

」、「身じたく」、「入 浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほ じ

」「移動
い ど う

・移乗
いじょう

」、「排泄
はいせつ

」、「睡眠
すいみん

」など、利用者
り よ う し ゃ

の日 常
にちじょう

生活
せいかつ

を支援
し え ん

する場面
ば め ん

で使われる言葉の意味を理解
り か い

しましょう。 

 

みなさんは食べる
た   

ことは好きですか。家族や友達
ともだち

と食事
しょくじ

をしながら一緒
いっしょ

に過ご
す  

す時間
じ か ん

はとても楽しいで

すね。みなさんは自分の食べたいものを選べます。自分の好きな料理
りょうり

を作ることができます。 

また、スプーンやフォーク、お箸
はし

など、その食事
しょくじ

に合った道具
ど う ぐ

を使って、自分の手で、自分のペースで

食べる
た   

と思います。 

しかし、気持ちやからだになにかの障 害
しょうがい

がある場合
ば あ い

、自分で料理
りょうり

をしたり、自分の力で食べたりする

のが 難
むずか

しくなることがあります。そのような時、食事
しょくじ

のお手伝いが必要
ひつよう

になります。食事
しょくじ

のお手伝いを

することを「食事
しょくじ

の介護
か い ご

」といいます。食事
しょくじ

の介護
か い ご

は 1 日 3 回、毎日行います。おやつも入れると 1 日

5 回の介護
か い ご

を行います。介護
か い ご

の現場では、食事
しょくじ

の介護
か い ご

を行 う
おこな  

ことはとても多いです。 

 

食事
しょくじ

は、生きるために必要
ひつよう

な栄養
えいよう

を取ることだけが目的
もくてき

ではありません。食事
しょくじ

は楽しむものです。 

そして心を幸せにしてくれるものでもあります。食事
しょくじ

の介護
か い ご

はこのようなことを理解
り か い

したうえで行 う
おこな  

必要
ひつよう

があります。 

この単元では、食事
しょくじ

の介護
か い ご

場面
ば め ん

で使われる用語*1、用具
よ う ぐ

*2、またそれらの使い方なども理解
り か い

できるよう

にしましょう。 

 食事の介護の基本 

「食事
しょくじ

を心から楽しんでもらう」ことを大切に考えて介護
か い ご

を行 う
おこな  

こと、これが食事
しょくじ

の介護
か い ご

の基

本です。 

まず、利用者
り よ う し ゃ

が持っている力を最大限に生かすことが必要
ひつよう

です。そのため、利用者
り よ う し ゃ

の気持ちや

からだの状 態
じょうたい

に合った用具
よ う ぐ

を選び
えら  

ましょう。そしてその用具
よ う ぐ

を活用
かつよう

し、できるだけ利用者
り よ う し ゃ

が自分

の力で食べられるように支援
し え ん

します。 

また、利用者
り よ う し ゃ

の気持ちやからだの状 態
じょうたい

を把握
は あ く

*3 し、利用者
り よ う し ゃ

の食べる
た   

ペースに合わせましょう。

間違
ま ち が

った方法
ほうほう

で介護
か い ご

を行 う
おこな  

と、利用者
り よ う し ゃ

は苦痛
く つ う

*4 を感じ、食事
しょくじ

を楽しむことができなくなります。 

＊１:言葉＊２:必要な道具＊３:しっかりと理解すること。：４:苦しいこと。 
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食事
しょくじ

をする場所と姿勢
し せ い

 

食事
しょくじ

をする場所や食事
しょくじ

をするときの姿勢
し せ い

がとても重 要
じゅうよう

です。寝る
ね  

場所と食事
しょくじ

をする場所を分

け、食 堂
しょくどう

で食事
しょくじ

をすることで、気分
き ぶ ん

転換
てんかん

*5や生活
せいかつ

リズムを正しく保つ
た も  

*6ことができます。 

食事
しょくじ

の姿勢
し せ い

はできるだけ座位
ざ い

*7を保ち
た も  

、食べ物が気管
き か ん

に入ってしまうリスクを避け
さ  

るようにし

ましょう。 

座位
ざ い

での食事
しょくじ

 

座位
ざ い

とは、「図 座位
ざ い

(椅
い

座位
ざ い

)」のように座っている姿勢
し せ い

のことです。特にいすの上に座ってい

る座位
ざ い

を「椅
い

座位
ざ い

」といいます。 

座位
ざ い

が保てる利用者
り よ う し ゃ

は、いす（車いす）に座ってテーブルで食事
しょくじ

をするようにします。「図 食事
しょくじ

のときの正しい姿勢
し せ い

」は、食事
しょくじ

のときの正しい姿勢
し せ い

です。いす(車いす)の高さは、足底
そくてい

が床
ゆか

につ

いた時に、膝
ひざ

の角度
か く ど

が 90度
ど

に曲
ま

がるくらいの位置
い ち

です。いす(車いす)に深
ふか

く座り、上半身
じょうはんしん

は軽
かる

く前傾
ぜんけい

になります。テーブルの高さは、テーブルに腕
うで

を乗
の

せた時に、肘
ひじ

の角度
か く ど

が 90度に
ど  

曲
ま

がるく

らいが適切
てきせつ

*8です。 

また、車いすに座っている利用者
り よ う し ゃ

の場合
ば あ い

、足をフットサポート(足乗
の

せ台、フットレスト)から

おろして床
ゆか

に置
お

くようにします。すると、気持ちとからだがリラックスできて、おいしく食事
しょくじ

を

楽しむことができます。 

図 座位
ざ い

(椅
い

座位
ざ い

)          図 食事
しょくじ

のときの正しい姿勢
し せ い

 

ベッド上での食事
しょくじ

 

ベッド上で食事
しょくじ

する場合
ば あ い

は、利用者
り よ う し ゃ

の身体
しんたい

状 況
じょうきょう

や希望
き ぼ う

にあわせて、ベッドをギャッチアップ

し、リクライニングの角度
か く ど

を 30～80度
ど

くらいにします。利用者
り よ う し ゃ

とコミュニケーションをしなが

ら、苦痛
く つ う

を感じない、無理
む り

のない角度
か く ど

を保ち
た も  

、安全
あんぜん

で楽な姿勢
し せ い

になるようにします。 

食事
しょくじ

の介助
かいじょ

が必要
ひつよう

な利用者
り よ う し ゃ

は、「図 ベッド上での食事
しょくじ

の介護
か い ご

」のように、30～60度
ど

くらいがい

いでしょう。 

 

 

 

＊５:今までとは別の気分になること。＊６:状態を変えないで続けること。＊７:座っている状態。＊８:ちょうどいいこと。 
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図 ベッド上での食事
しょくじ

の介護
か い ご

 

 

図 食べやすい姿勢
し せ い

とベッド上での食事
しょくじ

の介護
か い ご

 

 

図 ポジショニング 

 食事の介護の現場で使われる福祉用具 

食事
しょくじ

の介護
か い ご

の現場で、利用者
り よ う し ゃ

の「食事
しょくじ

の自立」を支援
し え ん

する福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

には次のようなものがあり

ます。 

できる限り自立して食事
しょくじ

ができるよう、身体
しんたい

の状 態
じょうたい

にあわせて、適切
てきせつ

なものを選択
せんたく

します。 

柄
え

(グリップ)が太いスプーン 

握 力
あくりょく

*9が弱
よわ

い、また麻痺
ま ひ

や拘 縮
こうしゅく

*10などにより、スプーンやフォークが握
にぎ

りにくい利用者
り よ う し ゃ

がい
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ます。その場合
ば あ い

は、柄
え

（グリップ）の太いスプーンやフォークを選び
えら  

ましょう。柄
え

が握
にぎ

りやすく

なります。普通
ふ つ う

のスプーンやフォークにスポンジの柄
え

を取りつけ、柄
え

を太くして握
にぎ

りやすくする

こともできます。 

 

曲
ま

げられるスプーン 

曲
ま

げられるスプーンは、利用者
り よ う し ゃ

の手の状 態
じょうたい

にあわせて、持ちやすいように自由
じ ゆ う

に 形
かたち

を変える

ことができます。柄
え

はそのままですが、ネックの部分を利用者
り よ う し ゃ

の手の動き（可動域）に合わせて

自由
じ ゆ う

に曲
ま

げて使うタイプです。なかにはネックと柄
え

の両 方
りょうほう

を自由
じ ゆ う

に曲
ま

げて 形
かたち

を変えることがで

きるものあります。利用者
り よ う し ゃ

の手の状 態
じょうたい

にあわせて、手に巻きつけるような 形
かたち

にもできるため、

握 力
あくりょく

の弱
よわ

い利用者
り よ う し ゃ

や手首に拘 縮
こうしゅく

がある利用者
り よ う し ゃ

でも、安定
あんてい

してスプーンやフォークを持つことが

できるようになります。 

スプーン・フォークホルダー 

握 力
あくりょく

が弱
よわ

い、また麻痺
ま ひ

や拘 縮
こうしゅく

などで手指
て ゆ び

に力の入らない利用者
り よ う し ゃ

が、スプーンやフォークを持

つことをサポートする用具
よ う ぐ

です。スプーンやフォークをホルダーのポケットに差
さ

し込み、マジッ

クテープで利用者
り よ う し ゃ

の手に巻きつけて使用します。ホルダーのグリップは木製やゴム製があります。 

ピンセット型の箸
はし

 

握 力
あくりょく

が弱
よわ

い、また麻痺
ま ひ

や拘 縮
こうしゅく

などで箸
はし

が持ちにくい利用者
り よ う し ゃ

は、ピンセット型の箸
はし

を使用する

と食べ物をつかみやすくなります。ピンセット型の箸
はし

は、ピンセットで物を挟
はさ

んでつかむように、

手指
て ゆ び

を使って食べ物をつかみます。箸
はし

を使う文化の中で生活
せいかつ

してきた利用者
り よ う し ゃ

の気持ちを考え、

尊 重
そんちょう

*11しましょう。障 害
しょうがい

があっても、うどんやそばなどの麺類
めんるい

はフォークではなく、箸
はし

で食べ

られるように支援
し え ん

できると素晴
す ば

らしいです。 

飲み物用具
よ う ぐ

 

⚫ 飲み物用具
よ う ぐ

にも様々
さまざま

な工夫がされています。 

⚫ 首を大きく動かさなくても飲めるように内側が傾斜
けいしゃ

した 形
かたち

のコップ 

＊９:物を握る手の力＊１０:筋肉や関節が縮んだり固まったりして動かなくなる状態。＊１１:大切にすること 

⚫ しっかり握
にぎ

れる大きな持ち手のマグカップ 

柄
え

（グリップ） 



 

17 

第
１
章 

第
２
節 

介
護
福
祉
現
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
言
葉
の
理
解 

① 

⚫ 蓋
ふた

がついていてこぼれにくいコップ 

⚫ ストローを固定できるクリップのついたタイプのコップ 

などがあります。 

水分の摂取
せっしゅ

*12は健康
けんこう

維持
い じ

*13のためには欠かせません*14。利用者
り よ う し ゃ

の気持ちやからだの状 態
じょうたい

にあ

わせて使いやすいタイプのものを選び
えら  

ましょう。 

吸い
す  

飲み 

吸い
す  

飲みは、ベッドに寝たままの状 態
じょうたい

でも、吸い
す  

飲みを 傾
かたむ

け、自分で吸うことによって、飲

み物をこぼさないで飲むことができる用具
よ う ぐ

です。また、 薬
くすり

を服用
ふくよう

*15する時にも使われます。 

   

図 吸い
す  

飲み 

すくいやすい皿
さら

 

すくいやすい皿
さら

は皿
さら

の一方の底
そこ

が斜めに 傾
かたむ

いていて、食べ物がすくいやすくなっています。 

皿
さら

の裏側には滑り
すべ  

止めのゴムがついています。スプーンを持つ手と反対側
はんたいがわ

の手で食器
しょっき

を持つこ

とができなくても、一人で食事
しょくじ

がしやすくなったり、食事
しょくじ

が自立したりする皿
さら

です。 

滑り
すべ  

止
ど

めマット(滑り
すべ  

にくいランチョンマット)  

食器
しょっき

がテーブルの上で滑り
すべ  

やすい時に使います。マットの上においた皿
さら

や茶碗
ちゃわん

などが安定
あんてい

しま

す。そのため利用者
り よ う し ゃ

は一人でも食事
しょくじ

がしやすくなります。マットにはポケットがついたタイプの

マットもあります。 

食べこぼしや、食器
しょっき

を倒
たお

してしまった時に、衣服
い ふ く

が汚れ
よご  

ないように食べこぼしをキャッチする

ことができます。 

 

 

 

 

 

＊１２:水などの水分をとること。＊１３:今の状態を続けること。＊１４:必ず必要なこと。＊１５:薬を飲むこと。 
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図 長方形
ちょうほうけい

マット(スタンダード) 図 食べこぼしをキャッチするポケットの付いた 

ポケット付タイプ 

 

食事
しょくじ

用のエプロン 

何らかの障 害
しょうがい

により食べこぼしの多い利用者
り よ う し ゃ

や、食事
しょくじ

に介護
か い ご

が必要
ひつよう

な利用者
り よ う し ゃ

が着 用
ちゃくよう

*16します。

食事
しょくじ

用のエプロンは衣服
い ふ く

やテーブルなどへの汚れ
よご  

を気にせず、食事
しょくじ

を楽しめるようになります。

ポケットがついたタイプは食べこぼしや、食器
しょっき

を倒
たお

してしまった時に衣服
い ふ く

が濡れ
ぬ  

ないように食べ

こぼしをキャッチすることができます。 

しかし、食事
しょくじ

用のエプロンをすぐに使用することは避け
さ  

*17ましょう。エプロンを使用すること

を「恥ず
は  

かしい」「馬鹿
ば か

にされている」と感じる利用者
り よ う し ゃ

もいます。食事
しょくじ

用のエプロンを使用する前

に、利用者
り よ う し ゃ

に確認
かくにん

してから使用するようにしましょう。 

 

図 食事
しょくじ

用のエプロン(スタンダードタイプ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１６:着ること。＊１７:しないようにする。 
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第２節 介護福祉現場で使用されている言葉の理解 ② 

～身じたくの介護～ 

さて、みなさんは学校に行くために家を出る前に、どんな準備
じゅんび

をしますか？ 少し考えてみましょう。 

まず、朝起きたら顔
かお

を洗い、歯みがきをしますね。家の外に出るために着替
き が

えをしたり、お化粧
けしょう

したり

と、出かける準備
じゅんび

をすると思います。 これらを、「身じたく」といいます。そして、身じたくのお手伝い

をすることを「身じたく」の介護
か い ご

といいます。 

介護
か い ご

の現場は朝の「身じたく」の介護
か い ご

からスタートします。ここでは、「身じたく」で使われる用語や

道具
ど う ぐ

、またそれらの使い方なども理解
り か い

できるようにしましょう。」 

 洗面 

顔
かお

を洗ったり、拭
ふ

いたりすることです。「洗顔
せんがん

」ともいいます。 

 

① 自分で洗面を行 う
おこな  

ことができない場合
ば あ い

は、介護福祉職
かいごふくししょく

が洗面の介護
か い ご

を行います。 

② 顔
かお

を洗うことを洗面(洗顔
せんがん

) といいます。 

③ 洗面器
せ ん め ん き

は洗面の時に使います。洗面器
せ ん め ん き

に水(または、ぬるま湯) を入れ、手ですくって顔
かお

を

洗います。 

④ 顔
かお

を洗うことが 難
むずか

しい場合
ば あ い

、温かいタオルで顔
かお

を拭
ふ

く場合
ば あ い

があります。タオルで顔
かお

を拭
ふ

く

ことを「清拭
せいしき

」といいます。 

 口腔ケア 

歯みがき、また義歯
ぎ し

*18の掃除
そ う じ

や付け外しのお手伝いです。 

 

口腔
こうくう

ケアは、朝起きた時、朝食後
ちょうしょくご

、昼食後
ちゅうしょくご

、夕食後
ゆうしょくご

、または寝る
ね  

前に行います。自分で口腔
こうくう

ケ

アを行 う
おこな  

ことが 難
むずか

しい場合
ば あ い

は、介護福祉職
かいごふくししょく

がお手伝いを行います。 

歯みがき 

歯みがき粉
こ

を歯ブラシにつけて歯をみがきます。 

 

 

 

＊１８:入れ歯 
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義歯
ぎ し

の掃除
そ う じ

 

義歯
ぎ し

は一般的
いっぱんてき

に「入れ歯」といわれています。義歯
ぎ し

は口のなかから取り出して、歯みがき粉
こ

を

使わずに歯ブラシでみがきます。みがいた後は義歯
ぎ し

が乾燥
かんそう

しないように水につけておきます。 

朝起きた時にうがいをした後、水につけてある入れ歯をとりだし、水で洗って口の中にいれま

す。 

口腔
こうくう

ケア(歯磨
は み が

き、義歯
ぎ し

のつけ外しのお手伝い) 

まず利用者
り よ う し ゃ

に、気持ちやからだの状 態
じょうたい

を確認
かくにん

します。そしてすべて介護
か い ご

するのか、一部
い ち ぶ

分を介護
か い ご

するのかを確認
かくにん

し、必要
ひつよう

なお手伝いを行います。 

 整髪 (髪を整えること) 

髪
かみ

をブラッシングしたり、髪
かみ

を 整
ととの

えることを「整髪
せいはつ

」といいます。自分で整髪
せいはつ

を行 う
おこな  

ことが

難
むずか

しい場合
ば あ い

は、介護福祉職
かいごふくししょく

が整髪
せいはつ

の介護
か い ご

を行います。日本人はヘアブラシのほか、櫛
くし

を使う人も

多くいます。 

まず利用者
り よ う し ゃ

に、気持ちやからだの状 態
じょうたい

を確認
かくにん

します。そしてすべて介護
か い ご

するのか、一部
い ち ぶ

分を介護
か い ご

するのかを確認
かくにん

し、必要
ひつよう

なお手伝いを行います。 

 ひげ剃り 

高齢
こうれい

になると、ひげの伸び
の  

が早くなるので、ひげは毎日剃
そ

る必要
ひつよう

があります。自分でひげを剃
そ

ることができない場合
ば あ い

は、介護福祉職
かいごふくししょく

がひげ剃
そ

りのお手伝いを行います。 

まず利用者
り よ う し ゃ

に、気持ちやからだの状 態
じょうたい

を確認
かくにん

します。そしてすべて介護
か い ご

するのか、一部
い ち ぶ

分を介護
か い ご

するのかを確認
かくにん

し、必要
ひつよう

なお手伝いを行います。 

 化粧 

化粧
けしょう

水や乳 液
にゅうえき

、クリームをつけたり、メイクアップをすることを「化粧
けしょう

」といいます。女性は

お化粧
けしょう

をすることが習 慣
しゅうかん

になっている場合
ば あ い

が多いです。化粧
けしょう

をするとさわやかな気分になり、

生活
せいかつ

意欲が高まることがあります。自分でお化粧
けしょう

をすることができない場合
ば あ い

は、介護福祉職
かいごふくししょく

がお

化粧
けしょう

のお手伝いを行います。 

 衣服の着脱 

衣服
い ふ く

を着たり、脱
ぬ

いだりするときに、利用者
り よ う し ゃ

のお手伝いをすることを、「衣服
い ふ く

の着 脱
ちゃくだつ

」の介護
か い ご

といいます。 

自分で衣服
い ふ く

の着 脱
ちゃくだつ

を行 う
おこな  

ことができない場合
ば あ い

は、介護福祉職
かいごふくししょく

が着たり、脱
ぬ

いだりするお手伝

いや衣服
い ふ く

選び
えら  

のサポートを行います。 

利用者
り よ う し ゃ

の衣服
い ふ く

を選ぶ
えら  

際
さい

には、肌触
はだざわ

りや着心地
き ご こ ち

がよいこと、ゆったりしていて動きやすいこと、

着 脱
ちゃくだつ

がしやすいこと、また通気
つ う き

性に優
すぐ

れていることなどを意識
い し き

しましょう。 
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衣服
い ふ く

の着 脱
ちゃくだつ

の介護
か い ご

をおこなうときは、室温
しつおん

を 23～25℃くらいに保ち
た も  

、冬の寒
さむ

い時には

介護福祉職
かいごふくししょく

の手や衣服
い ふ く

も温 め
あたた  

ておくなどの配慮
はいりょ

*19 も必要
ひつよう

です。さらに、バスタオルをかけて肌

があまり見えないようにするなど利用者
り よ う し ゃ

の羞恥
しゅうち

心
しん

*20 への配慮
はいりょ

も忘れずに行います。 

 その他の身じたくの介護 

1～6 で説明
せつめい

した身じたくのほかにも、利用者
り よ う し ゃ

の状 態
じょうたい

に応じて*21行われるものもあります。 

洗髪
せんぱつ

(シャンプー) 

髪
かみ

の毛や頭皮
と う ひ

は汗
あせ

や 脂
あぶら

で汚れ
よご  

ます。入 浴
にゅうよく

の際
さい

にしっかり洗髪
せんぱつ

(シャンプー)して、かゆみやに

おい、べたつきを防ぐ
ふせ  

必要
ひつよう

があります。自分で洗髪
せんぱつ

を行 う
おこな  

ことができない場合
ば あ い

は、介護福祉職
かいごふくししょく

が

洗髪
せんぱつ

のお手伝いを行います。 

爪切
つ め き

り 

爪は、手の爪が 1 か月に 3～4 mm、足の爪が 1 か月に 1.5～2 mm くらい伸び
の  

るといわれて

います。爪は短すぎると指にくいこんで痛み
いた  

を感じたりします。長すぎると爪が靴
くつ

の内部
な い ぶ

や床
ゆか

な

どにあたってはがれたり、割れ
わ  

たりする場合
ば あ い

があります。手の爪は 2週 間
しゅうかん

ごとに、足の爪は 4

週 間
しゅうかん

ごとに爪切
つ め き

りを 行 う
おこな  

必要
ひつよう

があります。 爪切
つ め き

りを自分で 行 う
おこな  

ことができない場合
ば あ い

は

介護福祉職
かいごふくししょく

が爪を切るお手伝いをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１９:気を付けること。気を使うこと。＊２０:恥ずかしいと感じる気持ち。＊２１:～に合わせて。 
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第２節 介護福祉現場で使用されている言葉の理解 ③ 

～入浴・清潔保持の介護～ 

私たちは毎日の生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

として入 浴
にゅうよく

やシャワーを行います。身体
しんたい

を清潔
せいけつ

にすることによって気持ちや

からだの心地
こ こ ち

よさ*22 を感じるからです。また、周り
まわ  

に不快感
ふ か い か ん

*23 を与え
あた  

ないためにも身体
しんたい

を清潔
せいけつ

に保つ
た も  

こ

とが必要
ひつよう

です。 

気持ちやからだに何かの障 害
しょうがい

がある場合
ば あ い

、自分ひとりの力で入 浴
にゅうよく

やシャワーを行 う
おこな  

ことが 難
むずか

しくな

ることがあります。そのような時、入 浴
にゅうよく

やシャワーなどのお手伝いが必要
ひつよう

になります。入 浴
にゅうよく

やシャワー

などのお手伝いをすることを「入 浴
にゅうよく

・清潔
せいけつ

保持
ほ じ

の介護
か い ご

」といいます。 

 入浴・・清潔保持の介護の基本 

入 浴
にゅうよく

・清潔保持
せ い け つ ほ じ

の介護
か い ご

では、まず利用者
り よ う し ゃ

の自尊
じ そ ん

心
しん

*24の低下
て い か

や全裸
ぜ ん ら

になることの羞恥
しゅうち

心
しん

への配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

です。また、浴室
よくしつ

では転倒
てんとう

の危険性
き け ん せ い

もあります。安全
あんぜん

・安楽
あんらく

な入 浴
にゅうよく

の介護
か い ご

を行 う
おこな  

ために

は以下の状 態
じょうたい

をしっかりと把握
は あ く

しておくことが重 要
じゅうよう

です。 

身体
しんたい

状 況
じょうきょう

のアセスメント 

座位
ざ い

は可能
か の う

か、歩行
ほ こ う

状 態
じょうたい

は安定
あんてい

しているか、浴槽
よくそう

をまたぐことはできるかなど、利用者
り よ う し ゃ

の気持

ちやからだの状 態
じょうたい

にあわせて、どの方法
ほうほう

がいいのかを考えます(アセスメント)。そして特殊
とくしゅ

浴槽
よくそう

やシャワー浴、普通
ふ つ う

入 浴
にゅうよく

など、気持ちやからだの状 態
じょうたい

に合わせて選択
せんたく

し、利用者
り よ う し ゃ

の考えも尊 重
そんちょう

しながら行なう必要
ひつよう

があります。 

疾病
しっぺい

の状 態
じょうたい

のアセスメント 

入 浴
にゅうよく

の前には医療
いりょう

職
しょく

と連携
れんけい

*25し、健康
けんこう

状 態
じょうたい

をチェックします。急な病気による発熱
はつねつ

や感染症
かんせんしょう

がある場合
ば あ い

、また心
しん

疾患
しっかん

、高血圧症
こうけつあつしょう

など、症 状
しょうじょう

によっては入 浴
にゅうよく

ができない場合
ば あ い

があります。日

ごろから利用者
り よ う し ゃ

の観察
かんさつ

を行い、体 調
たいちょう

の変化
へ ん か

に気づくことが重 要
じゅうよう

です。体 調
たいちょう

等によって入 浴
にゅうよく

が

できない場合
ば あ い

はシャワー浴や部分浴
ぶ ぶ ん よ く

(24 ページ～26 ページ)、清拭
せいしき

など、ほかの方法
ほうほう

で清潔
せいけつ

を保つ
た も  

方法
ほうほう

を考えます。 

 

 

 

＊２２:気持ちいいこと。＊２３:嫌な気持ちのこと。＊２４:自分自身を大切にすること。プライド（pride）＊２５:他の人

と協力してすること。 
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高齢者
こうれいしゃ

や障害者
しょうがいしゃ

が持つからだの変化
へ ん か

のアセスメント 

高齢
こうれい

者や障 害
しょうがい

者の場合
ば あ い

、さまざまな皮膚疾患
ひ ふ し っ か ん

*26 がある場合
ば あ い

があります。特に高齢
こうれい

者の場合
ば あ い

は、

汗
あせ

や皮脂
ひ し

の分泌
ぶんぴつ

が減 少
げんしょう

することで皮膚
ひ ふ

の機能
き の う

が低下
て い か

し乾燥
かんそう

します。皮膚
ひ ふ

が乾燥
かんそう

するとかゆみが強

くなることがあるので、入 浴
にゅうよく

時は皮膚
ひ ふ

を強くこすらないなど注意
ちゅうい

しましょう。 

 入浴の介護 

利用者
り よ う し ゃ

の気持ちやからだの状 態
じょうたい

にあった入 浴
にゅうよく

方法
ほうほう

を選択
せんたく

します。入 浴
にゅうよく

方法
ほうほう

は介護
か い ご

度によって

ひとり一人異な
こと  

ります。歩行
ほ こ う

ができるかできないか、座位
ざ い

を保つ
た も  

ことができるかできないか、な

どを考慮*27したうえで、その利用者
り よ う し ゃ

に適し
てき  

た入 浴
にゅうよく

方法
ほうほう

を考える必要
ひつよう

があります。施設
し せ つ

での入 浴
にゅうよく

方法
ほうほう

は以下のような方法
ほうほう

で行います。 

入 浴
にゅうよく

の介護
か い ご

は、利用者
り よ う し ゃ

が自分で洗えるところは自分で洗ってもらい、できないところを

介護福祉職
かいごふくししょく

が介護
か い ご

を行います。 

個浴
こ よ く

 

自立度が高く、歩行
ほ こ う

ができる利用者
り よ う し ゃ

が対 象
たいしょう

となります。自分で髪
かみ

の毛や顔
かお

、身体
しんたい

を洗い、湯船

(バスタブ)に入るという自宅での入 浴
にゅうよく

のイメージです。 

中間浴
ちゅうかんよく

 

歩行
ほ こ う

は 難
むずか

しいけれど座位
ざ い

姿勢
し せ い

が保てる利用者
り よ う し ゃ

に適し
てき  

ています。中間浴
ちゅうかんよく

 (リフト浴)は、車いす

から“ リフト”と呼ばれる機械
き か い

に移動
い ど う

し、髪
かみ

の毛や顔
かお

、身体
しんたい

を洗ったら、リフトを持ち上げて浴槽
よくそう

に移動
い ど う

します。 

 

図 中間浴
ちゅうかんよく

(リフト浴) 

機械浴
き か い よ く

 

歩行
ほ こ う

が 難
むずか

しく、座位
ざ い

が不安定
あんてい

などの利用者
り よ う し ゃ

に適し
てき  

ています。機械
き か い

浴
よく

には、チェアー浴とストレ

ッチャー浴があります。 

＊２６:病気のこと。＊２７:よく考えること。 
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[チェアー浴] 

リフト浴のように座位
ざ い

姿勢
し せ い

が保てる利用者
り よ う し ゃ

向けの入 浴
にゅうよく

方法
ほうほう

です。チェアー浴専用
せんよう

の浴槽
よくそう

車いす

と浴槽
よくそう

を使って入 浴
にゅうよく

します。髪
かみ

の毛や顔
かお

、身体
しんたい

を洗ったら浴槽
よくそう

車いすと一緒
いっしょ

に浴槽
よくそう

に入ります。

浴槽
よくそう

に入ったら給 湯
きゅうとう

します。リフト浴のようにいすを上下に移動
い ど う

しないため、安心感
あんしんかん

が保てる

入 浴
にゅうよく

方法
ほうほう

です。 

  

チェアー浴 

[ストレッチャー浴] 

座位
ざ い

姿勢
し せ い

を保つ
た も  

のが 難
むずか

しい利用者
り よ う し ゃ

や寝たきりの利用者
り よ う し ゃ

はこのストレッチャー浴で入 浴
にゅうよく

する

場合
ば あ い

が多いです。ストレッチャーに横になったまま入 浴
にゅうよく

する方法
ほうほう

で、寝たままの状 態
じょうたい

で髪
かみ

の毛

や体を洗ったり、湯船につかったり*28 することができます。 

  

図 ストレッチャー浴 

 部分浴の介護 

体 調
たいちょう

が悪く
わる  

入 浴
にゅうよく

ができないときなどに、手や足などを部分的に清潔
せいけつ

にする方法
ほうほう

です。また、

排泄
はいせつ

時に陰部
い ん ぶ

や臀部
で ん ぶ

を清潔
せいけつ

にします。部分浴
ぶ ぶ ん よ く

は、汚れ
よご  

ている部分をシャワーで洗い流
なが

す方法
ほうほう

や

洗面器
せ ん め ん き

やバケツにお湯を入れて行 う
おこな  

方法
ほうほう

があり、部分浴
ぶ ぶ ん よ く

を行 う
おこな  

場所は浴室
よくしつ

や洗面所、ベッドの

上などです。 

＊２８:お湯の中に入ること。 
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[手浴
しゅよく

] 

温かいお湯で、利用者
り よ う し ゃ

の手を丁寧
ていねい

に洗い清潔
せいけつ

にする方法
ほうほう

です。 

手浴
しゅよく

を行 う
おこな  

とさっぱりして気分
き ぶ ん

転換
てんかん

にもなり、リラクゼーション効果
こ う か

や睡眠
すいみん

をうながす効果
こ う か

も

あります。また、お湯で手を温 め
あたた  

ると関節
かんせつ

が柔ら
やわ  

かくなり、手指
し ゅ し

も動かしやすくなります。手浴
しゅよく

後は爪が柔ら
やわ  

かく切りやすくなるため、爪きりとあわせてもいいでしょう。 

   

図 手浴
しゅよく

 

[足浴
そくよく

] 

足浴
そくよく

とは、温かいお湯で、利用者
り よ う し ゃ

の足の爪先から膝
ひざ

あたりまでを丁寧
ていねい

に洗い、清潔
せいけつ

にする方法
ほうほう

です。お湯で足を温 め
あたた  

ることにより、身体
しんたい

が温まり、入 浴
にゅうよく

した時と同じように血行促進
そくしん

29 や、

リラクゼーションや睡眠
すいみん

をうながすなどの効果
こ う か

があります。また、皮膚
ひ ふ

を清潔
せいけつ

にすることは

感染症
かんせんしょう

予防
よ ぼ う

にもつながります。足浴
そくよく

後は爪が柔ら
やわ  

かく切りやすくなるため爪きりとあわせてもい

いでしょう。 

   

図 足浴
そくよく

 

[洗髪
せんぱつ

(シャンプー)] 

介護
か い ご

施設
し せ つ

では洗髪
せんぱつ

は入 浴
にゅうよく

時に行 う
おこな  

場合
ば あ い

が多いのですが、身体
しんたい

状 況
じょうきょう

や疾病
しっぺい

 *30 の状 態
じょうたい

によっ

て入 浴
にゅうよく

困難
こんなん

な場合
ば あ い

などに、ベッド上で洗髪
せんぱつ

の介護
か い ご

を行います。 

＊２９:血液の流れをよくすること。＊３０:病気のこと。 
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洗髪
せんぱつ

の介護
か い ご

では、シャンプーが頭皮
と う ひ

や髪
かみ

に残らないよう洗い流
なが

し、洗髪
せんぱつ

後はドライヤーで乾か
かわ  

すようにしましょう。 

シャンプーが残って
のこ    

いたり、髪
かみ

がしっかりと乾いていないと、微生物
び せ い ぶ つ

が繁 殖
はんしょく

*31 しやすくなる

ため、髪
かみ

はしっかり洗い、しっかり乾か
かわ  

すということを意識
い し き

しましょう。 

お湯を使うのが 難
むずか

しいなど、ベッド上での洗髪
せんぱつ

が 難
むずか

しい場合
ば あ い

は、水を使わないで洗髪
せんぱつ

ができ

るドライシャンプーを使うこともあります。 

  

図 ベッド上での洗髪
せんぱつ

 

[陰部
い ん ぶ

・臀部
で ん ぶ

洗 浄
せんじょう

] 

陰部
い ん ぶ

や臀部
で ん ぶ

は排泄
はいせつ

物などで汚れ
よご  

やすくなります。身体
しんたい

状 況
じょうきょう

や疾病
しっぺい

の状 態
じょうたい

によって入 浴
にゅうよく

が

困難
こんなん

な場合
ば あ い

は、陰部
い ん ぶ

・臀部
で ん ぶ

洗 浄
せんじょう

の介護
か い ご

を行います。不潔
ふ け つ

*32にならないように陰部
い ん ぶ

・臀部
で ん ぶ

洗 浄
せんじょう

の

介護
か い ご

を行います。 

陰部
い ん ぶ

・臀部
で ん ぶ

洗 浄
せんじょう

の介護
か い ご

は大変デリケートな介護
か い ご

です。プライバシーが守られ、安心・安楽
あんらく

な介護
か い ご

を心がけて行 う
おこな  

必要
ひつよう

があります。 

  

図 陰部
い ん ぶ

・臀部
で ん ぶ

洗 浄
せんじょう

 

 清拭の介護 

清拭
せいしき

の介護
か い ご

とは、体力の低下
て い か

で入 浴
にゅうよく

が困難
こんなん

な場合
ば あ い

に、温かいタオルで身体
しんたい

を拭
ふ

いて利用者
り よ う し ゃ

の

身体
しんたい

を清潔
せいけつ

に保つ
た も  

介護
か い ご

の方法
ほうほう

です。 

＊３１:どんどん新しく増えること。＊３２:きれいではない状態のこと。 
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清拭
せいしき

の介護
か い ご

は、利用者
り よ う し ゃ

の身体
しんたい

状 況
じょうきょう

によって、全身の清潔
せいけつ

を保つ
た も  

「全身清拭
せいしき

」や身体
しんたい

の一部
い ち ぶ

を

清潔
せいけつ

にする「部分清拭
せいしき

」のどちらかを行います。 

清拭
せいしき

の介護
か い ご

は時間
じ か ん

がかかるため、利用者
り よ う し ゃ

の体力の消 耗
しょうもう

*33を抑え
おさ  

る必要
ひつよう

があるためです。 

石けんやボディソープを使って清拭
せいしき

した場合
ば あ い

は、石けんやボディソープが残らないようにしっ

かりと拭
ふ

きます。拭
ふ

き残し
のこ  

があると、かゆみや発赤
ほっせき

*34 など皮膚
ひ ふ

疾患
しっかん

の原因
げんいん

になるかもしれません。 

[全身清拭
せいしき

] 

利用者
り よ う し ゃ

の体力の消 耗
しょうもう

を最小限にするために、必要
ひつよう

な用具
よ う ぐ

の準備
じゅんび

と手順
てじゅん

をしっかり確認
かくにん

したうえ

で行いましょう。清拭
せいしき

を行 う
おこな  

ときには、利用者
り よ う し ゃ

の身体
しんたい

の保温
ほ お ん

や羞恥
しゅうち

心
しん

に配慮
はいりょ

します。全身清拭
せいしき

は、

基本的
き ほ ん て き

に手足の先から心臓に向かって拭
ふ

きます。 

  

図 清拭
せいしき

 

[部分清拭
せいしき

] 

部分清拭
せいしき

とは、顔
かお

、上半身
じょうはんしん

、下
した

半身
はんしん

、陰部
い ん ぶ

、臀部
で ん ぶ

など、身体
しんたい

を部分的に清拭
せいしき

することです。た

くさん汗
あせ

をかいたときや排泄
はいせつ

時の汚れ
よご  

があるとき、また褥 瘡
じょくそう

(床ずれ)*35の予防
よ ぼ う

のために行 う
おこな  

の

も効果的
こ う か て き

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊３３:使って減ること。＊３４:皮膚が赤くなること。＊３５:体のおなじところが圧迫され続けたりずれたりして起きる皮

膚の障害。 
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第２節 介護福祉現場で使用されている言葉の理解 ④ 

～移動・移乗の介護～ 

まず、みなさんの生活
せいかつ

における「移動
い ど う

」や「移乗
いじょう

」について考えてみましょう。 

朝、顔
かお

を洗うときには洗面台
せんめんだい

まで「移動
い ど う

」しますね。食事
しょくじ

のテーブル、入 浴
にゅうよく

のために風呂場
ふ ろ ば

、そして外

出するときにも「移動
い ど う

」が必要
ひつよう

です。 

トイレに行くときにはトイレまで「移動
い ど う

」しますが、車いすを利用している人は、まず車いすから便座
べ ん ざ

に「移乗
いじょう

」しなければなりません。 

 

日 常
にちじょう

生活
せいかつ

を送るために欠かすことのできない行為
こ う い

が「移動
い ど う

」・「移乗
いじょう

」です。身体
しんたい

が何かの原因
げんいん

により

不自由
じ ゆ う

になった場合
ば あ い

は、移動
い ど う

・移乗
いじょう

のお手伝いやサポート(支援
し え ん

) が必要
ひつよう

になります。この移動
い ど う

・移乗
いじょう

の

お手伝いをすることを「移動
い ど う

・移乗
いじょう

の介護
か い ご

」といいます。 

移動
い ど う

・移乗
いじょう

のお手伝いは車いす介助
かいじょ

や杖
つえ

歩行
ほ こ う

の介助
かいじょ

だけでなく、ベッド上の移動
い ど う

など様々
さまざま

な種類
しゅるい

があり

ます。 

 車いす介助、杖歩行 

移動
い ど う

 

移動
い ど う

とは、今いる場所から次の場所へ動くことをいいます。自分で移動
い ど う

することができない

場合
ば あ い

は、介護福祉職
かいごふくししょく

が移動
い ど う

のお手伝いを行います。 

車いす介助
かいじょ

 

車いす介助
かいじょ

とは、歩くことが 難
むずか

しい利用者
り よ う し ゃ

を車いすに乗
の

せて、車いすを押す介護
か い ご

のことです。

車いす介助
かいじょ

を行 う
おこな  

ときは、利用者
り よ う し ゃ

が車いすから転落
てんらく

*36したり、けがをしないように安全
あんぜん

に配慮
はいりょ

*37します。  

歩行
ほ こ う

介助
かいじょ

 

歩行
ほ こ う

介助
かいじょ

とは、利用者
り よ う し ゃ

が自分の足で歩けるように、利用者
り よ う し ゃ

の手や身体
しんたい

をしっかりと支
ささ

え、歩行
ほ こ う

のお手伝いをすることです。歩行
ほ こ う

介助
かいじょ

は、介護福祉職
かいごふくししょく

の少しの不注意
ちゅうい

が転倒
てんとう

につながり、骨折
こっせつ

をしてしまう可能性
か の う せ い

もありますから利用者
り よ う し ゃ

の安全
あんぜん

には充 分
じゅうぶん

配慮
はいりょ

します。 

 

 

＊３６:高いところから落ちること。＊３７:気を付けること。気を使うこと。 
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移乗
いじょう

 

移乗
いじょう

とは、ベッドから車いすへ、車いすからトイレの便座
べ ん ざ

へなど、「位置
い ち

を変えること」をいい

ます。 

自分で移乗
いじょう

することができない場合
ば あ い

は、介護福祉職
かいごふくししょく

が移乗
いじょう

のお手伝いを行います。 

 

車いすとベッドの乗
の

り移り 

介護
か い ご

現場で一番多いのは、車いすとベッドの間の移乗
いじょう

介護
か い ご

です。移乗
いじょう

の際
さい

、介護福祉職
かいごふくししょく

の不

注意
ちゅうい

により利用者
り よ う し ゃ

の転倒
てんとう

*38 や転落
てんらく

につながります。それにより骨折
こっせつ

をしてしまう可能性
か の う せ い

もあ

りますから、利用者
り よ う し ゃ

の安全
あんぜん

には充 分
じゅうぶん

配慮
はいりょ

します。 

車いすと便座
べ ん ざ

(トイレの座面
ざ め ん

)の乗
の

り移り 

車いすとベッドの乗
の

り移りの次に多いのは、車いすとトイレの便座
べ ん ざ

の乗
の

り移りの移乗
いじょう

介護
か い ご

です。車いすから便座
べ ん ざ

への移乗
いじょう

も、介護福祉職
かいごふくししょく

の少しの不注意
ちゅうい

が転倒
てんとう

や転落
てんらく

につながります。

利用者
り よ う し ゃ

の安全
あんぜん

には充 分
じゅうぶん

配慮
はいりょ

しましょう。 

 

安全
あんぜん

な移乗
いじょう

介護
か い ご

を行 う
おこな  

ためには、まず利用者
り よ う し ゃ

の身体
しんたい

の状 態
じょうたい

や障 害
しょうがい

の程度
て い ど

*39を把握
は あ く

*40します。

そして、声かけを十分に行い、利用者
り よ う し ゃ

ひとり一人に応じた*41介助
かいじょ

を行わなければなりません。 

 移動の介護場面で多く使われる用具 

歩行
ほ こ う

が不自由
じ ゆ う

な利用者
り よ う し ゃ

にとって、歩行
ほ こ う

を支援
し え ん

する様々
さまざま

な用具
よ う ぐ

があります。 

それぞれの用具
よ う ぐ

の特 徴
とくちょう

を覚えておきましょう。 

 

車いす(自走
じ そ う

式) 

自走
じ そ う

用車いすは、利用者
り よ う し ゃ

が自分でこぐタイプの車いすです。

利用者
り よ う し ゃ

本人が腕
うで

の力などを使ってハンドリムという部分を手でこ

いで進ませます。 

 

 

車いす(介助
かいじょ

式) 

介助
かいじょ

用車いすは、主に介護福祉職
かいごふくししょく

がうしろから押すことで車いす

を動かすタイプの車いすです。 

 

 

 

＊３８:転ぶこと。＊３９:レベル。どのくらいか、ということ。＊４０:はっきりと理解すること。＊４１:～に合わせること。 
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T 字杖
つえ

 

立っている時や歩いている時のバランスが悪く
わる  

なっている場合
ば あ い

には、杖
つえ

を使用する

ことで、歩くことを支援
し え ん

できます。 

T 字杖
つえ

は、腕
うで

の力があり、歩行
ほ こ う

のバランスがよい方に向いています。 

 

 

 

 

ロフストランドクラッチ 

1 本の脚
あし

、体 重
たいじゅう

を支
ささ

えるグリップ、そして肘
ひじ

を支
ささ

えるカフ(腕
うで

を固定する機能
き の う

)が

あるのが特 徴
とくちょう

です。 

カフが腕
うで

をささえることで、手だけで支
ささ

える 1 本杖
つえ

より姿勢
し せ い

を正しく安定
あんてい

させ

ます。 腕
うで

の力も使えるので、握 力
あくりょく

の弱
よわ

い方に向いています。 

 

 

 

 

4点
てん

杖
つえ

（多脚
たきゃく

杖
つえ

） 

4点
てん

杖
つえ

は、脚
あし

が 4 本に分かれていて、安定
あんてい

しています。体 重
たいじゅう

をかけても倒
たお

れな

いので、立つ姿勢
し せ い

が悪い
わ る い

方に向いています。 
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ウォーカーケイン(歩行
ほ こ う

器
き

) 

4点
てん

杖
つえ

よりも支持面積
し じ め ん せ き

が広く、安定
あんてい

しています。立ち上がりの補助
ほ じ ょ

にも利用

できますが、広いスペースが必要
ひつよう

で、平らな場所以外での使用には向きませ

ん。 

 

 

 

歩行
ほ こ う

車 

4 脚
きゃく

に車輪
しゃりん

をつけたものが一般的
いっぱんてき

なタイプです。軽
かる

く押しながら歩行
ほ こ う

す

ることができます。 

 

 

 

 

 

トランスファーボード(スライディングボード) 

ベッドと車いすの間の移乗
いじょう

・移動
い ど う

などに使います。 プラステ

ィック素材
そ ざ い

などでできており、表面は滑り
すべ  

やすく裏面
うらめん

は滑り
すべ  

止
ど

め加工がついています。 

トランスファーボードは、片側
かたがわ

を利用者
り よ う し ゃ

のお尻
しり

の下に敷き
し   

、

もう片側
かたがわ

は移乗
いじょう

する場所の座面
ざ め ん

に乗
の

せます。利用者
り よ う し ゃ

の身体
しんたい

をト

ランスファーボードの上をゆっくりとすべらせて移乗
いじょう

の介助
かいじょ

を行います。利用者
り よ う し ゃ

をもち上げなくても移乗
いじょう

・移乗
いじょう

ができるた

め、介護福祉職
かいごふくししょく

の負担
ふ た ん

が軽
かる

くなり、介助
かいじょ

者の腰痛
ようつう

予防
よ ぼ う

にもなり

ます。 

 

[参考] 

杖
つえ

類
るい

・歩行
ほ こ う

器
き

の種類
しゅるい

と選び
えら  

方 

杖
つえ

や歩行
ほ こ う

器
き

を利用することにより、それまで家に閉じこもりがち*42だった人も移動
い ど う

距離
き ょ り

が長く

なり、外へ出るのが楽しみになります。杖
つえ

や歩行
ほ こ う

器
き

には様々
さまざま

なタイプのものがあります。利用者
り よ う し ゃ

の気持ちやからだの状 態
じょうたい

に合ったものを選ぶ
えら  

ことが大切です。次の図は、利用者
り よ う し ゃ

の歩行
ほ こ う

バランス

や腕
うで

の力に合わせた杖
つえ

のタイプの表です。松葉
ま つ ば

杖
つえ

とシルバーカーは文中では説明
せつめい

していませんの

で、自分で調べて学 習
がくしゅう

してください。 

 

 

＊４２: ほとんど家にいて外出しないこと。 
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 ベッド上の移動、体位変換の介助 

ベッド上の移動
い ど う

 

利用者
り よ う し ゃ

がベッドの上に寝ているとき、身体
しんたい

がベッドの下のほうや左右に動いてしまうことがあ

ります。そのままにしておくと身体
しんたい

に負担
ふ た ん

がかかったり、ベッドから転落
てんらく

する危険性
き け ん せ い

もあります。

そのため、動いてしまった身体
しんたい

は元の位置
い ち

に戻
もど

す必要
ひつよう

があります。寝たきり、麻痺
ま ひ

、脚 力
きゃくりょく

*43の

低下
て い か

、重度
じゅうど

*44の認知症
にんちしょう

などの理由で、自分の力で元の位置
い ち

に戻
もど

すことができない利用者
り よ う し ゃ

に対して
た い    

はベッド上での移動
い ど う

のお手伝いを行います。ベッド上での移動
い ど う

のお手伝いのことを「ベッド上の

移動
い ど う

介護
か い ご

」といいます。ベッド上の移動
い ど う

には上方移動
い ど う

や水平
すいへい

移動
い ど う

などがあります。 

 

 

 

 

 

＊４３:足の力 ＊４４:症状などが重いこと。 
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上方移動
い ど う

 

利用者
り よ う し ゃ

の身体
しんたい

がベッドの下の方にずれている場合
ば あ い

は、身体
しんたい

を上の方に引き上げる介護
か い ご

を上方

移動
い ど う

といいます。 

 

 

図 上方移動
い ど う

 

 

水平移動
す いへいい どう

(ベッドの中央に移動
い ど う

する) 

利用者
り よ う し ゃ

の身体
しんたい

がベッドの左右のどちらかにずれてしまうことがあります。ベッドから落ちる

危険性
き け ん せ い

が高くなるため、中央に移動
い ど う

させる必要
ひつよう

があります。 

  
 

図 水平
すいへい

移動
い ど う

 

 体位変換 

寝たきりや自分で寝返
ね が え

りをうつことができない利用者
り よ う し ゃ

に対して
た い    

、2～3時間
じ か ん

ごとに身体
しんたい

の向きを

変えることをいいます。 体位
た い い

変換
へんかん

をしないと長い時間
じ か ん

、同じ姿勢
し せ い

でいることになります。すると、

寝具
し ん ぐ

と接し
せっ  

ている身体
しんたい

の面に圧力*45 がかかり続
つづ

け、血液
けつえき

の循 環
じゅんかん

*46が悪く
わる  

なります。血行不良
けっこうふりょう

は

褥 瘡
じょくそう

や肩こり、腰痛
ようつう

の原因
げんいん

になるといわれています。ですから体位変換
へんかん

、寝返
ね が え

り等の移動
い ど う

の介護
か い ご

は重 要
じゅうよう

です。 

 

＊４５:押し付ける力のこと。 ＊４６:血が血管を通って流れること。 
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以下の文 章
ぶんしょう

の中に多く出てくる、仰臥位
ぎ ょ う が い

、側臥位
そ く が い

等の姿勢
し せ い

の名 称
めいしょう

は介護
か い ご

の現場ではよく使わ

れていますので、しっかりと覚えて理解
り か い

しておくようにしましょう。 

仰臥位
ぎ ょ う が い

 

仰臥位
ぎ ょ う が い

は、仰向
あ お む

け(顔
かお

は上を向いている)で寝ている状 態
じょうたい

です。 

寝具
し ん ぐ

と身体
しんたい

が接している面積が広いので安定
あんてい

した体位です。 

  

図 仰臥位
ぎ ょ う が い

 

 

側臥位
そ く が い

 

側臥位
そ く が い

は、横向きで寝ている状 態
じょうたい

です。 

寝具
し ん ぐ

と身体
しんたい

が接し
せっ  

ている面積が狭い
せま  

ため、ベッドから転落
てんらく

するリスクがあります。 

手や足の位置
い ち

に注意
ちゅうい

し、安定
あんてい

したバランスのよい体位をとるようにしましょう。 

⚫ ［右
みぎ

側臥位
そ く が い

］右側
みぎがわ

を向いた(顔
かお

は右側
みぎがわ

を向いて寝ている）状 態
じょうたい

を右
みぎ

側臥位
そ く が い

といいます。 

⚫ ［ 左
ひだり

側臥位
そ く が い

］左 側
ひだりがわ

を向いた(顔
かお

は左 側
ひだりがわ

を向いて寝ている)状 態
じょうたい

を 左
ひだり

側臥位
そ く が い

といいます。 

  

図 側臥位
そ く が い
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第２節 介護福祉現場で使用されている言葉の理解 ⑤ 

～排せつ排泄の介護～ 

排泄
はいせつ

とは、飲食したものから身体
しんたい

に必要
ひつよう

な栄養分
えいようぶん

を 吸 収
きゅうしゅう

した残り
のこ  

（老廃物
ろうはいぶつ

）を身体
しんたい

の外に出すことで

す。一般的
いっぱんてき

に排 尿
はいにょう

、排便
はいべん

のことをいいます。 

老廃物
ろうはいぶつ

は身体
しんたい

の外に出さないと毒
どく

として蓄積
ちくせき

*47されていくため、健康
けんこう

が維持
い じ

*48できなくなります。場合
ば あ い

によっては 命
いのち

に危険
き け ん

があることがあります。私たちが毎日行っている排泄
はいせつ

は、生きていくうえで欠かす

ことのできない*49行為
こ う い

です。気持ちやからだに何かの障 害
しょうがい

がある場合
ば あ い

、自分ひとりの力で排泄
はいせつ

を行 う
おこな  

こ

とが 難
むずか

しくなることがあります。そのような時、利用者
り よ う し ゃ

に合った排泄
はいせつ

方法
ほうほう

を選び
えら  

、排泄
はいせつ

のお手伝いをす

ることを「排泄
はいせつ

の介護
か い ご

」といいます。 

 排泄の介護の基本 

排泄
はいせつ

の介護
か い ご

は、プライベートで、デリケートな介護
か い ご

であるということをよく考えて行 う
おこな  

必要
ひつよう

が

あります。介護福祉職
かいごふくししょく

の手を借りて排泄
はいせつ

をしなければならなくなった場合
ば あ い

、恥ず
は  

かしい、情けな

いなどと感じることが多いです。 

利用者
り よ う し ゃ

の自尊
じ そ ん

心
しん

*50 に配慮
はいりょ

し、利用者
り よ う し ゃ

ができるところは自分で行ってもらい、できない部分をお

手伝いするという考えで、利用者
り よ う し ゃ

にあった適切
てきせつ

な排泄
はいせつ

の介護
か い ご

を行います。適切
てきせつ

な排泄
はいせつ

介護
か い ご

のため

には、まず、利用者
り よ う し ゃ

に適し
てき  

た排泄
はいせつ

方法
ほうほう

を考えます。 

利用者
り よ う し ゃ

の身体
しんたい

状 況
じょうきょう

によって、排泄
はいせつ

方法
ほうほう

を考えるうえでのポイントは下のとおりす。 

身体
しんたい

状 況
じょうきょう

のアセスメント 

座位
ざ い

は可能
か の う

か、歩行
ほ こ う

状 態
じょうたい

は安定
あんてい

しているかなど、利用者
り よ う し ゃ

の気持ちやからだの状 態
じょうたい

にあわせて、

どの方法
ほうほう

が適し
てき  

ているのかを見極
み き わ

めます(アセスメント)。そして気持ちやからだの状 態
じょうたい

に合わせ

て排泄
はいせつ

方法
ほうほう

を選択
せんたく

し、利用者
り よ う し ゃ

の考えや希望
き ぼ う

も尊 重
そんちょう

*51しながら行なう必要
ひつよう

があります。 

疾病
しっぺい

*52 の状 態
じょうたい

のアセスメント(健康
けんこう

状 態
じょうたい

のアセスメント) 

利用者
り よ う し ゃ

の体 調
たいちょう

は日によって違い
ち が  

ます。いつもはトイレで排泄
はいせつ

をしていても体 調
たいちょう

によっては

歩行
ほ こ う

が安定
あんてい

しない場合
ば あ い

もあります。健康
けんこう

状 態
じょうたい

をチェックし、体 調
たいちょう

不良や発熱
はつねつ

などがある場合
ば あ い

、

ポータブルトイレやオムツを着 用
ちゃくよう

する場合
ば あ い

があります。日ごろから利用者
り よ う し ゃ

の観察
かんさつ

を行い、体 調
たいちょう

の変化
へ ん か

に気づくことが重 要
じゅうよう

です。 

＊４７:たまること。＊４８:今の状態を続けること。＊４９:必ず必要なこと。＊５０:自分自身を大切にすること。プライド

（pride）＊５１:大切にすること。＊５２:病気のこと。 
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排泄
はいせつ

の介護
か い ご

の留意点
りゅういてん

 

利用者
り よ う し ゃ

に適し
てき  

た排泄
はいせつ

方法
ほうほう

を考え、排泄
はいせつ

の介護
か い ご

に必要
ひつよう

な用具
よ う ぐ

や備品
び ひ ん

は、利用者
り よ う し ゃ

に適し
てき  

たものを

選び
えら  

ます。そしてプライバシーに配慮
はいりょ

し、安心して排泄
はいせつ

ができる環 境
かんきょう

を作ります。疾病
しっぺい

や障 害
しょうがい

により尿 道
にょうどう

カテーテルや人工膀胱
じんこうぼうこう

、人工肛門
じんこうこうもん

の利用者
り よ う し ゃ

もいます。どの場合
ば あ い

も排泄
はいせつ

後
ご

は清潔
せいけつ

を保ち、

感染
かんせん

予防
よ ぼ う

にも配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

です。 

利用者の自立度別の排泄
はいせつ

介護
か い ご

の種別を下の表に示し
しめ  

ます。 

利用者
り よ う し ゃ

の身体
しんたい

状 況
じょうきょう

 排泄
はいせつ

の介護
か い ご

の方法
ほうほう

と種別
しゅべつ

 

ほぼ*53自立
じ り つ

（行動
こうどう

制限
せいげん

*54等
とう

はなし） トイレ 

見守
み ま も

りが必要
ひつよう

な場合
ば あ い

には見守
み ま も

る 

何
なに

かの 障 害
しょうがい

はあるが、トイレまで

歩行
ほ こ う

ができる 

車
くるま

いすを利用
り よ う

してトイレまで行
い

くこ

とができる 

トイレ 

介護
か い ご

が必要
ひつよう

な場合
ば あ い

は、必要
ひつよう

な部分
ぶ ぶ ん

(トイレへの誘導
ゆうどう

→衣服
い ふ く

の着 脱
ちゃくだつ

→便座
べ ん ざ

への移乗
いじょう

介護
か い ご

、排泄
はいせつ

中はドアの外
そと

で待
ま

つ→

排泄
はいせつ

後
ご

の確認
かくにん

→清拭
せいしき

→衣類
い る い

の着 脱
ちゃくだつ

など)の介護
か い ご

をする 

何
なに

かの障 害
しょうがい

はあるが、座位
ざ い

は保
たも

てる ポータブルトイレ 

ポータブルトイレへの移動
い ど う

・移乗
いじょう

の介護
か い ご

、そのほか必要
ひつよう

な介護
か い ご

を行 う
おこな  

 

寝
ね

たきりであるが、尿意
にょうい

・便意
べ ん い

*55 は

ある 

尿器
にょうき

・便器
べ ん き

 

尿器
にょうき

・便器
べ ん き

の準備
じゅんび

、安定
あんてい

した姿勢
し せ い

への介護
か い ご

、排泄
はいせつ

後
ご

の

後始末
あ と し ま つ

など必要
ひつよう

な部分
ぶ ぶ ん

を介護
か い ご

する 

寝
ね

たきりで、尿意
にょうい

・便意
べ ん い

がない 

安静
あんせい

*56 を指示
し じ

されているなどの場合
ば あ い

も含む
ふく  

 

オムツ着 用
ちゃくよう

 

濡れ
ぬ  

た感覚
かんかく

がない場合
ば あ い

は決
き

まった時間
じ か ん

にオムツ交換
こうかん

、

感覚
かんかく

がある場合
ば あ い

には随時
ず い じ

オムツ交換
こうかん

を行 う
おこな  

 

尿 道
にょうどう

カテーテル カテーテル（を使った排 尿
はいにょう

） 

膀胱
ぼうこう

に溜
た

まった 尿
にょう

をカテーテルを通
つう

じて通じて体外
たいがい

に

出
だ

す 

人工膀胱
じんこうぼうこう

・人工肛門
じんこうこうもん

 

様々
さまざま

な病気
びょうき

や 障 害
しょうがい

などが原因
げんいん

で、

腹壁
ふくへき

に造ら
つく  

れた便
べん

や 尿
にょう

の排泄
はいせつ

口 

ストーマ装具
そ う ぐ

（を用
もち

いた排 尿
はいにょう

・排便
はいべん

） 

ストーマは皮膚
ひ ふ

のような痛覚
つうかく

がなく、傷
きず

ついても痛み
いた  

を

感
かん

じないので、強
つよ

い 力
ちから

や硬い
かた  

もので傷
きず

つけない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊５３:ほとんど。＊５４:ある範囲を決めてそこから出ないようにすること。＊５５:尿や便をしたいと感じる。＊５６:体を

動かさないで静かにしていること。  
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 排泄の介護の種類 

排泄
はいせつ

の介護
か い ご

は、どのようなスタイルでの排泄
はいせつ

方法
ほうほう

であっても、介護福祉職
かいごふくししょく

がすべて介護
か い ご

をする

のではありません。利用者
り よ う し ゃ

が自分でできることは自分で行ってもらい、できないところを

介護福祉職
かいごふくししょく

がお手伝いします。なお、排泄
はいせつ

の介護
か い ご

の際
さい

は、感染
かんせん

予防
よ ぼ う

のために必ずディスポーザブ

ル（使い捨て）の手袋を使用するようにしましょう。 

トイレを利用した排泄
はいせつ

の介護
か い ご

 

トイレの場所まで移動
い ど う

ができて、座位
ざ い

が保てる利用者
り よ う し ゃ

であればトイレでの排泄
はいせつ

が可能
か の う

です。 

トイレまでの移動
い ど う

は転倒
てんとう

*57 リスクが高いので、慎重*58 に移動
い ど う

の介護
か い ご

を行います。また、トイ

レ内での転倒
てんとう

を予防
よ ぼ う

するために、利用者
り よ う し ゃ

がつかまることができる手すりを設置
せ っ ち

する*59 のが一般的
いっぱんてき

です。その他、介護
か い ご

が必要
ひつよう

な場合
ば あ い

は、必要
ひつよう

な部分(トイレへの誘導
ゆうどう

→衣服
い ふ く

の着 脱
ちゃくだつ

→便座
べ ん ざ

への移乗
いじょう

介護
か い ご

、排泄
はいせつ

中はドアの外で待ち、排泄
はいせつ

後
ご

の確認
かくにん

→清拭
せいしき

→衣類
い る い

の着 脱
ちゃくだつ

など)の介護
か い ご

を行います。 

 

現在
げんざい

は、日本でもトイレはトイレと呼ぶことが多いですが、一昔前
ひとむかしまえ

は「トイレ」のことを便所
べんじょ

や 厠
かわや

などと表現していました。いまでも昔の呼び方で表現する利用者
り よ う し ゃ

がいますので、理解
り か い

してお

いてください。利用者
り よ う し ゃ

に「おトイレですか」と声をかけてもつうじなかったら、「お便所
べんじょ

ですか」

と声をかけるなどしてみましょう。 

ポータブルトイレを利用した排泄
はいせつ

の介護
か い ご

 

ポータブルトイレは、持ち運びができる便器
べ ん き

です。トイレまでの移動
い ど う

は 難
むずか

しくても座位
ざ い

は保て

る利用者
り よ う し ゃ

であれば、ポータブルトイレでの排泄
はいせつ

ができます。ベッドに近い位置
い ち

で排泄
はいせつ

ができるの

で、日中はトイレで排泄
はいせつ

し、夜間
や か ん

のみポータブルトイレを使用するという場合
ば あ い

もあります。 

ポータブルトイレは本体と便座
べ ん ざ

、排泄
はいせつ

物を入れるバケツ、バケツのふたなどでできています。

排泄
はいせつ

後
ご

は速やかに*60 ポータブルトイレ内の排泄
はいせつ

物を処理、洗 浄
せんじょう

する必要
ひつよう

があります。 

尿器
にょうき

や便器
べ ん き

を利用した排泄
はいせつ

の介護
か い ご

 

ベッドに臥床
がしょう*

＊

61した状 態
じょうたい

で排泄
はいせつ

を行 う
おこな  

方法
ほうほう

です。尿意
にょうい

や便意
べ ん い

は感じるが、身体
しんたい

状 況
じょうきょう

により

ベッドから体を起こすことができない場合
ば あ い

などに尿器
にょうき

や便器
べ ん き

を使用します。ベッド上での排泄
はいせつ

は、

トイレでの排泄
はいせつ

よりもプライバシーに配慮
はいりょ

する必要
ひつよう

があります。利用者
り よ う し ゃ

の自尊
じ そ ん

心
しん

を傷つけないよ

うに正しい使い方を知っておく必要
ひつよう

があります。 

[尿器
にょうき

] 

ベッド上で排 尿
はいにょう

ができるのが尿器
にょうき

です。尿器
にょうき

には女性用と男性用があります。排 尿
はいにょう

の介護
か い ご

時

は、できるところは利用者
り よ う し ゃ

に行ってもらい、できないところをお手伝いします。その際
さい

、タオル

をかけるなどプライバシーに配慮
はいりょ

し、露出
ろしゅつ

*62を少なくする工夫をしましょう。 

＊５７:転ぶこと。＊５８:よく注意すること。＊５９:設備などを作ること。＊６０:すぐに。＊６１:寝ていること。 

＊６２:肌が見えること。 
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全介助
ぜんかいじょ

の場合
ば あ い

は特には配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

です。排 尿
はいにょう

が終わったら陰部
い ん ぶ

を清拭
せいしき

し衣服
い ふ く

を 整
ととの

えます。

排 尿
はいにょう

後
ご

の尿器
にょうき

は速やかに処理しましょう。 

[尿器
にょうき

を使用する手順
てじゅん

] 

女性用尿器
にょうき

は「図 女性用尿器
にょうき

と使用方法
ほうほう

」のようなタイプが一般的
いっぱんてき

です。「図 女性用尿器
にょうき

と使

用方法
ほうほう

」のように、尿器
にょうき

の受け口を会陰
え い ん

 (膣
ちつ

と肛門
こうもん

の間)にしっかりと密 着
みっちゃく

させて排 尿
はいにょう

します。

尿
にょう

が飛び散
と  ち

らないようにトイレットペーパーなどトイレに流
なが

せるシートで肛門
こうもん

あたりから陰部
い ん ぶ

を覆
おお

います。 

 

図 女性用尿器
にょうき

と使用方法
ほうほう

 

男性用尿器
にょうき

は「図 男性用尿器
にょうき

と使用方法
ほうほう

」のようなタイプが一般的
いっぱんてき

です。「図 男性用尿器
にょうき

と使

用方法
ほうほう

」のように尿器
にょうき

の受け口を、陰茎
いんけい

(ペニス)の先端
せんたん

から尿器
にょうき

に入れて排 尿
はいにょう

します。 

 

図 男性用尿器
にょうき

と使用方法
ほうほう

 

カテーテル 

尿 道
にょうどう

カテーテル法とは膀胱
ぼうこう

に溜
た

まった 尿
にょう

を、カテーテルを通
つう

じて体外に排泄
はいせつ

する方法
ほうほう

です 

(図 尿 道
にょうどう

カテーテル)。何らかの疾病
しっぺい

により尿 道
にょうどう

カテーテルによる排 尿
はいにょう

が必要
ひつよう

な場合
ば あ い

に留置
りゅうち

（つ

ける）します。 

尿
にょう

は畜 尿
ちくにょう

パックにたまります。介護福祉職
かいごふくししょく

は畜 尿
ちくにょう

パックにたまった 尿
にょう

を定期的
て い き て き

に処分
しょぶん

した

りする介護
か い ご

を行います。 
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図 尿 道
にょうどう

カテーテル 

尿路
にょうろ

ストーマ  

尿路
にょうろ

ストーマとは、腎臓
じんぞう

で造ら
つく  

れた 尿
にょう

を体外に排泄
はいせつ

するための人工膀胱
じんこうぼうこう

です。膀胱
ぼうこう

を切除
せつじょ

*63

するなどの手 術
しゅじゅつ

を受けた利用者
り よ う し ゃ

が排 尿
はいにょう

する際
さい

に使用します。ストーマ装具
そ う ぐ

 (ストーマ専用
せんよう

の袋)

を用いて排泄
はいせつ

の管理を行 う
おこな  

ことになります。 

尿
にょう

は畜 尿
ちくにょう

パックにたまります。介護福祉職
かいごふくししょく

はストーマ装具
そ う ぐ

にたまった 尿
にょう

を定期的
て い き て き

に処分
しょぶん

した

りする介護
か い ご

を行います。 

 

図 ストーマ装具
そ う ぐ

 

［差
さ

し込み便器
べ ん き

］ 

差
さ

し込み便器
べ ん き

は女性用も男性用も同じです。ベッド上で排便
はいべん

ができるのが便器
べ ん き

です。排便
はいべん

の

介護
か い ご

時は、できるところは利用者
り よ う し ゃ

に行ってもらい、できないところをお手伝いします。 

介護
か い ご

を行 う
おこな  

ときは、陰部
い ん ぶ

にタオルをかけるなどプライバシーに配慮
はいりょ

し、露出
ろしゅつ

を少なくする工夫

をしましょう。 

便器
べ ん き

を使用する際
さい

は、便器
べ ん き

に便が貼り
は  

つくことや、下痢の場合
ば あ い

の飛びはねを防止するために、

排便
はいべん

の前にトイレットペーパー敷いて
し   

おきます。 準備
じゅんび

ができたら、仰臥位
ぎ ょ う が い

の姿勢
し せ い

で便器
べ ん き

を臀部
で ん ぶ

の

下に入れます。排便
はいべん

が終わったら陰部
い ん ぶ

を清拭
せいしき

し衣服
い ふ く

を 整
ととの

えます。排便
はいべん

後
ご

の便器
べ ん き

は速やかに処理し

ましょう。 

＊６３:切って取り除くこと。 
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 [差
さ

し込み
こ

便器
べ ん き

を使用
し よ う

する手順
てじゅん

] 

⚫ 腰
こし

を浮か
う  

す（上げる・挙 上
きょじょう

）ことができる場合
ば あ い

 

 

⚫ 腰
こし

を浮か
う  

す（上げる・挙 上
きょじょう

）ことができない場合
ば あ い

 

 

⚫ 女性の場合
ば あ い

 

 

[差
さ

し込み型便器
べ ん き

] 

プラスティック製の小型で軽 量
けいりょう

のものが一般的
いっぱんてき

です。仰臥位
ぎ ょ う が い

の状 態
じょうたい

で臀部
で ん ぶ

下に座面
ざ め ん

を入れて

使用します。腰
こし

を浮か
う  

す（上げる・挙 上
きょじょう

）ことが困難
こんなん

な人などの利用者
り よ う し ゃ

にも使うことができます。 

[ゴム製便器
べ ん き

] 

ゴムでできていて、空気を入れてふくらませて使用します。腰
こし

を浮か
う  

す（上げる・挙 上
きょじょう

）こと

が困難
こんなん

な利用者
り よ う し ゃ

などに適し
てき  

ています。 
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[ベッドパン便器
べ ん き

] 

ステンレスや固めのプラスティックでできており、大型のタイプです。大柄
おおがら

（体格のいい利用者
り よ う し ゃ

や太った利用者
り よ う し ゃ

）な利用者
り よ う し ゃ

でもつかうことできます。腰
こし

を浮か
う  

す（上げる・挙 上
きょじょう

）ことが困難
こんなん

な

場合
ば あ い

は使用するのが 難
むずか

しくなりますので、腰
こし

を浮か
う  

す（上げる）ことができる利用者
り よ う し ゃ

に適し
てき  

てい

ます。 

おむつ 

おむつは下腹部
か ふ く ぶ

に直 接
ちょくせつ

つけ、そのままおむつの中に排泄
はいせつ

できます。寝たきりで、尿意
にょうい

・便意
べ ん い

が

ない利用者
り よ う し ゃ

や安静
あんせい

を指示
し じ

されている利用者
り よ う し ゃ

に適し
てき  

ています。おむつには、テープ式、フラットシ

ート、パンツタイプ、 尿
にょう

取りパットなど様々
さまざま

なタイプがあります。 

利用者
り よ う し ゃ

の ADL(日 常
にちじょう

生活
せいかつ

動作
ど う さ

 )*64 に応じた適切
てきせつ

なおむつを選択
せんたく

しましょう。適切
てきせつ

なおむつの

選択
せんたく

は利用者
り よ う し ゃ

の生活
せいかつ

範囲
は ん い

の拡大
かくだい

*65 にもつながります。おむつの種類
しゅるい

はイラストを参 照
さんしょう

してくだ

さい。 

おむつの素材
そ ざ い

は紙タイプが一般的
いっぱんてき

ですが、布のタイプもあります。 

おむつ交換
こうかん

の時は陰部
い ん ぶ

や臀部
で ん ぶ

の清潔
せいけつ

を保つ
た も  

ために清拭
せいしき

や陰部
い ん ぶ

洗 浄
せんじょう

などをしっかりおこないま

しょう。おむつかぶれや皮膚
ひ ふ

疾患
しっかん

*66を予防
よ ぼ う

することが大切です。 

[テープ式] 

テープ式紙おむつは、おむつカバーとおむつが一体になっており、一般的
いっぱんてき

に使われているタイ

プです。テープで止めるのでおむつカバーは不要
ふ よ う

です。 

 

[フラットシート] 

フラットシートはおむつカバーと一緒
いっしょ

に使います。吸 収 量
きゅうしゅうりょう

がテープ式よりも少ないので、ま

めにおむつ交換
こうかん

をする必要
ひつよう

があります。 

 

＊６４:日常生活を送るために必ず必要な動作のこと。Activities of Daily Living＊６５:大きくすること＊６６:病気のこと。 
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[パンツタイプ] 

パンツタイプは、下着
し た ぎ

(パンツ・ショーツ)と同じように履
は

くタイプです。ズボンやスカートの

下に履
は

いても目立たちません。紙おむつへの抵抗感
ていこうかん

がある利用者
り よ う し ゃ

でも着 用
ちゃくよう

しやすいのが特 徴
とくちょう

で

す。歩行
ほ こ う

ができる、立位
り つ い

が保てる利用者
り よ う し ゃ

に適し
てき  

ています。 

[ 尿
にょう

取りパッド] 

尿
にょう

取りパッドは、テープ式やパンツタイプのおむつの内側に入れて使います。  

一般的
いっぱんてき

な 尿
にょう

取りパッドはフラットタイプですが、男性のペニスを包み込んで使用する男性

専用
せんよう

タイプもあります。 

 

図 男性用の 尿
にょう

取りパッド 

消化管
しょうかかん

ストーマ 

消化管
しょうかかん

ストーマとは、便を体外に排泄
はいせつ

するための人工肛門
じんこうこうもん

です。小 腸
しょうちょう

や大 腸
だいちょう

に人工肛門
じんこうこうもん

をつ

くる手 術
しゅじゅつ

を受け、便を体外に排泄
はいせつ

できるようにします。 

便は畜便
ちくベん

パックにたまります。介護福祉職
かいごふくししょく

はストーマ装具
そ う ぐ

にたまった便を定期的
て い き て き

に処分
しょぶん

する

介護
か い ご

を行います。 

  

図 人工肛門
じんこうこうもん

 



 

43 

第
１
章 

第
２
節 

介
護
福
祉
現
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
言
葉
の
理
解 

⑥ 

第２節 介護福祉現場で使用されている言葉の理解 ⑥ 

～睡眠の介護～ 

私たちはほぼ毎日夜になると就 寝
しゅうしん

*67 し、朝になると目覚め
め ざ  

、1 日を過ご
す  

しています。この休んでいる

時間
じ か ん

のことを睡眠
すいみん

といいます。睡眠
すいみん

をとることによって、身体
しんたい

をリラックスさせ、脳
のう

の疲れをとります。

また、睡眠
すいみん

は、記憶
き お く

*68 の整理
せ い り

のためにも必要
ひつよう

です。睡眠
すいみん

を十分（しっかり）とれたときの朝の目覚め
め ざ  

は、

すっきりして心地
こ こ ち

よくさわやかな気持ちになり、生活
せいかつ

意欲*69 の向 上
こうじょう

につながります。十分な睡眠
すいみん

を取る

ことが心身
しんしん

や身体
しんたい

の健康
けんこう

を保つ
た も  

ために必要
ひつよう

です。 

高齢
こうれい

になると睡眠
すいみん

が浅くなる*70 といわれています。利用者
り よ う し ゃ

が安心して十分眠れるようにお手伝いする

ことを「睡眠
すいみん

の介護
か い ご

(就 寝
しゅうしん

時の介護
か い ご

)」といいます。 

 

この単元では、睡眠
すいみん

障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

や良い睡眠
すいみん

環 境
かんきょう

について理解
り か い

できるようにしましょう。 

 睡眠の理解 

睡眠
すいみん

は脳
のう

と身体
しんたい

の疲れ
つか  

を取ることが目的
もくてき

です。脳
のう

を休ませるために、身体
しんたい

の動きを止めて睡眠
すいみん

をとる必要
ひつよう

があります。 

レム睡眠
すいみん

とノンレム睡眠
すいみん

 

人の睡眠
すいみん

には、レム睡眠
すいみん

（浅い眠り
ねむ  

）とノンレム睡眠
すいみん

（深
ふか

い眠り
ねむ  

）の２種類
しゅるい

の睡眠
すいみん

があります。

夢
ゆめ

を見ている睡眠
すいみん

はレム睡眠
すいみん

です。ノンレム睡眠
すいみん

の時間
じ か ん

がしっかりととれれば質*71 の高い睡眠
すいみん

に

なります。 

概日
がいじつ

リズム(サーカディアンリズム) 

人は、朝起きて夜眠る
ねむ  

という生体リズムを持っています。これは概日
がいじつ

リズムと呼ばれます。 

概日
がいじつ

リズムは、私たちの健康
けんこう

と深
ふか

い関わりがあります。概日
がいじつ

リズムが乱れてしまうと、概日
がいじつ

リ

ズム睡眠
すいみん

障 害
しょうがい

という状 態
じょうたい

になり、こころやからだに影響が出ます。 

睡眠
すいみん

は、この概日
がいじつ

リズムと関係
かんけい

していますので、日中はなるべく起床
きしょう

しているなど、快適
かいてき

で質

の高い睡眠
すいみん

がとれるよう配慮
はいりょ

する必要
ひつよう

があります。 

 

＊６７:眠ること。寝ること。＊６８:覚えていること。＊６９:生活
せいかつ

を楽しもうという積極的な気持ち。＊７０:深くしっかり

眠ることができないこと。＊７１:物などの性質・品質のこと。 
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 睡眠障害 

睡眠
すいみん

障 害
しょうがい

とは、睡眠
すいみん

（寝る
ね  

）に何かしらの問題が
もんだい  

あることを言います。睡眠
すいみん

障 害
しょうがい

には、さま

ざまな種類
しゅるい

がありますが、ここでは不眠症
ふみんしょう

*72について説明
せつめい

します。 

不眠症
ふみんしょう

は、眠れない時間帯
じ か ん た い

によって、4 つのタイプに分けられます。不眠症
ふみんしょう

の原因
げんいん

には、身体的
しんたいてき

要因
よういん

*73によるものや環境的
かんきょうてき

要因
よういん

によるもの、心理的
し ん り て き

要因
よういん

によるもの、生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

によるものなど

が考えられます。不眠の原因
げんいん

は何なのかをよく考えて睡眠
すいみん

の質を向 上
こうじょう

させるようにしましょう。 

入 眠
にゅうみん

障 害
しょうがい

 

ベッドに入って 30 分以上たっても、なかなか眠れません。 

中途覚醒
ちゅうとかくせい

*74 

ベッドに入るとすぐに眠れますが、トイレなどで目覚め
め ざ  

てしまうと、その後眠れなく

なってしまいます。 

熟 眠
じゅくみん

障 害
しょうがい

 

寝たり起きたりを繰り返し、熟睡*75した感じがしません。 

早朝覚醒
そうちょうかくせい

 

ベッドに入るとすぐに眠れますが、予定した時間
じ か ん

よりも早く目が覚めてしまいます。 

安眠のために良い寝具*76 類 

介護福祉職
かいごふくししょく

は利用者
り よ う し ゃ

のこころやからだの 状 況
じょうきょう

を把握
は あ く

し、質の高い睡眠
すいみん

への援助
えんじょ

を考えていく

必要
ひつよう

があります。ここでは良い睡眠
すいみん

のための環 境
かんきょう

づくりについて説明
せつめい

します。 

寝具
し ん ぐ

や寝衣
し ん い

（パジャマなど） 

睡眠
すいみん

の質のひとつに寝返
ね が え

り*77の回数があります。寝具
し ん ぐ

や寝衣
し ん い

は寝返
ね が え

りがしやすく、寝心地
ね ご ご ち

*78の

良い環 境
かんきょう

が保てるものを選び
えら  

ましょう。寝具
し ん ぐ

のなかの温度
お ん ど

は体温より少し低めの 32～34℃ぐら

いが快適
かいてき

です。冬は寒
さむ

いので、首や肩、足首の部分を温 め
あたた  

ると眠り
ねむ  

やすくなります。 

寝具
し ん ぐ

 

寝る
ね  

（眠る
ねむ  

）場所のことを「寝床
ね ど こ

」といいます。介護
か い ご

施設
し せ つ

の寝床
ね ど こ

はほとんどの場合
ば あ い

はベッドで

すが、利用者
り よ う し ゃ

によっては布団
ふ と ん

を寝床
ね ど こ

にしている人もいます。 

布団
ふ と ん

で寝る
ね  

場合
ば あ い

はマットレス、敷
しき

布団
ふ と ん

、掛け布団
か   ぶ と ん

、毛布
も う ふ

、タオルケット、シーツ、枕
まくら

などを使

います。 

＊７２:あまり眠れない病気のこと。＊７３:原因のこと。＊７４：目が覚めて、意識がはっきりすること。＊７５:よく寝ら

れること。＊７６:ベッド、布団や寝るときの服などのこと。＊７７:寝ているときに体の向きを変えること。＊７８:寝てい

るときの気分。 
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図 ベッド 

 

図 布団
ふ と ん

 

マットレスや敷
しき

布団
ふ と ん

 

マットレスや敷
しき

布団
ふ と ん

は、利用者
り よ う し ゃ

の身体
しんたい

状 況
じょうきょう

にあわせて、適切
てきせつ

なものを選び
えら  

ます。柔ら
やわ  

かすぎ

ると身体
しんたい

の一部
い ち ぶ

が沈み
しず  

、腰痛
ようつう

になることがあります。硬すぎると身体
しんたい

が痛くて眠れません。 

掛け
か  

布団
ふ と ん

などの掛け物
か   も の

 

掛け物
か   も の

は季節
き せ つ

や室温
しつおん

に合わせて選び
えら  

ます。掛け
か  

布団
ふ と ん

などの掛け物
か   も の

は軽
かる

すぎると寝返
ね が え

り等でずれ

てしまいます。重すぎると圧迫感
あっぱくかん

*79があり身体
しんたい

に負担
ふ た ん

を感じてしまいます。利用者
り よ う し ゃ

の好みや身体
しんたい

状 況
じょうきょう

にあわせて選び
えら  

ましょう。 

枕
まくら

 

枕
まくら

は、マットレスや敷
しき

布団
ふ と ん

などの上に寝た時、立っているときの姿勢
し せ い

に近い姿勢
し せ い

が保たれる高

さのものを選び
えら  

ましょう。 

高すぎる 枕
まくら

は、頭痛
ず つ う

や肩こりが起こりやすくなります。また、いびきをかく原因
げんいん

にもなります。

反対
はんたい

に低すぎる 枕
まくら

は、肩こりや首のこりの原因
げんいん

になります。質の高い睡眠
すいみん

のために、利用者
り よ う し ゃ

ひと

り一人に合った 枕
まくら

を選ぶ
えら  

ようにしましょう。 

＊７９:押さえられている感じがすること。 
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寝衣
し ん い

（パジャマなど） 

ベッドや布団
ふ と ん

に入って就 寝
しゅうしん

するときには、ゆったりとした、身体
しんたい

がリラックスできる寝衣
し ん い

*80

に着替
き が

えます。 

私たちは一晩に 180～200ｃｃ (コップ 1 杯)の汗
あせ

をかくといわれています。ですから、寝衣
し ん い

は肌触
はだざわ

りがよく、保湿*81性、吸湿*82性、通気
つ う き

*83性のいい、綿系
めんけい

のものを選ぶ
えら  

ようにしましょう。 

 睡眠に適した居室・寝室 

寝室
しんしつ

の環 境
かんきょう

も睡眠
すいみん

の質を左右します。睡眠
すいみん

に適し
てき  

た寝室
しんしつ

とは、静かで落ち着いた、リラックス

できる環 境
かんきょう

です。 

採光
さいこう

*84・照 明
しょうめい

*85 

就 寝
しゅうしん

の 2時間
じ か ん

くらい前からは照 明
しょうめい

を暗
くら

くし、眠り
ねむ  

やすい環 境
かんきょう

を作ります。朝は起床
きしょう

の際
さい

に朝

日を浴び
あ  

ることですっきりと目を覚ますことができます。起床
きしょう

時間
じ か ん

を決め、規則正しい生活
せいかつ

をす

ることは、深
ふか

い眠り
ねむ  

とすっきりした目覚め
め ざ  

によい効果
こ う か

があります。 

音 

安眠には静音
せいおん

が大切です。話し声、スイッチの ON・OFF、ドアやカーテンの開け閉め、クーラ

ーやテレビなどの音は眠り
ねむ  

を 妨
さまた

げる*86要因
よういん

*87になります。 

室温
しつおん

・湿度
し つ ど

 

室温
しつおん

は 20℃を標準にして、季節
き せ つ

によって 5℃ぐらいの範囲
は ん い

で調 整
ちょうせい

します。湿度
し つ ど

は 50～70%

くらいの、適度に湿度
し つ ど

がある状 態
じょうたい

が快適
かいてき

といわれています。 

換気
か ん き

 

居室
きょしつ

のにおいの有無
う む

を確認
かくにん

し、悪 臭
あくしゅう

の原因
げんいん

を取り除
のぞ

き、しっかりと換気
か ん き

を行いましょう。 

寝具
し ん ぐ

類や排泄
はいせつ

物、エアコン、カーテンなどによる空気の汚れ
よご  

は、居室
きょしつ

内の不快
ふ か い

なにおいの原因
げんいん

になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊８０:寝ているときに着る服のこと。＊８１:水分を吸収すること。＊８２:乾燥しないように湿度を保つこと。＊８３:空気

が入ったり出たりすること。＊８４:室内に太陽などの光を入れること。＊８５:電気などで明るくすること。＊８６:じゃま

になること。＊８７:主な原因のこと。  
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第３節 介護福祉士の理念 ① 

～理念とは～ 

ここでは「介護福祉士
か い ご ふ く し し

の仕事」について、少し考えてみましょう。 

「介護福祉士
か い ご ふ く し し

の仕事」について、日本の法律
ほうりつ

では次のように表されています。 

介護福祉士
か い ご ふ く し し

の仕事は、 

⚫ 【介護福祉士
か い ご ふ く し し

】としての、専門的
せんもんてき

な知識
ち し き

や技術
ぎじゅつ

を使って、 

⚫ からだやこころに障 害
しょうがい

があり、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

を送ることに困難
こんなん

がある人に対して
た い    

、 

⚫ 状 況
じょうきょう

に応じた介護
か い ご

を行いながら、その人の周り
まわ  

の人たちにも指導
し ど う

をおこなうこと 

この文 章
ぶんしょう

で、介護
か い ご

を行 う
おこな  

、また指導
し ど う

を行 う
おこな  

ことはわかりましたが、さて、その介護
か い ご

や指導
し ど う

を行 う
おこな  

際
さい

に、皆さんはどのような気持ちや考え方を持って行えば良いのでしょうか？ 

まず初めに自分で考えて学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。書き終わったら発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

さて、いろいろな意見
い け ん

が出たのではないでしょうか？ 

でも、どれが正しい意見
い け ん

でしょうか？そして利用者
り よ う し ゃ

が求めているものに合っているのでしょうか？ 

 

この「気持ちや考え方」がはっきりしていないと、介護
か い ご

をする皆さんも迷って、困ってしまいますね。 

ここで必要
ひつよう

なものが「理念
り ね ん

（=philosophy)」になります。「理念
り ね ん

」という言葉は知っていますか？ 

日本語では、「物や事についての、“こうあるべきだ”という根本
こんぽん

の考え」を「理念
り ね ん

」といいます。 

 

この授業のテーマが「介護福祉士
か い ご ふ く し し

の理念」ですので、介護福祉士
か い ご ふ く し し

は、こうあるべきだ”という気持ちや

考え方などを学びます。「理念
り ね ん

」がわかると気持ちが落ち着き、勉強や実 習
じっしゅう

一つ一つが深
ふか

く理解
り か い

できるよ

うになります。 

では理念
り ね ん

について学んでいきましょう。 

 

まず「尊厳
そんげん

」、「QOL」、「ノーマライゼーション」といった、【介護
か い ご

福祉
ふ く し

の理念
り ね ん

における考え方】を理解
り か い

しておきましょう。 

 

人は誰
だれ

でも自分らしく生きたいと思っています。みなさんもそうですね。それは介護
か い ご

を必要
ひつよう

としている

利用者
り よ う し ゃ

も同じです。 

介護
か い ご

福祉
ふ く し

の理念
り ね ん

をしっかりと意識
い し き

し、利用者
り よ う し ゃ

すべての人々に、人間らしい生活
せいかつ

を送ることができるよう

に支援
し え ん

する必要
ひつよう

があります。介護
か い ご

の理念
り ね ん

として求められるもの、介護福祉士
か い ご ふ く し し

として意識
い し き

しておかなければ

ならないことなどを以下に示し
しめ  

ます。 
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 介護福祉士の理念として求められるもの 

尊厳
そんげん

 

尊厳
そんげん

とは、【人を人として大切に思うこと、ひとり一人の生き方を大切に思うこと】です。 

利用者
り よ う し ゃ

は、介護
か い ご

を受けなければならない状 態
じょうたい

が続
つづ

くと、「申し訳
もう  わけ

ない、ごめんなさい」という

気持ちが生まれます。この気持ちが強くなると、「自分はみんなに迷惑かけている」と感じてしま

います。これでは、生きようとする気持ちも力もなくなります。また生きていると感じることが

無い
な  

生活
せいかつ

を送ることになってしまいます。これは「人としての尊厳
そんげん

を奪われた状 態
じょうたい

」といえます。 

介護
か い ご

が必要
ひつよう

な状 態
じょうたい

であっても、何かの「役に立っている」「必要
ひつよう

とされている」と感じてもら

えるように支援
し え ん

していくことが必要
ひつよう

です。 

QOL（Quality of life） 

QOL は、日本語で「生活
せいかつ

の質」と訳されています。また「生命の質」や「人生の質」という意

味もあります。 

QOL は一般的
いっぱんてき

には、人生の「幸福」や「満足」など、個人の生活
せいかつ

の豊かさを目指しています。

介護福祉士
か い ご ふ く し し

は、介護
か い ご

を受ける利用者
り よ う し ゃ

が自分らしく充実した生活
せいかつ

を送れているかを意識
い し き

して、生き

がいや楽しみをもって暮
く

らせるよう支援
し え ん

していきます。 

ノーマライゼーション(normalization) 

ノーマライゼーションは、「障 害
しょうがい

のある人も障 害
しょうがい

のない人も、ともにいきいきと活動
かつどう

できる社

会を実現
じつげん

する」という考え方です。そして「自分らしく生活
せいかつ

をする」ということです。この考え

方はデンマークのバンク・ミケルセンの提 唱
ていしょう

＊88によって広く世界中に広がっています。 

最近
さいきん

では、障 害
しょうがい

のある人だけではなく、すべての人が住み慣れ
な  

た地域
ち い き

で自分らしく暮
く

らせる社

会を目指した取り組みが進められています。バリアフリーやユニバーサルデザインは、ノーマラ

イゼーションを目に見えるようにしているものです。 

 介護福祉士が守らなければならないもの（日本介護福祉士会倫理綱領） 

「倫理
り ん り

」という言葉は知っていますか？ 

私たちが何らかの行動
こうどう

をするときに、「これは善い
よ  

ことか、善く
よ  

ないことか」と考えますね。こ

の、考える際
さい

の、元になる考え方を「倫理
り ん り

」と言います。働
はたら

くときには「職業倫理
しょくぎょうりんり

」があって、

介護福祉士
か い ご ふ く し し

にもあります。介護福祉士
か い ご ふ く し し

として守らなければならないルールが「日本
に ほ ん

介護
か い ご

福祉士会
ふ く し し か い

倫理
り ん り

綱 領
こうりょう

」です。 

介護福祉士
か い ご ふ く し し

という仕事は、高齢
こうれい

者や障 害
しょうがい

をもって生活
せいかつ

をする人のお手伝いをする仕事です。そ

の方々と関わる時に、意識
い し き

して行 う
おこな  

べきことや必要
ひつよう

なルールをまとめています。若い人も高齢
こうれい

者

も、障 害
しょうがい

がある人もない人も、みんな等し
ひと  

く大切な存在
そんざい

です。「差別
さ べ つ

をされない」で、「住み慣れ
な  

たところ」で、「生きていてよかったと思える」ように、お手伝いをします。  

＊８８:主張を人に説明
せつめい

すること。 
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利用者
り よ う し ゃ

本位
ほ ん い

、自立支援
し え ん

 

利用者
り よ う し ゃ

本位
ほ ん い

とは、「利用者
り よ う し ゃ

の立場
た ち ば

に立って援助
えんじょ

する」という意味です。 

自立支援
し え ん

とは、「自分で選んで自分で決めることができるように、お手伝いをする」という意味

です。しかし、何でも自分でできるようになるという意味ではありません。介護
か い ご

サービスを受け

る人の生活
せいかつ

や人生は、その人のものです。「その人がその人らしく生活
せいかつ

すること」ができるように

考えていきます。 

専門的
せんもんてき

サービスの提 供
ていきょう

 

専門的
せんもんてき

とは「たくさん勉強した、勉強している」ことです。たくさん勉強をして分かったこと

を使って、サービスを提 供
ていきょう

*89します。 

プライバシーの保護
ほ ご

 

サービスを受ける利用者
り よ う し ゃ

が、他の人に知られたくないことを、話したりしないで守ることです。

他の人に知られたくないことは、それぞれ違い
ち が  

ますが、介護福祉士
か い ご ふ く し し

の仕事をしていて知ったこと

は、他人
た に ん

に話してはいけません。 

総合的
そうごうてき

サービスの提 供
ていきょう

と積極的
せっきょくてき

な連携
れんけい

*90、 協 力
きょうりょく

 

他の職 種
しょくしゅ

の人々と 協 力
きょうりょく

して、仕事をしていきます。 

利用者
り よ う し ゃ

ニーズの代弁
だいべん

*91 

利用者
り よ う し ゃ

は、自分がして欲しいことをはっきり言えない人が多くいます。どういう生活
せいかつ

がしたい

のか、このサービスを受けるときは、どのように行って欲しいのかなどを確認
かくにん

して、他の職 種
しょくしゅ

の

人に伝えることも必要
ひつよう

です。 

地域福祉
ち い き ふ く し

の推進
すいしん

 

その地域
ち い き

において、生活
せいかつ

する人々が「介護
か い ご

」について理解
り か い

を深
ふか

めてくれると、介護
か い ご

を必要
ひつよう

とし

ている人も、介護
か い ご

を受けることが普通
ふ つ う

のことになるので気持ちが楽になります。介護
か い ご

を受けるこ

とも含めて、誰
だれ

もが普通
ふ つ う

に生活
せいかつ

していくことを目指します。 

後継者の育成*92 

介護福祉士
か い ご ふ く し し

にとって、自分の仕事ができるようになるだけではなく、みなさんのように

介護福祉士
か い ご ふ く し し

を目指して勉強をしている人や、介護
か い ご

の現場で 働
はたら

き始めた人たちにも、介護
か い ご

の仕事を

教え、 導
みちび

いていく*93 ことも大切な仕事です。 

 

 

＊８９:相手の役に立つように何かをしたりあげたりすること。＊９０:他の人と協力してすること。＊９１:本人に代わって

意見などを言うこと。＊９２:育てること。＊９３:よくなるように指導すること。 
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練習 1  

日本
に ほ ん

介護
か い ご

福祉士
ふ く し し

倫理
り ん り

綱 領
こうりょう

を見て、あなたが介護福祉士
か い ご ふ く し し

として、大切にしたいことを練 習
れんしゅう

ノー

トに書いてみましょう。そのあとグループで話し合ってまとめてみましょう。 

グループでまとめたものは発 表
はっぴょう

してもらいます。 
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第３節 介護福祉士の理念 ② 

～自立ということ～ 

利用者
り よ う し ゃ

はこころやからだの老化
ろ う か

や障 害
しょうがい

などによる不安などを持って生活
せいかつ

しています。でも、利用者
り よ う し ゃ

は

様々
さまざま

な障 害
しょうがい

とともに生きていく「力」も持っています。その力を引き出すお手伝いも介護
か い ご

福祉士
ふ く し し

の大切

な仕事です。 

 

それでは皆さんの生活
せいかつ

の中で少し考えてみましょう。 

朝、起きる時間
じ か ん

はどうやって決めていますか。学校が始まる時間
じ か ん

を考え、準備
じゅんび

に必要
ひつよう

な時間
じ か ん

も考え、朝

起きる時間
じ か ん

を決めているのではないでしょうか。また、学校に行くときにどんな服
ふく

を着ていこうかなどと、

自分で決めていると思います。 

この、「自分で選んで、自分で決めることができる」ことを【主体的
しゅたいてき

】と言い、その状 態
じょうたい

であることを

【自立している】と言います。そして自立をしている生活
せいかつ

を、【自分らしい生活
せいかつ

】と言います。 

自立は「選んで、決めることができる」という意味であって、「何でも自分でできるようになる」とい

う意味ではありません。 

「介護
か い ご

を受ける人が、自分で選んで決めながら、その人らしく生活
せいかつ

することができる」ように、考えて

いくことが【自立支援
し え ん

】です。 

 

ここでは、介護
か い ご

を行 う
おこな  

際
さい

に利用者
り よ う し ゃ

の個性*94 を尊 重
そんちょう

*95 し、様々
さまざま

な角度
か く ど

から支
ささ

えていく「自立支援
し え ん

」につ

いて学びましょう。 

 自立の意義と自立支援 

自立の意義*96 

最近
さいきん

まで、自立とはこころやからだに障 害
しょうがい

がない人を基準
きじゅん

として使われていた言葉でした。そ

のため、こころやからだに障 害
しょうがい

があっても、福祉
ふ く し

サービスを使わないで生きることが自立である

と考えられてきました。 

しかし、福祉
ふ く し

における「自立」の概念
がいねん

（Concept）も変化
へ ん か

してきました。現在
げんざい

の自立の概念
がいねん

は、

「こころやからだに何らかの障 害
しょうがい

があり、介護
か い ご

や福祉
ふ く し

サービスなどの支援
し え ん

を受けている 状 況
じょうきょう

で

あっても、主体的
しゅたいてき

な生き方を行っているのであれば自立している」と考えられています。 

つまり、こころやからだに何らかの障 害
しょうがい

がある人にとっての自立とは、その人が「主体的
しゅたいてき

に生

きる」ことなのです。 

＊９４:1 人 1 人の違った性質・性格のこと。＊９５:大切にすること。＊９６:意味のこと。 
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自立支援
し え ん

とは、心身
しんしん

に何らかの障 害
しょうがい

がある人に対して
た い    

、その人の主体性
しゅたいせい

を引き出し、それらを

尊 重
そんちょう

し、その人の自己
じ こ

決定*97や自己
じ こ

選択
せんたく

*98 を支
ささ

えることです。 

 

それでは、おむつを使用して生活
せいかつ

している A さんの事例
じ れ い

で考えてみましょう。 

 

A さんは特別養護老人
とくべつようごろうじん

ホームに入 所
にゅうしょ

しています。 

尿意
にょうい

や便意
べ ん い

がないため、おむつを着 用
ちゃくよう

しています。 

排泄
はいせつ

はおむつ内に失禁
しっきん

*99し、おむつ交換
こうかん

の介護
か い ご

を受けて生活
せいかつ

しています。 

 

しかし、介護
か い ご

福祉士
ふ く し し

が A さんの排泄
はいせつ

の様子
よ う す

を観察
かんさつ

し、排泄
はいせつ

のパターンを把握
は あ く

*100 し、一定の時間
じ か ん

ごとにトイレに誘導
ゆうどう

して、トイレで排泄
はいせつ

してもらうことを考えたとします。 

それを A さんに説明
せつめい

して、A さんの同意
ど う い

を得て
え  

、トイレでの排泄
はいせつ

ができれば、おむつに依存
い ぞ ん

*101

していた排泄
はいせつ

からトイレで排泄
はいせつ

するという自立に向かうことになります。 

 

つまり、介護
か い ご

における自立の概念
がいねん

は、自己
じ こ

決定や自己
じ こ

選択
せんたく

にもとづいて、その人らしい生活
せいかつ

を

支援
し え ん

していく行為
こ う い

なのです。 

 自立支援における「自己決定」、「自己選択」 

しかし、自立支援
し え ん

において、利用者
り よ う し ゃ

に「自分で選んで決めてもらう」ことは大変なことです。

利用者
り よ う し ゃ

が適切
てきせつ

に「自分で選んで決める」ことができるように、介護
か い ご

福祉士
ふ く し し

は提案*102していく必要
ひつよう

があります。 

また、利用者
り よ う し ゃ

が自分の気持ちや考えを示さない、あるいはできない場合
ば あ い

もあります。そのよう

な時でも、介護
か い ご

福祉士
ふ く し し

の考えだけで介護
か い ご

を行わずに、利用者
り よ う し ゃ

の気持ちや考えを想像してみましょ

う。 

そして、利用者
り よ う し ゃ

が望む
のぞ  

介護
か い ご

を行 う
おこな  

ことを心がけましょう。 

自立支援
し え ん

を促すために必要
ひつよう

な視点
し て ん

 

さて、「自分で選んで、自分で決めていいですよ」と言われたら、皆さんはどうしますか。すぐ

に決められる人もいれば、どう選べばよいのか、迷う
まよ  

人もいるかと思います。 

利用者
り よ う し ゃ

が、「どうしたらいいか分からない」という 状 況
じょうきょう

にある場合
ば あ い

に活用
かつよう

できるのが、【エン

パワメント・アプローチ】です。 

エンパワメント・アプローチとは、利用者
り よ う し ゃ

のもっている力に着 目
ちゃくもく

*103 し、その力を引き出して

積極的
せっきょくてき

に利用、援助
えんじょ

することです。利用者
り よ う し ゃ

がその力を使って、自分自身の生活
せいかつ

や環 境
かんきょう

をよりコ

ントロールできるようにしていくお手伝いをしましょう。 

＊９７:自分のことについて決めること。＊９８:自分で選ぶこと。＊９９:尿や便をもらすこと。＊１００:しっかり理解する

こと。＊１０１:他に頼ること。＊１０２:案を出すこと。＊１０３：気を付けて見ること。 
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介護
か い ご

とは 

自立支援
し え ん

介護
か い ご

とは、利用者
り よ う し ゃ

の「身体的
しんたいてき

」「精神
せいしん

的
てき

」かつ「社会的」な自立を達成
たっせい

し、改善
かいぜん

、また

維持
い じ

できるように、介護
か い ご

という方法
ほうほう

によって支援
し え ん

していくことを言います。 

この自立支援
し え ん

介護
か い ご

には【4 つの基本ケア】があります。 

それは、①水分、②栄養
えいよう

（食事
しょくじ

）、③運動、④排便
はいべん

（排泄
はいせつ

）です。 

この 4 つは互い
たが  

に関連
かんれん

しており、人間が健康
けんこう

であるための基本でもあります。また、この【4

つの基本ケア】は、認知症
にんちしょう

ケアにも共通*104していると考えられています。 

①水分 

水分が不足
ふ そ く

すると、からだがうまく動かなくなり、意識
い し き

がはっきりしなくなることがあります。

意識
い し き

がはっきりしなくなると、認知症
にんちしょう

の 症 状
しょうじょう

が出たり、尿意
にょうい

・便意
べ ん い

を感じられなくなり失禁
しっきん

を

起こすことがあります。そのため高齢
こうれい

者は水分摂取
せっしゅ

をこまめ*105 に行 う
おこな  

ことが大切になります。 

②栄養
えいよう

（食事
しょくじ

） 

栄養
えいよう

不足
ぶ そ く

は寝たきりと認知症
にんちしょう

を引き起こす原因
げんいん

といわれます。栄養
えいよう

摂取
せっしゅ

*106 が十分でないと、

体を動かすエネルギーがなくなり、運動ができなくなります。運動量が少なくなると、筋肉
きんにく

が減り
へ  

、

関節
かんせつ

が退化
た い か

*107し、廃用症候群
はいようしょうこうぐん

*108 から寝たきりになる危険性
き け ん せ い

が高まります。 

③運動 

歩くことは脳
のう

を刺激
し げ き

し、意識
い し き

をはっきりさせるため、認知症
にんちしょう

の改善
かいぜん

に効果
こ う か

があります。さらに

便意
べ ん い

、排泄
はいせつ

の抑制
よくせい

*109ができ、日中および夜間
や か ん

の失禁
しっきん

をなくして、睡眠
すいみん

の質を向 上
こうじょう

させます。 

④排便
はいべん

（排泄
はいせつ

） 

排便
はいべん

がきちんと行われて腸の状 態
じょうたい

が良くなると、認知症
にんちしょう

の 症 状
しょうじょう

が軽
かる

くなっていきます。 

個別
こ べ つ

ケアにおける価値観
か ち か ん

*110 とその人らしさについて 

自立支援
し え ん

をすすめていくうえでは、個別性
こ べ つ せ い

を大切にします。 

皆さんは、朝、起きてから何をしますか。始めにトイレに行く人、うがいをする人、しばらく

の間、ぼーっとする人など、行動
こうどう

は様々
さまざま

だと考えます。そのすべてが、個人の価値観
か ち か ん

から表 れ
あらわ  

て

いるものだと思います。利用者
り よ う し ゃ

の価値観
か ち か ん

を意識
い し き

して、個別
こ べ つ

ケアを考えてみましょう。 

[利用者
り よ う し ゃ

の尊厳
そんげん

を守る個別
こ べ つ

ケア] 

2000 年に、「その人々が有する能力に応じ、尊厳
そんげん

を保持
ほ じ

したその人らしい自立した日 常
にちじょう

生活
せいかつ

を営むことができること」を目的
もくてき

とする「介護
か い ご

保険
ほ け ん

制度
せ い ど

」が制定
せいてい

されると、より要
よう

介護
か い ご

者
しゃ

の尊厳
そんげん

を大切にする介護
か い ご

のあり方が重視
じゅうし

されるようになりました。 

＊１０４: 当てはまる、同じこと。＊１０５:頻繁なこと。しばしば。＊１０６:栄養をとること。＊１０７:体の機能などが

衰えること。＊１０８：参照_p.192 廃用症候群＊１０９:おさえて出ないようにすること。＊１１０:物やことについて役に

立つか、大切かどうか判断する考えのこと。 



 

54 

第
１
章 

第
３
節 

介
護
福
祉
士
の
理
念 

② 

個別
こ べ つ

ケアとは、食事
しょくじ

から入 浴
にゅうよく

、排泄
はいせつ

に至る
い た る

まで、利用者
り よ う し ゃ

一人ひとりの個性やニーズに合わせた

ケアのことです。 

日本政府
に ほ ん せ い ふ

も、2002 年から個別
こ べ つ

ケアの手法
しゅほう

の一つである「ユニットケア」を推進
すいしん

*111 していま

す。個別
こ べ つ

ケアを実践
じっせん

するには、介護
か い ご

スタッフが利用者
り よ う し ゃ

の体の状 態
じょうたい

や好みを細かく把握
は あ く

し、これま

での暮
く

らし方を知ることが重 要
じゅうよう

です。 

練習 2  

もし自分がケアを受ける立場
た ち ば

であれば、どのようなことに気を配っ
くば  

てケアをしてほしいです

か？ 

自分の考えを学 習
がくしゅう

ノートにまとめてみましょう。まとめたものは発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１１１: 進めること。 
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第４節 介護表現・用語への変換 ① 食事 

日本の食事 

 食事の仕方、マナー 

日本における食事
しょくじ

の仕方
し か た

には、細かい
こま    

ルールがあります。ここでは代表的
だいひょうてき

なものを紹 介
しょうかい

しま

す。 

 

⚫ 食事
しょくじ

は基本的
き ほ ん て き

に箸
はし

で行います（食事
しょくじ

や、利用者
り よ う し ゃ

の状 態
じょうたい

によってスプーン、フォークを使うこ

ともあります）。 

⚫ 大
おお

皿
さら

以外の食器
しょっき

は、基本的
き ほ ん て き

に手(箸
はし

を持つ手とは反対
はんたい

の手)に持って食べます。 

⚫ 椀物
わんもの

、煮物
に も の

の汁
しる

は、スプーンを使わないで、 器
うつわ

に口をつけて直 接
ちょくせつ

飲みます。 

⚫ 麺類
めんるい

を食べる
た   

、また汁
しる

物
もの

を飲むときは、少しだけ音が出てもかまいません。 

⚫ 食事
しょくじ

を食べ始める前に「いただきます」、食事
しょくじ

が終わったら「ごちそうさま(でした)」の挨拶
あいさつ

をします。 

 

「いただきます」「ごちそうさま（でした）」は、胸
むね

の前で両手を合わせ、軽
かる

くお辞儀
じ ぎ

をしながら

言います。これは料理
りょうり

を作ってくれた人、食 材
しょくざい

を作ってくれた人、そして自然
し ぜ ん

への感謝
かんしゃ

が込
こ

めら

れています。 

 

⚫ 食事
しょくじ

は食
た

べ残さ
のこ  

ない 

日本では食
た

べ残し
のこ  

をしないことが、礼儀
れ い ぎ

正しいとされています。食後
しょくご

のお皿
さら

もできるだけきれ

いに見えるよう、魚の骨
ほね

などは一箇所
か し ょ

においておくなど、細かい心配り
こころくば  

をしたいと思う方も多い

です。 

食事
しょくじ

のマナーには、その人が育っ
そだ  

てきた環 境
かんきょう

やその人の人柄
ひとがら

が出ると考えられています。その

ため、あまり食
た

べられないと感じる方が、食事
しょくじ

の前に「量を少なくしてほしい」や、食事
しょくじ

の量を

見て食
た

べる前に「減らしてほしい」と伝えることもあります。 
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 箸使い、食器の扱い方のマナー 

日本での食事
しょくじ

の際
さい

に最 も
もっと  

よく使われている道具
ど う ぐ

が、「箸
はし

」です。箸
はし

を使う際
さい

に“やってはいけな

い”ことがいくつもあります。全部覚えることは 難
むずか

しいですが、「箸
はし

は自分の口に入れるもので、

大切な食
た

べ物を運ぶもの」「一緒
いっしょ

に食事
しょくじ

をする人と、気持ちよく食事
しょくじ

をしたいと思っている」とい

うことを理解
り か い

すれば、やってはいけないことが少しずつわかってくるでしょう。 

例） 

⚫ 箸
はし

をなめる 

⚫ 箸
はし

で食事
しょくじ

を突き刺す
つ  さ  

 

⚫ 一度箸
はし

で取った料理
りょうり

を元の場所に戻
もど

す 

⚫ 箸
はし

で人や物を指す 

⚫ 箸
はし

で食器
しょっき

や調味料
ちょうみりょう

などを動かす 

など 

 

また、ご飯やおかずを口に運ぶ際
さい

は、お椀
わん

やお皿
さら

は必ず手に持って食事
しょくじ

をします。 

背筋
せ す じ

を伸ばし
の   

た正しい姿勢
し せ い

でご飯を食
た

べるマナーであり、逆
ぎゃく

に皿
さら

を持たず、顔
かお

を近づけて食
た

べ

るのは、「犬食い
い ぬ ぐ  

」と言われ、嫌われ
きら    

ます。 

なお、食事
しょくじ

の際
さい

に食 卓
しょくたく

に肘
ひじ

をつくことは、絶対
ぜったい

にしてはいけません。 

食事
しょくじ

の席では「お行儀
ぎょうぎ

が悪
わる

い」という言葉が使われることがありますが、これはマナーを守ら

ない人に対して
た い    

注意
ちゅうい

をするときに使われる言葉です。 

◇問題 1◇  

次の 状 況
じょうきょう

で利用者
り よ う し ゃ

への声掛け
か  

や、記録
き ろ く

する報告内容
ほうこくないよう

を考えましょう。報告内容
ほうこくないよう

は介護
か い ご

現場で

使用する言葉や言い方を使ってみましょう。 

 

これから、あなたは A さんの食事
しょくじ

介助
かいじょ

を行います。A さんは右利
み ぎ き

きで、左 片
ひだりかた

麻痺
ま ひ

があります。

最近
さいきん

、右手が少し震える
ふる    

ようになりました。 

下の文 章
ぶんしょう

は、食事
しょくじ

を始める際
さい

のあなたと A さんとの会話です。あなたは食事
しょくじ

の際
さい

に使用する

用具
よ う ぐ

について A さんに質問
しつもん

したり、どれがいいか紹 介
しょうかい

したりしています。 

 

下の【①】、【②】に入る会話を、日本語で考えてみましょう。 

テーブルの上には、普通
ふ つ う

の箸
はし

、スプーン、フォークの他、自助具
じ じ ょ ぐ

もあります。 
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あなた：A さん、こんにちは。お昼ごはんの時間
じ か ん

になりました。 

お食事
しょくじ

の献立
こんだて

*112 は、ごはんと豚肉
ぶたにく

の生姜焼
し ょ う が や

きにサラダ、わかめのお浸し
  ひた  

、きんぴらごぼうで

す。 

あなた：【①何を使用して食事
しょくじ

をするか質問
しつもん

してみましょう】 

A さん：「箸
はし

をつかうよ」 

あなた：「はい、分かりました。ご用意
よ う い

しますね。」 

～食事
しょくじ

が始まりましたが、A さんは箸
はし

で野菜
や さ い

や肉をうまく挟
はさ

めないようです。～ 

あなた：【②箸
はし

以外のものをすすめてみましょう】 

A さん「どれどれ、貸してみて」 

 

～その後、A さんは自助具
じ じ ょ ぐ

の箸
はし

を使用して、生
なま

野菜
や さ い

や肉を食
た

べることができました。～ 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。その後、グループで話し合ってまとめてください。

順 番
じゅんばん

に発 表
はっぴょう

してもらいます。 

◇問題 2◇   

B さんは歩行
ほ こ う

に少し 難
むずか

しさがありますが、上半身
じょうはんしん

に麻痺
ま ひ

等もなく、箸
はし

を上手
じょうず

に使って一般食
いっぱんしょく

を召し上が
め  あ  

ります。今日のお昼ごはんも食 堂
しょくどう

のテーブルで摂
と

りました。お友達
ともだち

の利用者
り よ う し ゃ

と一緒
いっしょ

の

テーブルだったようで、席についてすぐ楽しそうに会話を始めていました。 

食事
しょくじ

が始まり、少しすると B さんがむせて*113しまいました。 

 

B さんがむせてしまった原因
げんいん

などについて文 章
ぶんしょう

を作ってみましょう。以下の言葉を使いながら

書き出してみましょう。 

 

「嚥下
え ん げ

」「タイミング」「誤嚥
ご え ん

*114」「姿勢
し せ い

」「テーブル」「距離
き ょ り

」「会話」「水分」 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。 

その後、グループで話し合ってまとめてください。順 番
じゅんばん

に発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

＊１１２:メニュー、料理の組み合わせ。＊１１３:気管に食べ物などがひっかかって苦しくなること。＊１１４:食べ物や飲

み物などが誤って気管に入ってしまうこと。  
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◆解答 1◆  

①箸
はし

を使いますか。それともフォークやスプーンを使いますか。 

②A さん、手で握
にぎ

りやすい箸
はし

もあるのですが、よかったら使ってみませんか。 

◆解答 2◆  

ここではイメージした内容
ないよう

を日本語で表現できるかどうかを確認
かくにん

しています。「単語
た ん ご

」を文 章
ぶんしょう

の中で使えているかどうかも大切です。 

 

⚫ 嚥下
え ん げ

のタイミングが悪か
わる  

った 

⚫ 口に入れる料理
りょうり

の量が多かった 

⚫ 話をしながら食事
しょくじ

をしてしまった 

⚫ 誤嚥
ご え ん

してしまったようだ 

⚫ 食事
しょくじ

の姿勢
し せ い

が悪か
わる  

ったかもしれない 

⚫ テーブルとの距離
き ょ り

が離れていて、姿勢
し せ い

が悪く
わる  

なったかもしれない 

⚫ 食事
しょくじ

の前の水分摂取
せっしゅ

（お水を飲むこと）が足りなかったかもしれない 
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第４節 介護表現・用語への変換 ② 整容行動  

整容*115行動（身だしなみと個性） 

整容
せいよう

は身体
しんたい

を清潔
せいけつ

に保つ
た も  

だけでなく、新陳代謝
しんちんたいしゃ

*116 を高め、感染
かんせん

予防
よ ぼ う

にもなり、気分
き ぶ ん

転換
てんかん

を図る
はか  

ことで、

意欲の向 上
こうじょう

や生活
せいかつ

の質の向 上
こうじょう

にもつながります。 

また、整容
せいよう

は個人のこだわり*117 が強く出るところだと考えられています。 

例え
たと  

ば、朝、起きてすぐにトイレに入る、歯を磨く
みが  

、うがいをする、顔
かお

を洗う、着替
き が

える、髪
かみ

をブラッ

シングする、髭
ひげ

をそるなど、行動
こうどう

の順 番
じゅんばん

やその方法
ほうほう

も、ひとり一人違う
ちが  

ことが多いです。 

その他に、化粧
けしょう

をする、髪型のセット、定期的
て い き て き

に爪を切る、髪
かみ

を切る、白髪
し ら が

を染め
そ  

る、パーマをかける、

洋服
ようふく

を選ぶ
えら  

など、その人らしさが最 も
もっと  

感じられるところかも知れません。 

例え
たと  

ば、冬でも冷た
つ め  

い水で洗顔
せんがん

をする方や、歯磨
は み が

きは食事
しょくじ

の前後
ぜ ん ご

２回行 う
おこな  

など、生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

によって違い
ち が  

が出ます。 

着替
き が

えにおいては、家にいるときは部屋着
へ や ぎ

やパジャマで過ご
す  

し、家から出るときに着替
き が

える人もいれば、

寝る
ね  

時のみパジャマで、他の時間
じ か ん

は外に出るときの服装
ふくそう

で過ご
す  

す人など、様々
さまざま

です。 

◇問題 3◇   

あなたは、洗面所で髭
ひげ

を剃
そ

っていた C さんの整容
せいよう

を見学しました。見学した C さんの 表 情
ひょうじょう

や

様子
よ う す

から、気になったことや気づいたこと、また考えたことを書いてみましょう。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

 

＊１１５:姿をきれいに整えること。:*１１６:古いものが新しいものへと入れ替わること。＊１１７:特別の思い入れのこと。 
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◇問題 4◇  

あなたは、施設
し せ つ

の風呂場
ふ ろ ば

の脱衣所
だ つ い じ ょ

で介護福祉職
かいごふくししょく

に髪
かみ

を乾か
かわ  

してもらっている D さんの整容
せいよう

行動
こうどう

を見学しています。 

あなたはどんなところに気を付けたいですか？ 

あなたが利用者
り よ う し ゃ

の髪
かみ

を乾か
かわ  

す際
さい

に、気を付けてあげたいポイントを、支援
し え ん

の順 番
じゅんばん

に日本語で書

き出してみましょう。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

◆解答 3◆  

⚫ 顔
かお

の 表 情
ひょうじょう

が苦しそうでした。 

⚫ 腰
こし

が曲
ま

がっているので、 鏡
かがみ

を見るのが大変そうでした。 

⚫ カミソリがうまく使えないのかもしれません。 

⚫ うまくひげが剃
そ

れてないかもしれません。 

⚫ 口のまわりを切ってしまったのでしょうか？ 

◆解答 4◆  

⚫ ドライヤーを使って乾か
かわ  

すことを説明
せつめい

する 

⚫ ドライヤーで乾か
かわ  

す前に、タオルでしっかり水分を取る 

⚫ 髪
かみ

の毛を拭
ふ

いた後、苦しくないか確認
かくにん

（声かけ）する 

⚫ ドライヤーの風が熱く
あつ  

感じないか確認
かくにん

（声かけ）する 

⚫ どんな風に乾か
かわ  

したいか（セットしたいか）確認
かくにん

する 

⚫ ちゃんと乾いたか、確認
かくにん

する 

⚫ 希望
き ぼ う

の髪形
かみがた

になったか確認
かくにん

する 

⚫ 体 調
たいちょう

に問題が
もんだい  

無い
な  

か確認
かくにん

する 
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第４節 介護表現・用語への変換 ③ 入浴 

入浴 

「日本人はお風呂好き」と言われますが、日本ではお風呂は身体
しんたい

も心もきれいにする場所という考える

人が多く、日本独自
ど く じ

のお風呂文化があります。 

たとえば、「かけ湯」や「上がり湯」です。  

「かけ湯」とは、浴槽
よくそう

に入る前にからだをきれいにするためのお湯のことです。汗
あせ

や汚れ
よご  

を洗い流
なが

すこ

とで、他の利用者
り よ う し ゃ

にも気持ちよくお風呂を使ってもらうことができます。また、お湯の温度
お ん ど

に慣れ
な  

る目的
もくてき

もあります。 

 

入 浴
にゅうよく

の手順
てじゅん

について、一般的
いっぱんてき

な流
なが

れを説明
せつめい

します。 

浴槽
よくそう

に入る前に、まずシャワーチェア（椅子
い す

）に腰
こし

掛け
か  

、シャワーでからだを流
なが

します。シャワーを使

った後は、その周り
まわ  

をきちんと整理整頓
せ い り せ い と ん

することが大切です。椅子
い す

は決まった場所に戻
もど

し、石鹸
せっけん

やシャン

プーの泡
あわ

などが残って
のこ    

いないかを確認
かくにん

しましょう。 

周り
まわ  

の整理整頓
せ い り せ い と ん

をした後、浴槽
よくそう

にゆっくりと入って頂きましょう。浴槽
よくそう

に入る際
さい

には他人
た に ん

にお湯がかか

らないよう、水しぶきに注意
ちゅうい

しましょう。 

 

「上がり湯」は、お風呂から上がるときに洗い場で浴び
あ  

るお湯のことです。洗い場で洗面器
せ ん め ん き

にお湯をた

めて浴び
あ  

たり、シャワーのお湯を使ったりします。 

更衣室
こ う い し つ

に戻
もど

る前にはタオルできちんとからだの水分を拭
ふ

き取ってから、バスタオルで身を包む
つつ  

ように

して脱衣所
だ つ い じ ょ

に移動
い ど う

します。 

◇問題 5◇  

あなたはEさんの入 浴
にゅうよく

介助
かいじょ

を行 う
おこな  

ことになりました。Eさんは左 片
ひだりかた

麻痺
ま ひ

があり、着衣の着 脱
ちゃくだつ

、

入 浴
にゅうよく

の際
さい

の一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

などが必要
ひつよう

です。 

2 枚のイラストを見て、「どんなことに気を配る
くば  

か」を想像して、思いつくことをいくつでも書

きだしてみましょう。 

一つ目は脱衣所
だ つ い じ ょ

のイラストを見て、二つ目はお風呂のイラストを見て、それぞれ書き出してみ

ましょう。 
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解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。 

 

さて、あなたは何個かけましたか？ 

そのあと、グループで話し合ってまとめましょう。一つずつ各グループに順 番
じゅんばん

で発 表
はっぴょう

しても

らいます 

 

◆解答 5◆  

例）脱衣所
だ つ い じ ょ

で 

⚫ 入 浴
にゅうよく

前の体 調
たいちょう

 

⚫ 脱衣所
だ つ い じ ょ

が寒
さむ

くないか 

⚫ 自分の手が冷た
つ め  

くないか 

⚫ 服
ふく

を脱
ぬ

ぐ順 序
じゅんじょ

（健側
けんがわ

から脱
ぬ

ぐ） 

⚫ E さんの皮膚
ひ ふ

の状 態
じょうたい

（外傷や褥 瘡
じょくそう

がないかどうか確認
かくにん

する） 

⚫ 浴室
よくしつ

の入り口が濡れ
ぬ  

て、滑り
すべ  

やすくなっていないか、などの環 境
かんきょう

の確認
かくにん

 

 

例）浴室
よくしつ

で 

⚫ 浴室
よくしつ

が寒
さむ

くないか 
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⚫ 滑り
すべ  

やすい場所がないか（床
ゆか

に石鹸
せっけん

などが残って
のこ    

いないか） 

⚫ 浴槽
よくそう

のお湯の温度
お ん ど

 

⚫ シャワーの温度
お ん ど

 

⚫ シャワーチェアなど、体が触れ
ふ  

る用具
よ う ぐ

が冷た
つ め  

くないか 

⚫ 発疹
はっしん

や発赤
ほっせき

、ただれなどがないかの確認
かくにん

 

⚫ 浴槽
よくそう

から出るときの支援
し え ん

（転倒
てんとう

しないように気をつける） 
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第４節 介護表現・用語への変換 ④ 移動 

移動に対する考え方 

高齢
こうれい

者には「人の世話
せ わ

にならずに、自分のことは自分で行いたい」と思っている方が多いです。人に世話
せ わ

になる時に、“嬉しい
う れ    

気持ち”よりも“迷惑をかけてしまって申し訳
もう  わけ

ない”という気持ちになるようです。 

特に「移動
い ど う

」は支援
し え ん

の回数も多く、人に世話
せ わ

になっていることを感じやすいものです。支援
し え ん

を行 う
おこな  

際
さい

には、利用者
り よ う し ゃ

が自分で動けたように感じられるケアを心がけることが大切です。そうすれば、利用者
り よ う し ゃ

も「人

に世話
せ わ

になっている」という感覚が少なくなり、気持ちも楽になると思います。 

 

「移動
い ど う

」という言葉からは、「ある場所へ行く」というイメージを受けますが、支援行動
し え ん こ う ど う

においては利用者
り よ う し ゃ

の体位を変えることも「移動
い ど う

」に含まれます。ベッドから起き上がる、ベッドの上で食事
しょくじ

の姿勢
し せ い

を取る、

咳込
せ き こ

んだので楽な姿勢
し せ い

を取るなどです。 

体位を変える際
さい

には利用者
り よ う し ゃ

の安全
あんぜん

を第一に、そして介護福祉職
かいごふくししょく

の負担
ふ た ん

・危険
き け ん

にも十分注意
ちゅうい

しましょう。

移動
い ど う

の支援
し え ん

中に介護福祉職
かいごふくししょく

が体を痛めると、それが利用者
り よ う し ゃ

の危険
き け ん

にもつながります。 

そのため、介護福祉職
かいごふくししょく

の身体的
しんたいてき

負担
ふ た ん

軽減
けいげん

*118 のために、「ボディメカニクス」を活用
かつよう

します。 

「ボディメカニクス」を活用
かつよう

するためには、以下のことを守りましょう。 

⚫ 利用者
り よ う し ゃ

の体を小さくまとめ、ベッドなどとの接地面
せ っ ち め ん

を小さくする 

⚫ 利用者
り よ う し ゃ

に近づくことで、自分の重 心
じゅうしん

*119 を利用者
り よ う し ゃ

に近づける 

⚫ 両 足
りょうあし

を広げ、支持基底面積
し じ き て い め ん せ き

*120 を広くとる 

⚫ 介護福祉職
かいごふくししょく

自身の体をねじるような姿勢
し せ い

は取らない（骨盤と肩を平行に保つ
た も  

） 

⚫ 移動
い ど う

する方向に、介護福祉職
かいごふくししょく

のつま先を向ける 

など 

この他にもいくつか大切なポイントがありますので、実習
じっしゅう

を通
つう

じて学んでいきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１１８:軽くする・少なくする。＊１１９:体の中心となるポイント。＊１２０:自分にかかるすべての重さを支える広さ。  
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◇問題 6◇  

体位について、介護
か い ご

現場で使用される専門用語
せ んもんよ うご

に書き換え
か  か  

ましょう。 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。 

あとでホワイトボードに書いてもらいます。 

 

①仰向
あ お む

け ②横向き 

 

 

③利用者
り よ う し ゃ

の右側
みぎがわ

を下にした横向き ④左 側
ひだりがわ

を下にした横向き 

  

⑤うつぶせ ⑥上半身
じょうはんしん

を起こし両 足
りょうあし

を伸ばし
の   

た体位 

 

 

⑦上半身
じょうはんしん

を約 45 度起こした体位 ⑧椅子
い す

やベッドなどの端に、足を下ろして座った体位 
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⑨椅子
い す

に座った体位  

  

◇問題 7◇  

高齢
こうれい

者に見られる 症 状
しょうじょう

のうち、「身体
しんたい

の同じところが圧迫され続
つづ

けることで血行不良
けっこうふりょう

になり、

皮膚
ひ ふ

に障 害
しょうがい

が起こる」ものを褥 瘡
じょくそう

（床ずれ）と言います。 

下のイラストの①～⑦は、体位によって褥 瘡
じょくそう

ができやすい箇所
か し ょ

、⑧と⑨はその体位ですが、そ

れぞれの名 称
めいしょう

を書き出しましょう。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。あとでホワイトボードに書いてもらいます。 

 

◆解答 6◆  

①仰臥位
ぎ ょ う が い

  ②側臥位
そ く が い

  ③右
みぎ

側臥位
そ く が い

  ④ 左
ひだり

側臥位
そ く が い

  ⑤腹臥位
ふ く が い

  ⑥長座
ちょうざ

位
い

 

⑦半座位
は ん ざ い

（ファーラー位）⑧端座
た ん ざ

位
い

  ⑨椅座位
い ざ い

 

◆解答 7◆  

①後頭部
こ う と う ぶ

  ②肩
けん

甲骨
こうこつ

  ③仙骨部
せ ん こ つ ぶ

  ④肋骨部
ろ っ こ つ ぶ

  ⑤ 蝶
ちょう

骨部
こ つ ぶ

  ⑥大転子
だ い て ん し

 

⑦くるぶし ⑧仰臥位
ぎ ょ う が い

  ⑨側臥位
そ く が い

、または 左
ひだり

側臥位
そ く が い
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第４節 介護表現・用語への変換 ⑤ 排泄 

排泄に対する考え方 

排泄
はいせつ

は、呼吸や食事
しょくじ

と並ぶ、重 要
じゅうよう

な身体
しんたい

機能
き の う

ですが、恥ず
は  

かしいと思われる傾向があります。最近
さいきん

で

は、トイレ関連
かんれん

、排泄
はいせつ

に関する宣伝
せんでん

（広告
こうこく

）も多くみられ、以前よりも、排泄
はいせつ

に関する話題が話しやすく

なっている 状 況
じょうきょう

です。中には、自分から「おむつを使用してほしい」と希望
き ぼ う

する方もいます。 

◇問題 8◇  

急に立ち上がり、廊下に出ていこうとする H さんですが、どこに行くのか分からないようです。

実 習
じっしゅう

生であるあなたは、「トイレに行きたいのではないか？」と考えました。 

あなたは H さんにどのように、声掛け
か  

を行いますか？ 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。 

尿意
にょうい

、便意
べ ん い

 

尿意
にょうい

は「 尿
にょう

がしたい」という感覚のことです。膀胱
ぼうこう

内に 尿
にょう

がたまってくると、膀胱
ぼうこう

の内圧
ないあつ

が

上がり、神経を刺激
し げ き

し、尿意
にょうい

として感じます。 

利用者
り よ う し ゃ

は、この尿意
にょうい

を敏感に感じ取り、早めに行動
こうどう

を開始
か い し

したり、逆
ぎゃく

にはっきり尿意
にょうい

ととらえ

ることができず、違和感
い わ か ん

を感じ不安な 状 況
じょうきょう

になることがあります。 

 

また、消化管
しょうかかん

を通って消化・ 吸 収
きゅうしゅう

され、残ったものが便として排泄
はいせつ

されます。直腸に便が溜
た

まるとそのシグナルが大脳に送られ、便を出すよう命令を出すのです。これが便意
べ ん い

です。 

便は直腸へ送られ、結 腸
けっちょう

が便を出す準備
じゅんび

を始める一方、大脳にその情 報
じょうほう

が伝えられます。大

脳はその時の 状 況
じょうきょう

に応じて、【便を出す】【我慢
が ま ん

する】の命令を出します。排泄
はいせつ

の命令が出ると、
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腹筋
ふっきん

が 収 縮
しゅうしゅく

*121し腹圧
ふくあつ

が加わって、肛門括約筋
こうもんかつやくきん

が緩んで便が出ます。  

大脳は、出してよいタイミングなのかどうかを判断して腸の動きをコントロールしていますが、

排便
はいべん

を我慢
が ま ん

することが多いと、便意
べ ん い

が起こりにくくなり、便秘
べ ん ぴ

となってしまいます。 

尿路
にょうろ

感染症
かんせんしょう

 

尿 道
にょうどう

の出口（尿 道
にょうどう

口）から細菌が入り、膀胱
ぼうこう

に達して炎 症
えんしょう

を起こすことがあります。 

これを膀胱
ぼうこう

炎といいます。特に女性の尿 道
にょうどう

は 4cm ほどで、尿 道
にょうどう

口・膣
ちつ

・肛門
こうもん

が近いため、

膀胱
ぼうこう

炎を起こしやすいです。 

症 状
しょうじょう

は、頻
ひん

尿
にょう

*122や残
ざん

尿 感
にょうかん

*123 です。 

膀胱
ぼうこう

の細菌が尿 管
にょうかん

を上に登って腎盂
じ ん う

に達して増殖してしまうと「腎盂
じ ん う

腎炎
じんえん

」を引き起こします。

発見が遅れないよう、利用者
り よ う し ゃ

の排 尿
はいにょう

状 態
じょうたい

の観察
かんさつ

が重 要
じゅうよう

です。 

排泄
はいせつ

ケアによる感染
かんせん

 

介護福祉職
かいごふくししょく

が複数の人に対して
た い    

排泄
はいせつ

介助
かいじょ

を行 う
おこな  

場合
ば あ い

、「感染
かんせん

(infection)」が起きる可能性
か の う せ い

があ

ります。 

手洗いはもちろんですが、手袋・エプロンなどの着 用
ちゃくよう

を必ず行い、一人の利用者
り よ う し ゃ

のケアが終了

した度に、すべてを取り替えます。 

感染
かんせん

防止のためには、このようにスタンダードプリコーション（標準予防
よ ぼ う

策）を行 う
おこな  

ことが

重 要
じゅうよう

です。 

⚫ 排泄
はいせつ

物が付着*124 したおむつは、排泄
はいせつ

物が外に出ないよう内側に丸めて、ビニール袋に入れ

てすぐに縛る。（床
ゆか

に置
お

くなどは決してせず、排泄
はいせつ

物用のごみ箱などに捨てます。） 

⚫ 排泄
はいせつ

物に触れ
ふ  

た手袋は、排泄
はいせつ

介助
かいじょ

後に外して取り替えます。（手袋をしたまま、サイドレー

ルや衣類
い る い

などを触りません。） 

◇問題 9◇  

あなたは J さん（女性）のトイレの介助
かいじょ

をしています。杖
つえ

をついてトイレに行く J さんですが、

今日の午前中での 4 回目のトイレです。トイレを観察
かんさつ

したあなたは、排 尿
はいにょう

した様子
よ う す

が見られな

かったため、「トイレは済みましたか？」と J さんに尋
たず

ねた*125ところ、「最近
さいきん

、トイレが近い*126

のよね。でもトイレに行っても出ないときもあって・・・」と話してくれました。 

気になるので医療
いりょう

職
しょく

に報告
ほうこく

、相談
そうだん

しようと思いますが、その際
さい

にあなたはどのようなことを

確認
かくにん

しておくべきだと思いますか？ 

思いついたことを書き出してみましょう。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。そのあと、グループで話し合ってみましょう。 

あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

＊１２１:縮むこと。＊１２２:何度
な んど

もトイレに行くこと。＊１２３:尿が残っている感じがすること。＊１２４:物がほかのも

のに付くこと。＊１２５:聞くこと。＊１２６:トイレに行く回数が多いこと。  
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◆解答 8◆  

例） 

小さめな声で、利用者
り よ う し ゃ

H さんにだけ聞こえるように「お手洗いですか」と尋
たず

ねる。 

◆解答 9◆  

例） 

⚫ 今朝の J さんの体 調
たいちょう

 

⚫ ここ最近
さいきん

のトイレの回数 

⚫ 水分の摂取
せっしゅ

量*127（昨日
き の う

、今日） 

⚫ 今日のトイレでの 状 況
じょうきょう

（ 尿
にょう

が出た、出なかった） 

⚫ ほかに何か感じることはあるか（痛み
いた  

、残 尿
にょう

感、違和感
い わ か ん

など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１２７: 水分を摂った量 
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第４節 介護表現・用語への変換 ⑥ 家事・睡眠 

家事に対する考え方 

みなさんの家庭
か て い

（自宅）での生活
せいかつ

の様子
よ う す

を考えてみてください。 

食事
しょくじ

の材料を買って料理
りょうり

を作る、汚れ
よご  

た衣類
い る い

を洗濯する、衣類
い る い

のボタンなどがとれたら直す、掃除
そ う じ

をす

る、ごみを捨てる、晴れた日には布団
ふ と ん

を干す、夜になったらベッドで睡眠
すいみん

をとるなど、いろいろなことが

思い浮か
う  

ぶのではないでしょうか。 

このような日 常
にちじょう

生活
せいかつ

行為
こ う い

の中心となっているものを「家事」といいます。家事の領 域
りょういき

は非常に幅広
はばひろ

い

ため、ここでは食生活
せいかつ

、衣生活
せいかつ

、住生活
せいかつ

、睡眠
すいみん

など日 常
にちじょう

生活
せいかつ

行為
こ う い

を、安心・安全
あんぜん

に継続
けいぞく

していくためには

欠かせない必要
ひつよう

最低限なものにポイントを学びましょう。 

 食生活に関する家事 

食事
しょくじ

は人間らしく生きていくことの基本であり、必要
ひつよう

なエネルギーや栄養
えいよう

の摂取
せっしゅ

*128 だけでな

く、色や香り、食感などを楽しみ、食べる
た   

ことによる満足感が得られる大切な行為
こ う い

です。家族や

親しい人たちとのコミュニケーションの場であり、新しい人との出会いの場にもなります。 

献立
こんだて

(食事
しょくじ

のメニュー) 

献立
こんだて

は、いつ食べる
た   

のか、食べる
た   

人の年齢
ねんれい

、栄養
えいよう

のバランス、好みなど総合的
そうごうてき

に考える必要
ひつよう

が

あります。 

栄養
えいよう

のバランスと食品構成
こうせい

は、栄養素
え い よ う そ

などによって 6 つの食品群（表 6 つの食品群）に分かれ

ています。それぞれの食品群の中から1 日30品目
ひんもく

くらいのバランスのよい献立
こんだて

を考えましょう。 

例え
たと  

ば「図 バランスのとれた献立
こんだて

」のように、第 1 群から主菜（魚や肉など）、第 2、3、4 群

から副菜(サラダ、野菜
や さ い

の煮物
に も の

など)、第 5 群から主食(ごはんやパンなど)、第 6 群から油脂(バタ

ーやマヨネーズなど)を選ぶ
えら  

とバランスのとれた献立
こんだて

になります。 

  

図 バランスのとれた献立
こんだて

 

＊１２８:体の中に取り入れること。 
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1群
ぐん

： 魚
さかな

、肉
にく

、 卵
たまご

、大豆
だいず

、大豆
だいず

製 品
せいひん

 

＜ 食 品
しょくひん

の例
れい

＞ 

魚
さかな

、貝
かい

、いか、たこ、かに、かまぼこ、ちくわなど 

牛 肉
ぎゅうにく

、豚 肉
ぶたにく

、鳥
とり

肉
にく

、ハム、ソーセージなど 

鶏 卵
けいらん

、うずら卵
らん

など 

だいず、豆腐
とうふ

、納 豆
なっとう

、生揚
なまあ

げ、がんもどきなど 

＜ 働
はたら

き＞ 骨
ほね

や筋
きん

肉
にく

を作
つく

る、エネルギー源
げん

となる 

＜栄 養 的
えいようてき

特 徴
とくちょう

＞ 
良 質

りょうしつ

のたんぱく質
しつ

の 供
きょう

給 源
きゅうげん

となるもので、副次的
ふくじてき

にとれる栄養素
えいようそ

として、脂肪
しぼう

、カルシウム、鉄
てつ

、ビタミン

A、ビタミン B１、ビタミン B1 などがある。 

2群
ぐん

： 牛 乳
ぎゅうにゅう

、 乳 製 品
にゅうせいひん

、海 藻
かいそう

、小 魚 類
こざかなるい

 

＜ 食 品 の 例
しょくひん   れい

＞ 

牛 乳
ぎゅうにゅう

、スキムミルク、チーズ、ヨーグルトなど 

めざし、わかさぎ、しらす干
ぼ

しなど 

わかめ、こんぶ、のりなど 

＜働 き
はたらき

＞ 骨
ほね

や歯
は

を作る
つくる

、 体
からだ

の各機能
かくきのう

を 調 節
ちょうせつ

 

＜栄 養 的
えいようてき

特 徴
とくちょう

＞ 
カルシウムの 供

きょう

給 源
きゅうげん

として 重 要
じゅうよう

。また、良 質
りょうしつ

たんぱく質
しつ

、ビタミン B2 などの 供
きょう

給 源
きゅうげん

としての役 割

やくわり

も

大きい
おお   

。 

3群
ぐん

： 緑
りょく

黄 色
おうしょく

野菜
やさい

・果 物
くだもの

 

＜ 食 品 の 例
しょくひん   れい

＞ にんじん、ほうれん草
そう

、小松菜
こまつな

、かぼちゃなど 

＜働 き
はたらき

＞ 皮膚
ひ ふ

や粘 膜
ねんまく

の保護
ほ ご

、 体
からだ

の各機能
かくきのう

を 調 節
ちょうせつ

 

＜栄 養 的
えいようてき

特 徴
とくちょう

＞ 
ビタミン A（カロチン）の 供

きょう

給 源
きゅうげん

として 重 要
じゅうよう

、また、ビタミン C、カルシウム、鉄
てつ

、ビタミン B2 の 供
きょう

給 源
きゅうげん

ともなる。 

4群
ぐん

： 淡 色
たんしょく

野菜
やさい

 

＜ 食 品 の 例
しょくひん   れい

＞ 

だいこん、はくさい、キャベツ、きゅうりなど 

みかん、りんご、なし、いちごなど 

＜働 き
はたらき

＞ 体
からだ

の各機能
かくきのう

を 調 節
ちょうせつ

 

＜栄 養 的
えいようてき

特 徴
とくちょう

＞ 
ビタミン C の 供

きょう

給 源
きゅうげん

として 重 要
じゅうよう

である。そのほかカルシウム、ビタミン B2、ビタミン B1 の 供
きょう

給 源
きゅうげん

とし

ての役 割

やくわり

も大きい
おお   

。 

5群
ぐん

：穀
こく

類
るい

、イモ
い も

類
るい

、砂
さ

糖
とう

 

＜ 食 品 の 例
しょくひん   れい

＞ 
ご飯

はん

、パン、うどん、そば、スパゲッティなど 

さつまいも、じゃがいもなど 

＜働 き
はたらき

＞ エネルギー源
げん

となる、 体
からだ

の各機能
かくきのう

を 調 節
ちょうせつ

 

＜栄 養 的
えいようてき

特 徴
とくちょう

＞ 糖 質 性
とうしつせい

エ ネ ル ギ ー 源
         げん

となる。いも類
るい

は、糖 質
とうしつ

のほかに、ビタミン B1、ビタミン C なども比較的
ひかくてき

多く
おお 

含まれる
ふく     

。 

6群
ぐん

：油脂類
ゆしるい

、脂肪
しぼう

の多い
おおい

食 品
しょくひん

 

＜ 食 品 の 例
しょくひん   れい

＞ 

てんぷら 油
あぶら

、サラダ 油
あぶら

、ラード、バター、マーガリンなど 

マヨネーズ、ドレッシングなどを含
ふく

む 

＜働 き
はたらき

＞ エネルギー源
げん

となる 

＜栄 養 的
えいようてき

特 徴
とくちょう

＞ 

脂肪性
しぼうせい

エネルギー源
        げん

となる。 

また、必須
ひっす

脂肪
しぼう

酸
さん

の 供
きょう

給 源
きゅうげん

ともなる。（必須
ひっす

脂肪
しぼう

酸
さん

： 重 要
じゅうよう

な働き
はた 

をしますが、体 内
たいない

ではつくれません） 

https://www.med.or.jp/forest/health/eat/03.html 

→日本医師
い し

会ホームページ／Copyright©Japan Medical Association.All rights reserved. 

表 6 つの食品群 
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調理 

調理においては、食 材
しょくざい

の性質や調理方法
ほうほう

を理解
り か い

し、準備
じゅんび

の仕方
し か た

や選び
えら  

方、調理用具
よ う ぐ

や加熱機器
き き

の、安全
あんぜん

で正しい使い方を知ることが必要
ひつよう

です。 

食 材
しょくざい

は、 食 中
しょくちゅう

毒
どく*

＊

129予防
よ ぼ う

のために、適切
てきせつ

に保存し、早めに使うことを心がけましょう。 

また、調理の際
さい

は石鹸
せっけん

で手を洗う、ふきんや調理器具は清潔
せいけつ

なものを使う、野菜
や さ い

などは泥
どろ

を落

としてよく洗う、魚や肉を加熱料理
りょうり

する際
さい

はしっかりと焼く、煮るなどする必要
ひつよう

があります。 

◇問題 10◇  

次の表は、ある高齢
こうれい

者の人の昨日
き の う

の食事
しょくじ

内容
ないよう

です。 

「高齢
こうれい

者の献立
こんだて

」である場合
ば あ い

、あなたの意見
い け ん

をチェック欄にチェックしてみましょう。 

「不足
ふ そ く

しているものは何か？」、次の表の 6 つの食品群を見ながら考えてみましょう。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

朝食 トースト、コーヒー 

昼食 チーズバーガー、フライドポテト、オレンジジュース 

（おやつ） ポテトチップス 

夕食 焼鮭、ひじきの煮物
に も の

、漬物、ごはん、わかめと豆腐の味噌汁
しる

 

（夜食） ケーキ 

 

●チェック欄 

⚫ 野菜
や さ い

は十分ですか？ □十分 □十分でない 

⚫ 牛乳や乳製品
にゅうせいひん

はありますか？ □ある □ない 

⚫ ごはんなどの主食を食べていますか？ □食べている □食べてない 

⚫ 揚
あ

げ物や炒
いた

め物が多くありませんか？ □多い □多くない 

⚫ 甘い
あま  

ものが多くありませんか？ □多い □多くない 

⚫ おやつの量が多くないですか？ □多い □多くない 

⚫ 肉類を食べすぎていませんか？ □食べすぎ  □食べすぎていない 

 

不足
ふ そ く

しているものを考えてみましょう。 

そのほか、献立
こんだて

で気がついたことを考えてみましょう。 

 

 

 

＊１２９: 食べ物によっておきる中毒のこと。  
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 衣生活に関連する家事 

衣類
い る い

を身に着けることで、温度
お ん ど

や湿度
し つ ど

を調 整
ちょうせい

できます。私たちは毎日を安全
あんぜん

に健康
けんこう

に、そして

快適
かいてき

に過ご
す  

すために、それぞれの場面
ば め ん

（家でくつろぐ*130、外出する、運動するなど）に合わせて、

様々
さまざま

な衣類
い る い

を身につけて生活
せいかつ

しています。 

身に着けた衣類
い る い

は洗濯したり、クリーニングに出したりします。そして着られなくなった衣類
い る い

はリフォームしたり捨てたりします。 

手入れ(洗濯) 

家庭
か て い

で洗濯する場合
ば あ い

は洗濯機を使うのが一般的
いっぱんてき

です。衣類
い る い

にあった洗剤を選び
えら  

、洗濯コースを

選んで適量の洗剤を入れて洗います。洗濯機を使う場合
ば あ い

、部分洗いができないので、汚れ
よご  

がひど

い時は先につけおき洗いをします。型くずれ*131 がしやすい衣類
い る い

はネットに入れて洗いましょう。

また、色落ちしやすいものは別に洗いましょう。 

洗濯物を干すときは、シワを伸ばし
の   

てから干します。濡れ
ぬ  

ている状 態
じょうたい

の方がシワは伸び
の  

やすい

です。干す前に衣類
い る い

を両手で挟
はさ

んで、叩
たた

いて小さなシワを伸ばし
の   

、服
ふく

の両端を引っ張るようにし

てシワを伸ばし
の   

ましょう。タオルなどは両手で持って上下に振って干すと、乾いたときに柔ら
やわ  

か

くなります。 

◇問題 11◇  

① 次の 3 つの図は、家庭
か て い

での洗濯 (水洗い)に関する記号です。どのような意味の記号なの

かをグループで調べてみましょう。 

① ② ③ 

   

(           ) (           ) (           ) 

 

② みなさんが着ている衣服
い ふ く

のタグにはどんなマークがついていますか？ 

手洗い以外のマークがついていたら、そのマークはどのような意味なのかも調べてみましょう。 

みなさんの衣服
い ふ く

のマーク 

 

 
 

そのマークの意味 

 

 
 

＊１３０:ゆっくりして休むこと。＊１３１:服の形などが乱れること。  
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 住生活に関連する家事 

もし、みなさんに住 居
じゅうきょ

がなかったら、食事
しょくじ

や排泄
はいせつ

、着替
き が

え、睡眠
すいみん

などはどうなるのでしょう？

食品を調理して食べたり、着がえたりすることができないだけでなく、暑
あつ

さ・寒
さむ

さ、雨や風、強

い日差しなどの自然
し ぜ ん

からも自分の身体
しんたい

を守ることができなくなります。 

住 居
じゅうきょ

(住まい)は私たちの生
せい

命
めい

と生活
せいかつ

を守り、休養とリラックスを与え
あた  

てくれる大切なものです。

換気
か ん き

や清掃を定期的
て い き て き

に行い、心地
こ こ ち

よい空間
くうかん

となるように工夫しましょう。 

換気
か ん き

 

家の中の空気が汚れ
よご  

ている（ 埃
ほこり

っぽい、においがするなど）と感じたことはありませんか？家

の中の空気の汚れ
よご  

をきれいにするためには、室内の空気と新鮮な外の空気を入れ替える換気
か ん き

が

必要
ひつよう

です。私たちの健康
けんこう

を守るためにも、短時間
じ か ん

でいいのでこまめに行 う
おこな  

ことを心がけましょう。 

清掃 

清掃には順 番
じゅんばん

があって、高い位置
い ち

にあるもの（例え
たと  

ば、棚など）から始め、最後に足元の床
ゆか

を

拭
ふ

きます。掃除
そ う じ

機を使うのは掃除
そ う じ

の最後です。掃除
そ う じ

機を使用する際
さい

には窓を閉め、掃除
そ う じ

機をかけ

終わってから換気
か ん き

のために窓を開けるようにしましょう。 

ごみ捨て 

ごみは、住まいの自治体が決めたルールに沿って分別（燃えるゴミ、燃えないゴミ等）、保管し、

収 集
しゅうしゅう

日当日の早朝から 収 集
しゅうしゅう

時間
じ か ん

までに、決められた 収 集
しゅうしゅう

所に出します。ごみ袋の種類
しゅるい

も住

まいの自治体によってきめられていますので確認
かくにん

するようにしましょう。 

布団
ふ と ん

(寝具
し ん ぐ

)干し 

布団
ふ と ん

の中にはアレルギーの原因
げんいん

となるダニやほこりがたくさんいます。晴れた日に正しく布団
ふ と ん

を干して、健康
けんこう

で快適
かいてき

な睡眠
すいみん

がとれるようにしましょう。 

人は一晩に約 200ｍｌ前後
ぜ ん ご

の汗
あせ

をかいています。汗
あせ

を 吸 収
きゅうしゅう

した布団
ふ と ん

は湿気
し っ け

を多く含み、そのま

まの状 態
じょうたい

で放置
ほ う ち

すると臭いがしたり、カビが生えることもあるため、乾燥
かんそう

させる必要
ひつよう

があります。

布団
ふ と ん

を乾燥
かんそう

させると柔ら
やわ  

かくなり、臭いもなくなり、質の高い睡眠
すいみん

につながる効果
こ う か

があります。 

睡眠と寝具 

 睡眠 

みなさんは毎晩良く眠れていますか？睡眠
すいみん

時間
じ か ん

は充 分
じゅうぶん

なのに疲れ
つか  

がとれない、気分がすっきり

しない、などと感じる日が多いようであれば、質*132 の高い睡眠
すいみん

をとれていない可能性
か の う せ い

が高いで

す。 

＊１３２:物などの品質・性質のこと。 
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睡眠
すいみん

の質のチェック項目
こうもく

としては、 

⚫ 布団
ふ と ん

に入ったらすぐに眠れたか？ 

⚫ 途中で目覚め
め ざ  

ることなく、朝までぐっすり眠れたか？ 

⚫ 日中に眠気を感じる、また居眠り
ねむ  

をすることはないか？ 

⚫ 目覚め
め ざ  

た時の気分は良いか？ 

などです。 

質の高い睡眠
すいみん

には、「生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

病の予防
よ ぼ う

」、「抑
よく

うつ*133の改善
かいぜん

*134」、「ストレス解 消
かいしょう

*135」、「記憶
き お く

や学 習
がくしゅう

能力の向 上
こうじょう

」、「皮膚
ひ ふ

などの細胞
さいぼう

の修 繕
しゅうぜん

*136」、「骨や筋肉
きんにく

などの発育
はついく

*137の促進
そくしん

*138」、など

のメリットがあります。 

「眠くないのに無理
む り

に寝ようとする」、「長時間
じ か ん

の昼寝」、「寝る
ね  

前に激しい運動をする」、「就 寝
しゅうしん

前にコーヒーや紅茶などのカフェインの強い飲みものを飲む」、などの行動
こうどう

は睡眠
すいみん

の質や量を下

げてしまいますので、注意
ちゅうい

しましょう。 

また質の高い睡眠
すいみん

のためには、寝室
しんしつ

の環 境
かんきょう

(温度
お ん ど

・湿度
し つ ど

)、音、光など総合的
そうごうてき

な条件が必要
ひつよう

です。 

 寝具 

質の高い睡眠
すいみん

のために、寝具
し ん ぐ

はとても重 要
じゅうよう

な役割
やくわり

を持っています。 

寝具
し ん ぐ

の素材
そ ざ い

と選択
せんたく

 

寝具
し ん ぐ

に要求される条件は、保温
ほ お ん

性、吸湿性
きゅうしつせい

が良く、睡眠
すいみん

中の寝返
ね が え

りのために敷
しき

布団
ふ と ん

(マットレ

ス)には適度な弾力性
だんりょくせい

があり、掛け
か  

布団
ふ と ん

はやわらかく軽
かる

いことです。その他、好みの色彩
しきさい

、肌ざ

わり、柄
がら

などにも気を配り、いろいろな素材
そ ざ い

、機能
き の う

*139 性の中から、年齢
ねんれい

、健康
けんこう

状 態
じょうたい

に適し
てき  

た寝具
し ん ぐ

を選び
えら  

ましょう。 

寝具
し ん ぐ

の衛生
えいせい

機能
き の う

 

寝具
し ん ぐ

は、身体
しんたい

に触れ
ふ  

るものなので、清潔
せいけつ

に保つ
た も  

必要
ひつよう

があります。布団
ふ と ん

カバーや 枕
まくら

カバー、シー

ツ類の洗濯は何度
な ん ど

もする必要
ひつよう

があります。 

枕
まくら

 

枕
まくら

は、寝た姿勢
し せ い

を正しく支
ささ

えるために必要
ひつよう

な物ですが、寝る
ね  

姿勢
し せ い

はひとり一人違い
ち が  

、枕
まくら

の 形
かたち

や硬さには好みがありますので、好みや寝具
し ん ぐ

類などの条件などによって決めます。一般的
いっぱんてき

に頭を

一定に保ち
た も  

、熱がこもらない*140 ものを選び
えら  

ます。 

 

 

 

 

＊１３３:気分が落ち込んでいること。＊１３４:よくすること。＊１３５:今までの状態が消えること。＊１３６:こわれたと

ころを直すこと。＊１３７:育つこと。＊１３８:早く進めること。＊１３９:役割のこと。＊１４０:熱が外に出ない状態。 
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◇問題 12◇  

吹
ふ

き出しの中の[    ]にその名 称
めいしょう

を記入し、質の高い睡眠
すいみん

のためにどのような点に注意
ちゅうい

し

たらいいのかも記入しましょう。第 1 章第 2 節も参考にしてください。 

 

◆解答 10◆  

●チェック欄 

⚫ 野菜
や さ い

は十分ですか？ □十分 ■十分でない 

⚫ 牛乳や乳製品
にゅうせいひん

はありますか？ □ある ■ない 

⚫ ごはんなどの主食を食べていますか？ ■食べている □食べてない 

⚫ 揚
あ

げ物や炒
いた

め物が多くありませんか？ ■多い □多くない 

⚫ 甘い
あま  

ものが多くありませんか？ ■多い □多くない 

⚫ おやつの量が多くないですか？ ■多い □多くない 

⚫ 肉類を食べすぎていませんか？ □食べすぎ ■食べすぎてはいない 

 

◆不足
ふ そ く

しているものを考えてみましょう。 

・2 類や 3 類に含まれる食品がない（少ない） 

 

◆そのほか、献立
こんだて

で気がついたことを考えてみましょう。 

・油、塩、砂糖が多い 

油（バター、ポテトフライ、ポテトチップス） 

塩（バター、ポテトフライ、しゃけ、おしんこ、ポテトチップス） 

砂糖
とう

（ジュース、ケーキ） 

  

①［        ］ 

注意
ちゅうい

点： 

②［        ］ 

注意
ちゅうい

点： 

③［        ］ 

注意
ちゅうい

点： 
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◆解答 11◆  

1. 

①家庭
か て い

の洗濯機で洗濯ができます。 

②液温 40℃を限度に手洗いで洗濯します。洗濯機使用はできません。 

③家庭
か て い

での洗濯は、洗濯機も手洗いもできません。 

 

2. 

学生の方に自分たちでチェックさせてみてください。 

ドライクリーニングやアイロンなどのマークが出てくると思いますので、好奇心を持てるよう

にリードをお願いいたします。 

◆解答 12◆  

① [ 枕
まくら

：まくら] 

注意
ちゅうい

点：枕
まくら

は、寝た姿勢
し せ い

を正しく支
ささ

えるために必要
ひつよう

な物ですが、好みや寝具
し ん ぐ

類などの条件など

によって決めます。一般的
いっぱんてき

に頭を一定に保ち
た も  

、熱がこもらないものを選び
えら  

ます。 

② [掛け
か  

布団
ふ と ん

] 

注意
ちゅうい

点：掛け
か  

布団
ふ と ん

は、やわらかくて軽
かる

いもので、利用者
り よ う し ゃ

の好みの色彩
しきさい

、肌ざわり、柄
がら

などに考

慮しましょう。 

③ [敷
しき

布団
ふ と ん

] 

注意
ちゅうい

点：適度な弾力があることです。 

  



 

 

 

第２章 

介護実務の表現 ① 
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第１節 介護現場で頻繁に使用される文章表現の理解 ① 

この授業では「食事
しょくじ

」の場面
ば め ん

をイラストで見て、日本語の文 章
ぶんしょう

を作ってみましょう。 

また「食事
しょくじ

」に関わる漢字
か ん じ

も学びます。何度
な ん ど

でも練 習
れんしゅう

して書けるようになりましょう！ 

◇問題 1◇  

 

上のイラストは、介護
か い ご

施設
し せ つ

の食 堂
しょくどう

での朝食の場面
ば め ん

です。 

男性の名前は井上さん、女性の名前は田中さんです。 

 

 このイラストを見て、「自分の言葉」でイラストの説明
せつめい

文を作ってみましょう。 

 

[例]井上さんが車いすに座っている 

文 章
ぶんしょう

は自己
じ こ

学 習
がくしゅう

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

 次に「介護
か い ご

福祉
ふ く し

用語」を使った説明
せつめい

文を作ってみましょう。①作った文 章
ぶんしょう

を直したり、新し

い文 章
ぶんしょう

を作ったりしましょう。 

 

文 章
ぶんしょう

は自己
じ こ

学 習
がくしゅう

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

「介護福祉職
かいごふくししょく

」「利用者
り よ う し ゃ

」「障がい」「車いす」「食事
しょくじ

介助
かいじょ

」「介助
かいじょ

スプーン」 
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◇問題 2◇  

以下の文 章
ぶんしょう

を読んで、自分の考えや気持ちをまとめてみましょう。 

 

「井上さんを担当している介護福祉職
かいごふくししょく

の田中さんは、いつも明るくやさしい声で井上さんに話

しかけながら食事
しょくじ

介助
かいじょ

を行っています。話好きの井上さんにとって、食事
しょくじ

の時間
じ か ん

はとても楽しい

時間
じ か ん

であり、毎日楽しみにしています。 

利用者
り よ う し ゃ

の井上さんは片麻痺
ま ひ

で、左上下肢
ひだりじょうかし

に障 害
しょうがい

を持っていて、移動
い ど う

は車いすを使用しています。

障 害
しょうがい

のため、大きく口が開けらず、食べ物をかむのに時間
じ か ん

がかかることもあり、いつもゆっくり

時間
じ か ん

をかけて食事
しょくじ

をします。」 

 

 介護福祉職
かいごふくししょく

の井上さんは、どんな声をかけながら食事
しょくじ

介助
かいじょ

をしていると思いますか？あなた

の考えを文 章
ぶんしょう

でまとめてみましょう。 

文 章
ぶんしょう

は自己
じ こ

学 習
がくしゅう

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 この問題はグループでまとめてもらいます。 

食事
しょくじ

介助
かいじょ

の際
さい

、食べ物をかむのに時間
じ か ん

がかかる利用者
り よ う し ゃ

には、どのようなことに気を付けて介助
かいじょ

をしたら良いか」、始めに一人一人で考えて文 章
ぶんしょう

にしてみましょう。 

次に、考えた文 章
ぶんしょう

をグループで話し合い、グループの意見
い け ん

としてまとめてみましょう。 

文 章
ぶんしょう

は自己
じ こ

学 習
がくしゅう

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 あなたが介護福祉職
かいごふくししょく

になったら、どんなことに気をつけて食事
しょくじ

介助
かいじょ

を行いたいと思います

か？自分の考えをまとめてみましょう。 

文 章
ぶんしょう

は自己
じ こ

学 習
がくしゅう

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいます。 

練習 1  

食事
しょくじ

に関係
かんけい

する単語
た ん ご

が 20個
こ

あります。 

自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに、番号
ばんごう

、漢字
か ん じ

、読
よ

み方
かた

、意味
い み

を書
か

き込
こ

みましょう。 

何度
な ん ど

でも練 習
れんしゅう

してみましょう。 

１．食 堂
しょくどう

 ２．料理
りょうり

 ３．飲物
のみもの

 ４．食 欲
しょくよく

 ５．空腹
くうふく

 ６．満腹
まんぷく

 ７．お膳
ぜん

 ８．布巾
ふ き ん

  

９．辛
から

い 10．甘
あま

い 11．和風
わ ふ う

 12．洋風
ようふう

 13．中華
ちゅうか

 14． 朝 食
ちょうしょく

 15． 昼 食
ちゅうしょく

 

16．夕 食
ゆうしょく

 17．好物
こうぶつ

 18．栄養
えいよう

 19．出汁
だ し

 20．お箸
はし
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第１節 介護現場で頻繁に使用される文章表現の理解 ② 

この授業では「整容
せいよう

行動
こうどう

」の場面
ば め ん

をイラストで見て、日本語の文 章
ぶんしょう

を作ってみましょう。また「整容
せいよう

行動
こうどう

」に関わる漢字
か ん じ

も学びます。何度
な ん ど

でも練 習
れんしゅう

して書
か

けるようになりましょう！ 

◇問題 3◇  

 

 上のイラストは、介護
か い ご

施設
し せ つ

の整容
せいよう

行動
こうどう

の場面
ば め ん

です。 

左の女性の名前は岡田さん、右の女性の名前は佐藤さんです。 

このイラストを見て、「自分の言葉」でイラストの説明
せつめい

文を作ってみましょう。 

[例]岡田さんがベッドに座っている 

文 章
ぶんしょう

は自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 次に「介護
か い ご

福祉
ふ く し

用語」を使った説明
せつめい

文を作ってみましょう。 

①で作った文 章
ぶんしょう

を直したり、また新しい文 章
ぶんしょう

を作ったりしてみましょう。 

文 章
ぶんしょう

は自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいます。 

「座位
ざ い

」「着 脱
ちゃくだつ

*1」「一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

*2」「健側
けんがわ

*3」「患側
かんそく

*4」 

 

 

 

 

 

＊１:着たり脱いだりすること。＊２:一部分を介助すること。＊３:障害がない側。＊４:障害のある側。 
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◇問題 4◇  

以下の文 章
ぶんしょう

を読
よ

んで、自分の考えや気持ちをまとめてみましょう。 

 

「岡田さんはユニットの居室
きょしつ

にあるテレビで、プロ野球の試合を見るのが大好きです。応援
おうえん

して

いるチームの試合があるときは、介護福祉職
かいごふくししょく

の佐藤さんに、好きな選手の話を楽しそうに教えて

くれます。今朝、着替
き が

えの介助
かいじょ

で居室
きょしつ

に行くと、「今日は好きなチームのユニフォームを着て試合

を見たいの」と岡田さんに相談
そうだん

されました。佐藤さんにとって、岡田さんの笑顔を見ることはと

ても嬉しい
う れ    

時間
じ か ん

です。 

利用者
り よ う し ゃ

の岡田さんは関節
かんせつ

リウマチで、手指
し ゅ し

に障 害
しょうがい

を持っていて、着替
き が

える際
さい

は一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

を受け

ています。障 害
しょうがい

のため、指で服
ふく

をつかむことや左の腕
うで

を伸ばすことが 難
むずか

しく、他の利用者
り よ う し ゃ

に比

べて衣服
い ふ く

の着 脱
ちゃくだつ

に時間
じ か ん

がかかります。佐藤さんに介助
かいじょ

を受けるときには、いつも申し訳
もう  わけ

なさそう

な 表 情
ひょうじょう

をします。 

 介護福祉職
かいごふくししょく

の井上さんは、どんな声をかけながら着替
き が

えの介助
かいじょ

をしていると思いますか？あ

なたの考えを文 章
ぶんしょう

でまとめてみましょう。 

文 章
ぶんしょう

は自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

 着替
き が

えの介助
かいじょ

の際
さい

、寝
ね

間着
ま き

の着 脱
ちゃくだつ

に時間
じ か ん

がかかる利用者
り よ う し ゃ

には、どのようなことに気を付け

て介助
かいじょ

をしたら良いか、まず一人一人で考えて文 章
ぶんしょう

にしてみましょう。次に、考えた文 章
ぶんしょう

をグループで話し合い、グループの意見
い け ん

としてまとめてみましょう。 

文 章
ぶんしょう

は自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 あなたが介護福祉職
かいごふくししょく

になったら、どんなことに気をつけて着替
き が

えの介助
かいじょ

を行いたいと思いま

すか？自分の考えをまとめてみましょう。 

文 章
ぶんしょう

は自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいます。 

練習 2  

衣類
い る い

の着 脱
ちゃくだつ

に関係
かんけい

する単語
た ん ご

が 20個
こ

あります。 

自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに、番号
ばんごう

、漢字
か ん じ

、読
よ

み方
かた

、意味
い み

を書
か

き込
こ

みましょう。 

何度
な ん ど

でも練 習
れんしゅう

してみましょう。 

１．衣類
い る い

 ２．着 脱
ちゃくだつ

 ３．健側
けんがわ

 ４．患側
かんそく

 ５．季節
き せ つ

 ６．気温
き お ん

 ７．室温
しつおん

 ８．上着
う わ ぎ

 

９．下着
し た ぎ

 10．伸縮性
しんしゅくせい

 11．袖
そで

 12．裾
すそ

 13．肘
ひじ

 14．膝
ひざ

 15．肩
かた

 16．首
くび

 

17．厚手
あ つ で

 18．薄手
う す で

 19．着
き

心地
ご こ ち

 20．肌
はだ

寒
さむ

い 
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第１節 介護現場で頻繁に使用される文章表現の理解 ③ 

この授業では「入 浴
にゅうよく

」の場面
ば め ん

をイラストで見て、日本語の文 章
ぶんしょう

を作ってみましょう。 

また「入 浴
にゅうよく

」に関わる漢字
か ん じ

も学びます。何度
な ん ど

でも練 習
れんしゅう

して書
か

けるようになりましょう。 

◇問題 5◇   

右側
みぎがわ

の女性の名前は工藤さん、左 側
ひだりがわ

の介護福祉職
かいごふくししょく

は中村さんです。 

工藤さんは左上下肢麻痺
ひ だ り じ ょ う か し ま ひ

のため、中村さんの介助
かいじょ

で浴室
よくしつ

に移動
い ど う

し、これから入 浴
にゅうよく

介助
かいじょ

を受けて

入 浴
にゅうよく

します。 

 

 このイラストを見ながら、もしあなたが工藤さんだったら、「入 浴
にゅうよく

」に際
さい

して、どんなこと

を気にしたり、心配したりしますか？気になることを書
か

きだしてみましょう。 

障 害
しょうがい

者にとっての衣類
い る い

の脱
だっ

着
ちゃく

、浴室
よくしつ

や浴槽
よくそう

の特 徴
とくちょう

、髪
かみ

やからだを洗う時、浴槽
よくそう

への出入りな

どをイメージしてみましょう。 

「気になること」「心配なこと」は自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに記入してください。後で発 表
はっぴょう

してもらいま

す。 

 ①で自己学習
じ こ が く し ゅ う

ノートに記入した「気になること」について、グループで考えてみましょう。 

はじめに、工藤さんの「気になること」「心配なこと」を、入 浴
にゅうよく

の順 番
じゅんばん

に並べましょう。 

それらの「気になること」「心配なこと」は、どのような介助
かいじょ

で解 消
かいしょう

できると思いますか？ 

 

最初に自分一人で考え、次にグループで話し合い、グループの意見
い け ん

としてまとめてみましょう。 

文 章
ぶんしょう

は自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいます。 



 

84 

第
２
章 

第
１
節 

介
護
現
場
で
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
文
章
表
現
の
理
解 

③ 

練習 3  

入 浴
にゅうよく

に関係
かんけい

する単語
た ん ご

が 20個
こ

あります。 

自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに、番号
ばんごう

、漢字
か ん じ

、読
よ

み方
かた

、意味
い み

を書
か

き込
こ

みましょう。 

何度
な ん ど

でも練 習
れんしゅう

してみましょう。 

１．清潔
せいけつ

 ２．皮膚
ひ ふ

 ３．循 環
じゅんかん

 ４．浴室
よくしつ

 ５．浴槽
よくそう

 6．転倒
てんとう

 7．給 湯
きゅうとう

 8．座位
ざ い

 

９．洗髪
せんぱつ

 10．洗 浄
せんじょう

 11．清拭
せいしき

 12．臥位
が い

 13．上半身
じょうはんしん

 14．下半身
か は ん し ん

 15．胸部
きょうぶ

  

16．腹部
ふ く ぶ

 17．背部
は い ぶ

 18．大腿部
だ い た い ぶ

 19．臀部
で ん ぶ

 20．陰部
い ん ぶ
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第１節 介護現場で頻繁に使用される文章表現の理解 ④ 

この授業では「移動
い ど う

・移乗
いじょう

」の場面
ば め ん

をイラストで見て、日本語の文 章
ぶんしょう

を作ってみましょう。また「移動
い ど う

」

に関わる漢字
か ん じ

も学びます。何度
な ん ど

でも練 習
れんしゅう

して書
か

けるようになりましょう！ 

◇問題 6◇  

 左 側
ひだりがわ

の女性の名前は高橋さん、右側
みぎがわ

の女性の名前は中村さんです。 

これから中村さんは、高橋さんの移動
い ど う

（歩行
ほ こ う

）介助
かいじょ

を行います。 

 

このイラストを見ながら、高橋さんの「歩行
ほ こ う

介助
かいじょ

」に関する説明
せつめい

文を自分で考えて作ってみま

しょう。歩行
ほ こ う

介助
かいじょ

に際
さい

して、あなたは何に気をつけますか？ 

気をつけることを書
か

きだしてみましょう。 

中村さんの立っている位置
い ち

等から、高橋さんの状 態
じょうたい

を考えて文 章
ぶんしょう

を作ります。 

文 章
ぶんしょう

は自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 次に「介護
か い ご

福祉
ふ く し

用語」を使った説明
せつめい

文を作ってみましょう。 

①で作った文 章
ぶんしょう

を直したり、また新しい文 章
ぶんしょう

を作ったりしてみましょう。 

「介護福祉職
かいごふくししょく

」「利用者
り よ う し ゃ

」「患側
かんそく

」「健側
けんがわ

」「杖
つえ

」「後方」「右手」「左手」「膝
ひざ

折れ*5」 

 

文 章
ぶんしょう

は自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

 

＊５: どちらかの膝に力が入らず、膝が折れてしまう状態のこと。 
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◇問題 7◇  

左 側
ひだりがわ

の女性の名前は小川さん、右側
みぎがわ

の女性の名前は石井さんです。 

小川さんは視覚
し か く

障 害
しょうがい

者で、石井さんは小川さんの移動
い ど う

（歩行
ほ こ う

）介助
かいじょ

を行います。 

 

このイラストを見ながら視覚
し か く

障 害
しょうがい

者の「歩行
ほ こ う

介助
かいじょ

」で、あなたは何に気をつけますか？気をつ

けることを書
か

きだしてみましょう。 

※ 介助
かいじょ

する際
さい

の姿勢
し せ い

、狭い
せま  

通路の移動
い ど う

やタクシー、バスの乗降などいろいろな場面
ば め ん

をイメージし

てみましょう。文 章
ぶんしょう

は自己学習
じ こ が く し ゅ う

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいま

す。 

 次に「介護
か い ご

福祉
ふ く し

用語」を使った説明
せつめい

文を作ってみましょう。 

①で作った文 章
ぶんしょう

を直したり、また新しい文 章
ぶんしょう

を作ったりしてみましょう。 

「介護福祉職
かいごふくししょく

」「利用者
り よ う し ゃ

」「患側
かんそく

」「健側
けんがわ

」「白 杖
はくじょう

」「後方」「肘
ひじ

」「右手」「左手」 

 

文 章
ぶんしょう

は自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいます。 

◇問題 8◇  

以下の文 章
ぶんしょう

を読
よ

んで、グループで考えてみましょう。 

 

木村さん（女性）は対麻痺
つ い ま ひ

で、入居中の施設
し せ つ

内では車いすを使用しています。入居中の施設
し せ つ

で

はお友達
ともだち

が多く、色々なお部屋に自分から行ってお話をする、明るくて活発
かっぱつ

*6な方です。 

今度、役所
やくしょ

（市
し

役所
やくしょ

、役場
や く ば

）に出向く用事ができたため、外出することになりました。車いす

を使うようになってから、今までほとんど外出したことがありません。木村さんも少し不安のよ

うです。なお、役所
やくしょ

までは車いすで行ける距離
き ょ り

ですが、道路は未舗装
み ほ そ う *

＊

7のところもあります。 

 

＊６: 元気で積極的なこと。＊７: 道路の表面がきれいに整っていないこと。「未～」は「まだ～てない」という意味を表す。 
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 当日、役所
やくしょ

に行くためにあなたが木村さんに対して
た い    

行 う
おこな  

支援
し え ん

、介助
かいじょ

の内容
ないよう

を想像して、順 番
じゅんばん

通り
どお  

に並べて日本語で書
か

いてみましょう（流
なが

れを作りましょう）。 

起床
きしょう

した木村さんに対する
たい    

支援
し え ん

から、役所
やくしょ

につくまでの流
なが

れを、順 番
じゅんばん

に細かく想像してみます。 

役所
やくしょ

までの道のりで、どんな危険
き け ん

があるか、何に注意
ちゅうい

をするか、どんなことに気を配る
くば  

かにつ

いて考えてまとめてみましょう。 

最初に自分一人で考え、次にグループで話し合い、グループの意見
い け ん

としてまとめてみましょう。 

文 章
ぶんしょう

は自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいます。 

練習 4  

移動
い ど う

・移乗
いじょう

に関係
かんけい

する単語
た ん ご

が 20個
こ

あります。 

自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに、番号
ばんごう

、漢字
か ん じ

、読
よ

み方
かた

、意味
い み

を書
か

き込
こ

みましょう。 

何度
な ん ど

でも練 習
れんしゅう

してみましょう。 

 

１．移動
い ど う

 ２．移乗
いじょう

 ３．膝折れ
ひ ざ お れ

 ４．尖
せん

足
そく

 ５．大転子
だ い て ん し

 6．腰
こし

 7．胸
むね

 8．白 杖
はくじょう

 

９．直杖
じきつえ

 10．視覚
し か く

 11．聴 覚
ちょうかく

 12．転倒
てんとう

 13．誘導
ゆうどう

 14．麻痺
ま ひ

 15．前方
ぜんぽう

  

16．後方
こうほう

 17．膝
ひざ

 18．肘
ひじ

 19．装具
そ う ぐ

 20． 車
くるま

椅子
い す
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第１節 介護現場で頻繁に使用される文章表現の理解 ⑤ 

この授業で「排泄
はいせつ

」の場面
ば め ん

をイラストで見て、日本語の文 章
ぶんしょう

を作ってみましょう。 

また「排泄
はいせつ

」に関わる漢字
か ん じ

も学びます。何度
な ん ど

でも練 習
れんしゅう

して書
か

けるようになりましょう！ 

◇問題 9◇  

廊下で困った顔
かお

をして立っている男性の名前は高橋さんです。身体
しんたい

に大きな障 害
しょうがい

はありませ

んが軽
かる

い認知症
にんちしょう

があり、施設
し せ つ

内の浴室
よくしつ

やトイレの場所がわからなくなってしまうことがあります。 

右側
みぎがわ

の男性は介護福祉職
かいごふくししょく

の清水さんです。 

 

このイラストを見ながら、清水さんが高橋さんにどのような声掛け
か  

や介助
かいじょ

を行 う
おこな  

ことが必要
ひつよう

か、順 序
じゅんじょ

も自分で考えて文 章
ぶんしょう

を書
か

いてみましょう。 

高橋さんの、今の気持ちも想像しながら書
か

いてみましょう。 

 

文 章
ぶんしょう

は自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいます。 
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◇問題 10◇  

以下のイラストと文 章
ぶんしょう

を読
よ

んで、グループで考えてみましょう。 

 

佐藤さん（女性）はいつもおとなしく、とても優しい
や さ し い

方
かた

です。体に大きな障 害
しょうがい

はありませんが、

少し歩行
ほ こ う

が 難
むずか

しくなってきました。そのため昼間はトイレで排泄
はいせつ

をしますが、夜間
や か ん

は居室
きょしつ

でポー

タブルトイレを使用します。居室
きょしつ

が 4 人部屋ということもあり、佐藤さんは夜間
や か ん

の排泄
はいせつ

に抵抗
ていこう

を

感じている*8 ようです。 

 佐藤さんが、夜間
や か ん

の排泄
はいせつ

の際
さい

、ポータブルトイレを使用することに抵抗
ていこう

を感じている理由を

日本語で書
か

いてみましょう。思いつくだけ書
か

き出してください。 

 佐藤さんが抵抗
ていこう

を感じないようにするには、介護福祉職
かいごふくししょく

としてどんなことに気を配る
くば  

*9 か考

えてまとめてみましょう。 

最初に自分一人で考え、次にグループで話し合い、グループの意見
い け ん

としてまとめてみましょう。 

文 章
ぶんしょう

は自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに記入してください。作った文 章
ぶんしょう

は発 表
はっぴょう

してもらいます。 

練習 5  

排泄
はいせつ

に関係
かんけい

する単語
た ん ご

が 20個
こ

あります。 

自己学習
じ こがくし ゅう

ノートに、番号
ばんごう

、漢字
か ん じ

、読
よ

み方
かた

、意味
い み

を書
か

き込
こ

みましょう。 

何度
な ん ど

でも練 習
れんしゅう

してみましょう。 

１．排 尿
はいにょう

 ２．排便
はいべん

 ３．座位
ざ い

 ４．立位
り つ い

 ５．尿意
にょうい

 6．便意
べ ん い

 7．便器
べ ん き

 8．尿器
にょうき

 

９．膀胱
ぼうこう

 10．洗 浄
せんじょう

 11．下腹部
か ふ く ぶ

 12．腹圧
ふくあつ

 13．便秘
べ ん ぴ

 14．下痢
げ り

 15．尊厳
そんげん

  

16．失禁
しっきん

 17．排泄物
はいせつぶつ

 18．肛門
こうもん

部
ぶ

 19．腰部
よ う ぶ

 20．臀部
で ん ぶ

 

 

 

＊８: 嫌だと思うこと。＊９: 気を付けること。 
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第２節 実習記録の読み方、書き方 ① 

「実 習
じっしゅう

記録
き ろ く

」とは、みなさんが介護
か い ご

実 習
じっしゅう

に行ったときにその学びを記録
き ろ く

したものです。 

また学校や実 習
じっしゅう

を行った施設
し せ つ

に提出するものもあります。 

ここでは、「介護
か い ご

実 習
じっしゅう

とは何か」を学び、実 習
じっしゅう

記録
き ろ く

の種類
しゅるい

や書き方、また実 習
じっしゅう

の進め方について学び

ましょう。 

介護実習の目的 

介護福祉職
かいごふくししょく

試験を受験するための教育カリキュラムの中に「介護
か い ご

実 習
じっしゅう

」があります。介護
か い ご

実 習
じっしゅう

を行 う
おこな  

「施設
し せ つ

」や「実 習
じっしゅう

の方法
ほうほう

」は、通学する学校によってそれぞれ違い
ち が  

ます。介護
か い ご

が行われている施設
し せ つ

におい

て、介護
か い ご

の実践
じっせん

*10 を学ぶのが介護
か い ご

実 習
じっしゅう

です。 

 

介護
か い ご

実 習
じっしゅう

では、学校で学んだ知識
ち し き

や技術
ぎじゅつ

を、実際
じっさい

の介護
か い ご

現場で活用
かつよう

します。そして介護
か い ご

の現場の指導
し ど う

者からは、より実践
じっせん

的な支援
し え ん

方法
ほうほう

を学びます。 

介護実習の目標は、 

① 介護
か い ご

施設
し せ つ

の中がわかる 

② 高齢
こうれい

者の特性がわかる 

③ 施設
し せ つ

での暮
く

らし方がわかる 

④ 介護
か い ご

の現場をよく観察
かんさつ

できる 

⑤ 利用者
り よ う し ゃ

とコミュニケーションがとれる 

⑥ 利用者
り よ う し ゃ

に対し介護
か い ご

技術
ぎじゅつ

を実践
じっせん

できる 

⑦ 介護
か い ご

の際
さい

の、利用者
り よ う し ゃ

のニーズがわかる 

⑧ 介護
か い ご

チームの一員として、チームで考え、行動
こうどう

ができる 

⑨ 専門職業人としての自覚*11 と態度を養う*12 

⑩ 介護
か い ご

の実践
じっせん

力を高めるために、「介護
か い ご

記録
き ろ く

」の意義*13 と方法
ほうほう

を学ぶ 

など、具体的
ぐ た い て き

な内容
ないよう

が示されています。 

 

目標の⑩にもありますが、実 習
じっしゅう

記録
き ろ く

は介護
か い ご

実 習
じっしゅう

を行 う
おこな  

上で必ず必要
ひつよう

なものなのです。 

 

 

 

 

 

＊１０:実際に自分で行うこと。＊１１:自分自身ではっきり知ること。＊１２:つくること。＊１３:意味のこと。 
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実習記録とは 

実 習
じっしゅう

記録
き ろ く

は、学校によって「実習日誌
じっしゅうにっし

」や「実 習
じっしゅう

ノート」などと呼ばれます。毎日の記録
き ろ く

だけでなく、

実 習
じっしゅう

施設
し せ つ

の概要
がいよう

や施設
し せ つ

でのオリエンテーションで指示
し じ

された事項
じ こ う

、また利用者
り よ う し ゃ

の一日の記録
き ろ く

もあります。 

 実習記録(実習日誌・実習ノート) 

実 習
じっしゅう

の目標を理解
り か い

し、目的
もくてき

を持って行った実 習
じっしゅう

の内容
ないよう

をノートに記録
き ろ く

します。 

一日を振り返り、実 習
じっしゅう

の中で経験したり学んだりしたことの中から、意味があると思われるも

のを記録
き ろ く

します。 

“何を書くか”については、学生としての視点
し て ん

や問題意識
い し き

、自分の中に感じた感 情
かんじょう

を大切にしま

しょう。「こんなことを書いたら恥ず
は  

かしいのではないか」などと考えず、自分の感じたことに自

信を持って記録
き ろ く

しましょう。 

 

実 習
じっしゅう

記録
き ろ く

を記録
き ろ く

するときは、以下のことに気を付けましょう。 

① 実 習
じっしゅう

後、速やかに記録
き ろ く

する 

② 誤字脱字
ご じ だ つ じ

*14のないように注意
ちゅうい

し、辞書を活用
かつよう

する 

③ 介護
か い ご

の専門用語
せ んもんよ うご

を使って書く 

④ 簡単
かんたん

にわかりやすく、そして主語と述語
じゅつご

(だれが、どうした)を常
つね

に意識
い し き

する 

⑤ 「事実
じ じ つ

*15」と「感じたこと」は区別して書く（「悲しそうだ」と書くときは、なぜそう思った

のかの理由を具体的
ぐ た い て き

に書く) 

⑥ 個人がわからないように利用者
り よ う し ゃ

の氏名はイニシャルで書く(N さんなど) 

⑦ 第三者＊16 が読んでも理解
り か い

できる記録
き ろ く

を書く 

などです。 

 

ある学校の実 習
じっしゅう

記録
き ろ く

用紙のフォーマットです。何をどのように書くのかを示し
しめ  

ています。みな

さんも自分の実 習
じっしゅう

をイメージしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１４:文字の間違いや書き落とした字のこと。＊１５:実際にあったこと。＊１６:直接関係がない他の人のこと。 
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実 習
じっしゅう

記録
き ろ く

（記入例）                    氏名  日本 花子 

  年  月  日  曜日 天気 実 習
じっしゅう

時間
じ か ん

       ～ 

時 間 実 習
じっしゅう

生の行動
こうどう

 実 習
じっしゅう

内容
ないよう

 

8：30 

9：00 

 

9：45 

 

 

10：30 

 

11：00 

 

 

11：30 

 

12：30 

 

13：15 

 

14：00 

14：30 

 

15：00 

16：00 

 

17：30 

実 習
じっしゅう

開始 

朝礼への参加
さ ん か

 

 

トイレ誘導
ゆうどう

 

入 浴
にゅうよく

介助
かいじょ

 

 

水分補給の介助
かいじょ

 

 

ﾚ ｸ ﾘ ｴ ｰ ｼ ｮ ﾝ 活動
かつどう

の

補助
ほ じ ょ

並びに観察
かんさつ

 

 

昼食準備
じゅんび

 

 

食事
しょくじ

介助
かいじょ

の観察
かんさつ

 

 

休 憩
きゅうけい

 

 

環 境
かんきょう

整備
せ い び

 

オムツ交換
こうかん

の観察
かんさつ

 

 

コミュニケーショ

ン 

おやつ介助
かいじょ

 

 

実 習
じっしゅう

記録
き ろ く

の記載 

実 習
じっしゅう

終了 

 

申し送りに参加
さ ん か

する。担当職 員
しょくいん

に挨拶
あいさつ

。本日の実 習
じっしゅう

目標を伝え

る。（※次のページの目標シートを参 照
さんしょう

） 

職 員
しょくいん

見守りのもと、利用者
り よ う し ゃ

A、B、C さんをトイレへ誘導
ゆうどう

する。 

職 員
しょくいん

見守りのもと、利用者
り よ う し ゃ

の着 脱
ちゃくだつ

介助
かいじょ

を行 う
おこな  

。 

水分（牛乳）を利用者
り よ う し ゃ

に配る
くば  

。利用者
り よ う し ゃ

D さんに水分補給
ほきゅう

の介助
かいじょ

を

行 う
おこな  

。 

利用者
り よ う し ゃ

が参加
さ ん か

するレクリエーション活動
かつどう

（風船バレー）の補助
ほ じ ょ

を

行いながら活動
かつどう

に参加
さ ん か

し、観察
かんさつ

を行 う
おこな  

。 

 

おしぼりを配り、利用者
り よ う し ゃ

の昼食の配膳
はいぜん

をする。 

 

Ｅさんへの食事
しょくじ

介助
かいじょ

（一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

）の様子
よ う す

を観察
かんさつ

する。 

  

 

 

昼食の後片づけと食 堂
しょくどう

の清掃を行 う
おこな  

。 

利用者
り よ う し ゃ

F、G さんのオムツ交換
こうかん

の手順
てじゅん

、留意点
りゅういてん

について、観察
かんさつ

する。 

H、I さんとコミュニケーションをとる。 

おやつ（おまんじゅう）とお茶を配膳
はいぜん

する。利用者
り よ う し ゃ

J さんの介助
かいじょ

を

行 う
おこな  

。 

実 習
じっしゅう

記録
き ろ く

を記載する。 

※ 観察
かんさつ

実 習
じっしゅう

、実践
じっせん

等、「どのような介助
かいじょ

の、何を行ったの

か」を明確に記入する。 

感 
 

想 

 

  ※目標以外のことを書く。 

  感じたこと、反省したこと、嬉しかったこと、困ったことなど何でも書いて良い。 

 

 

 

 



 

93 

第
２
章 

第
２
節 

実
習
記
録
の
読
み
方
、
書
き
方 

① 

目標シート（記入のポイント）                       № 

実 習
じっしゅう

目標  今日一日の実 習
じっしゅう

目標を書く 目標はなるべく小さく、具体的
ぐ た い て き

であること。 

実 習
じっしゅう

目標についての観察
かんさつ

事項
じ こ う

･考察など 

 

 

    事前に考えておくことは 2 点 

    １．なぜこの目標を設定したのか 

２．目標を達成
たっせい

するために、どのような観察
かんさつ

をすべきなのか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施
設

し

せ

つ

指
導

し

ど

う

者
評 

 

 

 

 

                         指導
し ど う

者署名            

 

【観察
かんさつ

事項
じ こ う

】はこのくらいの量を書く 

記載する内容
ないよう

は 

援助
えんじょ

したこと 

観察
かんさつ

したこと 

を時系列で具体的
ぐ た い て き

に書く。 

具体的
ぐ た い て き

とは・・・ 

  利用者
り よ う し ゃ

の様子
よ う す

、利用者
り よ う し ゃ

の発言や行動
こうどう

、 

  介助
かいじょ

時の利用者
り よ う し ゃ

の反応 

  職 員
しょくいん

から教わって介助
かいじょ

した内容
ないよう

と利用者
り よ う し ゃ

の反応など 

 文 章
ぶんしょう

は「である調」で書く 

 専門用語
せ ん も ん よ う ご

を活用
かつよう

する 

 間違
ま ち が

った場合
ば あ い

は、二重線を引き、訂正
ていせい

印を押す 

 名前は匿名にする 

【考察】はこのくらいの量を書く 

記載
き さ い

する内容
ないよう

（例） 

 実際
じっさい

に行って、利用者
り よ う し ゃ

の反応はなぜそうだったのかを考えて書く 

 目標で学んだことは何だったかを明らかにして書く 

 利用者
り よ う し ゃ

と接してみて、どういう人（ADL,認知
に ん ち

症 状
しょうじょう

の程度
て い ど

など）だとわかっ

たか（理解
り か い

した）書く 
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 実習施設の概要 

介護
か い ご

実 習
じっしゅう

の前に、施設
し せ つ

の種類
しゅるい

や歴史・沿革
えんかく

や独自
ど く じ

の方針、利用者
り よ う し ゃ

の 状 況
じょうきょう

などを中心に調べ、

正しく理解
り か い

し把握
は あ く

しておきましょう。自分が実 習
じっしゅう

を行 う
おこな  

施設
し せ つ

はどのような施設
し せ つ

なのか、実 習
じっしゅう

施設
し せ つ

の概要
がいよう

を心得
こころえ

ておく*17 ことは、実 習
じっしゅう

をスムーズに行 う
おこな  

ために必要
ひつよう

です。 

実習
じっしゅう

施設
し せ つ

の概要
が い よ う

（記入
き に ゅ う

ポイント
ぽ い ん と

） 

施設
し せ つ

の種別 特別養護老人
とくべつようごろうじん

ホーム 

施設長
しせつちょう

名 日本 一郎 

実習指導者
じっしゅうしどうしゃ

名 日本 花子 

所在地 

郵便番号や住所や電話番号を書く 

      

                  ☎ 

施
設

し

せ

つ

の
概
要

が
い
よ
う 

 基本理念
り ね ん

、沿革
えんかく

、組織
そ し き

 

 交通
こうつう

 

 敷
しき

地
ち

面積、建築延床
のべゆか

面積、建屋
た て や

 

 居室
きょしつ

数・定員
ていいん

 

 入居対 象
たいしょう

 

 外観・内観  

 サービス内容
ないよう

 など 

地
域

ち

い

き

の
環
境

か
ん
き
ょ
う 

 施設
し せ つ

はどのような地域
ち い き

環 境
かんきょう

の中にあるのか 

職
員

し
ょ
く
い
ん

構
成

こ
う
せ
い 

職 員
しょくいん

の職名や役割
やくわり

について 

 施設
し せ つ

管理者、医師
い し

、生活相談員
せいかつそうだんいん

 

 看護師
か ん ご し

もしくは 准
じゅん

看護師
か ん ご し

、介護福祉職員
かいごふくししょくいん

、介護
か い ご

支援
し え ん

専門員 

 栄養士
え い よ う し

、機能訓練指導員
き の う く ん れ ん し ど う い ん

  

 その他、 給 食
きゅうしょく

、清掃
せいそう

、洗濯
せんたく

、営繕
えいぜん

、事務員 など 

利
用
者

り

よ

う
し

ゃ

の
構
成

こ
う
せ
い 

利用者
り よ う し ゃ

の性別、年齢別
ねんれいべつ

、障 害
しょうがい

の状 態
じょうたい

、ADL など 

 利用者
り よ う し ゃ

数、要介護度
よ う か い ご ど

、平均年齢
ねんれい

、認知症
にんちしょう

の方の割合 など  

図 実 習
じっしゅう

施設
し せ つ

の概要
がいよう

 

＊１７:よく理解しておく。 
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◇問題 1◇  

では実際
じっさい

に、下の「実 習
じっしゅう

施設
し せ つ

の概要
がいよう

」に記入してみましょう。 

実 習
じっしゅう

施設
し せ つ

に関する情 報
じょうほう

をどのように入手するのかについては、先生からの指示
し じ

に従って進め

てください。 

施設
し せ つ

の種別 

 
施設長
しせつちょう

名 
 

実習指導者
じっしゅうしどうしゃ

名  

所 在 地 

〒 

 

                       ☎ 

施
設

し

せ

つ

の
概
要

が
い
よ
う 

 

 

 

 

 

 

 

 

地
域

ち

い

き

の
環
境

か
ん
き
ょ
う 

 

職
員

し
ょ
く
い
ん

構
成

こ
う
せ
い 

 

 

 

 

 

利
用
者

り

よ

う
し

ゃ

の
構
成

こ
う
せ
い 
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第２節 実習記録の読み方、書き方 ② 

 「実習オリエンテーション」(事前訪問) 

介護
か い ご

実 習
じっしゅう

の前に、実 習
じっしゅう

生が初めて実 習
じっしゅう

施設
し せ つ

に行くことができる場が「実 習
じっしゅう

オリエンテーシ

ョン」です。実 習
じっしゅう

オリエンテーションでは、実 習
じっしゅう

についての確認
かくにん

事項
じ こ う

をお
こ う を

互い
たが  

に確かめます。 

みなさんは訪問
ほうもん

前に、「実 習
じっしゅう

施設
し せ つ

の概要
がいよう

」をまとめ、ホームページ等で再確認
かくにん

するなどの準備
じゅんび

を行った上で実 習
じっしゅう

オリエンテーションに行きましょう。 

実 習
じっしゅう

オリエンテーションでは実 習
じっしゅう

施設
し せ つ

側から指示
し じ

された事項
じ こ う

について、以下のようなメモを

取ることが大切です。 

実 習
じっしゅう

オリエンテーションなどで施設
し せ つ

側から指示
し じ

された事項
じ こ う

 

施設
し せ つ

名                    

 施設
し せ つ

の概要
がいよう

（基本
き ほ ん

理念
り ね ん

、沿革
えんかく

、組織
そ し き

、職 員
しょくいん

、サービス内容
ないよう

など） 

 利用者
り よ う し ゃ

の特 徴
とくちょう

や利用者
り よ う し ゃ

数 

 施設
し せ つ

内の案内 

 実 習
じっしゅう

スケジュール(実 習
じっしゅう

時間
じ か ん

、日課、行事など) 

 職 員
しょくいん

との顔
かお

合わせ(実 習
じっしゅう

指導
し ど う

体制) 

 実 習
じっしゅう

生の心得
こころえ

や注意
ちゅうい

事項
じ こ う

(実 習
じっしゅう

中の必要
ひつよう

物品、更衣
こ う い

や休 憩
きゅうけい

場所と使用方法
ほうほう

、昼食など)な

ど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 実 習
じっしゅう

オリエンテーションなどで施設
し せ つ

側から指示
し じ

された事項
じ こ う

（例） 
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 実習施設の一日の流れ、、週間予定、月間・年間予定(実習施設の概況) 

実 習
じっしゅう

オリエンテーションでは、実 習
じっしゅう

施設
し せ つ

の一日、また一週 間
しゅうかん

の流
なが

れ、月・年間単位で行 う
おこな  

行

事などを事前に確認
かくにん

しておくことが大切です。実 習
じっしゅう

指導
し ど う

者から確認
かくにん

し、理解
り か い

しておくことで、

実 習
じっしゅう

をスムーズにおこなうことに役立ちます。 

 

 

図 施設
し せ つ

の一日の流
なが

れ、週 間
しゅうかん

予定、月間・年間予定(実 習
じっしゅう

施設
し せ つ

の概 況
がいきょう

) 

  

施設の一日の流れ、週間予定、月間・年間予定(実習施設の概況)

　　 実習生氏名

業　務　内　容 週間予定

月

火

　　施設の一日のスケジュールや週間予定、
　　年間の行事などを書く

水

木

一

金

日

土

の

日

流

月間・年間行事、特別行事

れ

備考

時
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 実習個人票 

「実 習
じっしゅう

個人票」は、実 習
じっしゅう

先に事前に送付する学生の情 報
じょうほう

です。履歴書
り れ き し ょ

のようなもので、実 習
じっしゅう

先の施設
し せ つ

長や実 習
じっしゅう

担当者、職 員
しょくいん

に自分がどういう人物なのかを伝える重 要
じゅうよう

な手段
しゅだん

です。 

個人票の書き方や内容
ないよう

で、“あなたがどういった人
ひと

か”がわかります。誤字
ご じ

や脱字
だ つ じ

*18 に注意
ちゅうい

し、

心を込めて、丁寧
ていねい

にはっきりと書きましょう。 

  

図 個人票 

＊１８:文字の間違いや、書き落とした字のこと。 

　●●学科　　○○コース　　　　　年    　学籍番号　　　　－　　　

フリガナ

氏　　　名

生年月日 　　年 月　　　　日 年齢 歳

現住所
〒

電話番号 ‐ ‐ 携帯電話 ‐ ‐

緊急
連絡先

〒

電話番号 ‐ ‐ 携帯電話 ‐ ‐    (       )

最終学歴

特技、趣味など

実習先までの
交通機関

〒111-1111

東京都港区●●●●　　○○専門学校

電話番号　03-3456-7890　　　　夜間　03-3456-1234

　　　　年　卒業

約　　　時間　　　分

実習の経験

写真添付
縦3.5×横3

3か月以内に撮影
した正面・上半身、

無背景のもの

実習先名称　 所在地（市区町村） 期　　間

整理番号　No.

実習先名称　 所在地（市区町村） 期　　間

＊この個人票は、実習終了後は評価表とともにご返却下さい。

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ経験

養成校の連絡先

            ○○専門学校

介護実習◎ 　デイサービス等（実習施設・事業Ⅰ）個人票
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 介護実習反省会記録用紙 

介護
か い ご

実 習
じっしゅう

の期間中
きかんちゅう

、または実 習
じっしゅう

の最終日に、学びを深
ふか

めるための指導
し ど う

や助言
じょげん

*19をもらえる場

として、「介護
か い ご

実 習
じっしゅう

反省会
はんせいかい

」があります。 

介護
か い ご

実 習
じっしゅう

反省会
はんせいかい

は、実 習
じっしゅう

生、施設
し せ つ

指導
し ど う

者、学校の先生(巡 回
じゅんかい

指導
し ど う

教員)が参加
さ ん か

しますので、会

の参加
さ ん か

者間でコミュニケーションが図れ、関係
かんけい

が深
ふか

まり、実 習
じっしゅう

生のことを理解
り か い

してもらえる機会
き か い

です。また、意見
い け ん

交換
こうかん

を行 う
おこな  

ことで、利用者
り よ う し ゃ

の介護
か い ご

方針を理解
り か い

したり、チームによる介護
か い ご

をより

深
ふか

く理解
り か い

できたり、他学生から刺激
し げ き

を受けたりする場になり、とても有意義
ゆ う い ぎ

 *20 な機会
き か い

となりま

す。 

介護
か い ご

実 習
じっしゅう

反省会
はんせいかい

はカンファレンスともいわれ、実 習
じっしゅう

の振り返りや疑問
ぎ も ん

、課題
か だ い

、問題
もんだい

解決
かいけつ

、テ

ーマに基
もと

づいた意見
い け ん

交換
こうかん

などを行います。介護
か い ご

実 習
じっしゅう

反省会は実 習
じっしゅう

生が資料(レジュメ)を作成
さくせい

し、

参加
さ ん か

者全員分を準備
じゅんび

し、主体的
しゅたいてき

に参加
さ ん か

します。図 介護実習反省会
かいごじっしゅうはんせいかい

記録
き ろ く

用紙は、ある養成校の

反省会
はんせいかい

用紙です。参考にしてください） 

 

反省会
はんせいかい

に臨
のぞ

む姿勢
し せ い

として大切なことは、 

 自分の意見
い け ん

を持ち勇気を出して自分の言葉で、自分の考えや感じたことを発 表
はっぴょう

する、 

 発 表
はっぴょう

者の意見
い け ん

をしっかり聴く 

ことです。 

 

意見
い け ん

や発言を聴くときには、ただ聴けばいいというだけではありません。しっかりとメモをと

りながら「自分はこう思う」と発 表
はっぴょう

者の意見
い け ん

について関心を持ち、ほかの人の意見
い け ん

や発言を聴き

ながら自分も考えることが必要
ひつよう

です。 

また、参加
さ ん か

者のマナーとして配慮
はいりょ

することは、 

 開始 5 分前までに会場の準備
じゅんび

をしておく 

 反省会
はんせいかい

の資料と発 表
はっぴょう

原稿
げんこう

を準備
じゅんび

しておく 

 積極的
せっきょくてき

に発言する 

 参加
さ ん か

者の意見
い け ん

を尊 重
そんちょう

*21 し、批判*22 をしない 

ことなどです。 

参加
さ ん か

者全員が責任
せきにん

と自覚を持って参加
さ ん か

するととても素晴
す ば

らしい学びの場となり、きっとみなさ

んも広い視野
し や *

＊

23を身につけることができるでしょう。 

 

 

 

＊１９:助けになる意見。アドバイス（advice）＊２０:それをする価値があること。＊２１:大切にすること。 

＊２２：悪いことを言うこと。＊２３：物を考える範囲のこと。 
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介護
か い ご

実 習
じっしゅう

反省会
はんせいかい

記録用紙 

 

氏名                     実 習
じっしゅう

施設
し せ つ

名                 

 

1. 実 習
じっしゅう

目標に対して
た い    

どれだけ学べたか 

 

  

2. 実 習
じっしゅう

で学んだことで印象に残ったこと 

（新たな知識
ち し き

、感動した体験
たいけん

、経験によって得たことなど） 

 

 

3. 実 習
じっしゅう

上の失敗
しっぱい

や失敗
しっぱい

から得たこと  

 

 

4. 実 習
じっしゅう

で困ったこと、辛かったこと 

 

 

5. 実 習
じっしゅう

で嬉しかったこと 

 

 

6. 事前学 習
がくしゅう

にあったらいいと思われる講義
こ う ぎ

、演 習
えんしゅう

など 

 

 

7. 人権を尊 重
そんちょう

していると感じた場面
ば め ん

、行為
こ う い

 

 

 

8. 次回実 習
じっしゅう

への課題
か だ い

 

 

 

9. その他 

図 介護実習反省会
かいごじっしゅうはんせいかい

記録
き ろ く

用紙 
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② 

◇問題 2◇  

下の「個人票」に実際
じっさい

に記入してみましょう。実 習
じっしゅう

先は先生に聞いてください。 

 

 

　●●学科　　○○コース　　　　　年    　学籍番号　　　　－　　　

フリガナ

氏　　　名

生年月日 　　年 月　　　　日 年齢 歳

現住所
〒

電話番号 ‐ ‐ 携帯電話 ‐ ‐

緊急
連絡先

〒

電話番号 ‐ ‐ 携帯電話 ‐ ‐    (       )

最終学歴

特技、趣味など

実習先までの
交通機関

〒111-1111

東京都港区●●●●　　○○専門学校

電話番号　03-3456-7890　　　　夜間　03-3456-1234

　　　　年　卒業

約　　　時間　　　分

実習の経験

写真添付
縦3.5×横3

3か月以内に撮影
した正面・上半身、

無背景のもの

実習先名称　 所在地（市区町村） 期　　間

整理番号　No.

実習先名称　 所在地（市区町村） 期　　間

＊この個人票は、実習終了後は評価表とともにご返却下さい。

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ経験

養成校の連絡先

            ○○専門学校

介護実習◎ 　デイサービス等（実習施設・事業Ⅰ）個人票
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第２節 報告・連絡・相談の読解 

介護
か い ご

現場では、さまざまな専門職の人（介護福祉職
かいごふくししょく

、医師
い し

、看護師
か ん ご し

、作業
さぎょう

療法学
りょうほうがく

など）がチームを作り、

シフト制で介護
か い ご

が行われる場合
ば あ い

が多いです。 

各メンバーは、自分のシフトで得た様々
さまざま

な情 報
じょうほう

（利用者
り よ う し ゃ

や家族との関わり、反応など）をチーム全員

で共有し、適切
てきせつ

な支援
し え ん

を行います。 

その際
さい

、「記録
き ろ く

」に加え、「報告
ほうこく

、連絡
れんらく

、相談
そうだん

」といった手段
しゅだん

を用いて、利用者
り よ う し ゃ

の変化
へ ん か

や 状 況
じょうきょう

などを他

のメンバーに正確に伝えることが重 要
じゅうよう

となります。 

「報告
ほうこく

・連絡
れんらく

・相談
そうだん

」は、それぞれの頭文字(最初の文字：報告
ほうこく

→報
ほう

、連絡
れんらく

→連
れん

、相談
そうだん

→相
そう

)を使い、「ほ

う・れん・そう」と呼ばれています。 

報告・連絡・相談(ほう・れん・そう) 

報告
ほうこく

・連絡
れんらく

・相談
そうだん

は、チームのそれぞれの専門職が、専門職としての役割
やくわり

を発揮
は っ き

するために、チーム内

の「情 報
じょうほう

の伝達
でんたつ

と共有化
きょうゆうか

*24」のために行われます。 

報告
ほうこく

・連絡
れんらく

・相談
そうだん

のイメージを、「図 報告
ほうこく

・連絡
れんらく

・相談
そうだん

」にまとめています。 

報告
ほうこく

 連絡
れんらく

 相談
そうだん

 

 

     業務
ぎょうむ

指示
し じ

 

上司
じょうし

など           

業務
ぎょうむ

実
じっ

行者
こうしゃ

 

  報告
ほうこく

 

 

フィードバック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上司
じょうし

，同 僚
どうりょう

，多
た

職 種
しょくしゅ

など 

上司
じょうし

，同 僚
どうりょう

 

                

        

 

多
た

職 種
しょくしゅ

 

など 

 

 

 

図 報告
ほうこく

・連絡
れんらく

・相談
そうだん

 

 報告 

報告
ほうこく

は、指示
し じ

を受けた業務や担当した仕事の進 捗
しんちょく*

＊

25 状 況
じょうきょう

や結果
け っ か

、またトラブルがなかったか

などを、上司
じょうし

や同 僚
どうりょう

、部下に伝えることです。報告
ほうこく

する際
さい

は、「結論
けつろん*

＊

26から先に」言います。経過
け い か

 

＊２４: 一つの物のことを二人以上で持つこと。＊２５:物事が進んでいること。＊２６:最後の判断。 

情

報

じ
ょ
う
ほ
う

共

有

き
ょ
う
ゆ
う

が
必
要

ひ
つ
よ
う

な
相
手

あ
い
て

に
し
ま
す 

 

業務
ぎょうむ

指示
し じ

者
しゃ

や上司
じょうし

に 

必要
ひつよう

な報告
ほうこく

をします。 

困
こま

ったこと、悩
なや

んでいること 

などを相談
そうだん

します。 

相談
そうだん

 

助言
じょげん

・アドバイス 
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や 状 況
じょうきょう

については、時間
じ か ん

の経過
け い か

や事実
じ じ つ

に基
もと

づいて簡潔
かんけつ

に言います。 

 

例）あなたが上司
じょうし

から「指示
し じ

を受けたこと」 

～「この後、A さんの体温を測
はか

ってきてください」～ 

 

あなたの上司
じょうし

への「報告
ほうこく

」 

～「A さんの体温測定
そくてい

、終わりました。 36 度 5 分でした。」～ 

報告
ほうこく

の方法
ほうほう

 

報告
ほうこく

の方法
ほうほう

は、上の例にあるような口頭以外にも、報告
ほうこく

用紙、電子メールなどがあります。ど

の方法
ほうほう

でも、情 報
じょうほう

の共有ができるよう、正確にわかりやすく伝えましょう。 

報告
ほうこく

の際
さい

に気をつけること 

指示
し じ

を受けた仕事は、指示
し じ

をした人に必ず報告
ほうこく

を行います。 

また報告
ほうこく

の方法
ほうほう

についても指示
し じ

があれば、その方法
ほうほう

で報告
ほうこく

を行います。 

指示
し じ

をした人は、その後の経過
け い か

や結果
け っ か

を気にしています。仕事が終わったらなるべく早く 

報告
ほうこく

するようにしましょう。 

報告
ほうこく

の際
さい

は、「報告
ほうこく

する事を確認
かくにん

し、事実
じ じ つ

を正しく伝える」ことを心がけましょう。また「5W1H

で、わかりやすくはっきりと報告
ほうこく

」しましょう。 

When（いつ） ○月○日午前○時○分と具体的
ぐ た い て き

に報告
ほうこく

・連絡
れんらく

します。 

Where（どこで） 「○○号室の前の廊下
ろ う か

で」などと、具体的
ぐ た い て き

に報告
ほうこく

・連絡
れんらく

します。 

Who（だれが） 同じ苗字の人がいる可能性
か の う せ い

があるので、苗字
みょうじ

と名前のイニシャルで

「AH さん」にします。 

What（なにが、なにを） 起こったことをより具体的
ぐ た い て き

に、できるだけ詳
くわ

しく報告
ほうこく

・連絡
れんらく

します。

どのようにおこったか、その時の具体的
ぐ た い て き

な様子
よ う す

はどうだったか、

結果的
け っ か て き

にどうなったかなどを具体的
ぐ た い て き

に報告
ほうこく

・連絡
れんらく

します。 

Why（なぜ） 明らかな原因
げんいん

がある場合
ば あ い

は具体的
ぐ た い て き

に報告
ほうこく

・連絡
れんらく

します。 

How（どうした） その後の対応
たいおう

の確認
かくにん

を行 う
おこな  

ためにも、誰
だれ

に、どのような連絡
れんらく

した

のかを報告
ほうこく

・連絡
れんらく

します。 

 連絡 

連絡
れんらく

は報告
ほうこく

と同じように、利用者
り よ う し ゃ

やチーム間において、伝えなければならない情 報
じょうほう

がある場合
ば あ い

、

その情 報
じょうほう

を共有するために行 う
おこな  

ものです。連絡
れんらく

することで情 報
じょうほう

を正しく伝えるための方法
ほうほう

を

整
ととの

えておく必要
ひつよう

があります。 

例）◇チームのミーティングで、あなたがメンバーに「連絡
れんらく

する」こと 

～「B さんは朝食の食べ残し
のこ  

がありました。体 調
たいちょう

を聞くと“食 欲
しょくよく

があまりない”と言っていま

す。熱を測
はか

りましたが 36 度 6 分です。」 
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連絡
れんらく

の方法
ほうほう

 

連絡
れんらく

の方法
ほうほう

はいくつかあり、伝えたい内容
ないよう

によって方法
ほうほう

が変わります。 

緊 急
きんきゅう

*27の場合
ば あ い

は、口頭や電話ですばやく正確に伝えます。緊 急
きんきゅう

でない場合
ば あ い

には、記録
き ろ く

や口頭、

電子メールなどを使用します。 

チームのメンバーにまとめて連絡
れんらく

する場合
ば あ い

は、朝礼や終礼、会議などで連絡
れんらく

します。 

そのほか個人への重 要
じゅうよう

な連絡
れんらく

などの場合
ば あ い

は、個別
こ べ つ

に文書などで連絡
れんらく

されます。 

連絡
れんらく

の際
さい

に気をつけること 

連絡
れんらく

をするときには、相手
あ い て

にとっての時間
じ か ん

やタイミングを考えることが大切です。 

「それは緊 急
きんきゅう

の連絡
れんらく

ですか？」「連絡
れんらく

の内容
ないよう

はその相手
あ い て

にとって必要
ひつよう

ですか？」なども考えてみ

ましょう。また、他の人に連絡
れんらく

を頼
たの

んだ場合
ば あ い

には、伝えたい相手
あ い て

に連絡
れんらく

が伝わっているか、後で

確認
かくにん

しましょう。 

また、利用者
り よ う し ゃ

に関する連絡
れんらく

はプライバシーに関わるため、関係
かんけい

のない人には話さないよう、特

に注意
ちゅうい

します。 

 相談 

相談
そうだん

とは、自分では「わからない」「判断
はんだん

に迷う
まよ  

」「情 報
じょうほう

がほしい」といったときや、「仕事上

の悩
なや

みがある」ときなどに、上司
じょうし

や先輩、同 僚
どうりょう

に助言
じょげん

*28 や指導
し ど う

を受けることです。相談
そうだん

するこ

とによって必要
ひつよう

な情 報
じょうほう

が得
え

られる*29 ことがあります。悩
なや

んだときは一人で考えないで、相談
そうだん

す

ることがとても重 要
じゅうよう

です。 

 

例）◇施設
し せ つ

の上司
じょうし

に、仕事のことで「相談
そうだん

する」 

～「担当している C さんと、上手
じょうず

にコミュニケーションが図れず、たまに怒
おこ

らせてしまうこと

があります。いつも笑顔
え が お

で C さんの気持ちを考えて支援
し え ん

しようと考えているのですが、その他に

良い方法
ほうほう

はありますでしょうか？」 

相談
そうだん

の方法
ほうほう

 

まず相談
そうだん

の「目的
もくてき

」や「内容
ないよう

」をまとめ、明確
めいかく

にしておきます。例え
たと  

ば、相談
そうだん

の目的
もくてき

は、“情 報
じょうほう

を得たいのか”、“助言
じょげん

を得たいのか”、“指導
し ど う

を受けたいのか”、“解決
かいけつ

策
さく

を相談
そうだん

したいのか”、など

です。 

相談
そうだん

したいポイントを短い文 章
ぶんしょう

で書き出すのも大切です。その際
さい

、自分の意見
い け ん

や考えも整理
せ い り

し

ておきましょう。 

準備
じゅんび

ができたら、相談
そうだん

したい人とアポイントをとりましょう。相談
そうだん

とは、相談
そうだん

したい人と相談
そうだん

を受ける人が、相談
そうだん

の内容
ないよう

を共有し、一緒
いっしょ

に解決
かいけつ

策
さく

を考えることです。そのため、時間
じ か ん

がかかる

可能性
か の う せ い

があるからです。自分の都合
つ ご う

だけでスケジュールを決めることはやめましょう。 

＊２７: 急いで対応しなければならないこと。＊２８: 助けになる意見のこと。アドバイス（advice）＊２９: 手に入れるこ

と。もらうこと。 
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相談
そうだん

の際
さい

は、服装
ふくそう

を 整
ととの

え、姿勢
し せ い

を正しくして、メモをとります。社会人としての身だしなみや

マナーを心がけましょう。 

相談
そうだん

の際
さい

に気をつけること 

「言葉で表 現
ひょうげん

できない」、「伝えられない」ことがないように、準備
じゅんび

をしっかりしておくことが

大切です。自分の考えをまとめておき、「私はこのように考えましたが、どのようにすればよろし

いでしょうか」と伝えましょう。相談
そうだん

した相手
あ い て

からは共 感
きょうかん

が得られ、相談
そうだん

内容
ないよう

の解決
かいけつ

にむかいや

すくなります。 

また、相談
そうだん

相手
あ い て

には、相談
そうだん

したことの経過
け い か

や結果
け っ か

を必ず報告
ほうこく

しましょう。相談
そうだん

とは、相談
そうだん

した

い人と相談
そうだん

を受ける人が、相談
そうだん

の内容
ないよう

を共有し、一緒
いっしょ

に解決策
かいけつさく

を考えていくことですから、経過
け い か

や結果
け っ か

を報告
ほうこく

することが大切です。 

◇問題 3◇  

実際
じっさい

の報告
ほうこく

や連絡
れんらく

を行 う
おこな  

際
さい

には、5W1H を考えて内容
ないよう

をまとめることが大切です。 

 

さて、下は介護福祉職
かいごふくししょく

R さんの「報告
ほうこく

」ですが、５W１H で整理
せ い り

すると不足
ふ そ く

している情 報
じょうほう

があ

りそうです。 

「どのような情 報
じょうほう

が不足
ふ そ く

しているか」を考えて、自己
じ こ

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。そのあ

と、発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

[介護福祉職
かいごふくししょく

R さんからの報告
ほうこく

] 

移動
い ど う

の際
さい

に杖
つえ

を利用している A さんが今朝、ちょっとふらつきがみられました。 

しかし、自分で居室
きょしつ

に戻
もど

り、その後は問題なく過ご
す  

していますが、医療
いりょう

職
しょく

に連絡
れんらく

しました。 

 

R さんの報告
ほうこく

を【５W1H】で考えてみましょう 

When（いつ）  

Where（どこで）  

Who（だれが）  

What（なにが、なにを）  

Why（なぜ）  

How（どうした）  
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◆解答 3◆  

R さんの報告
ほうこく

を 5W1H の表に記入すると下の表のようになります。 

表に記入した内容
ないよう

を考えた、具体的
ぐ た い て き

な報告
ほうこく

・連絡
れんらく

は次のようになります。 

 

杖
つえ

歩行
ほ こ う

をしている AK さんが、○月○日午前○時○分ごろ、尻
しり

もち*30 をつきました。AK さん

は、車いすを利用している利用者
り よ う し ゃ

CD さんをよけようとしてふらつき、尻
しり

もちをついたようです。

その後、自分の力で立ち上がり、居室
きょしつ

に戻
もど

りました。AK さんの様子
よ う す

を確認
かくにん

するために、居室
きょしつ

に行

きましたが痛み
いた  

もなく、問題なく過ご
す  

していますが、医療
いりょう

職
しょく

に連絡
れんらく

しました。 

 

When（いつ） 今朝 

→○月○日午前○時○分と具体的
ぐ た い て き

に報告
ほうこく

・連絡
れんらく

します。 

Where（どこで） 具体的
ぐ た い て き

な場所がわかりません 

→○○号室の前の廊下
ろ う か

でなどと具体的
ぐ た い て き

に報告
ほうこく

・連絡
れんらく

します。 

Who（だれが） A さん 

→OK ですが、同じ苗字
みょうじ

の人がいる可能性
か の う せ い

があるので、AK さんにしま

す。 

What（なにが、なにを） ふらつきがみられ尻
しり

もちをつきました。 

→どのようにふらつきがみられたのでしょうか、また、その時の様子
よ う す

やふらつきの時間
じ か ん

はどうだったのか、また、尻
しり

もちをついて、すぐに

起き上がったのか、介護福祉職
かいごふくししょく

がささえて起き上がったのか具体的
ぐ た い て き

に

報告
ほうこく

・連絡
れんらく

します。 

Why（なぜ） もし、ふらつきに明らかな原因
げんいん

(例え
たと  

ば、利用者
り よ う し ゃ

をよけようとして、な

ど)がある場合
ば あ い

は具体的
ぐ た い て き

に報告
ほうこく

・連絡
れんらく

します。 

How（どうした） 問題なく過ご
す  

していますが、医療
いりょう

職
しょく

に連絡
れんらく

しました 

→尻
しり

もちによって打撲
だ ぼ く

している可能性
か の う せ い

があるため、その後の対応
たいおう

の

確認
かくにん

を 行 う
おこな  

ためにも誰
だれ

に連絡
れんらく

したのか(医療
いりょう

職
しょく

○○さんに連絡
れんらく

 )

報告
ほうこく

・連絡
れんらく

します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊３０: 後ろに倒れておしりを地面に打ちつけること。 
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第
３
節 

介
護
現
場
で
使
用
す
る
用
語 

① 

第３節 介護現場で使用する用語 ① 

介護
か い ご

の現場では、それぞれの場面
ば め ん

で数多くの専門用語
せ ん も ん よ う ご

が使われます。 

専門用語
せ ん も ん よ う ご

については、「その単語
た ん ご

が読める」、「その単語
た ん ご

を聞いて、どの言葉だかわかる」「その単語
た ん ご

の意

味がわかる、話せる」の 3 つのポイントが大切です。その上で、介護
か い ご

実 習
じっしゅう

の際
さい

の「実 習
じっしゅう

記録
き ろ く

」の記入に

必要
ひつよう

なものがありますので、少しずつでも書けるようになりましょう。 

 

この節では、200 の用語を学びます。 

200 の単語は「あいうえお順」に並んでいます。読み方や意味を説明
せつめい

できるようになりましょう。 

No. 用語 読み方 意味 

1 味付け   

2 意識   

3 萎縮   

4 移乗介助   

5 陰部   

6 薄い   

7 上着   

8 襟   

9 影響   

10 栄養   

11 会陰   
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介
護
現
場
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る
用
語 

① 

No. 用語 読み方 意味 

12 液体   

13 嚥下   

14 塩分   

15 及ぼす   

16 嘔吐   

17 下衣   

18 臥位   

19 開示   

20 改修   

21 回数   

22 階段   

23 回転   

24 回復   

25 概念   

26 覚醒   

27 確認   

28 喀痰   

29 臥床   
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介
護
現
場
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す
る
用
語 

① 

No. 用語 読み方 意味 

30 課題   

31 活動   

32 看護師   

33 患側   

34 関節   

35 肝臓   

36 義歯   

37 気管   

38 危険   

39 起床   

40 吸引   

41 共有   

42 仰臥位   

43 記録   

44 車椅子   

45 下痢   

46 経過   

47 経過観察   
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介
護
現
場
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用
語 

① 

No. 用語 読み方 意味 

48 蛍光増白剤   

49 下膳   

50 血液   
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第
３
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介
護
現
場
で
使
用
す
る
用
語 

② 

第３節 介護現場で使用する用語 ② 

No. 用語 読み方 意味 

51 血栓  
 

52 結論  
 

53 健側  
 

54 減少  
 

55 濃い  
 

56 更衣  
 

57 行為  
 

58 構音障害  
 

59 口腔  
 

60 口腔ケア  
 

61 後屈  
 

62 亢進  
 

63 口頭  
 

64 行動  
 

65 好物  
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介
護
現
場
で
使
用
す
る
用
語 

② 

No. 用語 読み方 意味 

66 肛門  
 

67 後遺症  
 

68 誤嚥  
 

69 固形  
 

70 後日  
 

71 骨折  
 

72 個浴  
 

73 婚姻  
 

74 詐欺  
 

75 座位  
 

76 作業療法士  
 

77 参加  
 

78 事故  
 

79 視覚障害  
 

80 聴覚障害  
 

81 自助具  
 

82 下着  
 

83 失禁  
 



 

113 

第
２
章 

第
３
節 

介
護
現
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す
る
用
語 

② 

No. 用語 読み方 意味 

84 疾患  
 

85 失明  
 

86 周囲  
 

87 終身  
 

88 主菜  
 

89 主食  
 

90 出産  
 

91 守秘  
 

92 腫瘍  
 

93 手指  
 

94 昇降機  
 

95 消毒  
 

96 省略  
 

97 食後  
 

98 食事  
 

99 食物繊維  
 

100 食欲  
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介
護
現
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語 

③ 

第３節 介護現場で使用する用語 ③ 

No. 用語 読み方 意味 

101 障害  
 

102 食道  
 

103 上衣  
 

104 上顎  
 

105 褥瘡  
 

106 自立  
 

107 心臓  
 

108 腎臓  
 

109 水分補給  
 

110 睡眠  
 

111 膵臓  
 

112 裾  
 

113 生活習慣  
 

114 清拭  
 

115 整容  
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介
護
現
場
で
使
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す
る
用
語 

③ 

No. 用語 読み方 意味 

116 咳込む  
 

117 設置  
 

118 切迫  
 

119 説明  
 

120 洗顔  
 

121 仙骨部  
 

122 洗剤  
 

123 洗身  
 

124 洗濯  
 

125 洗髪  
 

126 前傾姿勢  
 

127 袖  
 

128 総義歯  
 

129 相談
そ う だ ん

  
 

130 装着  
 

131 増加  
 

132 側臥位  
 

133 足浴  
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語 

③ 

No. 用語 読み方 意味 

134 咀嚼  
 

135 尊厳  
 

136 体位変換  
 

137 対極  
 

138 唾液  
 

139 脱健着患  
 

140 脱水  
 

141 脱衣室  
 

142 淡色  
 

143 段差  
 

144 暖房  
 

145 窒息  
 

146 中間浴  
 

147 腸  
 

148 調理  
 

149 杖  
 

150 手洗い  
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④ 

第３節 介護現場で使用する用語 ④ 

No. 用語 読み方 意味 

151 転倒   

152 点眼   

153 臀部   

154 匿名化   

155 特浴   

156 内容   

157 日課   

158 入所   

159 入浴   

160 尿意   

161 妊娠   

162 認知症   

163 排泄   

164 排泄物   

165 配膳   
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介
護
現
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語 

④ 

No. 用語 読み方 意味 

166 排尿   

167 排便   

168 皮膚   

169 脾臓   

170 漂白剤   

171 表面   

172 貧血   

173 敏感   

174 縁   

175 腹圧   

176 福祉用具   

177 腹部   

178 不整脈   

179 不眠   

180 不要   

181 不利益   

182 便意   

183 便座   
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現
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語 

④ 

No. 用語 読み方 意味 

184 便秘   

185 防寒   

186 防止   

187 歩行器   

188 発赤   

189 麻痺   

190 味覚   

191 見直す   

192 名誉   

193 毛髪   

194 有効   

195 誘導   

196 浴室   

197 予防   

198 離床   

199 立位   

200 療養   

 



 

 

 

第３章 

介護実務の表現 ② 
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第
３
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第
１
節 

様
々
な
場
面
で
の
配
慮
、
個
々
に
応
じ
た
支
援
内
容
の
理
解 

① 

第１節 様々な場面での配慮、個々に応じた支援内容の

理解 ① 

食事 

食事
しょくじ

をおいしく安全
あんぜん

に食べる
た   

ための基本的
き ほ ん て き

な動作
ど う さ

について、利用者
り よ う し ゃ

に日本語で説明
せつめい

できることが大切で

す。あわせて、食事
しょくじ

の介護
か い ご

における様々
さまざま

なリスクとその対応策
たいおうさく

について、日本語で理解
り か い

し、文 章
ぶんしょう

にしま

しょう。 

 食事における利用者と介護福祉職間の動作について 

食事
しょくじ

の環 境
かんきょう

 

清潔
せいけつ

でおいしく食べられる環 境
かんきょう

に 整
ととの

えます。 

 

図 環境整備
かんきょうせいび

されている食 堂
しょくどう

 

体 調
たいちょう

の確認
かくにん

 

しっかりと目覚め
め ざ  

ているか、会話がいつものようにできるかを確認
かくにん

します。顔色
かおいろ

、表 情
ひょうじょう

も観察
かんさつ

します。 

いつもと違う
ちが  

時は、咀嚼
そしゃく*

＊

1や嚥下
え ん げ

*2がうまくできていないかもしれないので注意
ちゅうい

が必要
ひつよう

です。 

 

 

＊１: 食べ物をよくかむこと。＊２: 食べ物を飲み込むこと。 



 

122 

第
３
章 

第
１
節 

様
々
な
場
面
で
の
配
慮
、
個
々
に
応
じ
た
支
援
内
容
の
理
解 

① 

安定
あんてい

した食事
しょくじ

姿勢
し せ い

 

安定
あんてい

した食事
しょくじ

姿勢
し せ い

であるか、その姿勢
し せ い

を取ることに問題が
もんだい  

ないかを確認
かくにん

します。 

⚫ 足底
そくてい

が床
ゆか

についている 

⚫ 深
ふか

く腰
こし

かけている 

⚫ テーブルの高さは肘
ひじ

の高さ 

⚫ からだとテーブルの距離
き ょ り

はにぎりこぶし 1 個 

⚫ 顎
あご

を軽
かる

く引く 

 

介護福祉
ふ く し

職は利用者
り よ う し ゃ

の隣に座る（椅子を持ってきて座る） 

介護福祉職
かいごふくししょく

が 隣
となり

の位置
い ち

に座って介助
かいじょ

をすると、落ち着いて食べる
た   

ことができます。 

 

図 隣
となり

で座って食事
しょくじ

 

献立
こんだて

の説明
せつめい

 

メニューを紹 介
しょうかい

します。食 材
しょくざい

、味付け、調理法、その他の特 徴
とくちょう

も合わせて伝えます。利用者
り よ う し ゃ

の食 欲
しょくよく

が出る説明
せつめい

が大切です。 
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① 

スプーンを使っての介助
かいじょ

 

その利用者
り よ う し ゃ

の咀嚼
そしゃく

に合わせた一口量にすることが大切です。口元からこぼれないか、むせない

かを観察
かんさつ

します。 

スプーンで介助
かいじょ

する場合
ば あ い

は下の角度
か く ど

から口に入れます。上の角度
か く ど

からスプ－ンを入れると、首

が上を向いてしまい、むせ込む（誤嚥
ご え ん

）可能性
か の う せ い

があるからです。 

  

図 スプーンは下から 

利用者
り よ う し ゃ

の食べる
た   

ペースに合わせる 

利用者
り よ う し ゃ

の食べたいペースに合わせることが大切です。また様子
よ う す

を見て声かけも行ってください。 

食事
しょくじ

の終了 

食べ終わったことを確認
かくにん

します。摂取
せっしゅ

量*3、摂取
せっしゅ

時間
じ か ん

を確認
かくにん

し、食器
しょっき

を下膳
げ ぜ ん*

し

4します。 

口腔
こうくう

ケアを勧
すす

める 

口腔
こうくう

ケア（歯磨
は み が

き）が不十分だと、食べたものをおいしく感じなくなり、食 欲
しょくよく

を低下
て い か

させたり、

虫歯
む し ば

や歯
し

周 病
しゅうびょう

の原因
げんいん

となったり、誤嚥性肺炎
ごえんせいはいえん

を起こしたりします。 

その予防
よ ぼ う

をするために口腔
こうくう

内を清潔
せいけつ

にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊３: 食べた量。＊４: 食器などを片付けること。  
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解 

① 

◇問題 1◇  

利用者
り よ う し ゃ

のＧさんが食事
しょくじ

をしようとしています。安定
あんてい

した食事
しょくじ

姿勢
し せ い

であるかを確認
かくにん

する視点
し て ん

を書

いてください。 

答えは学 習
がくしゅう

ノートに書いてください。あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

◇問題 2◇  

次の写真のように食事
しょくじ

が用意
よ う い

されています。利用者
り よ う し ゃ

が食べてみたいと思うように説明
せつめい

してくだ

さい。 

  

 食事におけるリスクについて 

誤嚥
ご え ん

 

誤
あやま

って食べ物や飲み物が気管
き か ん

に入ってしまうことを「誤嚥
ご え ん

」といいます。誤嚥
ご え ん

が繰
く

り返
かえ

される

と誤嚥性肺炎
ごえんせいはいえん

（aspiration pneumonia）になり、死んでしまうこともあります。 

 

＜誤嚥
ご え ん

性
せい

肺炎
はいえん

のサイン＞ 

むせる   痰
たん

が絡
から

む   ガラガラした声になる 
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① 

＜誤嚥
ご え ん

しないようにするために＞ 

⚫ しっかり目覚め
め ざ  

た状 態
じょうたい

で食事
しょくじ

を始めます。 

⚫ 食べやすい姿勢
し せ い

にします。座位
ざ い

にして、頸
くび

を上に向けないようにします。 

⚫ 利用者
り よ う し ゃ

の嚥下
え ん げ

状 況
じょうきょう

に合ったとろみをつけます（飲み込みに問題がない人はつけません）。 

⚫ 口の中でバラバラになるもの（ナッツ類など）、張り付いたりするもの（わかめなど）は食

べないようにします。 

 

誤嚥
ご え ん

の 症 状
しょうじょう

が見られた場合
ば あ い

、すぐに医療
いりょう

職
しょく

に連絡
れんらく

しましょう。 

脱水
だっすい

 

身体
しんたい

に必要
ひつよう

な水分やミネラルが失われた状 態
じょうたい

を脱水
だっすい

といいます。高齢
こうれい

者はのどの渇
かわ

きを感じ

にくいことや、トイレが近くなる（トイレに何度
な ん ど

も行きたくなるということ）ために水分を控
ひか

え

て*5 しまうことが原因
げんいん

です。 

＜脱水
だっすい

のサイン＞ 

⚫ 唇
くちびる

や舌
した

、皮膚
ひ ふ

の乾燥
かんそう

、 尿
にょう

量の減 少
げんしょう

、発熱
はつねつ

、ぼんやりしているなど 

これらの 症 状
しょうじょう

が見られた時は医療
いりょう

職
しょく

に連絡
れんらく

します。 

＜脱水
だっすい

にならないために＞ 

⚫ 1 日に必要
ひつよう

な水分量の目安は 1000ml～1500ml です。こまめに水分補給をすることが大切

です。 

むせる場合
ば あ い

は、とろみ剤やゼリーなどを活用
かつよう

します。 

◆解答 1◆  

①足底
そくてい

が床
ゆか

についている  ②深
ふか

く腰
こし

かけている   ③テーブルの高さは肘
ひじ

の高さ 

④からだとテーブルの距離
き ょ り

はにぎりこぶし 1 個    ⑤顎
あご

を軽
かる

く引く 

◆解答 2◆  

例）今日の朝ごはんは、大きなお魚の煮つけと、体の温まる野菜
や さ い

がたくさん入ったみそ汁
しる

です。 

この例題以外にも、表現方法
ほうほう

を工夫する練 習
れんしゅう

をしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

＊５: 何かをやめておくこと、しないでおくこと。  
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① 

【国家試験に挑戦！(1)】（第 26 回国家試験 問題 49） 

食事
しょくじ

介助
かいじょ

の基本
き ほ ん

として、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを１つ選び
えら  

なさい。 

1. 立
た

って介護
か い ご

する。 

2. 介護福祉職
かいごふくししょく

に向
む

けて食事
しょくじ

を並
なら

べる。 

3. 始
はじ

めにお茶
ちゃ

や汁
しる

物
もの

で口
くち

の中
なか

を湿
しめ

らせてもらう。 

4. 主
しゅ

菜
さい

を食
た

べ終
お

えてから、主 食
しゅしょく

を食
た

べてもらう。 

5. 全
ぜん

介助
かいじょ

の場合
ば あ い

は、2～3口
くち

ごとに飲
の

み込
こ

んだことを確認
かくにん

する。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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② 

第１節 様々な場面での配慮、個々に応じた支援内容の

理解 ② 

整容行動 

整容
せいよう

行動
こうどう

の介護
か い ご

場面
ば め ん

について、日本語を理解
り か い

し表現できるように学びましょう。 

また、整容
せいよう

行動
こうどう

におけるさまざまなリスクとその対応策
たいおうさく

について理解
り か い

し、日本語の文 章
ぶんしょう

を作りましょ

う。 

 整容行動における利用者と介護福祉職間の動作について 

整容
せいよう

行動
こうどう

（洗顔
せんがん

、髭
ひげ

剃
そ

り、口腔
こうくう

ケア、衣類
い る い

の着 脱
ちゃくだつ

介護
か い ご

） 

整容
せいよう

行動
こうどう

において、以下
い か

の①～④は、必ず
かなら   

行 う
おこな  

項目
こうもく

です。しっかり覚えておきましょう。 

①「自立」の支援
し え ん

 

できるところは利用者
り よ う し ゃ

本人が行います。介護福祉職
かいごふくししょく

は利用者
り よ う し ゃ

のできないところを支援
し え ん

すること

で「自立」を支援
し え ん

します。 

②介助
かいじょ

の目的
もくてき

・方法
ほうほう

の説明
せつめい

、同意
ど う い

の取得
しゅとく

*6 

どこ（Where）で、どのように（How）するのかを利用者
り よ う し ゃ

に説明
せつめい

し、必ず利用者
り よ う し ゃ

の同意
ど う い

を得ま

す。 

③体 調
たいちょう

の確認
かくにん

 

その日の体 調
たいちょう

を、整容
せいよう

行動
こうどう

の実施
じ っ し

前後
ぜ ん ご

で確認
かくにん

します。 

特に、寝ている状 態
じょうたい

から起き上がった場合
ば あ い

は、「起立性
き り つ せ い

低血圧
ていけつあつ

*7」の有無
う む

も確認
かくにん

します。 

例）「めまいや立ちくらみはありませんか。」 

④姿勢
し せ い

の確認
かくにん

 

立位
り つ い

が不安定
ふ あ ん て い

の場合
ば あ い

には、座位
ざ い

で行います。 

安定
あんてい

した座位姿勢
ざ い し せ い

であるかを確認
かくにん

します。姿勢
し せ い

が安定
あんてい

していると転倒
てんとう

・転落
てんらく

はしません。 

⚫ 深
ふか

く腰
こし

掛け
か  

ているか 

⚫ 足底
そくてい

は床
ゆか

に着いているか 

 

＊６: 説明して納得してもらうこと。＊７: 立ち上がったときに急に血圧が下がり、立ちくらみを起こすこと。 
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② 

※ 洗面台
せんめんだい

またはテーブルの前→洗面台
せんめんだい

、またはテーブルとの距離
き ょ り

は、握
にぎ

りこぶし 1 つぶん空け

る。 

※ 車椅子
い す

の場合
ば あ い

 

→フットサポートを上げ、足底
そくてい

が床
ゆか

にしっかり着いている。 

 

図 深
ふか

く腰
こし

掛け
か  

、足底
そくてい

が床
ゆか

に着いている 

洗顔
せんがん

、髭
ひげ

剃
そ

りを行 う
おこな  

 

洗顔
せんがん

はその人のやり方で行います。汚れ
よご  

や石鹸
せっけん

が残って
のこ    

いないか確認
かくにん

します。 

髭剃り
ひ げ そ   

は電気カミソリを用います。介護福祉職
かいごふくししょく

が行 う
おこな  

場合
ば あ い

は、片方の手で剃
そ

る場所の皮膚
ひ ふ

を

伸ばし
の   

ながら行 う
おこな  

と剃
そ

りやすいです。 

◇問題 3◇  

Y さんは毎朝 6：30 に洗面所で洗顔
せんがん

するのが日課です。その日は朝寝坊
あ さ ね ぼ う

したのか、7:00 にな

っても居室
きょしつ

にいます。介護福祉職
かいごふくししょく

のあなたは Y さんに洗面を勧
すす

める声掛け
か  

をしてください。 

答えは学 習
がくしゅう

ノートに書いてください。あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

口腔
こうくう

ケア 

① 姿勢
し せ い

はやや前かがみにします。 

② うがいで食物残渣
ざ ん さ

*8を取り
と り

除
のぞ

きます。 

③ 歯ブラシの毛先を歯面
し め ん

にあてて磨
みが

きます。 

④ 磨
みが

き残し
のこ  

がないかを確認
かくにん

します。 

⑤ うがいをしてもらいます。 

 

 

 

 

＊８: 口の中に残った食べ物のかすのこと。 



 

129 

第
３
章 

第
１
節 

様
々
な
場
面
で
の
配
慮
、
個
々
に
応
じ
た
支
援
内
容
の
理
解 

② 

衣類
い る い

の着 脱
ちゃくだつ

介護
か い ご

 

右片
みぎかた

麻痺
ま ひ

のある A さんへの着 脱
ちゃくだつ

介護
か い ご

を、順 番
じゅんばん

にみていきましょう。 

A さんは、パジャマ（前開き）の上着を脱
ぬ

いでブラウスに着替
き が

えたいので、手伝って欲しいと

言っています。 

①環 境
かんきょう

整備
せ い び

 

A さんのプライバシー保護
ほ ご

のため、 扉
とびら

をしめ、カーテンをします。 

室温
しつおん

が 22±2℃であることを確認
かくにん

し、寒
さむ

くないようにします。 

②衣類
い る い

の準備
じゅんび

 

衣類
い る い

は気温
き お ん

の変化
へ ん か

、活動
かつどう

の目的
もくてき

、利用者
り よ う し ゃ

の好みに合ったもので、A さんが選択
せんたく

できるようにし

ます。 

（例）「今日は肌寒
さむ

いので A さんのお持ちの厚手のブラウスを 2 枚ほど用意
よ う い

しました。お好きな

ものを選んでいただけますか。」 

③パジャマの上着を脱
ぬ

ぐ 

ポイントは脱健着患
だっけんちゃっかん

 

麻痺
ま ひ

のある手足は、感覚
かんかく

が鈍
にぶ

い、関節
かんせつ

可動域
かどういき

が狭い
せま  

といった特 徴
とくちょう

があります。負担
ふ た ん

をかけない

ために健側
けんがわ

（麻痺
ま ひ

のない手足）から脱
ぬ

ぎ、患側
かんそく

（麻痺
ま ひ

の手足）から着ます。 

 

 

A さんは右片
みぎかた

麻痺
ま ひ

があるため、健側
けんがわ

からパジャマの上着を脱
ぬ

ぎます。 

⚫ 患側
かんそく

に倒
たお

れないようにするために、介護福祉職
かいごふくししょく

は患側
かんそく

に立ちます（これを患側
かんそく

保護という）。 

⚫ 患側
かんそく

から介助
かいじょ

します。 

⚫ 左手でボタンを外すよう声をかけます。利用者
り よ う し ゃ

は健側
けんがわ

の 左
ひだり

袖
そで

から脱
ぬ

ぎます。 

※必要に応じて介助を行います。声かけを忘れないでください。 
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④ブラウスを着る 

A さんの着衣
ちゃくい

は 

⚫ 利用者
り よ う し ゃ

は患側
かんそく

に袖
そで

を通します（ 状 況
じょうきょう

に合わせて介助を行います。介助者の手は利用者
り よ う し ゃ

の手

と握手できるようにしてください）。 

⚫ 次に健側
けんがわ

の袖
そで

を通します。着にくいところは介助
かいじょ

します。 

⚫ ボタンをとめられるかを確認
かくにん

します。 

⚫ 着
き

心地
こ こ ち

*9 を 整
ととの

えます。声をかけながら、えりもと、肩、すそ等に、しわやめくれがないか

確認
かくにん

します。 

声かけ例 

「ブラウスを右の手から通しましょう。左の袖
そで

はご自分で通せますか。」 

「ボタンをとめますか。」 

「着
き

心地
こ こ ち

はよろしいですか。」 

 

 整容行動におけるリスクと対応策 

椅子
い す

からの転倒
てんとう

・転落
てんらく

 

座位
ざ い

姿勢
し せ い

が不安定
あんてい

であると、整容
せいよう

に注意
ちゅうい

が向いているうちに姿勢
し せ い

が崩
くず

れ、転倒
てんとう

・転落
てんらく

する可能性
か の う せ い

があります。椅子
い す

に深
ふか

く腰
こし

掛け
か  

ているか、足底
そくてい

が床
ゆか

にしっかり着いているかを確認
かくにん

します。また、

麻痺
ま ひ

がある場合
ば あ い

、患側
かんそく

に倒
たお

れる可能性
か の う せ い

もあるため、介護福祉職
かいごふくししょく

は患側
かんそく

で介助
かいじょ

を行います。 

麻痺
ま ひ

側を保護
ほ ご

していない場合
ば あ い

 

麻痺
ま ひ

側の保護
ほ ご

がされない場合
ば あ い

、関節
かんせつ

痛などの負担
ふ た ん

が出ます。 

 

＊９:着ているときの気分。  
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◆解答 3◆  

Y さんおはようございます。いつもだと 6:30 には洗面所にいるのに今日はどうしましたか。

体 調
たいちょう

が変わりなければ、洗面所でいつものように顔
かお

を洗ってみませんか。 
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② 

【国家試験に挑戦！(2)】（第 28 回国家試験 問題 45） 

介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする高齢
こうれい

者の衣服
い ふ く

と、その支援
し え ん

に関
かん

する次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを１つ

選び
えら  

なさい。 

1. 片
かた

麻痺
ま ひ

の高齢
こうれい

者
しゃ

には、支援
し え ん

者
しゃ

が着 脱
ちゃくだつ

させやすい前
まえ

あきの上着
う わ ぎ

の購 入
こうにゅう

を勧
すす

める。 

2. 左 片
ひだりかた

麻痺
ま ひ

がある場合
ば あ い

は、 左
ひだり

半身
はんしん

から脱
ぬ

ぐように勧
すす

める。 

3. 生活
せいかつ

のリズムを保つ
た も  

ために、昼
ひる

と夜
よる

とで衣服
い ふ く

を替
か

えるように勧
すす

める。 

4. 衣服
い ふ く

は気候
き こ う

に合
あ

わせて支援
し え ん

者
しゃ

が選ぶ
えら  

。 

5. 季節
き せ つ

に関係
かんけい

なく、保
ほ

湿性
しつせい

よりも通気
つ う き

性
せい

を重視
じゅうし

した衣類
い る い

を勧
すす

める。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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③ 

第１節 様々な場面での配慮、個々に応じた支援内容の

理解 ③ 

入浴 

入 浴
にゅうよく

介助
かいじょ

の基本について、日本語で説明
せつめい

できるようにしましょう。 

また、入 浴
にゅうよく

介助
かいじょ

の際
さい

のさまざまなリスクとその対応策
たいおうさく

について、日本語で理解
り か い

し文 章
ぶんしょう

にしましょう。 

 入浴介助の流れについて 

入 浴
にゅうよく

介助
かいじょ

の際
さい

には、利用者
り よ う し ゃ

に入 浴
にゅうよく

の目的
もくてき

、方法
ほうほう

を説明
せつめい

し同意
ど う い

を得ます*10。 

また利用者
り よ う し ゃ

の生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

、希望
き ぼ う

を尊 重
そんちょう

*11した入 浴
にゅうよく

方法
ほうほう

で行います。 

お湯の中に入りたいのか、シャワーだけでよいのかなど、利用者
り よ う し ゃ

の意向
い こ う

を確認
かくにん

し、同意
ど う い

を得ま

しょう。 

[例] M さん、今日は暑
あつ

かったですね。シャワーだけにしますか？浴槽
よくそう

に浸
つ

かり*12ますか？ 

安全
あんぜん

な入 浴
にゅうよく

環 境
かんきょう

 

① 脱衣室
だ つ い し つ

と浴室
よくしつ

の温度
お ん ど

 

脱衣室
だ つ い し つ

と浴室
よくしつ

の温度
お ん ど

は 24±2℃にします。 

 

② 浴槽
よくそう

の温度
お ん ど

 

38℃～41℃の湯を用意
よ う い

します。 

体 調
たいちょう

の確認
かくにん

 

入 浴
にゅうよく

はお湯に入るため、体力を消 耗
しょうもう

*13したり、呼吸器
こ き ゅ う き

や循環器
じゅんかんき

に負担
ふ た ん

がかかります。顔色
かおいろ

や

表 情
ひょうじょう

、いつもと違う
ちが  

ことはないか確認
かくにん

する必要
ひつよう

があります。 

空腹
くうふく

時
じ

や食事
しょくじ

直後
ちょくご

に入 浴
にゅうよく

は避け
さ  

ます*14。 

 

 

 

 

 

＊１０:説明して納得してもらうこと。＊１１:大切にすること。＊１２:お風呂の中に入ること。＊１３:使って減ること。 

＊１４:しないようにすること。 
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③ 

 
 

図 体 調
たいちょう

の確認
かくにん

 図 プライバシーの保護
ほ ご

 

 

羞恥
しゅうち

心
しん

の配慮
はいりょ

 

裸になることは恥ず
は  

かしく感じます。プライバシー保護
ほ ご

のため浴用
よくよう

タオルで、女性は胸
むね

と陰部
い ん ぶ

、

男性は陰部
い ん ぶ

を隠
かく

します。 

かけ湯 

① お湯の温度
お ん ど

の確認
かくにん

は、介護福祉職
かいごふくししょく

が先に行ってから利用者
り よ う し ゃ

の手で確認
かくにん

します。 

[例]介護福祉職
かいごふくししょく

が利用者
り よ う し ゃ

に「お湯の温度
お ん ど

はこれでよろしいですか。」 

 

② お湯の温度
お ん ど

を確認
かくにん

後、手や足の先からかけ、その後心臓
しんぞう

に近い胸や背中などにお湯をかけま

す。 

[例]「足先から順にお湯を掛け
か  

ますね。」 

  図 かけ湯  

身体
しんたい

の洗い方 

石鹸
せっけん

を十分に泡
あわ

立てから洗います。洗い終わったら石鹸
せっけん

を十分に洗い流
なが

します。床
ゆか

に石鹸
せっけん

の泡
あわ

が残ると転倒
てんとう

する危険
き け ん

があるので注意
ちゅうい

します。 
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頭髪
とうはつ

の洗い方（洗髪
せんぱつ

） 

髪
かみ

を濡
ぬ

らした後、介護福祉職
かいごふくししょく

はシャンプーを手に取り頭皮
と う ひ

に付けます。指
ゆび

の腹
はら

で頭皮
と う ひ

をマッサ

ージするようにし、十分泡
あわ

立てます。 

 

浴槽
よくそう

に浸
つ

かる 

＜片
かた

麻痺
ま ひ

の人の個浴
こ よ く

の浸
つ

かり方＞ 

① 姿勢
し せ い

の安定
あんてい

 

⚫ バスボードや浴槽
よくそう

の縁
ふち

に深
ふか

く腰
こし

掛け
か  

、健側
けんがわ

の足底
そくてい

がしっかり床
ゆか

に着いていることを確認
かくにん

しま

す。麻痺
ま ひ

がある場合
ば あ い

は健側
けんがわ

から浴槽
よくそう

に入ります。 

⚫ 浴槽
よくそう

に浸
つ

かるときは、手すりにつかまり前傾
ぜんけい

姿勢
し せ い

をとりながら、ゆっくり入ります。 

⚫ 浴槽
よくそう

内でも姿勢
し せ い

が安定
あんてい

していることを確認
かくにん

します。 
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＜機械
き か い

浴の浸
つ

かり方（ストレッチャーを使用する場合
ば あ い

）＞ 

① 姿勢
し せ い

の安定
あんてい

 

⚫ 生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

にないタイプの浴槽
よくそう

のため、どのように作動
さ ど う

するかを説明
せつめい

します。 

⚫ 全介助
ぜんかいじょ

の人が対 象
たいしょう

です。 

⚫ 力により姿勢
し せ い

が不安定
あんてい

になるため、介助
かいじょ

バーを握
にぎ

ったり固定
こ て い

ベルトを締
し

めたりします。 

 

浴室
よくしつ

から出る 

上がり湯をかけてから、身体
しんたい

の水分をふき取ります。身体
しんたい

に水滴
すいてき

が残って
のこ    

いると寒
さむ

く感じます。

その後、更衣
こ う い

をしてください。 

体 調
たいちょう

の確認
かくにん

 

疲労
ひ ろ う

していないか、気分
き ぶ ん

が悪く
わる  

ないかを確認
かくにん

します。 

水分
すいぶん

補給
ほきゅう

*15 

入 浴
にゅうよく

後は水分
すいぶん

補給
ほきゅう

をして、身体
しんたい

を休めます。 

＊１５:水分をとること。  
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 入浴におけるリスクについて 

血圧
けつあつ

上 昇
じょうしょう

*16 

寒
さむ

い時、脱衣室と浴室
よくしつ

の温度
お ん ど

差
さ

がある時、41℃以上の熱いお湯に浸
つ

かった時、かけ湯を忘れた

時などに血圧
けつあつ

が 上 昇
じょうしょう

します。なぜ、血圧
けつあつ

が上がったのか原因
げんいん

が考えられるようにしましょう。 

血圧
けつあつ

低下
て い か

*17 

浴槽
よくそう

から出るときに立ち上がった際
さい

に起こりやすくなります。ゆっくり立ち上がるか、一旦腰
こし

かける*18 と改善
かいぜん

*19されます。 

熱 傷
ねっしょう

（やけど） 

湯
ゆ

温
おん

が４２℃以上の高温の湯に触れ
ふ  

たときに起きます。 

発赤
ほっせき

*20、びらん*21 などの 症 状
しょうじょう

、全身状 態
じょうたい

の変化
へ ん か

（顔色
かおいろ

、 表 情
ひょうじょう

の変化
へ ん か

）を確認
かくにん

します。 

入 浴
にゅうよく

時の転倒
てんとう

（浴室
よくしつ

・脱衣室） 

濡れ
ぬ  

た床
ゆか

や石けんにより滑り
すべ  

やすくなり転倒
てんとう

します。石けんをお湯で流
なが

したり、手すりを使用

することで予防
よ ぼ う

できます。 

    

のぼせ 

発汗
はっかん

*22による血液
けつえき

の濃 縮
のうしゅく

*23により起こります。水分
すいぶん

補給
ほきゅう

で軽減
けいげん

*24されます。 

疲労 

入 浴
にゅうよく

により血液
けつえき

の循 環
じゅんかん

*25が高まることで疲れ
つか  

を感じることがあります。 

 

 

 

 

＊１６:上がること。＊１７:下がること。＊１８:座ること。＊１９:よくなること。＊２０:赤くなること。＊２１:皮膚がた

だれること。＊２２:汗をかくこと。＊２３:濃くなること。＊２４:減って軽くなること。＊２５:血が血管を通って流れるこ

と。 
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皮膚
ひ ふ

の掻痒感
そうようかん

*26 

洗 浄
せんじょう

による乾燥
かんそう

、お湯によって温まることが原因
げんいん

で起きます。保湿
ほ し つ

クリーム等で 補
おぎな

います。 

状 況
じょうきょう

によって医療
いりょう

職
しょく

に報告
ほうこく

し、皮膚
ひ ふ

状 態
じょうたい

を観察
かんさつ

してください。 

溺
おぼ

れたときの対応
たいおう

 

① 浴槽
よくそう

の底
そこ

にある栓
せん

を抜
ぬ

きます。 

② 大声で助けを求めます。 

③ 救 急 車
きゅうきゅうしゃ

、ＡＥＤの準備
じゅんび

を頼みます。 

④ 応援
おうえん

に来た介護福祉職
かいごふくししょく

と一緒
いっしょ

に利用者
り よ う し ゃ

を浴槽
よくそう

から出します。 

⑤ 意識
い し き

があるか確認
かくにん

します。 

⑥ 呼吸
こきゅう

があるか確認
かくにん

します。 

呼吸
こきゅう

がない場合
ば あ い

、胸 骨
きょうこつ

圧迫
あっぱく

を行います。またＡＥＤを装 着
そうちゃく

し、音声
おんせい

のとおりにします。 

◇問題 4◇  

入 浴
にゅうよく

開始前
か い し ま え

、環 境
かんきょう

はどのように 整
ととの

えますか？ 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに記入しましょう。あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

◇問題 5◇  

入 浴
にゅうよく

終了後
しゅうりょうご

の体 調
たいちょう

確認
かくにん

の内容
ないよう

をまとめましょう。 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに記入しましょう。あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

問題 4、問題 5 の解答が終わったら、グループで内容
ないよう

を確認
かくにん

しましょう。 

間違
ま ち が

っているところはありませんか？抜
ぬ

けているところはないですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊２６:かゆいこと。  
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【国家試験に挑戦！(3)】（第 31 回国家試験 問題 49） 

皮膚
ひ ふ

の乾燥
かんそう

が強
つよ

くなった高齢
こうれい

者
しゃ

の入 浴
にゅうよく

介護
か い ご

に関
かん

する次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを１つ

選び
えら  

なさい。 

1. アルカリ性
せい

の石鹸
せっけん

で洗
あら

う。 

2. こすらないように洗
あら

う。 

3. 硫黄
い お う

を含む
ふく  

入 浴
にゅうよく

剤
ざい

を使用
し よ う

する。 

4. 42℃以上
いじょう

のお湯
ゆ

で入 浴
にゅうよく

する。 

5. 保湿剤
ほ し つ ざ い

は、皮膚
ひ ふ

が十 分
じゅうぶん

に乾
かわ

いてから塗
ぬ

る。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第１節 様々な場面での配慮、個々に応じた支援内容の

理解 ④ 

移動・移乗 

 移動介助の基本的動作と注意点について 

移動
い ど う

介助
かいじょ

の際
さい

には、移動
い ど う

の目的
もくてき

、方法
ほうほう

を説明
せつめい

し同意
ど う い

を得ます。 

どこに行くのか、どのような方法
ほうほう

で行くのかを確認
かくにん

し、同意
ど う い

を得て
え  

から介助
かいじょ

をすると、利用者
り よ う し ゃ

は安心して行動
こうどう

できます。 

◇問題 6◇  

車椅子
い す

による介助
かいじょ

で移動
い ど う

をしている F さんを食 堂
しょくどう

までお連
つ

れする際
さい

、どのような声掛け
か  

をし

ますか？ 

答えを学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

ボディメカニクスの活用
かつよう

 

＜ボディメカニクスとは＞ 

骨格
こっかく

や筋肉
きんにく

などの相互
そ う ご

関係
かんけい

でおこる身体
しんたい

の動きのメカニズム*27です。1) 

ボディメカニクスを活用
かつよう

することで、介護福祉職
かいごふくししょく

も利用者
り よ う し ゃ

も負担
ふ た ん

を減
へ

らすことができます。 

＜ボディメカニクスの基本＞ 

⚫ 重 心
じゅうしん

2)を低くし、支持
し じ

基底
き て い

面積
めんせき

3)を広くする 

介護福祉職
かいごふくししょく

が両 足
りょうあし

を前後
ぜ ん ご

・左右に広げると、足を閉
と

じている時よりも身体
しんたい

が安定
あんてい

します。 

また、重 心
じゅうしん

の位置
い ち

を低くすることで、より安定
あんてい

します。 

⚫ 身体
しんたい

を小さくまとめる 

腕
うで

を組
く

む等、身体
しんたい

を小さくまとめることで、少ない力で動かせます。 

⚫ 大きな筋群
きんぐん

を利用する 

腕
うで

や手だけではなく、腹筋
ふっきん

、背筋
せ す じ

、大腿
だいたい

四頭筋
しとうきん

等の大きな筋群
きんぐん

を同時
ど う じ

に使うことで、一つの筋肉
きんにく

にかかる負担
ふ た ん

を少なくします。 

 

 

＊２７：仕組みのこと。 
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⚫ 押
お

すより手前に引く 

押
お

すよりも手前
て ま え

に引
ひ

く方
ほう

が摩擦
ま さ つ

を小さく
ち い    

し、動きやすくなります。 

⚫ てこの原理
げ ん り

を応用
おうよう

する 

作用点
さ よ う て ん

（力が 働
はたら

くところ）、支点
し て ん

（支
ささ

えるところ）、力点
りきてん

（力を加
くわ

えるところ）の 3 点の関係
かんけい

を

利用することで、小さな力で重いものを動かすことができます。 

⚫ 重 心
じゅうしん

移動
い ど う

を水平
すいへい

に行 う
おこな  

 

介護福祉職
かいごふくししょく

が足を広げて立ち、下肢
か し

の力だけで水平
すいへい

に移動
い ど う

すると、負担
ふ た ん

が少なくなります。 

⚫ 重 心
じゅうしん

を近づける 

介護福祉職
かいごふくししょく

と利用者
り よ う し ゃ

の双方
そうほう

が重 心
じゅうしん

を近づけることで少ない力で動かせます。 

⚫ 身体
しんたい

をねじらず骨盤
こつばん

と肩
かた

を平行
へいこう

に保つ
た も  

 

身体
しんたい

をねじると不安定
あんてい

になり力を出しにくくなります。重 心
じゅうしん

移動
い ど う

をしやすくするために、つま

先を動く
うご  

方向
ほうこう

に向け、身体
しんたい

をねじらずに介助
かいじょ

します。 

 
 

図 重 心
じゅうしん

を低くし支持基底面積
し じ き て い め ん せ き

を広くする 図 小さくまとめる 

   
 

図 大きな筋群を使う 図 押すより手前に引く 

  

図 てこの原理を使う 図 身体
しんたい

をねじらず骨盤と肩を平行に保つ
た も  

 

 

1)中央法規介護
かいご

福祉
ふくし

養成講座６ 生 活 支 援 技 術
せいかつしえんぎじゅつ

Ⅰ89p 引用 

2)物 体
ぶったい

を一点で支
ささ

えてバランスをとろうとした場合
ばあい

の点、その物 体
ぶったい

の全ての重さがかかっていると考えられる点のこと 

3)支持基底面積
しじきていめんせき

とは物 体
ぶったい

や身 体
しんたい

を支
ささ

える（支持
し じ

）のための基礎
き そ

となる、床
ゆか

と接
せっ

している部分
ぶぶん

を結
むす

んだ範囲
はんい

のこと 

2),3)ともに、中央法規介護
かいご

福祉

ふくし

養成講座６ 生 活

せいかつ

支援

しえん

技 術
ぎじゅつ

Ⅰ88p 引用 
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体 調
たいちょう

の確認
かくにん

 

① 移動
い ど う

する前の確認
かくにん

 

移動
い ど う

できるか体 調
たいちょう

を確認
かくにん

します。 

② 移動
い ど う

後の体 調
たいちょう

確認
かくにん

 

仰臥位
ぎ ょ う が い

から端座
た ん ざ

位
い

、端座
た ん ざ

位
い

から立位
り つ い

等、頭の高さが変わるときは、起立性
き り つ せ い

低血圧
ていけつあつ

を起こすこと

があります。めまいやふらつきがないかを確認
かくにん

します。 

③ 麻痺
ま ひ

側の保護
ほ ご

 

麻痺
ま ひ

側は、感覚
かんかく

が鈍
にぶ

いことや、動かそうと思っても動かせないことがあります。歩行の移動介助
い どうかい じょ

をする時は、介護福祉職
かいごふくししょく

は麻痺
ま ひ

側に立ち、上下肢
じ ょ う か し

を保護
ほ ご

します。 

 

車椅子
い す

の点検*28 

利用者
り よ う し ゃ

が車椅子
い す

に乗
の

る前には次の点検を必ず行いましょう。 

① ブレーキは利
き

くか 

② ハンドグリップのゆるみはないか 

③ タイヤの空
くう

気圧
き あ つ

は十 分
じゅうぶん

か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊２８:ひとつひとつ検査、確認すること。 
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 移動におけるリスクマネジメント 

移動
い ど う

に際
さい

には様々
さまざま

なリスクが考えられます、それらの対応
たいおう

策
さく

について理解
り か い

し、文 章
ぶんしょう

にすること

ができるようにしましょう。 

移動
い ど う

におけるリスクと対応
たいおう

策
さく

 

 

①ベッド上でのリスク 

 

ベッドが動いてしまう 

ベッドから転落
てんらく

しないために、ベッドやキャスターが動かないようにブレーキをロックします。 

 

端座位
た ん ざ い

での転落
てんらく

 

不
ふ

安定
あんてい

な座り方から転落
てんらく

することがあります。端座位
た ん ざ い

の姿勢
し せ い

から転落
てんらく

しないようにするために

は、深
ふか

く腰
こし

掛け
か  

、足底
そくてい

をしっかり床
ゆか

に着け、健側
けんがわ

の手で介助
かいじょ

バーをつかむようにします。 

ベッドの高さは、その人に合うように調 整
ちょうせい

してください。 

②車椅子
い す

でのリスク 

不安定
あんてい

な姿勢
し せ い

による転落
てんらく

 

不安定
あんてい

な姿勢
し せ い

は転落
てんらく

のリスクになります。移動
い ど う

時に車椅子
い す

から転落
てんらく

しないために、深
ふか

く腰
こし

掛け
か  

る*29 こと、下肢
か し

をフットサポートに乗
の

せることが大切です。 

＊２９: 座ること。  
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④ 

ブレーキのかけ忘
わす

れによる転落
てんらく

・転倒
てんとう

 

ブレーキをかけ忘
わす

れた状 態
じょうたい

でベッドに移ろうとすると、車椅子
い す

が動いてしまい転落
てんらく

・転倒
てんとう

する

危険
き け ん

があります。かならずブレーキをかけましょう。 

フットサポートの上げ忘れ 

フットサポートを上げずに移動
い ど う

してしまうと、つまずいて転倒
てんとう

する危険
き け ん

があります。必ずフッ

トサポートを上げてから移動
い ど う

するように、介助
かいじょ

・声かけをしましょう。 

 

手を駆動輪に
く ど う り ん   

巻き込む 

手がアームサポートの内側
うちがわ

に入っていないと駆動輪
く ど う り ん

に巻き込んでしまう危険
き け ん

があります。

利用者
り よ う し ゃ

の手の位置
い ち

を確認
かくにん

してから車椅子
い す

での介助
かいじょ

をしましょう。 

片麻痺
か た ま ひ

の人の車椅子
い す

移乗
いじょう

時 

片麻痺
か た ま ひ

がある場合
ば あ い

、車椅子
い す

への移乗
いじょう

時に麻痺側
ま ひ が わ

（患側
かんそく

）へ転倒
てんとう

することがあります。転倒
てんとう

する

ことを防ぐ
ふせ  

ため、麻痺側
ま ひ が わ

（患側
かんそく

）に介護福祉職
かいごふくししょく

が立ちます。もし、患側下肢
か ん そ く か し

に力が入りにくけれ

ば、膝
ひざ

などを支
ささ

えてください。 

 

◆解答 6◆  

「F さん、お食事
しょくじ

の時間
じ か ん

になりました。車椅子
い す

で食 堂
しょくどう

までお連れしますがよろしいですか。」 
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④ 

【国家試験に挑戦！(4)】（第 26 回国家試験 問題 46） 

ボディメカニクスを活用
かつよう

したベッド上の移動
い ど う

介護
か い ご

に関
かん

する次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち、正
ただ

しいものを１つ

選び
えら  

なさい。 

1. 臥
が

位
い

から座位
ざ い

への介護
か い ご

では、利用者
り よ う し ゃ

の腰部
よ う ぶ

を支点
し て ん

にする。 

2. 介護福祉職
かいごふくししょく

の重 心
じゅうしん

と利用者
り よ う し ゃ

の重 心
じゅうしん

との距離
き ょ り

は、離
はな

れている方
ほう

が良
よ

い。 

3. 利用者
り よ う し ゃ

の身体
しんたい

とベッドの接
せっ

する面積
めんせき

を狭
せま

くする。 

4. 水平
すいへい

移動
い ど う

では、介護福祉職
かいごふくししょく

はベッドの端
はし

に両 肘
りょうひじ

をつける。 

5. 腰痛
ようつう

予防
よ ぼ う

のため、介護福祉職
かいごふくししょく

は主
おも

に腕
うで

の筋 力
きんりょく

を活用
かつよう

する。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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⑤ 

第１節 様々な場面での配慮、個々に応じた支援内容の

理解 ⑤ 

排泄 

 排泄の介助の流れについて 

排泄
はいせつ

の方法
ほうほう

について、利用者
り よ う し ゃ

の意向
い こ う

を確認
かくにん

し同意
ど う い

を得ます。 

利用者
り よ う し ゃ

本人の意思
い し

を尊 重
そんちょう

*30 し、排泄
はいせつ

方法
ほうほう

を選択
せんたく

します。昼間はトイレでも、夜は歩くことに

不安があり居室
きょしつ

でポータブルトイレを使用することがあります。 

プライバシーの保護
ほ ご

 

排泄
はいせつ

は羞恥
しゅうち

心
しん

*31を感じる行為
こ う い

です。プライバシーに配慮
はいりょ

*32することが大切です。 

特にポータブルトイレや便・尿器
にょうき

の介助
かいじょ

、オムツ交換
こうかん

は居室
きょしつ

の中で行われるので、次のような

注意
ちゅうい

が必要
ひつよう

です。 

 

⚫ カーテンを閉
し

める 

他の人から見えないようにするためにカーテンを閉
し

めます。 

⚫ 排泄
はいせつ

の音が聞こえないようにする 

音を小さくするために便器
べ ん き

の中にトイレットペーパーを敷き
し   

ます。 

⚫ においが漏
も

れないようにする 

終了後
しゅうりょうご

、窓を開けて換気
か ん き

をします。消 臭 剤
しょうしゅうざい

を用いることもあります。 

  

 

＊３０:大切にすること。＊３１:恥ずかしいと思う気持ちのこと。＊３２:気を付けること。気をつかうこと。 
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⑤ 

腹圧
ふくあつ

をかけやすくする姿勢
し せ い

の保持
ほ じ

*33 

排泄
はいせつ

時には腹圧
ふくあつ

をかけやすくする姿勢
し せ い

にすることが大切です。 

⚫ トイレ、ポータブルトイレ 

ポイント 

深
ふか

く腰
こし

掛け
か  

足底
そくてい

が床
ゆか

に着いていること、腹圧
ふくあつ

をかけやすくするため、前傾
ぜんけい

姿勢
し せ い

であることが大

切です。 

 

⚫ 差
さ

し込み
こ

便器
べ ん き

の挿 入
そうにゅう

*34方法
ほうほう

 

ポイント：両膝
ひざ

をたてて、腰
こし

を上げてもらうと便器
べ ん き

を挿 入
そうにゅう

しやすくなります。ベッドを可能
か の う

な

限り起こすことで、排泄
はいせつ

時に腹圧
  ふくあつ

をかけやすくなります。 

◇問題 7◇  

H さんは 2 人部屋でポータブルトイレを使用して排泄
はいせつ

します。プライバシーを保護
ほ ご

するための

環 境
かんきょう

を 整
ととの

えてください。介護福祉職
かいごふくししょく

としてどのようなことを行いますか？ 

答えは学 習
がくしゅう

ノートに書いてください。そのあと、グループで確認
かくにん

し合いましょう。 

◇問題 8◇  

F さんは、居室
きょしつ

のベッドの足元にあるポータブルトイレで、排泄
はいせつ

しようとしています。安定
あんてい

し、

排泄
はいせつ

しやすい座位
ざ い

姿勢
し せ い

になるよう声をかけてください。 

答えは学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。そのあと、発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

 

 

 

 

 

 

＊３３:保つこと。持ち続けること。＊３４:中にさし入れること。  
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⑤ 

◇問題 9◇  

G さんは風邪気味
か ぜ ぎ み

のため、ベッド上で差
さ

し込み便器
べ ん き

による排泄
はいせつ

をすることになりました。下肢
か し

に麻痺
ま ひ

はなく、腰
こし

を上げることも可能
か の う

な状 態
じょうたい

です。G さんのできることを活用
かつよう

した、差
さ

し込み

便器
べ ん き

の挿 入
そうにゅう

について声をかけながら行ってください。 

答えは学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。そのあとグループで話し合いまとめてください。 

発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

◆解答 7◆  

同室者
どうしつしゃ

から見えないようにカーテンを閉めます。音を小さくするために、排泄
はいせつ

をする前にトイ

レットペーパーを便器
べ ん き

の底
そこ

に敷き
し   

ます。排泄
はいせつ

後
ご

は、においをとるために窓を開けて換気
か ん き

をします。

消 臭 剤
しょうしゅうざい

があれば使用します。 

◆解答 8◆  

「F さん、深
ふか

く腰
こし

掛け
か  

ていただけますか。足底
そくてい

はしっかり床
ゆか

に着いてますね。身体
しんたい

に 傾
かたむ

けて手

すりを握
にぎ

っていただけますか。」 

腹圧
ふくあつ

をかけやすくなります。 

◆解答 9◆  

「G さん、差
さ

し込み便器
べ ん き

を挿 入
そうにゅう

します。両 膝
りょうひざ

を立ててください。そのまま両下肢
り ょ う か し

に力を入れて

腰
こし

を上げられますか」。 

介護福祉職
かいごふくししょく

は差
さ

し込み便器
べ ん き

の取手を持ち、腰
こし

を上げると同時
ど う じ

に差
さ

し込み便器
べ ん き

を挿 入
そうにゅう

します。 

肛門
こうもん

が便器
べ ん き

の中 央
ちゅうおう

にくるよう注意
ちゅうい

します。 
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⑤ 

【国家試験に挑戦！(5)】（第 28 回国家試験 問題 55） 

B さん（86歳
さい

、女性
じょせい

）は介護
か い ご

老人
ろうじん

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

で生活
せいかつ

している。脳
のう

梗塞
こうそく

(cerebral infarction)の後遺症
こういしょう

で左 片
ひだりかた

麻痺
ま ひ

があり、最近
さいきん

は筋 力
きんりょく

の低下
て い か

が目立
め だ

っている。B さんは日 中
にっちゅう

はポータブルトイレ、夜間
や か ん

は紙
かみ

おむつを使用
し よ う

している。B さんの使用
し よ う

しているポータブルトイレは木製
もくせい

の背
せ

もたれと肘
ひじ

かけ

がついているタイプである。 

B さんが、ポータブルトイレを使用
し よ う

するときの排泄
はいせつ

介護
か い ご

に関
かん

する次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち、最 も
もっと  

適切
てきせつ

な

ものを１つ選び
えら  

なさい。 

1. ポータブルトイレは、ベッドの左 側
ひだりがわ

の足元
あしもと

に置
お

く。 

2. ポータブルトイレの足元
あしもと

に新聞紙
し ん ぶ ん し

を敷く
し  

。 

3. 座位
ざ い

が安定
あんてい

しないときは、背
せ

もたれに寄
よ

りかかるように座
すわ

ってもらう。 

4. 排泄
はいせつ

が 終 了
しゅうりょう

したら、立
た

ち上
あ

がる前
まえ

に下着
し た ぎ

やズボンを大腿部
だ い た い ぶ

まで上
あ

げておく。 

5. 使用
し よ う

したポータブルトイレの中
なか

の排泄物
はいせつぶつ

は、1日分
にちぶん

をまとめて片付
か た づ

ける。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 



 

150 

第
３
章 

第
１
節 

様
々
な
場
面
で
の
配
慮
、
個
々
に
応
じ
た
支
援
内
容
の
理
解 

⑥ 

第１節 様々な場面での配慮、個々に応じた支援内容の

理解 ⑥ 

家事・睡眠 

 家事・睡眠における介助について 

家事の介護
か い ご

 

① 調理
ちょうり

 

献立
こんだて

は、利用者
り よ う し ゃ

の意思
い し

を尊 重
そんちょう

して決定します。何を食べたいのか、どのように調理
ちょうり

するか、味付
あ じ つ

けはどうするかを利用者
り よ う し ゃ

に確認
かくにん

します。 

② 洗濯
せんたく

 

洗濯
せんたく

の意義
い ぎ

 

衣類
い る い

には汗
あせ

、塵
ちり

やほこりなどの汚れ
よご  

が付きます。洗濯
せんたく

をしないとカビや悪 臭
あくしゅう

*35 を発生
はっせい

さ

せ、不衛生
ふ え い せ い*

＊

36 な状 態
じょうたい

になります。洗濯
せんたく

することで、衣類
い る い

の機能
き の う

を保ち
た も  

、さわやかで心地
こ こ ち

よ

く生活
せいかつ

することができます。 

 

汚れ
よご  

ものから身体
しんたい

の 状 況
じょうきょう

を考える 

汚れ
よご  

ものから利用者
り よ う し ゃ

の生活
せいかつ

が見えることがあります。下着
し た ぎ

の数が減
へ

っていることからは、

汚
よご

してしまったことをかくそうとしていることがわかります。また、汚れ
よご  

た服
ふく

を着続
つづ

けてい

ることから、視力
しりょく

が低下
て い か

していることが分かります。 

 

＊３５: 悪い臭いのこと。＊３６:清潔ではない状態のこと。 
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⑥ 

③ 掃除
そ う じ

 

掃除
そ う じ

の意義
い ぎ

 

掃除
そ う じ

は、精神的
せいしんてき

にも身体的
しんたいてき

にもプラスに影 響
えいきょう

します。掃除
そ う じ

ができなくなると生活
せいかつ

環 境
かんきょう

が

悪化
あ っ か

し、心身
しんしん

や生活
せいかつ

環 境
かんきょう

に悪い
わる  

影 響
えいきょう

があります。 

  

掃除
そ う じ

機の使い方 

置
お

いてあるものをどこに片付
か た づ

けるのかを利用者
り よ う し ゃ

に確認
かくにん

しながら行います。 

掃除
そ う じ

機は部屋の奥
おく

から手前
て ま え

に向かってかけていきます。掃除
そ う じ

機をかけたところを汚
よご

さない

ためです。 

④ ごみ捨て 

ごみの分別
ぶんべつ

 

ごみの分別
ぶんべつ

方法
ほうほう

は居住地
きょじゅうち

の市区
し く

町 村
ちょうそん

によって異な
こと  

ります。分別
ぶんべつ

を利用者
り よ う し ゃ

と一緒
いっしょ

に行 う
おこな  

の

も良いでしょう。 

ごみから生活
せいかつ

を考える 

ごみを通して、食べたものの種類
しゅるい

、薬
くすり

の服薬
ふくやく

状 況
じょうきょう

、嗜好品
しこうひん

などが分かり、生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

を

考えることができます。また、請求書
せいきゅうしょ

等
など

より消費者
しょうひしゃ

被害
ひ が い

にあっていることが分かることがあ

ります。 

⑤ 衣類
い る い

の整理
せ い り

 

利用者
り よ う し ゃ

本人にとって使いやすい環 境
かんきょう

をこころがけましょう。 

普段
ふ だ ん

着る服
ふく

は、取り出しやすい位置
い ち

に置
お

くとよいです。利用者
り よ う し ゃ

とよく話し合い、どこに置
お

くと選び
えら  

やすいかを考え
かんがえ

保管
ほ か ん

します。 

⑥ 寝具
し ん ぐ

の管理
か ん り

 

人は夜
よる

寝
ね

ている間に約 200ml の汗
あせ

をかくといいます。寝具
し ん ぐ

を太陽
たいよう

の光に当てて干
ほ

すこと

で、乾燥
かんそう

、除菌
じょきん

、ダニ
だ に

を死滅
し め つ

させることができます。また、介護
か い ご

の必要
ひつよう

な高齢
こうれい

者の中には、

布団
ふ と ん

を床
ゆか

や 畳
たたみ

に敷
しき

いたままで生活
せいかつ

していることがあります。湿気
し っ け

がこもり不衛生
ふ え い せ い

になる、

つまずいて転倒
てんとう

する危険性
き け ん せ い

もあります。利用者
り よ う し ゃ

と一緒
いっしょ

に片付けながら置
お

き方を確認
かくにん

する必要
ひつよう

があります。 
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⑦ 買い物 

介護福祉職
かいごふくししょく

が買い物の支援
し え ん

する内容
ないよう

は、食 料 品
しょくりょうひん

、日
にち

用品
ようひん

（トイレットペーパー、洗剤
せんざい

、

石鹸
せっけん

など）、電池
で ん ち

、電 球
でんきゅう

などの消 耗
しょうもう

品があります。どのくらいの予算
よ さ ん

で何を買うのか、利用者
り よ う し ゃ

が決定
けってい

できるよう支援
し え ん

します。 

 

 安眠を促す介護 

生活
せいかつ

のリズムを作る 

活動
かつどう

と休 息
きゅうそく

・睡眠
すいみん

のリズムを作ることが大切です。夜ぐっすり眠り
ねむ  

、朝はすっきり目覚め
め ざ  

、日

中は活動
かつどう

するのが正しい生活
せいかつ

のリズムです。 

① 朝、カーテンを開ける 

朝、太陽
たいよう

の光を浴び
あ  

ることで体のリズムが 整
ととの

えられ、目覚め
め ざ  

ることができます。 

② モ－ニングケアとイブニングケア 

起床
きしょう

時のモーニングケアや就 寝
しゅうしん

前のイブニングケアを行って、起きること、寝る
ね  

ことを準備
じゅんび

し

ます。 

モーニングケアとは、朝、起床
きしょう

時に一日の活動
かつどう

を準備
じゅんび

するために行 う
おこな  

一連のケアをいいます。 

洗面
せんめん

、口腔
こうくう

ケア、排泄
はいせつ

、着替
き が

え、環 境
かんきょう

整備
せ い び

などです。 
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イブニングケアとは、夜、就 寝
しゅうしん

する前に行 う
おこな  

一連
いちれん

のケアをいいます。快適
かいてき

な睡眠
すいみん

になるよう

準備
じゅんび

します。排泄
はいせつ

、着替
き が

え、口腔
こうくう

ケア、足浴
そくよく

などです。 

    

ポイント 

モーニングケア、イブニングケアは毎日同じ順 番
じゅんばん

と方法
ほうほう

で行 う
おこな  

ことが大切です。 

イブニングケアでの足浴
そくよく

は入 眠
にゅうみん

効果
こ う か

があります。 

③ 日中の活動
かつどう

 

日中の適度な運動を勧
すす

めます。日 中
にっちゅう

の活動量
かつどうりょう

が増
ふ

えることで、夜ゆっくり眠る
ねむ  

ことができま

す。日中・夜の様子
よ う す

を観察
かんさつ

し、その方に合った支援
し え ん

を行いましょう。 

プライバシーの確保
か く ほ

 

ドアやカーテンを閉める 

プライバシーが保
たも

たれていることで安心して眠る
ねむ  

ことができます。 

また、ドアやカーテンを開ける時は利用者
り よ う し ゃ

に声をかけてから開けます。 

寝具
し ん ぐ

の選択
せんたく

 

清潔
せいけつ

で乾燥
かんそう

させた寝具
し ん ぐ

を使います。 枕
まくら

は首の高さに合った 枕
まくら

を用意
よ う い

します。 
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空気の調 節
ちょうせつ

 

室温
しつおん

、湿度
し つ ど

を 整
ととの

えます。新鮮
しんせん*

＊

37な空気を取り入れるために換気
か ん き

も必要
ひつよう

です。 

⚫ 室温
しつおん

：夏は 25℃、冬は 15℃前後
ぜ ん ご

に冷暖房
れいだんぼう

を調 整
ちょうせい

します。 

⚫ 湿度
し つ ど

：50～60％を目安
め や す

に調 整
ちょうせい

します。 

⚫ 換気
か ん き

：不快
ふ か い

なにおいがないように、窓を開ける、換気
か ん き

扇
せん

を回すなどの換気
か ん き

をします。 

明るさの調 整
ちょうせい

 

真っ暗
くら

にする方が眠
ねむ

れるという人もいますが、夜間
や か ん

のトイレ歩行
ほ こ う

時に転倒
てんとう

する危険
き け ん

があります。

夜間
や か ん

歩行
ほ こ う

時には、フットライトがあると転倒
てんとう

予防
よ ぼ う

になります。 

 

音 

テレビの音、人の声など、音が睡眠
すいみん

を 妨
さまた

げる*38ことがあります。扉
とびら

、カーテンを閉めるなど

の方法
ほうほう

があります。 

心身
しんしん

の緊 張
きんちょう

を取
と

り除
のぞ

く 

⚫ 悩
なや

みや心配事
しんぱいごと

を聴
き

くことで心が落ち着き、眠り
ねむ  

につくことができます。 

⚫ 暖
あたた

かい飲み物（牛乳、スープなど）は身体
しんたい

が 温
あたた

まり、安眠
あんみん

につながります。ただし、カフ

ェインの入ったものは避け
さ  

ます。 

◇問題 10◇  

夜間
や か ん

の転倒
てんとう

防止のために、どのように生活
せいかつ

環 境
かんきょう

を 整
ととの

えますか？ 

答えは学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

 

 

 

 

＊３７:新しいこと。＊３８:邪魔になること。  
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◇問題 11◇  

S さんは 2 年前に脳
のう

梗塞
こうそく

になり左 片
ひだりかた

麻痺
ま ひ

があります。現在
げんざい

は特別養護老人
とくべつようごろうじん

ホームで生活
せいかつ

して

います。S さんは体 調
たいちょう

に変化
へ ん か

はありませんが、朝の目覚め
め ざ  

がすっきりしません。 

寝起きの S さんがすっきりと目覚め
め ざ  

るためのモーニングケアについて考えてください。 

答えは学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。そのあとグループで話し合いまとめましょう。 

 

◆解答 10◆  

フットライトをつける、常夜灯
じょうやとう

をつけるなど、真っ暗
くら

な状 態
じょうたい

にしないこと、つまづきやすいも

のを片付
か た づ

けておくことも必要
ひつよう

です。 

◆解答 11◆  

起床
きしょう

時に、太陽
たいよう

の光を浴び
あ  

て身体
しんたい

のリズムを 整
ととの

えられるよう、カーテンを開けましょう。 

その後、洗面
せんめん

、口腔
こうくう

ケア、排泄
はいせつ

、着替
き が

え、環 境
かんきょう

整備
せ い び

など、一日の始まりに向けて気持ちと身体
しんたい

を準備
じゅんび

することを習 慣
しゅうかん

とし、生活
せいかつ

のリズムを 整
ととの

えましょう。 
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【国家試験に挑戦！(6)】（第 30 回国家試験 問題 55） 

洗濯
せんたく

に関
かん

する次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを１つ選び
えら  

なさい。 

1. ほころびや破
やぶ

れのあるものは、修理
しゅうり

してから洗濯
せんたく

する。 

2. 色
いろ

が移
うつ

るのを防ぐ
ふせ  

ために、素材
そ ざ い

の違う
ちが  

ものは分
わ

けて洗濯
せんたく

する。 

3. 嘔吐物
おうとぶつ

で汚れ
よご  

たカシミアのセーターは、塩素
え ん そ

系
けい

漂白剤
ひょうはくざい

につけてから洗濯
せんたく

する。 

4. ファスナーは開
あ

けた状 態
じょうたい

で洗濯
せんたく

する。 

5. マジックテープは、はずした状 態
じょうたい

で洗濯
せんたく

する。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第１節 様々な場面での配慮、個々に応じた支援内容の

理解 ⑦ 

終末期 

 終末期における介助の動作について 

体 調
たいちょう

の確認
かくにん

 

終末期
しゅうまつき

（terminal phase）とは、「病気が治
なお

る可能性
か の う せ い

がなく、数週 間
しゅうかん

～半年程度
て い ど

で死を迎
むか

える

だろうと予測
よ そ く

される時期
じ き

」のことです。 

終末期
しゅうまつき

ケアであれば、「人間らしく死を迎
むか

えるためのケア」を指します。 

医療
いりょう

職
しょく

と連携
れんけい

し、観察
かんさつ

内容
ないよう

を報告
ほうこく

します。 

バイタルサインの測定
そくてい

（呼吸
こきゅう

、体温
たいおん

、血圧
けつあつ

、脈 拍
みゃくはく

、等） 

顔色
かおいろ

、 表 情
ひょうじょう

、受
う

け答
こた

えなど 

食事
しょくじ

の摂取
せっしゅ

状 況
じょうきょう

、 尿 量
にょうりょう

など 

① 食事
しょくじ

 

食事
しょくじ

を食べる
た   

時は目覚め
め ざ  

ていることを確認
かくにん

します。 

日中、ウトウトとしていることが多くなりますが、誤嚥
ご え ん

を防止
ぼ う し

するために食事
しょくじ

の際
さい

には目覚め
め ざ  

ていることが重 要
じゅうよう

です。 

食事
しょくじ

姿勢
し せ い

で座位
ざ い

が 難
むずか

しい場合
ば あ い

は、上半身
じょうはんしん

を 30°～60°に起こし、頭部
と う ぶ

に 枕
まくら

を置
お

き、顎
あご

を引い

た状 態
じょうたい

にします。 

    

  食事
しょくじ

の内容
ないよう

は本人の意向
い こ う

を尊 重
そんちょう

します。誤嚥
ご え ん

に注意
ちゅうい

して介助
かいじょ

します。 
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② 排泄
はいせつ

 

身体
しんたい

機能
き の う

の低下
て い か

に 伴
ともな

い、排泄
はいせつ

の自立が困難
こんなん

になります。トイレだけは最期
さ い ご

まで人の世話
せ わ

になり

たくないと思っている人もいます。安易
あ ん い

にオムツにするのではなく、本人の意思
い し

を尊 重
そんちょう

します。 

③ 身体
しんたい

の清潔
せいけつ

 

身体
しんたい

の清潔
せいけつ

は、垢
あか

や汚れ
よご  

を落とすだけではなく、リラックス効果
こ う か

があります。バイタルサイン

が安定
あんてい

していれば、入 浴
にゅうよく

することも可能
か の う

です。また、体 調
たいちょう

が不安定
あんてい

な時は、上半身
じょうはんしん

、下半身
か は ん し ん

と

分けて清拭
せいしき

することも可能
か の う

です。 

 

④ 日中の活動
かつどう

 

利用者
り よ う し ゃ

は、行きたいところがある、やり残し
のこ  

たことがあるなど、心身
しんしん

の 衰
おとろ

え*39 があっても、

よりよく生きる希望
き ぼ う

を持っています。介護福祉職
かいごふくししょく

は他
た

職 種
しょくしゅ

と連携
れんけい

しながら、体 調
たいちょう

に配慮
はいりょ

しつつ

支援
し え ん

します。 

◇問題 12◇  

I さんは心身
しんしん

の 衰
おとろ

えが進み、日中寝て過ご
す  

すことが多くなりました。食事
しょくじ

も水分も少量しかと

れないこともあります。 

朝６：３０ 介護福祉職
かいごふくししょく

 J はモーニングケアの目的
もくてき

で I さんの居室
きょしつ

に行きました。洗面
せんめん

、オム

ツ交換
こうかん

、着替
き が

え、環 境
かんきょう

整備
せ い び

が主な内容
ないよう

です。 

I さんへの洗面
せんめん

介助
かいじょ

を、I さんが少しでもリラックスできるように声をかけて行います。 

あなたはどのように声をかけ、介助
かいじょ

しますか？ 

答えは学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。そのあとグループで話し合いまとめましょう。 

あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

 

 

 

＊３９:力などが弱くなること。 
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 死を迎えた人の介護 

死後
し ご

のケア 

死後
し ご

硬 直
こうちょく

*40によって身体
しんたい

が硬く
かた  

なる前に行います。死
し

後
ご

2～4時間
じ か ん

で硬 直
こうちょく

が始
はじ

まります。 

どのように 整
ととの

えるか 

家族に希望
き ぼ う

を確認
かくにん

します。宗 教
しゅうきょう

や習 慣
しゅうかん

的な方法
ほうほう

はあるか、清拭
せいしき

（体を拭
ふ

くこと）を一緒
いっしょ

に行 う
おこな  

か、などです。 

清拭
せいしき

 

看護
か ん ご

職
しょく

が体内
たいない

の内容物
ないようぶつ

を排
はい

出
しゅつ

するなどの処置
し ょ ち

が終わった後、身体
しんたい

をきれいに拭
ふ

きます。 

衣服
い ふ く

を着替
き が

える 

着物
き も の

は左 前
ひだりまえ

にします。帯
おび

は縦結
たてむす

びにします。これらは、この世
よ

とあの世
よ

（亡
な

くなった後の世界
せ か い

）

は 逆
ぎゃく

であるという意味
い み

から行います。 

顔
かお

を 整
ととの

える 

髪
かみ

を 整
ととの

える、ひげをそる、化粧
けしょう

をするなど顔
かお

を 整
ととの

えます。化粧
けしょう

により 表 情
ひょうじょう

を穏
おだ

やかにする

ことはお別
わか

れの時には大切です。 

顔
かお

に白い布
ぬの

をかける 

終了後、一礼
いちれい

し、顔
かお

に白い布
ぬの

をかけます。 

 

 終末期のケアの際、利用者の心境やケアにおいて心を配るポイントについ

て 

① 会話をすることが困難
こんなん

になっても、必ず声をかけ、意思
い し

を確認
かくにん

することが大切です。 

② 食事
しょくじ

、排泄
はいせつ

、身体
しんたい

の清潔
せいけつ

といった、生理的
せ い り て き

欲 求
よっきゅう

へのケアは、苦痛
く つ う

の少ない方法
ほうほう

で最期
さ い ご

まで行

います。 

③ 苦痛
く つ う

を和
やわ

らげる*41ケアが必要
ひつよう

です。苦痛
く つ う

には身体的
しんたいてき

苦痛
く つ う

、精神的
せいしんてき

苦痛
く つ う

、社会的
しゃかいてき

苦痛
く つ う

、霊的
れいてき

苦痛
く つ う

があります。本人の体 調
たいちょう

をみながら、苦痛
く つ う

があるのかを確認
かくにん

します。 

④ 排泄
はいせつ

の自立が 難
むずか

しくなっても、プライバシーの保護
ほ ご

に努
つと

めます。 

＊４０: 死んだ後、身体が硬くなること。＊４１:少なくしておだやかにすること。 
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◆解答 12◆  

声掛け
か  

：I さんを確認
かくにん

できる位置
い ち

から目の高さを合わせて声をかけます。 

「I さん、おはようございます。」「体 調
たいちょう

はいかがですか。」 

体 調
たいちょう

の確認
かくにん

 

受け答えに問題ないかを確認
かくにん

します。顔色
かおいろ

、 表 情
ひょうじょう

も見ます。 

排泄
はいせつ

状 況
じょうきょう

の確認
かくにん

 

オムツの状 態
じょうたい

を本人に問いかけ、排泄
はいせつ

しているようであれば交換
こうかん

します。 

洗面
せんめん

介助
かいじょ

 

洗面
せんめん

をしてもよいか確認
かくにん

します。洗面
せんめん

は 暖
あたた

かいタオルを本人に手渡
て わ た

し、自分で拭
ふ

いてもらいま

す。 

着替
き が

え 

着替
き が

えをするかは I さんに意向
い こ う

を確認
かくにん

します。 
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【国家試験に挑戦！(7)】（第 31 回国家試験 問題 58） 

介護
か い ご

老人
ろうじん

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

で最期
さ い ご

まで過ご
す  

すことを希望
き ぼ う

する利用者
り よ う し ゃ

への対応
たいおう

に関
かん

する次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち、

最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを１つ選び
えら  

なさい。 

1. 終末期
しゅうまつき

の介護
か い ご

方針
ほうしん

を伝
つた

えて、意思
い し

確認
かくにん

を行 う
おこな  

。 

2. 入 所
にゅうしょ

後
ご

に意思
い し

が変
か

わっても、入 所
にゅうしょ

時
じ

の意思
い し

を確認
かくにん

する。 

3. 本人
ほんにん

の意思
い し

よりも家族
か ぞ く

の意向
い こ う

を優先
ゆうせん

する。 

4. 本人
ほんにん

の意思
い し

確認
かくにん

ができないときは、医師
い し

に任
まか

せる。 

5. 意思
い し

確認
かくにん

の合意
ご う い

内容
ないよう

は、介護福祉職
かいごふくししょく

間
かん

で口頭
こうとう

で 共
きょう

有
ゆう

する。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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① 

第２節 生活支援技術の理解、介護のプロセス ① 

移動・移乗 

ここでは事例
じ れ い

を通して、移動
い ど う

、移乗
いじょう

の動作
ど う さ

、支援
し え ん

方法
ほうほう

について考え、日本語で説明
せつめい

できるようになりま

しょう。 

 移動介護の事例から考えてみよう① 

[利用者
り よ う し ゃ

 A さん] 

A さんは 80歳
さい

です。脳
のう

梗塞
こうそく

の後遺症
こういしょう

で左 片
ひだりかた

麻痺
ま ひ

があります。 

A さんは、ベッドの上で仰臥位
ぎ ょ う が い

の姿勢
し せ い

を取っています。 

これから、 

(1) 仰臥位
ぎ ょ う が い

から端座
た ん ざ

位
い

へ、 

(2) 端座位
た ん ざ い

から車椅子
い す

への移乗
いじょう

へ（端座
た ん ざ

位
い

からの立ち上がりを含む
ふく  

） 

(3) 車椅子
い す

での移動
い ど う

 

をおこないます。 

 

Ａさんは一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

です。 

A さんは自分でできることは少しでも行いたいと考えています。 

 

それでは、A さんをどのように介助
かいじょ

するのか、考えながら見ていきましょう。 

(1) 仰臥位
ぎ ょ う が い

から端座
た ん ざ

位
い

になるまでの介助
かいじょ

 

① 仰臥位
ぎ ょ う が い

から端座
た ん ざ

位
い

になることを説明
せつめい

し、同意
ど う い

を得ます。 

  

② 現在
げんざい

の体 調
たいちょう

を確認
かくにん

します。 

枕
まくら

を側臥位
そ く が い

になる方向に動かします。 

側臥位
そ く が い

になった時、 枕
まくら

から頭が落ちないようにするためです。 
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◇問題 1◇  

さて、その時にあなたは、どのように声をかけますか？ 

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。このあと発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

(2) 仰臥位
ぎ ょ う が い

から側臥位
そ く が い

へ 

① 両手を胸
むね

の上で組みます。 

② A さんに右の膝
ひざ

をたててもらいます。 

③ 介護福祉職
かいごふくししょく

は左の膝
ひざ

を立て
た  

保持
ほ じ

します。 

④ 顔
かお

を右側
みぎがわ

に向くよう声をかけます。 

動く方向に顔
かお

を向けたほうが動きやすいためです。 

⑤ 右手で手すりをつかみながら横を向くよう声をかけます。 

向きを変えられないときは、介護福祉職
かいごふくししょく

が肩
かた

と腰
こし

を支
ささ

えながら介助
かいじょ

します。 

⑥ 体 調
たいちょう

を確認
かくにん

します。 

側臥位
そ く が い

になった後、気分や体 調
たいちょう

に変化
へ ん か

がないかを見るためです。 

 
 

① ②③ 

 

 

④⑤  

 

◇問題 2◇  

上記④の時に、あなたはどのように声をかけますか？ 

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。このあと発 表
はっぴょう

してもらいます。 
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(3) 側臥位
そ く が い

から端座
た ん ざ

位
い

へ 

① 両 足
りょうあし

関節
かんせつ

から先端
せんたん

を、ベッドの側面
そくめん

から出します。できないところは介助
かいじょ

します。 

② 右肘
ひじ

を支点
し て ん

にして、前腕
ぜんわん

、手
しゅ

掌
しょう

（手のひら）にかけて力をいれながら起き上がります。 

介護福祉職
かいごふくししょく

は両 肩
りょうかた

から腰
こし

にかけて利用者
り よ う し ゃ

の動きをみながら支
ささ

えます。 

  

① ② 

 

◇問題 3◇  

上記②の時に、あなたはどのように声をかけますか？ 

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。このあと発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

③ 体 調
たいちょう

を確認
かくにん

します。 

起き上がった後は、起立性
き り つ せ い

低血圧
ていけつあつ

の 症 状
しょうじょう

として、めまいやふらつきがないかを確認
かくにん

す

るためです。 

「A さん、めまいやふらつきはないですか。」 

 

④ 姿勢
し せ い

の安定
あんてい

を確認
かくにん

します。 

◇問題 4◇  

さて、上記④の時に、あなたは何を確認
かくにん

したらよいでしょう。 

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。このあと発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

(4) 端座位
た ん ざ い

から車椅子
い す

に移乗
いじょう

するまでの介助
かいじょ

 

① 車椅子
い す

に乗
の

ることを説明
せつめい

し同意
ど う い

を得ます。 

② 車椅子
い す

を健側
けんがわ

に斜
なな

めに置
お

きます。 

③ 車椅子
い す

のブレーキをかけ、フットサポートを上げます。 

健側
けんがわ

の右上下肢
み ぎじょう かし

を活用
かつよう

して移乗
いじょう

するためです。 
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④ 立ち上るための動作
ど う さ

・準備
じゅんび

を行います。 

⑤ 浅く腰
こし

掛け
か  

てもらいます。 

あなたの声かけ：「浅く腰
こし

掛け
か  

てください。」 

⑥ 右足（健足）を後ろに引いてもらいます。 

あなたの声かけ：「右足を後ろに引いてください。左足は私が引きます。」 

⑦ 右上下肢
み ぎじょう かし

に力を入れて立ち上がります（その際
さい

、右手は手すりや車椅子
い す

のアームサポート

を持ちます）。 

⑧ 右手で手すりをつかみます。 

前かがみになることで立ち上がりやすくなります。 

⑨ 介護福祉職
かいごふくししょく

は麻痺
ま ひ

側の左上下肢
ひだりじょうかし

を支
ささ

えます（膝
ひざ

・臀部
で ん ぶ

）。 

あなたの声かけ：「右手右足に力を入れて前かがみになって立ち上がってください。」 

⑩ 手すりからアームサポートに握
にぎ

り替
か

えます。 

あなたの声かけ：「車いすのアームサポートを握
にぎ

ってください。」 

 

(5) 車椅子
い す

に座る 

① 右足を軸
じく

に身体
しんたい

を回転
かいてん

します。右足を一歩前に出し、ゆっくり前かがみになって座ります。 

② 介護福祉職
かいごふくししょく

は左上下肢
ひだりじょうかし

を支
ささ

えています。 

あなたの声かけ:「右足を軸
じく

に身体
しんたい

を回転
かいてん

させてください。ゆっくり前かがみになって座りまし

ょう。」 
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体 調
たいちょう

を確認
かくにん

する 

① 顔色
かおいろ

や 表 情
ひょうじょう

を観察
かんさつ

しながら、ふらつきやめまいがないかを確認
かくにん

します。 

あなたの声かけ:「ふらつきやめまいはありませんか。」 

 

深
ふか

く腰
こし

掛け
か  

る 

① 右上下肢
み ぎじょう かし

を活用
かつよう

し深
ふか

く腰
こし

掛け
か  

ます。座りにくいところは介助
かいじょ

します。 

 

あなたの声かけ:「右手右足を使って深
ふか

く座
すわ

りなおしてください。やりにくいところは介助
かいじょ

しま

す。」 

フットサポートに足を乗
の

せる 

左下肢
ひ だ り か し

を介助
かいじょ

でフットサポートに乗
の

せます。右
みぎ

下肢
か し

は A さんに乗
の

せてもらいます。 

あなたの声かけ:「左足は私が乗
の

せます。右足をご自分でのせてください。」 

 

 移動介護の事例から考えてみよう② 

車椅子
い す

での移動
い ど う

です。A さんは公園
こうえん

に行くため、玄関
げんかん

で車椅子
い す

に座っています。 

目的
もくてき

・方法
ほうほう

を説明
せつめい

し同意
ど う い

を得ます。 

あなたの声かけ：「A さん、公園に行きたいのですね。車いすで向かいますがよろしいですか。」 
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体 調
たいちょう

の確認
かくにん

 

あなたの声かけ:「おからだの調子
ちょうし

はよろしいですか。」 

座位
ざ い

姿勢
し せ い

の安定
あんてい

を確認
かくにん

 

深
ふか

く腰
こし

掛け
か  

ていること、フットサポートに両下肢
り ょ う か し

が乗
の

っていること、両手がアームサポートの

内側
うちがわ

にあることを確認
かくにん

します。 

 

移動
い ど う

 

① 移動
い ど う

することを伝えます。 

あなたの声かけ：「それでは公園
こうえん

まで車椅子
い す

で移動
い ど う

します。私が車椅子
い す

を押します。」 

② ブレーキを解除
かいじょ

します。 

あなたの声かけ：「右手でブレーキをはずしていただけますか。左 側
ひだりがわ

は私が行います。」 

③ 目的
もくてき

地まで移動
い ど う

します。 

車椅子
い す

を押して、ゆっくりと進みます。 

 

到 着
とうちゃく

する 

① 安全
あんぜん

な場所に車椅子
い す

を停
と

めます。 

A さんの意向
い こ う

を確認
かくにん

し、安全
あんぜん

な場所に車椅子
い す

を停止
て い し

します。 

あなたの声かけ:「お疲れ
つか  

様です。公園
こうえん

に着きました。」 

② ブレーキをかける。 

あなたの声かけ:「右側
みぎがわ

のブレーキをかけていただけますか。左は私がかけます。」 
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図 ブレーキをかける 

 様々な移動介護 

(1) 自立
じ り つ

/一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

/全介助
ぜんかいじょ

 

自立
じ り つ

 

自分一人で移動
い ど う

します。移動
い ど う

用バー等の福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

を活用
かつよう

すると楽
らく

に移動
い ど う

できます。 

一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

 

基本的
き ほ ん て き

に自分一人で移動
い ど う

できますが、動作
ど う さ

に不安がある場合
ば あ い

、見守
み ま も

り、声かけ、介助
かいじょ

等が必要
ひつよう

になります。 
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全介助
ぜんかいじょ

 

手助
て だ す

けがなければ移動
い ど う

できない状 態
じょうたい

をいいます。 

  

(2) 移動
い ど う

用リフトでの移乗
いじょう

 

自力
じ り き

で移動
い ど う

できない人の身体
しんたい

を吊
つ

り上
あ

げ移動
い ど う

します。吊
つ

り具
ぐ

の特 徴
とくちょう

、操作
そ う さ

方法
ほうほう

を理解
り か い

すること

が大切です。 

 

(3) 車椅子
く る ま い す

走行
そうこう

 

段差
だ ん さ

を上がる 

段差
だ ん さ

に対し車椅子
い す

を正 面
しょうめん

に向け、段差
だ ん さ

の直 前
ちょくぜん

で車車椅子
い す

を止
と

めます。ティッピングレバーを

踏
ふ

み、キャスターを段
だん

の上
うえ

に乗
の

せてから駆動
く ど う

輪
りん

を載
の

せます。 
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段差
だ ん さ

を降
お

りる 

後ろ向きで駆動
く ど う

輪
りん

をゆっくり下ろします。ティッピングレバーを踏
ふ

み、キャスターを上げなが

ら後ろに進み、ゆっくりキャスターを下段
げ だ ん

に下
お

ろします。 

坂道
さかみち

を上
のぼ

る 

坂道
さかみち

を上
のぼ

る時は、前向きに進みます。介護福祉職
かいごふくししょく

は脇
わき

をしっかりしめて、足を大きく前後
ぜ ん ご

に開
ひら

いて進みます。 

坂道
さかみち

を下
くだ

る 

坂道
さかみち

を下
くだ

る時は、後ろ向きに進みます。介護福祉職
かいごふくししょく

は脇
わき

をしっかりしめて、足を大きく前後
ぜ ん ご

に

開き、後ろの安全
あんぜん

に注意
ちゅうい

しながら、ゆっくり下
くだ

ります。 

  

図 坂道を上る 図 坂道を下りる 

(4) 電車
でんしゃ

/エレベータの移乗
いじょう

 

電車
でんしゃ

 

車椅子
い す

と電車
でんしゃ

が直 角
ちょっかく

になるようにします。電車
でんしゃ

とホームの間にキャスターが入らないように

注意
ちゅうい

します。 

エレベータ 

車椅子
い す

とエレベータが直 角
ちょっかく

になるようします。エレベータの溝
みぞ

にキャスターが入らないよう

に注意
ちゅうい

します。 

   

(5) 水平
すいへい

移動
い ど う

/上方移動
い ど う

 

水平
すいへい

移動
い ど う

 

① 利用者
り よ う し ゃ

に、両手を胸
むね

の前に組み、膝
ひざ

をたててもらいます。 
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② 介護福祉職
かいごふくししょく

の前腕
ぜんわん

を首の下に入れ、手のひらで肩
けん

甲骨
こうこつ

を下から支
ささ

えます。 

③ もう一方の手をベッドにつき体 重
たいじゅう

を乗
の

せながら 逆
ぎゃく

の手を手前に引きます。 

④ 介護福祉職
かいごふくししょく

は利用者
り よ う し ゃ

のウエストと大腿部
だ い た い ぶ

の中 央
ちゅうおう

の位置
い ち

から手を挿 入
そうにゅう

します。 

⑤ 介護福祉職
かいごふくししょく

の両 膝
りょうひざ

をベッドの脇
わき

につけ、利用者
り よ う し ゃ

の腰
こし

を後方
こうほう

に下
お

ろします。 

 

上方移動
い ど う

：スライディングシートを利用する方法
ほうほう

 

① 利用者
り よ う し ゃ

に、両手を胸
むね

の前に組み
く  

、膝
ひざ

をたててもらいます。 

② 頭部
と う ぶ

から肩
けん

甲骨
こうこつ

にかけてスライディングシートをしくます。 

③ 利用者
り よ う し ゃ

は腰
こし

を浮か
う  

し、足底
そくてい

に力を入れながら、滑
すべ

るように上 方
じょうほう

移動
い ど う

します。 

④ 介護福祉職
かいごふくししょく

は膝
ひざ

と臀部
で ん ぶ

を支
ささ

え、利用者
り よ う し ゃ

が上 方
じょうほう

に移動
い ど う

することを補助
ほ じ ょ

します。 

⑤ 上方移動をした際、利用者
り よ う し ゃ

の頭がヘッドボードにあたらないように確認しながら行います。 

 

 

◆解答 1◆  

右側
みぎがわ

を向いたときに頭が 枕
まくら

から落ちないように、 枕
まくら

の位置
い ち

を右にずらします。ご自分で頭を

もちあげられますか。 

◆解答 2◆  

「右手で手すりをつかみながら横を向いてください。向けない場合
ば あ い

は私が手伝います。」 

◆解答 3◆  

「A さん、右ひじから手のひらにかけて力を入れながら起き上がりましょうか。起き上がりにく

いところは私が支
ささ

えます。」 

◆解答 4◆  

「ベッド用手すりをつかんでいる」、「深
ふか

く腰
こし

掛け
か  

ている」、「足底
そくてい

が床
ゆか

についている」ことを確認
かくにん

する。 
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【国家試験に挑戦！(8)】（第 29 回国家試験 問題 45） 

右片
みぎかた

麻痺
ま ひ

の利用者
り よ う し ゃ

を仰臥
ぎょうが

位
い

から 左
ひだり

側臥
そ く が

位
い

にする場合
ば あ い

の体位
た い い

変換
へんかん

の方法
ほうほう

として、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なも

のを１つ選び
えら  

なさい。 

1. 左 側
ひだりがわ

へ水平
すいへい

に移動
い ど う

する。 

2. 両上肢
りょうじょうし

は体
たい

幹
かん

に沿
そ

わせておく。 

3. 両下肢
り ょ う か し

は延
の

ばす。 

4. 枕
まくら

を左 側
ひだりがわ

に寄
よ

せる。 

5. 肩
かた

と膝
ひざ

を同時
ど う じ

に倒
たお

す。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第２節 生活支援技術の理解、介護のプロセス ② 

食事・入浴 

ここでは事例
じ れ い

を通して、食事
しょくじ

・入 浴
にゅうよく

の動作
ど う さ

、支援
し え ん

方法
ほうほう

について考え、日本語で説明
せつめい

できるようになり

ましょう。 

 食事の介護の事例から考えてみよう 

[利用者
り よ う し ゃ

 S さん] 

S さんは 76歳
さい

、男性です。右上下肢
み ぎじょう かし

に麻痺
ま ひ

があります。 

咀嚼
そしゃく

*42や嚥下
え ん げ

*43機能
き の う

には問題が
もんだい  

なく、普通
ふ つ う

食を食べています。 

S さんは左手で箸
はし

を使う練 習
れんしゅう

をしています。 

これから食 堂
しょくどう

で、車椅子
い す

に座り昼食を食べようとしています。 

   

それでは、S さんをどのように介助
かいじょ

するのか、考えながら見ていきましょう。 

体 調
たいちょう

を確認
かくにん

する 

「S さん、これからお食事
しょくじ

ですが体調はお変わりないですか。」 

食事
しょくじ

姿勢
し せ い

を確認
かくにん

する 

① 足底
そくてい

の全面
ぜんめん

が床
ゆか

についている。 

② 深
ふか

く腰
こし

掛け
か  

ている。 

③ テーブルは肘
ひじ

の高さにする。 

④ からだとテーブルは握
にぎ

りこぶし 1 つ分とする。 

＊４２:食べ物をよくかむこと。＊４３:食べ物を飲み込むこと。 
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食事
しょくじ

を配膳
はいぜん

する 

左手で持ち易
やす

い位置
い ち

に箸
はし

を置
お

きます。 

介護福祉職
かいごふくししょく

は S さんの左 隣
となり

の位置
い ち

で椅子
い す

に腰
こし

かけます。 

献立
こんだて

を説明
せつめい

する 

食事
しょくじ

の内容
ないよう

、味付
あ じ つ

けなどを食 欲
しょくよく

がわくよう声をかけます。 

水分を取ってもらえるよう声をかける 

咀嚼
そしゃく

や嚥下
え ん げ

をしやすくするためです。「お茶を一口飲んでいただけますか。」 

食事
しょくじ

の摂取
せっしゅ

状 況
じょうきょう

を確認
かくにん

する 

箸
はし

の使用 状 況
じょうきょう

を観察
かんさつ

し、箸
はし

が使いやすいように置
お

きます。 

咀嚼
そしゃく

、嚥下
え ん げ

がスムーズであるかを確認
かくにん

します。 

食事
しょくじ

が終わったことを確認
かくにん

する 

食事
しょくじ

の終了を確認
かくにん

します。「お食事
しょくじ

は終わりましたか。」 

摂取
せっしゅ

量、摂取
せっしゅ

時間
じ か ん

を確認
かくにん

します。 

下膳
げ ぜ ん

し、環 境
かんきょう

を 整
ととの

える 

体 調
たいちょう

を確認
かくにん

する 

体 調
たいちょう

に変化
へ ん か

はないか確認
かくにん

します。 

◇問題 5◇  

S さんへの食事
しょくじ

の介護
か い ご

について、以下の質問
しつもん

に答えてください。 

どのような介護
か い ご

場面
ば め ん

でしたか？ 

1. 食事
しょくじ

姿勢
し せ い

を 整
ととの

えるとは、どのようなことをするのですか？ 

2. 食事
しょくじ

を摂取
せっしゅ

する前に、介護福祉職
かいごふくししょく

がすることをあげてください。 

3. 食事
しょくじ

中に、介護福祉職
かいごふくししょく

のすることをあげてください。 

4. 食後
しょくご

に、介護福祉職
かいごふくししょく

のすることをあげてください。 
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答えは学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

◇問題 6◇  

S さんが左手で箸
はし

を使うことに慣れ
な  

るために、どのような介助
かいじょ

が必要
ひつよう

でしたか？ 

グループで話し合ってみましょう。あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

 入浴の介護の事例から考えてみよう 

S さんは個浴
こ よ く

での入 浴
にゅうよく

を希望
き ぼ う

しています。浴槽
よくそう

に浸
つ

かる介助
かいじょ

を行います。 

体 調
たいちょう

確認
かくにん

、室温
しつおん

は確認
かくにん

済みで問題ありません。 

     

図 前傾
ぜんけい

姿勢
し せ い

になり手すりをつかみます 

浴槽
よくそう

の縁
ふち

に座
すわ

る 

深
ふか

く腰
こし

掛け
か  

ています。足底
そくてい

は床
ゆか

に着いています。介護福祉職
かいごふくししょく

は麻痺側
ま ひ が わ

（患側
かんそく

）に立ちます。 

左足から浴槽
よくそう

に入れる 

麻痺
ま ひ

足は介護福祉職
かいごふくししょく

が入れる 

浴槽
よくそう

に浸
つ

かる 

① 前方の手すりを掴
つか

みます。 

② 前傾
ぜんけい

姿勢
し せ い

になります。 
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③ ゆっくり浸
つ

かります。 

④ 浮力
ふりょく

を利用しゆっくり入ります。 

介護福祉職
かいごふくししょく

は、腰
こし

と患側
かんそく

の膝
ひざ

を支
ささ

え、利用者
り よ う し ゃ

と同じ動作
ど う さ

でゆっくり座
すわ

ります。その時、足を広

くとり、安定
あんてい

した姿勢
し せ い

をとりましょう。 

浴槽
よくそう

から出る 

① 足を手前に引きます。 

② 手すりの前方をつかみます。 

③ ゆっくりお尻
しり

を浮か
う  

します。 

 ベッド上での食事と手浴、足浴のポイント 

ベッド上での食事
しょくじ

介助
かいじょ

 

① 誤嚥
ご え ん

を予防
よ ぼ う

するためにベッドを起こし、 枕
まくら

を入れ、頸部前屈位
け い ぶ ぜ ん く つ い

にします。 

② 食後
しょくご

は逆 流 性 食 道 炎
ぎゃくりゅうせいしょくどうえん

を予防
よ ぼ う

するため、30 分ほど頭を下げない姿勢
し せ い

にします。 

 

手浴
しゅよく

、足浴
そくよく

の介助
かいじょ

 

① 特 徴
とくちょう

 

気分がよくなったり、安眠
あんみん

効果
こ う か

を得たりすることができます。居室
きょしつ

で、座位
ざ い

、臥
が

位
い

のどの姿勢
し せ い

でも行えます。 

② 手浴
しゅよく

 

温 め
あたた  

ながら手指
し ゅ し

を動かすことで拘 縮
こうしゅく

を予防
よ ぼ う

します。 

40℃のお湯を用意
よ う い

します。 

③ 足浴
そくよく

 

お湯に浸
つ

かるより身体
しんたい

への負担
ふ た ん

が少ないことが特 徴
とくちょう

です。身体
しんたい

が温まり、血液
けつえき

循 環
じゅんかん

が良くな

ります。下肢
か し

は皮膚
ひ ふ

の表 面
ひょうめん

温度
お ん ど

が低いのでお湯が熱く
あつ  

感じます。1℃下げて 39℃～40℃の湯を

用意
よ う い

します。 
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図 手浴
しゅよく

                図 足浴
そくよく

  

◆解答 5◆  

1 利用者
り よ う し ゃ

が以下の姿勢
し せ い

を取れているか確認
かくにん

することです。 

⚫ 足底
そくてい

の全面
ぜんめん

が床
ゆか

についているか 

⚫ 深
ふか

く腰
こし

掛け
か  

ているか 

⚫ テーブルは肘
ひじ

の高さにしているか。 

⚫ からだとテーブルは握
にぎ

りこぶし 1 つ分になっているか 

2 食事
しょくじ

の内容
ないよう

、味付けなど、食 欲
しょくよく

がわくよう献立
こんだて

の説明
せつめい

をします。 

また咀嚼
そしゃく

や嚥下
え ん げ

をしやすくするため、始めに水分を取ってもらえるよう声をかけます。 

3 摂 取 状 況
せっしゅじょうきょう

や咀嚼
そしゃく

、嚥下
え ん げ

がスムーズかどうかを確認
かくにん

します。 

また箸
はし

の使用 状 況
じょうきょう

も観察
かんさつ

し、左手での箸
はし

の使用が練 習
れんしゅう

しやすいような場所に置
お

きます。 

4 食事
しょくじ

が終わったことを確認
かくにん

するために声がけします。 

摂取
せっしゅ

量、摂取
せっしゅ

時間
じ か ん

を確認
かくにん

したら下膳
げ ぜ ん

し、環 境
かんきょう

を 整
ととの

えます。 

そして利用者
り よ う し ゃ

に、体 調
たいちょう

の変化
へ ん か

が無い
な  

かを確認
かくにん

します。 

◆解答 6◆  

① はじめに、左手で箸
はし

を使う訓練
くんれん

の意思
い し

を確認
かくにん

します。 

「S さん、今日も左手でお箸
はし

をつかう練 習
れんしゅう

です。よろしいですか？ゆっくり少しずつ頑張
が ん ば

りましょう」 

② S さんに使う箸
はし

を選んでもらう。 

「S さん、使うお箸
はし

はどれにしますか？」 

③ お箸
はし

を置
お

く位置
い ち

に気を付けます。S さんがお箸
はし

を取りやすい位置
い ち

に置
お

きましょう。 

④ その日の S さんの調子を見て、もし 難
むずか

しいようであれば無理
む り

をさせずに、「少し疲れ
つか  

まし

たか？今日のお箸
はし

の練 習
れんしゅう

はこのくらいにしましょうか？」と、本人に意思
い し

を確認
かくにん

します。 

⑤ 続
つづ

ける意思
い し

があれば「わかりました。ゆっくり練 習
れんしゅう

しましょう。」と続
つづ

けてもらい、止め

るようであれば「では、何を使って食べましょうか？」と、スプーンやフォーク、また自助具
じ じ ょ ぐ

などを見せて、S さんに選んでもらいます。 
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【国家試験に挑戦！(9)】（第 29 回国家試験 問題 45） 

右片
みぎかた

麻痺
ま ひ

があり一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

があれば歩行
ほ こ う

できる利用者
り よ う し ゃ

の入 浴
にゅうよく

介護
か い ご

として、適切
てきせつ

なものを１つ

選び
えら  

なさい。 

1. 浴室内
よくしつない

では、介護福祉職
かいごふくししょく

は利用者
り よ う し ゃ

の左 側
ひだりがわ

に付
つ

き、腕
うで

と腰
こし

を支
ささ

えながら一緒
いっしょ

に移動
い ど う

する。 

2. 浴室
よくしつ

の出入
で い

り口
ぐち

に一段
いちだん

の段差
だ ん さ

がある場合
ば あ い

は、左 足
ひだりあし

から下
さ

がり、右足
みぎあし

から上
あ

がる。 

3. 浴槽
よくそう

に入
はい

るときは、まず右足
みぎあし

を入
い

れ、次
つぎ

に左 足
ひだりあし

を入
い

れる。 

4. 浴槽
よくそう

から出
で

るときは、浴槽
よくそう

の縁
ふち

やバスボードにいったん座
すわ

る。 

5. 介護福祉職
かいごふくししょく

が利用者
り よ う し ゃ

の全身
ぜんしん

を洗
あら

う。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第２節 生活支援技術の理解、介護のプロセス ③ 

排泄 

ここでは事例
じ れ い

を通して、排泄
はいせつ

の動作
ど う さ

、支援
し え ん

方法
ほうほう

について考え、日本語で説明
せつめい

できるようになりましょう。 

 排泄の介護の事例から考えてみよう 

[利用者
り よ う し ゃ

 C さん] 

Ｃさん（女性）は両 膝
りょうひざ

に変形性膝関節症
へんけいせいひざかんせつしょう

（knee osteoarthritis）があり、車椅子
い す

で生活
せいかつ

してい

ます。 

立ち上がるときに膝
ひざ

の痛み
いた  

があります。 

トイレを希望
き ぼ う

しているＣさんに排泄
はいせつ

介助
かいじょ

を行います。 

 

それでは、C さんをどのように介助
かいじょ

するのか、考えながら見ていきましょう。 

① トイレで排泄
はいせつ

することについて説明
せつめい

し、同意
ど う い

を得ます。 

② 現在
げんざい

の体 調
たいちょう

を確認
かくにん

します。 

③ 排泄
はいせつ

環 境
かんきょう

を 整
ととの

えます。 

介護福祉職
かいごふくししょく

は排泄
はいせつ

環 境
かんきょう

を確認
かくにん

し、エプロン、手袋をつけます。 

④ トイレへ移動
い ど う

します。 

⑤ プライバシーを保護
ほ ご

します。 

カーテンまたはドアを閉めます。 

⑥ 車椅子
い す

から便器
べ ん き

に移動
い ど う

します。 

車椅子
い す

を便器
べ ん き

に近づけ、ブレーキをかけるよう声を掛け
か  

ます。介護福祉職
かいごふくししょく

はフットサポート

を上げます。 
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⑦ 体 調
たいちょう

を確認
かくにん

します。 

立ち上がったときに、起立性
き り つ せ い

低血圧
ていけつあつ

を起こす可能性
か の う せ い

があるため、立ちくらみやめまいがない

かを確認
かくにん

します。また、膝
ひざ

への荷重
かじゅう

により痛み
いた  

が生 じ
しょう  

る可能性
か の う せ い

もあるので確認
かくにん

します。 

⑧ ズボンと下着
し た ぎ

を下ろします。 

C さんは手すりを握
にぎ

って立位
り つ い

を保
ほ

持
じ

します。介護福祉職
かいごふくししょく

は C さんの同意
ど う い

を得て
え  

から、ズボン

と下着
し た ぎ

を下す介助
かいじょ

をします。 

 

⑨ 便座
べ ん ざ

に腰
こし

かけます。 

⑩ 姿勢
し せ い

を 整
ととの

えます。 

⑪ 介護福祉職
かいごふくししょく

は安全
あんぜん

に配慮
はいりょ

しその場を離
はな

れます。 

排泄
はいせつ

後
ご

にコールで知らせるよう声をかけ、その場を離
はな

れます。 

⑫ 排泄
はいせつ

後
ご

の確認
かくにん

をします。 

排泄
はいせつ

が済んだことを確認
かくにん

し、肛門部周辺
こうもんぶしゅうへん

に汚れ
よご  

がないかを確認
かくにん

します。 

⑬ 立ち上がるよう声をかけます。 

下着
し た ぎ

とズボンを、自分で上げられるところまで S さんがあげます。 

⑭ 介護福祉職
かいごふくししょく

はズボンをあげます。 

⑮ 車椅子
い す

にもどり、深
ふか

く腰
こし

掛け
か  

てもらいます。 

⑯ 介護福祉職
かいごふくししょく

はフットサポートを用意
よ う い

し、C さんに足を乗
の

せるよう声をかけます。 

⑰ 車椅子
い す

を移動
い ど う

し、C さんに手を洗ってもらいます。 

◇問題 7◇  

上記⑥の、車いすから便器
べ ん き

に移動
い ど う

する際
さい

、あなただったら、どのように声をかけますか？移動
い ど う

介護
か い ご

の知識
ち し き

を活用
かつよう

して考えてください。 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

◇問題 8◇  

安全
あんぜん

で排泄
はいせつ

しやすい環 境
かんきょう

を、どのように 整
ととの

えますか？ 
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排泄
はいせつ

の際
さい

の姿勢
し せ い

を中心に答えてください。 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

◆解答 7◆  

手すりの届く位置
い ち

まで移動
い ど う

してください。ブレーキをかけてください。ご自分でフットサポー

トを上げることが 難
むずか

しいようでしたら、私が上げます。 

◆解答 8◆  

足底
そくてい

が床
ゆか

に着き、深
ふか

く腰
こし

掛け
か  

ていること、前かがみの姿勢
し せ い

になり、手すりがあればつかまるこ

とで、姿勢
し せ い

が安定
あんてい

し、腹圧
ふくあつ

をかけやすくなります。 
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【国家試験に挑戦！(10)】（第 30 回国家試験 問題 50） 

直 腸 性
ちょくちょうせい

便秘
べ ん ぴ

のある高齢
こうれい

者
しゃ

の介護
か い ご

として、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを１つ選び
えら  

なさい。 

1. 排便
はいべん

時
じ

は 隣
となり

に立
た

って見守
み ま も

る。 

2. 市販
し は ん

の下剤
げ ざ い

を毎日
まいにち

勧
すす

める。 

3. 日 中
にっちゅう

の活動
かつどう

を控
ひか

えるように勧
すす

める。 

4. 朝食後
ちょうしょくご

、トイレに誘導
ゆうどう

する。 

5. 食物繊維
しょくもつせんい

は控
ひか

えるように勧
すす

める。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 

 



 

 

 

第４章 

介護の背景表現 ① 
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第１節 介護の代表的な疾患の理解 ① 

介護の代表的な疾患の理解 

 脳
のう

血管
けっかん

疾患
しっかん

(cerebrovascular disease) 

「脳
のう

血管
けっかん

疾患
しっかん

」というのは、脳
のう

の病気のことです。脳
のう

細胞
さいぼう

は大脳
だいのう

皮質
ひ し つ

だけでも約 140億個
お く こ

、脳
のう

全

体では約 1千億個
せ ん お く こ

ともいわれています。そして、このとても多くの脳
のう

細胞
さいぼう

に必要
ひつよう

な酸素
さ ん そ

と栄養
えいよう

を

運ぶのが、脳
のう

の中にある血管
けっかん

です。 

代表的
だいひょうてき

な脳
のう

の血管
けっかん

の障 害
しょうがい

について説明
せつめい

します。 下の図は脳
のう

のイラストです。 

 

脳
のう

梗塞
こうそく

 

脳
のう

の中にある血管
けっかん

の、ある場所から血液
けつえき

が流
なが

れなくなってしまい、流
なが

れなくなった場所からそ

の先に酸素
さ ん そ

や栄養
えいよう

が行かなくなってしまいます。すると、脳
のう

の一部
い ち ぶ

が死んでしまい、体が動かな

くなったり、言葉が出なくなったりします。 血管
けっかん

の中の血液
けつえき

が流
なが

れなくなった場所から、右側
みぎがわ

か

左 側
ひだりがわ

に麻痺
ま ひ

が残り
のこ  

ます。 
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急に手足から力が抜ける 片足
かたあし

を引きずっているといわれる ものにつまずきやすい 

 
 

 

言葉がでてこない。理解
り か い

できない フラフラしてまっすぐに歩けない 片足
かたあし

の手足がしびれる 

   

急
きゅう

にめまいがするように 

なった 

片方の目にカーテンがかかっ

たように、一時的にものが 

見えなくなる 

ものが二重
にじゅう

に見える 

図 脳
のう

梗塞
こうそく

の 症 状
しょうじょう

 

 

脳出血
のうしゅっけつ

 

高い血圧
けつあつ

で、脳
のう

の中の細
ほそ

い動 脈
どうみゃく

が弱
よわ

くなって、やぶれてしまうことです。 この動 脈
どうみゃく

は体を動

かすための指示
し じ

を出す脳
のう

の近くに多くあるので、出 血
しゅっけつ

すると頭が痛
いた

くなったり、体の右側
みぎがわ

か左 側
ひだりがわ

を動かすことが 難
むずか

しくなったりします。 
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くも膜下
ま く か

出 血
しゅっけつ

 

脳
のう

の動 脈
どうみゃく

にできた 瘤
りゅう*

＊

1がこわれて出 血
しゅっけつ

する病気です。下の図のように、脳
のう

を包
つつ

んでいる 3 つ

の膜
まく

のうちの、くも膜
まく

の動 脈
どうみゃく

がこわれて出 血
しゅっけつ

したものを言います。特に激
はげ

しい頭の痛み
いた  

が起こ

ります。この様な激
はげ

しい頭の痛み
いた  

は 命
いのち

にかかわることがあります。 

 

脳
のう

血管
けっかん

疾患
しっかん

と思われるときは、次のページのイラストのような 症 状
しょうじょう

が出てきます。介護
か い ご

の際
さい

に「いつもとちがう」ことを見つけて、早く発見
はっけん

しましょう。その時はすぐに医療
いりょう

職
しょく

に報告
ほうこく

して

早く病院に行くか、119 番（ 救 急
きゅうきゅう

）に電話
で ん わ

をしてください。 
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【国家試験に挑戦！(11)】（第 28 回国家試験 問題 37） 

L さん（70歳
さい

、男性
だんせい

）は、脳
のう

梗塞
こうそく

の後遺症
こういしょう

で聴 覚
ちょうかく

的
てき

理解
り か い

と視覚
し か く

的
てき

理解
り か い

の障 害
しょうがい

があるが、発語
は つ ご

はできる。日 常
にちじょう

会話
か い わ

で使用
し よ う

する単語
た ん ご

は理解
り か い

できるが、うまくコミュニケーションをとれないこと

が多
おお

い。介護福祉職
かいごふくししょく

が「あしたは晴
は

れですね。あしたの午後
ご ご

散歩
さ ん ぽ

に行
い

きましょう」と伝
つた

えると、

L さんは 話
はなし

の内容
ないよう

がわからない様子
よ う す

である。 

L さんが理解
り か い

できるような関
かか

わり方
かた

として、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを１つ選び
えら  

なさい。 

 

1. もう一度
い ち ど

、低
ひく

い声
こえ

で同
おな

じ言葉
こ と ば

を伝
つた

える。 

2. もう一度
い ち ど

、大
おお

きな声
こえ

で同
おな

じ言葉
こ と ば

を伝
つた

える。 

3. 「あした、散歩
さ ん ぽ

」と 短
みじか

い言葉
こ と ば

で伝
つた

える。 

4. 「あした、さんぽ」とひらがなで書
か

いて伝
つた

える。 

5. 言葉
こ と ば

を 1音
おん

ずつ区切
く ぎ

って、「あ・し・た・さ・ん・ぽ」と伝
つた

える。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 

【国家試験に挑戦！(12)】（第 29 回国家試験 問題 68） 

[事例
じ れ い

] 

E さん（67歳
さい

、女性
じょせい

、要
よう

介護
か い ご

3）は、1年前
ねんまえ

、くも膜下出血
まくかしゅっけつ

で倒
たお

れて、左 片
ひだりかた

麻痺
ま ひ

、体
たい

幹
かん

機能
き の う

の

低下
て い か

が残
のこ

った。排泄
はいせつ

訓練
くんれん

を目的
もくてき

として介護
か い ご

老人
ろうじん

保健
ほ け ん

施設
し せ つ

に入 所
にゅうしょ

した。 

入 所
にゅうしょ

時
じ

の E さんは、不
ふ

自由
じ ゆ う

でも、右手
み ぎ て

でベッド柵
さく

をつかんで起
お

き上
あ

がることやベッドの端
はし

に

座
すわ

ることはできたが、立位
り つ い

保持
ほ じ

はできなかった。おむつを着 用
ちゃくよう

しているが、「おむつは嫌
いや

」と自分
じ ぶ ん

の気持
き も

ちを 訴
うった

えていた。医師
い し

は着 脱
ちゃくだつ

と拭
ふ

く行為
こ う い

には介助
かいじょ

が必要
ひつよう

だが、車
くるま

いすから便座
べ ん ざ

に移
うつ

るこ

とは可能
か の う

であると判断
はんだん

した。F介護福祉職
かいごふくししょく

はアセスメントを 行
おこな

い、本人
ほんにん

の思
おも

いを考慮
こうりょ

して介護
か い ご

計画
けいかく

の短期
た ん き

目 標
もくひょう

を、「 車
くるま

いすから便座
べ ん ざ

に移
うつ

り排泄
はいせつ

する」と設定
せってい

して、評価
ひょうか

日
び

は 1 か月
げつ

後
ご

とした。

理学
り が く

療法士
りょうほうし

と連携
れんけい

して、トイレでの移乗
いじょう

のための立位
り つ い

訓練
くんれん

を始
はじ

めた。 

2週 間
しゅうかん

が過
す

ぎた頃
ころ

、思
おも

うような成果
せ い か

が出
で

なくて、Ｅさんは嫌気
い や け

がさしてきた。複数
ふくすう

の介護福祉職
かいごふくししょく

からＥさんの訓練
くんれん

拒否
き ょ ひ

が報告
ほうこく

されるようになった。Ｆ介護福祉職
かいごふくししょく

がＥさんに理由
り ゆ う

を尋
たず

ねると、「あ

まり人
ひと

の世話
せ わ

にはなりたくない。みんなに迷惑
めいわく

がかかるのでおむつのままでいいわ」と言
い

った。 

Ｅさんのニーズとして、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

 

1. 移乗
いじょう

訓練
くんれん

をやめること 

2. トイレで排泄
はいせつ

ができること 

3. 左 片
ひだりかた

麻痺
ま ひ

をなくすこと 

4. おむつの戻
もど

すこと 

5. 早
はや

く家
いえ

に帰
かえ

ること 
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解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第１節 介護の代表的な疾患の理解 ② 

 糖尿病 

体に大切な糖
とう

は主に肝臓
かんぞう

で作られます。糖
とう

は血管
けっかん

を通って体じゅうに流
なが

れていきます。体の細胞
さいぼう

が、

この糖
とう

をもらってエネルギーにするためには、膵臓
すいぞう

で作られるインスリンという物質
ぶっしつ

が必要
ひつよう

です。 

しかし、このインスリンがうまく 働
はたら

かないと血管
けっかん

の中を通る糖
とう

の量が多くなり、血管
けっかん

が弱
よわ

くなり、

心臓病
しんぞうびょう

や３大合併症
だいがっぺいしょう

*2と言われる失明
しつめい

*3・腎
じん

不全
ふ ぜ ん

・足の切断
せつだん

の原因
げんいん

となる重い病気につながりま

す。  

糖 尿 病
とうにょうびょう

には 1 型と 2 型があります。 

インスリンは血糖
とう

値を下げる力があります。 

 

糖 尿 病
とうにょうびょう

の主な 症 状
しょうじょう

としては、とてものどが渇
かわ

く、水をよく飲む、尿
にょう

の量が多い、夜に何度
な ん ど

もトイレに行く、疲れ
つか  

やすい、体が重く感じる、たくさん食べてもやせる等があります。 

  
 

図 トイレが近く 尿
にょう

の量も多い 図 異常
いじょう

にのどが渇
かわ

く 図 だるい、疲れ
つか  

やすい 

   

図 空腹感
くうふくかん

が強く、食 欲
しょくよく

旺盛
おうせい

 図 たくさん食べてもやせる 
図 手がしびれたり、足が

つる 

 

 

 

＊２:一つの病気が起こっているときにいっしょに起こる別の症状。＊３:目が見えなくなること。 
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１型
がた

糖 尿 病
とうにょうびょう

 

生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

とは関係
かんけい

なく発 症
はっしょう

*4します。若い人に多く、急に発 症
はっしょう

し進行
しんこう

が早いです。膵臓
すいぞう

で作

られるインスリンが分泌
ぶんぴつ

*5されなくなるため、インスリンの注 射
ちゅうしゃ

が必要
ひつよう

です。 

食事
しょくじ

を食べる
た   

前に血糖値
け っ と う ち

を図
はか

り（図 食事
しょくじ

前の血糖値
け っ と う ち

をはかる。）、その数値
す う ち

によって必要
ひつよう

な量の

インスリン量を注 射
ちゅうしゃ

します。注 射
ちゅうしゃ

する場所は腹部
ふ く ぶ

、腕
うで

、太もも等です。 

   

図 食事
しょくじ

前の血糖値
け っ と う ち

をはかる。       図 インスリンを自分で打っている 

 

２型
がた

糖 尿 病
とうにょうびょう

 

肥満
ひ ま ん

などが原因
げんいん

で、インスリンの 働
はたら

きが悪く
わる  

なり、分泌
ぶんぴつ

する量が少なくなって、血糖値
け っ と う ち

の調 整
ちょうせい

ができなくなります。 

40歳
さい

くらいから病気になることが多く、進行
しんこう

は遅
おそ

いです。食事
しょくじ

や運動の生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

と関連
かんれん

があ

り、日本ではこの 2型
がた

糖 尿 病
とうにょうびょう

にかかる人がとても多いです。 

3大合併症
だいがっぺいしょう

 

血糖値
け っ と う ち

が高くなると血液
けつえき

が「どろどろ*6」になり、血管
けっかん

の中を流
なが

れにくくなるので体の中の特

に細い血管
けっかん

の集まっている網膜
もうまく

、腎臓
じんぞう

、足の先の血管
けっかん

に血 流
けつりゅう

が行かなくなることで病気になりま

す。 

糖 尿 病 性
とうにょうびょうせい

網膜症
もうまくしょう

 

目の網膜
もうまく

にある血管
けっかん

から出 血
しゅっけつ

します。 

失明
しつめい

する原因
げんいん

の第 2 位となっています。 

※第 1 位は緑 内 障
りょくないしょう

：眼圧
がんあつ

が高くなり、見える範囲
は ん い

が狭
せま

くなる病気。 

 

＊４: 病気の症状が出ること。＊５:細胞が特別な働きがあるものを外に出すこと。＊６:濃い粘体状になること。 
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糖 尿 病 性
とうにょうびょうせい

腎 症
じんしょう

 

腎臓
じんぞう

の毛細
もうさい

血管
けっかん

が機能
き の う

の低下
て い か

を起こし、むくみやタンパク 尿
にょう

の 症 状
しょうじょう

が出ます。 

進行
しんこう

すると透析
とうせき

*7 が必要
ひつよう

となります。  

※腎臓
じんぞう

が 働
はたら

かないので血液
けつえき

を透析
とうせき

機器
き き

に通し、きれいになった血液
けつえき

を体に戻
もど

す必要
ひつよう

がありま

す。 

糖 尿 病 性
とうにょうびょうせい

神経
しんけい

障 害
しょうがい

 

毛細
もうさい

血管
けっかん

にながれる血液
けつえき

が少なくなることで、体をうごかすための神経
しんけい

の障 害
しょうがい

や、内臓
ないぞう

のはた

らきを維持
い じ

する神経
しんけい

のはたらきが低下
て い か

します（立ち上がる時のめまいや、汗
あせ

など）。最初
さいしょ

は手足の

しびれや痛
いた

みがありますが、進行
しんこう

すると感覚
かんかく

がなくなり、けがをしていても気がつかず、壊死
え し

*8

して、切らなければならなくなります。介護
か い ご

の時、足指
あしゆび

に変化
へ ん か

や異常
いじょう

がないか注意
ちゅうい

します。 

 骨粗しょう症 

骨
こつ

粗
そ

しょう 症
しょう

とは、年をとってカルシウムを摂取
せっしゅ

する量が少なくなる、骨
ほね

を作るためのホルモ

ンが不足
ふ そ く

するなどにより骨
ほね

が弱
よわ

くなり、倒
たお

れたりすると骨
ほね

が折れやすくなることをいいます。  

女性はカルシウムをうまく 吸 収
きゅうしゅう

していた女性ホルモンが、月経
げっけい

がなくなることで分泌
ぶんぴつ

が減り
へ  

、

吸 収
きゅうしゅう

がわるくなります。男性でも 70歳
さい

ごろに発 症
はっしょう

しやすいと言われています。骨折
こっせつ

を 伴
ともな

う骨
こつ

粗
そ

しょう 症
しょう

は、介護
か い ご

保険
ほ け ん

の特定
とくてい

疾病
しっぺい

となっています。 

 

  

図 健康な骨→骨粗しょう症の骨 

 

 

＊７:人工的に血液をきれいにする治療のこと。＊8: 組織
そ しき

や細胞
さいぼう

が死ぬこと。 
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考えられる原因
げんいん

 

  

 

症 状
しょうじょう

 

骨折
こっせつ

しやすくなり、痛み
いた  

の 症 状
しょうじょう

もあります。 また背が低くなる（20歳
さい

代の時と比べて 

4 ㎝以上低くなる）など、背骨
せ ぼ ね

の変形
へんけい

が見られます。 

治療
ちりょう

 

薬物
やくぶつ

療 法
りょうほう

(カルシウム剤)、食事
しょくじ

療 法
りょうほう

（ 牛 乳
ぎゅうにゅう

、乳製品
にゅうせいひん

、大豆
だ い ず

、小魚
こざかな

など）、運動
うんどう

療 法
りょうほう

など。 

 廃用症候群 

からだのそれぞれの部位
ぶ い

の機能
き の う

低下
て い か

や、寝たきりで活動
かつどう

しないことによって身体的
しんたいてき

・精神的
せいしんてき

に

起きるさまざまな悪い
わ る い

影 響
えいきょう

をまとめて廃用症候群
はいようしょうこうぐん

と言います。 

筋
きん

萎縮
いしゅく

 

長い間寝
ね

たきりの結果
け っ か

、筋肉
きんにく

が細
ほそ

くなり、足の筋 力
きんりょく

低下
て い か

によって歩けなくなります。 

関節
かんせつ

拘 縮
こうしゅく

 

関節
かんせつ

が固
かた

くなって動かしにくくなります。 動かずにいると、まったく体を動かすことのできな

い状 態
じょうたい

になります。 

骨
こつ

萎縮
いしゅく

 

動かないでいることで骨
ほね

への刺激
し げ き

が低下
て い か

し、負担
ふ た ん

がかからなくなることで、骨
ほね

のカルシウムの

量が減 少
げんしょう

し、骨が弱
よわ

くなり折
お

れやすくなります。 

起立性
き り つ せ い

低血圧
ていけつあつ

 

動かないでいると、血圧
けつあつ

を調 整
ちょうせい

する機能
き の う

が低下
て い か

し、体を起こすとめまいや気分が悪く
わる  

なります。 
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心肺
しんぱい

機能
き の う

低下
て い か

 

心臓
しんぞう

から出される血液
けつえき

の量が低下
て い か

することで、疲れ
つか  

やすくなったり、呼吸
こきゅう

をすることが大変に

なったり、心臓
しんぞう

の動きが早くなったように感じます。 

静 脈
じょうみゃく

血栓症
けっせんしょう

 

特に足の 静 脈
じょうみゃく

に起こり、うっ血
けつ

*9 やむくみがでます。エコノミークラス症候群
しょうこうぐん

と同じ状 態
じょうたい

です。 

褥 瘡
じょくそう

 

寝たきりで、おなじ場所が長い時間
じ か ん

圧迫
あっぱく

されることで、血の流
なが

れが悪く
わる  

なり、皮膚
ひ ふ

組織
そ し き

がこわ

れます。 

尿路
にょうろ

結石
けっせき

 

尿
にょう

の中のカルシウムの量が増
ふ

え、それが石となり、痛み
いた  

の原因
げんいん

をつくります。 

意欲
い よ く

低下
て い か

・うつ 

寝たきりで精神的
せいしんてき

な刺激
し げ き

が少なくなることが原因
げんいん

で起こります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊９: 血液が流れにくくなると血のかたまりができ、紫色に変色し腫れること。 
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【国家試験に挑戦！(13)】（第 27 回国家試験 問題 99） 

糖
とう

尿
にょう

病
びょう

(diabetes mellitus)のある身支度
み じ た く

の介護
か い ご

で、異変
い へ ん

の有無
う む

について特
とく

に観察
かんさつ

すべき部位
ぶ い

として、適切
てきせつ

なものを１つ選び
えら  

なさい。 

1. 毛髪
もうはつ

 

2. 耳
じ

介
かい

 

3. 鼻腔
び く う

 

4. 手指
て ゆ び

 

5. 足趾
そ く し

（指
ゆび

） 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 

【国家試験に挑戦！(14)】（第 31 回国家試験 問題 102） 

D さん(75歳
さい

、女性
じょせい

)は、介護
か い ご

福祉
ふ く し

老人
ろうじん

施設
し せ つ

に入 所
にゅうしょ

している。糖 尿 病
とうにょうびょう

があり、インスリン療 法
りょうほう

を受
う

けている。2日
か

前
まえ

から風邪
か ぜ

をひいて、食事量
しょくじりょう

が普段
ふ だ ん

の半分
はんぶん

程度
て い ど

に減
へ

っていたが、医師
い し

の指示
し じ

どおりインスリン注 射
ちゅうしゃ

を継続
けいぞく

していた。介護福祉職
かいごふくししょく

が 朝 食
ちょうしょく

を D さんに渡
わた

そうとしたところ、

顔色
かおいろ

が悪く
わる  

、「胸
むね

がどきどきして、ふわふわする」と話
はな

し、 額
ひたい

には汗
あせ

が見
み

られた。  

考
かんが

えられるDさんの状 態
じょうたい

として、ただちに医療
いりょう

職
しょく

に相談
そうだん

しなければならないものを１つ選び
えら  

なさい。 

1. 発熱
はつねつ

 

2. 脱水
だっすい

 

3. 低血糖
ていけっとう

 

4. 貧血
ひんけつ

 

5. 意識
い し き

障 害
しょうがい

 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第１節 介護の代表的な疾患の理解 ③ 

 肺炎 

肺
はい

に炎 症
えんしょう

が起きる病気を肺炎
はいえん

という。肺炎
はいえん

の原因
げんいん

にはウィルスや細菌
さいきん

の感染
かんせん

、また飲み物や食

べ物が気管
き か ん

に入る誤嚥
ご え ん

などがあります。 

マイコプラズマ肺炎
はいえん

 

マイコプラズマという微生物
び せ い ぶ つ

によって肺炎
はいえん

になります。発熱
はつねつ

とずっと続
つづ

く渇
かわ

いた咳
せき

が特 徴
とくちょう

で

す。 

誤嚥
ご え ん

性
せい

肺炎
はいえん

 

飲み物や食べ物、また胃液
い え き

などの逆 流 物
ぎゃくりゅうぶつ

などが気管
き か ん

や気管
き か ん

支にはいって起こる肺炎
はいえん

です。 

高齢者
こうれいしゃ

の肺炎
はいえん

の多くがこのタイプの肺炎
はいえん

です。口腔
こうくう

ケアは肺炎
はいえん

の予防
よ ぼ う

になるので、特に寝る
ね  

前は

必ずおこないましょう。 

沈下性
ち ん か せ い

肺炎
はいえん

 

寝たきりの状 態
じょうたい

が続
つづ

くと、血液
けつえき

が流
なが

れにくくなり、細菌
さいきん

などが増
ふ

えやすくなり発 症
はっしょう

します。 
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 白内障 

白内障
はくないしょう

とは水晶体
すいしょうたい

に、にごり*10 が出てきた状 態
じょうたい

で、老化
ろ う か

の 症 状
しょうじょう

の 1 つと考えられていま

す。水晶体
すいしょうたい

はカメラのレンズと同じ役割
やくわり

で、水晶体
すいしょうたい

を厚
あつ

くしたり薄
うす

くしたりして物を見ていま

す。老人性
ろうじんせい

白内障
はくないしょう

では、水晶体
すいしょうたい

の周り
まわ  

の部分からにごってきて、進行
しんこう

すると瞳孔
どうこう

の中心部分ま

でにごってくるので、物がはっきり見えにくくなったり、光がまぶしくかんじたりします。 

  

図 水晶体
すいしょうたい

が濁
にご

ると白くなる 

 緑内障 

目の内部
な い ぶ

には、房
ぼう

水
すい

と言う水分が循 環
じゅんかん

しています。この循 環
じゅんかん

*11により圧 力
あつりょく

が発生
はっせい

し、眼 球
がんきゅう

に一定
いってい

の張
は

りを与
あた

え 形
かたち

が保
たも

たれています。 

眼圧
がんあつ

の 上 昇
じょうしょう

などにより視神経
し し ん け い

が影 響
えいきょう

を受け、見える範囲
は ん い

が狭
せま

くなったり、部分的に物が見え

なくなったりする（視野
し や

欠損
けっそん

）疾患
しっかん

です。 自覚
じ か く

症 状
しょうじょう

*12 がないことが多いのですが、原因
げんいん

はは

っきりわかりません。 

  

図 眼圧
がんあつ

上 昇
じょうしょう

の状 態
じょうたい

 

 

＊１０:透明でなくなること。＊１１:ひとめぐりして元に戻すのをくり返すこと。＊１２: 自分でわかる症状のこと。 
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図 視野
し や

に見えないところがある。 

 難聴（老人性難聴） 

音をきく機能
き の う

の老化
ろ う か

が原因
げんいん

の聴 覚
ちょうかく

障 害
しょうがい

です。 

一般的
いっぱんてき

に左の耳と右の耳が同時
ど う じ

に悪く
わる  

なり、高い音から聞こえにくくなります。老化
ろ う か

が進むと、

言葉を聞いて理解
り か い

する能 力
のうりょく

も低下
て い か

するので、音を大きくすれば聞こえて、理解
り か い

もできるようにな

るわけではありません。 

 

 

難 聴
なんちょう

の種類
しゅるい

には 2種類
しゅるい

あります。 

伝音性
でんおんせい

難 聴
なんちょう

 

外耳
が い じ

、鼓膜
こ ま く

、中耳
ちゅうじ

までの、音を伝える機能
き の う

がうまく 働
はたら

かないために起こります。 補聴器
ほ ち ょ う き

を使

うことで、聞こえが良くなることもあります。 

感音性
かんおんせい

難 聴
なんちょう

 

音を感
かん

じる内耳
な い じ

と神経
しんけい

の障 害
しょうがい

によって起こります。補聴器
ほ ち ょ う き

の効果
こ う か

はあまりありません。 
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図 耳の解剖図
か い ぼ う ず

 

 関節リウマチ 

体 中
からだじゅう

の関節
かんせつ

に炎 症
えんしょう

を起こし、進行
しんこう

すると骨や軟骨
なんこつ

がこわれ、関節
かんせつ

に変形
へんけい

が起こる疾患
しっかん

です。

関節
かんせつ

破壊
は か い

は発 症
はっしょう

後
ご

6 か月以内に起こります。女性に多くみられる病気で、原因
げんいん

はわかっていませ

んが、自己
じ こ

免疫
めんえき

システムの異常
いじょう

と考えられています。 介護
か い ご

保険
ほ け ん

に指定
し て い

される特定
とくてい

疾患
しっかん

です。 

症 状
しょうじょう

 

起きてからしばらく、手や足の関節
かんせつ

が動かしにくかったり、関節
かんせつ

が痛かったり、腫
は

れたり、変形
へんけい

します。 手や足の小さい関節
かんせつ

から左と右に一緒
いっしょ

にはじまります。 

進行
しんこう

すると「図 進行
しんこう

した人の手」のように変形
へんけい

します。 

 

図 骨や軟骨の破壊 

 

図 進行
しんこう

した人の手  



 

199 

第
４
章 

第
１
節 

介
護
の
代
表
的
な
疾
患
の
理
解 

③ 

【国家試験に挑戦！(15)】（第 30 回国家試験 問題 100） 

目
め

の 症 状
しょうじょう

とそれに関連
かんれん

が深
ふか

い疾患
しっかん

の組合
くみあわ

せとして、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを１つ選び
えら  

なさい。 

 

⚫ 眼 球
がんきゅう

が痛
いた

くなる      ------ 加齢
か れ い

黄斑
おうはん

変性症
へんせいしょう

(age-related macular degeneration) 

⚫ 近
ちか

いところが見
み

えにくい  ------ 緑 内 障
りょくないしょう

(glaucoma) 

⚫ 結膜
けつまく

が充 血
じゅうけつ

する      ------ 流行性
りゅうこうせい

角
かく

結膜炎
けつまくえん

(epidemic keratoconjunctivitis) 

⚫ 硝子体
が ら す た い

が白
しろ

くなる     ------ 白内障
はくないしょう

(cataract) 

⚫ 目
め

やにが増
ふ

える      ------ 糖糖病性網膜症
とうにょうびょうせいもうまくしょう

(diabetic retinopathy) 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 

【国家試験に挑戦！(16)】（第 31 回国家試験 問題 95） 

関節
かんせつ

リウマチの人
ひと

の日 常
にちじょう

生活
せいかつ

上
じょう

の留意点
りゅういてん

として、適切
てきせつ

なものを１つ選び
えら  

なさい。 

1. いすは低
ひく

いものを使
つか

う。 

2. 膝
ひざ

を曲
ま

げて寝る
ね  

。 

3. かばんの持
も

ち手
て

を手
て

で握
にぎ

る 

4. ドアの取
と

っ手
て

は丸
まる

いものを使
つか

う。 

5. 身体
しんたい

を洗
あら

うときはループ付
つ

きタオルを使
つか

う。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第１節 介護の代表的な疾患の理解 ④ 

 悪性腫瘍（悪性新生物・がん） 

がんは細胞
さいぼう

の遺伝子
い で ん し

に傷
きず

がついてできる異常
いじょう

な細胞
さいぼう

のかたまりです。生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

（タバコ・食べ

すぎや飲みすぎ・運動不足
ぶ そ く

、栄養
えいよう

バランスの悪い
わ る い

食事
しょくじ

など）、ストレス、環 境
かんきょう

の影 響
えいきょう

、遺伝的
い で ん て き

な

理由
り ゆ う

などが細胞
さいぼう

を刺激
し げ き

し、がん化
か

して発 症
はっしょう

するのです。がんは進行
しんこう

が速く、転移
て ん い

*13 や再発
さいはつ

*14を

起こします。特に若い人は細胞
さいぼう

の 働
はたら

きが活発
かっぱつ

なので、進行
しんこう

も早いです。 

がんによる死亡
し ぼ う

は 1981 年から死亡率
し ぼ う り つ

の 1 位になっています。部位
ぶ い

別
べつ

に見た死亡
し ぼ う

順位
じゅんい

は、胃
い

が

ん、肺
はい

がん、大 腸
だいちょう

がんが高くなっています。 

胃
い

がん 

胃
い

の粘膜
ねんまく

に発生
はっせい

する悪性
あくせい

腫瘍
しゅよう

です。  

男性も女性ともに、がんによる部位
ぶ い

別
べつ

死亡
し ぼ う

順位
じゅんい

の 1 位でしたが、健康
けんこう

診断
しんだん

（胃
い

バリウム検査
け ん さ

や

胃
い

カメラ）で小さいうちに発見
はっけん

が出来るようになり、食事
しょくじ

の時に取る塩分
えんぶん

を少なくするといった

食生活
しょくせいかつ

を改善
かいぜん

したりすることで、死亡率
し ぼ う り つ

は低下
て い か

していいます。また、ヘリコバクター・ピロリ菌

による感染
かんせん

から胃
い

がんに進行
しんこう

することが分かり、抗生物質
こうせいぶっしつ

による除菌
じょきん

療 法
りょうほう

が進められています。 

原因
げんいん

 

塩分のとり過ぎ、お肉中心の食事
しょくじ

、野菜
や さ い

不足
ぶ そ く

、アルコールの飲みすぎなど。 

症 状
しょうじょう

 

早い段階
だんかい

では自覚
じ か く

症 状
しょうじょう

が出にくいですが、進行
しんこう

すると胃
い

が痛
いた

くなったり、出 血
しゅっけつ

したり、体 重
たいじゅう

が減
へ

る、貧血
ひんけつ

などの 症 状
しょうじょう

が見られます。  

あわせて、からだが疲れ
つか  

やすい、食 欲
しょくよく

がなくなる、はきけ、また吐
は

くなどの 症 状
しょうじょう

がみられま

す。 

胃
い

がんの転移
て ん い

は次の図を参 照
さんしょう

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１３:がんが他の場所に移って、同じ病変をつくること。＊１４:おさまっていたものが、また起こること。 
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肺
はい

がん 

気管支
き か ん し

や肺胞
はいほう

の細胞
さいぼう

が、何らかの原因
げんいん

でがん化したものをいいます（図 がんが起こった場所）。 

原発性
げんぱつせい

肺
はい

がん(肺
はい

から発生
はっせい

したがん)と、転移性
て ん い せ い

肺
はい

がん（ほかの臓器
ぞ う き

から転移したもの)に分けら

れ、日本のがん死亡の第 1 位です。男性は女性の 2 倍以上になっています。 

原因
げんいん

 

たばこ、また汚れ
よご  

た空気と一緒
いっしょ

に、病気の原因
げんいん

となるものを吸ってしまうことが挙
あ

げられてい

ます。特にたばこは、発
はつ

がん性
せい

物質
ぶっしつ

を含
ふく

んでおり、体内に入ると肺
はい

がんの原因
げんいん

となる遺伝子
い で ん し

のエ

ラーを起こしやすくするといわれています。 

症 状
しょうじょう

 

せきやたん、また血を含
ふく

んだたんや赤い血を吐
は

く、呼吸
こきゅう

困難
こんなん

、食 欲
しょくよく

低下
て い か

、体 中
からだじゅう

が疲れ
つか  

やすい、

体 重
たいじゅう

の減 少
げんしょう

などがあります。 

  

図 がんが起こった場所 
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大 腸
だいちょう

がん 

結 腸
けっちょう

、 直 腸
ちょくちょう

、肛門
こうもん

などの大 腸
だいちょう

に発生
はっせい

するがんです。  

日本人は、S
えす

状
じょう

結 腸
けっちょう

と 直 腸
ちょくちょう

に出来やすいといわれています（図 大 腸
だいちょう

がんの発生
はっせい

部位
ぶ い

比率
ひ り つ

）。  

60歳
さい

代を中心に、50～70歳
さい

代の人がかかりやすいといわれています。 

原因
げんいん

 

お肉や肉製品、アルコール類の摂取
せっしゅ

過多
か た

*15、遺伝
い で ん

、運動不足
ぶ そ く

などが挙
あ

げられます。 

症 状
しょうじょう

 

早い段階
だんかい

では、自覚
じ か く

症 状
しょうじょう

はほとんどなく、便
べん

検査
け ん さ

で潜血
せんけつ

反応
はんのう

（目で見えないが、中の方にあ

るかどうか調べる検査
け ん さ

）が陽性
ようせい

のとき、大 腸
だいちょう

にカメラを入れる検査
け ん さ

をして見つかることがありま

す。 

進行
しんこう

すると、血便
けつべん

*16、下血
げ け つ

*17、便秘
べ ん ぴ

と下痢
げ り

をくりかえす、便
べん

が細い、便
べん

が残る感じ、お腹
なか

がい

つもふくれているなどの 症 状
しょうじょう

が見られます。 

いつも介護
か い ご

現場で便
べん

の色を観察
かんさつ

することや、便秘
べ ん ぴ

や下痢
げ り

などの 症 状
しょうじょう

がないか注意
ちゅうい

しましょう。 

 

図 大腸
だいちょう

がんの発生
はっせい

部位
ぶ い

比率
ひ り つ

 

肝臓
かんぞう

がん 

肝臓
かんぞう

から発生
はっせい

したがん（原発性
げんぱつせい

肝臓
かんぞう

がん）と、転移性
て ん い せ い

肝臓
かんぞう

がんがあり、原発性
げんぱつせい

肝臓
かんぞう

がんは男性

に多いです。また、ウィルス性
せい

肝炎
かんえん

（B 型や C 型など）から肝
かん

硬変
こうへん

になり、がんに進行
しんこう

するケー

スも多いです。 

肝臓
かんぞう

は「沈黙
ちんもく

*18 の臓器
ぞ う き

」と言われていて、初期
し ょ き

の段階
だんかい

で自覚
じ か く

症 状
しょうじょう

がないことがほとんどです。 

男性は肺
はい

がん、胃
い

がんについで第 3 位、女性は第 5 位で、近年増加
ぞ う か

傾向
けいこう

にあるがんです。 

 

 

 

＊１５:多すぎること。＊１６:便に血がまじること。＊１７:腸からの出血により、赤や赤黒い便がでたり、便の見える所に

血がついてくること。＊１８:口をきかないで、静かなこと。 
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 図 肝臓の 働
はたら

きと位置
い ち

（腹部の右上部） 

原因
げんいん

 

慢性
まんせい

肝炎
かんえん

や肝
かん

硬変
こうへん

、脂肪
し ぼ う

肝
かん

、喫煙
きつえん

、飲酒
いんしゅ

、糖 尿 病
とうにょうびょう

 

症 状
しょうじょう

 

がんの大きさが 5 ㎝以上になると、腹部
ふ く ぶ

に圧迫
あっぱく

される痛み
いた  

、しこりが右
みぎ

上部
じょうぶ

に現れます。また

黄疸
おうだん

*19、全身のだるさ、腹水
ふくすい

*20などの 症 状
しょうじょう

が見られます。 

すい臓
ぞう

がん 

すい臓
ぞう

は胃の後ろのからだの深
ふか

いところにある臓器
ぞ う き

なので（図 すい臓の位置
い ち

)、がんが発生
はっせい

し

ても 症 状
しょうじょう

が出にくく、がんがみつかったときにはかなり進行
しんこう

していることが多いです。 

どちらかと言えば男性に多くみられ、60歳
さい

頃から増え、高齢
こうれい

になるほど多く見られます。 

図 すい臓の位置
い ち

 

 

 

＊１９:目の白いところが黄色くなる症状のこと。＊２０: お腹に水がたまること。 
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原因
げんいん

 

慢性
まんせい

膵炎
すいえん

、糖 尿 病
とうにょうびょう

、また血縁
けつえん

のある家族
か ぞ く

の中にすい臓がんにかかった人がいる、肥満
ひ ま ん

、喫煙
きつえん

などが挙
あ

げられます。 

症 状
しょうじょう

 

腹痛
ふくつう

、食 欲
しょくよく

がない、すぐにお腹がいっぱいになる、黄疸
おうだん

、腰
こし

や背中
せ な か

の痛み
いた  

等が見られます。 

 

※ 悪性
あくせい

腫瘍
しゅよう

の治療
ちりょう

（胃
い

がん、肺
はい

がん、大腸
だいちょう

がんに共 通
きょうつう

する治療
ちりょう

内容
ないよう

） 

手 術
しゅじゅつ

や放射
ほうしゃ

線
せん

治療
ちりょう

 

がん細胞
さいぼう

が一つの場所で、他に転移
て ん い

していない場合
ば あ い

は、がんの発生
はっせい

部位
ぶ い

とその周り
まわ  

を完全
かんぜん

に

手 術
しゅじゅつ

で取
と

り除
のぞ

いたり、放
ほう

射線
しゃせん

でこわしたりする。 

薬物
やくぶつ

療 法
りょうほう

 

a. がんを消
け

して治
なお

す。 

b. がんを小さくして手 術
しゅじゅつ

をしやすくする。 

c. またがんになることを予防
よ ぼ う

する。 

d. 生きている時間
じ か ん

を長くすること、 症 状
しょうじょう

のきびしい状 態
じょうたい

をやわらげる。 

 難病 

原因
げんいん

がわからず、治療方法
ほうほう

もなく、長期的
ちょうきてき

な療 養
りょうよう

が少しずつ進行
しんこう

して、重い身体
しんたい

の障 害
しょうがい

や

後遺症
こういしょう

の残る疾患
しっかん

です。2013 年から障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

に基
もと

づき、障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを受けるこ

とが可能
か の う

となりました。そして 2014 年には難 病
なんびょう

の患者
かんじゃ

に対する
たい    

医療
いりょう

等に関する法律
ほうりつ

（難病法
なんびょうほう

）

が施行
し こ う

されました。 

パーキンソン病 

神経
しんけい

伝達
でんたつ

物質
ぶっしつ

であるドーパミンの不足
ふ そ く

により、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

がスムーズに行えない進行
しんこう

性
せい

の神経
しんけい

変性
へんせい

疾患
しっかん

で、60歳
さい

あたりに発 症
はっしょう

します。 

４大 症 状
しょうじょう

は「図 パーキンソン病の特 徴
とくちょう

」にあります。 

「ふるえ」は静かにしている時に強くなり、逆
ぎゃく

に何かをしているときは軽
かる

くなるという特 徴
とくちょう

が

あります。「姿勢
し せ い

を保
たも

てなくなる」は姿勢
し せ い

保持
ほ じ

障 害
しょうがい

、あるいは姿勢
し せ い

反射
はんしゃ

障 害
しょうがい

とも言います。 

姿勢
し せ い

は前かがみになり、歩きだす、向きを変える、止まるという動作
ど う さ

がむずかしくなります。

その他の 症 状
しょうじょう

の特 徴
とくちょう

は、こきざみ歩行
ほ こ う

、突進
とっしん

現 象
げんしょう

*21があります。 

 

 

 

＊２１:歩く速さが徐々に早くなり、自分では止まることができなくなること。 
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図 パーキンソン病の特 徴
とくちょう

 

原因
げんいん

 

原因
げんいん

はわかっていません。 

治療
ちりょう

 

薬物
やくぶつ

療 法
りょうほう

が基本
き ほ ん

ですが、少しずつ効果
こ う か

がなくなり、発 症
はっしょう

後
ご

15～20 年程度
て い ど

で寝
ね

たきりになり

ます。 

 

ホーエン-ヤールの重症度
じゅうしょうど

分類
ぶんるい

は評価
ひょうか

の基本
き ほ ん

となり、ステージⅢ以上は日 常
にちじょう

生活
せいかつ

や通院
つういん

に介助
かいじょ

が必要
ひつよう

な状 態
じょうたい

のため、公費
こ う ひ

医療
いりょう

の対 象
たいしょう

として「特定
とくてい

疾患
しっかん

」に認定
にんてい

されます。 

表 パーキンソン 病
びょう

の重症度
じゅうしょうど

分類
ぶんるい

と生活
せいかつ

機能
き の う

障害度
しょうがいど

分類
ぶんるい

 

ホーン-ヤールの重症度
じゅうしょうど

分類
ぶんるい

 生活
せいかつ

機能
き の う

障 害
しょうがい

度
ど

 

ステージ Ⅰ 左右
さ ゆ う

どちらか一方
いっぽう

（一側性
いっそくせい

）の障 害
しょうがい

。振戦
しんせん

や

拘 縮
こうしゅく

がみられるが軽 症
けいしょう

 

Ⅰ度
ど

 

日 常
にちじょう

生活
せいかつ

、通院
つういん

にほとん

ど介助
かいじょ

を必要
ひつよう

としない ステージ Ⅱ 姿勢
し せ い

、拘 縮
こうしゅく

、無動
む ど う

などが左右
さ ゆ う

（両 側
りょうがわ

）にみられ

る。身体
しんたい

バランスの障 害
しょうがい

はない 

ステージ Ⅲ 明
あき

らかな歩行
ほ こ う

障 害
しょうがい

がある。姿勢
し せ い

反射
はんしゃ

障 害
しょうがい

あり、

突進
とっしん

現 象
げんしょう

がみられる 

Ⅱ度
ど

 

日 常
にちじょう

生活
せいかつ

、通院
つういん

に介助
かいじょ

を

必要
ひつよう

とする 
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ステージ Ⅳ 立
た

ち上
あ

がりや歩行
ほ こ う

など日 常
にちじょう

生活
せいかつ

動作
ど う さ

の低下
て い か

が

目立
め だ

つ。労働
ろうどう

能 力
のうりょく

がなくなる 

Ⅲ度
ど

 

日 常
にちじょう

生活
せいかつ

に全面的
ぜんめんてき

な介助
かいじょ

を必要
ひつよう

とし、歩行
ほ こ う

や立ち上

がることができない 
ステージ Ⅴ からだが動

うご

かせない状 態
じょうたい

、介護
か い ご

による 車
くるま

いす

移動
い ど う

、寝
ね

たきりの状 態
じょうたい

 

特定
とくてい

疾患
しっかん

医療費
い り ょ う ひ

助成
じょせい

制度
せ い ど

の対 象
たいしょう

は、「ホーン-ヤールの重症度
じゅうしょうど

分類
ぶんるい

」ステージⅢ、「生活
せいかつ

機能
き の う

障害度
しょうがいど

分類
ぶんるい

」Ⅱ度以上となります。 

筋
きん

萎縮性側索
いしゅくせいそくさく

硬化症
こうかしょう

（ALS：Amyotrophic  Lateral  Sclerosis） 

手や足、体
たい

幹
かん

、のど、舌
した

など、からだ中の筋肉
きんにく

の麻痺
ま ひ

と委
い

縮
しゅく

により、声が出なくなり、飲み込

みの障 害
しょうがい

が出て、最後は寝たきりとなって、呼吸筋
こきゅうきん

の筋 力
きんりょく

低下
て い か

により呼吸
こきゅう

困難
こんなん

から人工
じんこう

呼吸
こきゅう

が

必要
ひつよう

になる場合
ば あ い

があります。 

病気が進行
しんこう

しても、知能
ち の う

や感覚
かんかく

は維持
い じ

されるため、本人の精神的
せいしんてき

苦痛
く つ う

は大きいです。 

医師
い し

の申請
しんせい

によって特定
とくてい

疾病
しっぺい

であることが認
みと

められると、さまざまな補助
ほ じ ょ

が受けられます。 
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【国家試験に挑戦！(17)】（第 29 回国家試験 問題 94） 

ホーエン・ヤール重症度
じゅうしょうど

分類
ぶんるい

でステージ 3 にあるパーキンソン 病
びょう

(Parkinson disease)の人
ひと

の日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の留意点
りゅういてん

として、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを１つ選び
えら  

なさい。 

1. 履物
はきもの

はサンダルを使用
し よ う

する 

2. 誤嚥
ご え ん

に気
き

をつける。 

3. 安静
あんせい

にして過ご
す  

す。 

4. 薬
くすり

を飲
の

み忘
わす

れた場合
ば あ い

は、次
つぎ

に 2回分
かいぶん

服用
ふくよう

する。 

5. 食物繊維
しょくもつせんい

の多
おお

い食
た

べ物
もの

は避け
さ  

る。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 

【国家試験に挑戦！(18)】（第 26 回国家試験 問題 92） 

F さん（55歳
さい

、男性
だんせい

）は、1年前
ねんまえ

に筋
きん

萎縮性側索
いしゅくせいそくさく

硬化症
こうかしょう

（amyotrophic lateral sclerosis：ＡＬ

Ｓ)と診断
しんだん

された。以前
い ぜ ん

よりも、両 上
りょうじょう

下肢
か し

の筋 力
きんりょく

低下
て い か

が進
すす

み、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

にも介助
かいじょ

が必要
ひつよう

となっ

てきた。現在
げんざい

は、壁
かべ

を伝
つた

いながら、妻
つま

の介助
かいじょ

でどうにか歩行
ほ こ う

は可能
か の う

である。体
からだ

を起
お

こすと血圧
けつあつ

が

低
ひく

くなり呼吸
こきゅう

が苦
くる

しくなるため、「何
なに

もしたくない」と自宅
じ た く

の中
なか

だけで過ご
す  

すことが多
おお

い。 

介護福祉職
かいごふくししょく

の対応
たいおう

として、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを１つ選び
えら  

なさい。 

1. 血圧
けつあつ

低下
て い か

を治療
ちりょう

する。 

2. 妻
つま

に 症 状
しょうじょう

の進行
しんこう

を説明
せつめい

する。 

3. 人工
じんこう

呼吸器
こ き ゅ う き

の装 着
そうちゃく

を 促
うなが

す。 

4. 安楽
あんらく

な体位
た い い

を工夫
く ふ う

する。 

5. 運動
うんどう

・体操
たいそう

を指導
し ど う

する。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 



 

208 

第
４
章 

第
２
節 

障
害
の
理
解 

① 

第２節 障害の理解 ① 

１ 障害を理解するということ（Disability） 

⚫ 障 害
しょうがい

のある人の話を聞き、気持ちを理解
り か い

しましょう。 

⚫ 障 害
しょうがい

のある人は、生活
せいかつ

をする上でいろいろな不便
ふ べ ん

があります。 

⚫ 障 害
しょうがい

のある人に合う支援
し え ん

が必要
ひつよう

であり、生き方があります。 

 

「障 害
しょうがい

者とは？」は、法律
ほうりつ

では以下のように定め
さだ  

られています。 

[障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

第 2 条
だいにじょう

] 

“障害
しょうがい

者とは「身体
しんたい

障害
しょうがい

、知的
ち て き

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

（発達
はったつ

障害
しょうがい

を含む
ふく  

。）その他の心身
しんしん

の機能
き の う

の

障 害
しょうがい

（以下「障 害
しょうがい

」と総 称
そうしょう

する。）がある者」であって、障 害
しょうがい

及び社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

*22により継続的
けいぞくてき

に日 常
にちじょう

生活
せいかつ

又は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

*23を受ける状 態
じょうたい

にあるものをいう” 

２ 身体障害 

⚫ 肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（運動
うんどう

機能
き の う

障 害
しょうがい

） 

病気やけがで手、足や体が失われ、動きに不自由
ふ じ ゆ う

があり、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

動作
ど う さ

が長期
ちょうき

にわたり困難
こんなん

が

ある状 態
じょうたい

です。 障 害
しょうがい

の程度
て い ど

や部位
ぶ い

には個人差
こ じ ん さ

があり、知的
ち て き

障 害
しょうがい

や内部
な い ぶ

障 害
しょうがい

などを合わせても

っている場合
ば あ い

もあります。 

以下、麻痺
ま ひ

の種類
しゅるい

とおもな疾患
しっかん

について説明
せつめい

します。 

麻痺
ま ひ

：麻痺
ま ひ

には次の 4種類
しゅるい

があります。 

図 麻痺
ま ひ

の種類
しゅるい

 

＊２２: 邪魔をするもののこと。＊２３:できる範囲がせまくなること。 
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脳
のう

血管
けっかん

障 害
しょうがい

 

脳
のう

梗塞
こうそく

や脳出血
のうしゅっけつ

により発生
はっせい

する障 害
しょうがい

です。障 害
しょうがい

を受けた脳
のう

の部位
ぶ い

の反対側
はんたいがわ

に、運動
うんどう

・感覚
かんかく

障 害
しょうがい

を発 症
はっしょう

して、麻痺
ま ひ

が出ます。麻痺
ま ひ

のある側は、体温
たいおん

や、汗
あせ

をかく量が低下
て い か

するため、体温
たいおん

測定
そくてい

は健側
けんがわ

で行ないます。また、体の中心部分も機能
き の う

低下
て い か

し、排泄
はいせつ

・呼吸
こきゅう

・消化
しょうか

系
けい

への影 響
えいきょう

から、

失禁
しっきん

、便秘
べ ん ぴ

、肺炎
はいえん

、誤嚥
ご え ん

などが起こりやすくなります。 

脳性
のうせい

麻痺
ま ひ

 

妊娠中
にんしんちゅう

から産
う

まれて 4週目
しゅうめ

に入るまでの間に、脳
のう

障 害
しょうがい

によって運動
うんどう

・姿勢
し せ い

障 害
しょうがい

があることで

す。主な 症 状
しょうじょう

として、運動
うんどう

発達
はったつ

の遅れ
お く れ

、異常
いじょう

な運動
うんどう

と姿勢
し せ い

、関節
かんせつ

が硬く
かた  

なる（拘 縮
こうしゅく

）などがあ

ります。 

痙
けい

直 型
ちょくがた

 手や足が硬く
かた  

なり、まがらない状 態
じょうたい

になる 

アテトーゼ型
がた

 不随意
ふ ず い い

運動
うんどう

*24 がみられる 

強 直 型
きょうちょくがた

 関節
かんせつ

の動
うご

きが硬く
かた  

、動作
ど う さ

が遅い
お そ い

 

失調型
しっちょうがた

 歩行
ほ こ う

バランスに問題が
もんだい  

ある状 態
じょうたい

 

混合型
こんごうがた

 さまざまなタイプが混
ま

ざっていること 

表 脳性
のうせい

麻痺
ま ひ

のタイプ 

脊髄
せきずい

損 傷
そんしょう

 

けがや事故、悪性
あくせい

新生物
しんせいぶつ

*25などで、影 響
えいきょう

をうけた脊髄
せきずい

より下に機能
き の う

障 害
しょうがい

がおこります。 

脊髄
せきずい

損 傷
そんしょう

により四肢
し し

麻痺
ま ひ

や対麻痺
つ い ま ひ

がみられ、内臓
ないぞう

機能
き の う

の低下
て い か

、自律
じ り つ

神経
しんけい

の障 害
しょうがい

、その他排泄
はいせつ

のコントロールができなくなるなどの状 態
じょうたい

になります。 

３ 内部障害 

体の中の色々な臓器
ぞ う き

（心臓
しんぞう

、腎臓
じんぞう

、呼吸器
こ き ゅ う き

、膀胱
ぼうこう

・ 直 腸
ちょくちょう

、 小 腸
しょうちょう

、肝臓
かんぞう

など）の機能
き の う

、また HIV（ヒ

ト免疫
めんえき

不全
ふ ぜ ん

ウィルスによる免疫
めんえき

の機能
き の う

障 害
しょうがい

）などを内部
な い ぶ

障 害
しょうがい

としています。  

これらは先天性
せんてんせい

*26疾患
しっかん

、外 傷
がいしょう

、悪性
あくせい

疾患
しっかん

、慢性
まんせい

疾患
しっかん

、生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

などによって日 常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

をする上で様々
さまざま

な不自由
ふ じ ゆ う

がある、“外から見えない障 害
しょうがい

”です。さまざまな医療
いりょう

機器
き き

を使っているため、

事前
じ ぜ ん

に医療
いりょう

職
しょく

に確認
かくにん

することが必要
ひつよう

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

＊２５: 動かそうとしていないのに、体が動くこと。＊２５: 悪性腫瘍、がん。＊２６:生まれたときから持っている性質の

こと。 
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心臓
しんぞう

の機能
き の う

障 害
しょうがい

 

心臓
しんぞう

は 収 縮
しゅうしゅく

と拡 張
かくちょう

*27をくり返し、全身
ぜんしん

に血液
けつえき

を送る機能
き の う

があります。心臓
しんぞう

の機能
き の う

障 害
しょうがい

とは

その機能
き の う

の低下
て い か

によって、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

に様々
さまざま

な不自由
じ ゆ う

がある状 態
じょうたい

です。 

ペースメーカーという機械
き か い

を胸
むね

に入れていることもあり、携帯
けいたい

電話
で ん わ

などの強い電磁波
で ん じ は

を発生
はっせい

す

るものを胸
むね

に近づけないようにすることが重 要
じゅうよう

です。 

腎臓
じんぞう

の機能
き の う

障 害
しょうがい

 

腎臓
じんぞう

の機能
き の う

に障 害
しょうがい

がある場合
ば あ い

には、腎臓
じんぞう

の代わりに機械
き か い

を使って血液
けつえき

をきれいにするための

人工
じんこう

透析
とうせき

をすることがあります。 特に食事
しょくじ

や生活
せいかつ

に注意
ちゅうい

することが必要
ひつよう

です。 

呼吸器
こ き ゅ う き

の機能
き の う

障 害
しょうがい

 

呼吸
こきゅう

による酸素
さ ん そ

の取り込みができなくなった場合
ば あ い

、酸素
さ ん そ

濃 縮
のうしゅく

装置
そ う ち

を利用
り よ う

することがあります。

在宅
ざいたく

酸素
さ ん そ

療 法
りょうほう

を行 う
おこな  

ことがあります。装置
そ う ち

の利用
り よ う

方法
ほうほう

や注意
ちゅうい

事項
じ こ う

を理解
り か い

しておくことと、風邪
か ぜ

をひかないようにするなどの生活
せいかつ

支援
し え ん

が必要
ひつよう

です。 

 

 

＊２７:縮んだり、広がったりすること。 

図 ペースメーカー 
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膀胱
ぼうこう

・ 直 腸
ちょくちょう

の機能
き の う

障 害
しょうがい

 

 

手 術
しゅじゅつ

によってお腹
なか

に、便
べん

や 尿
にょう

の排泄
はいせつ

できる出口を作ることがあります。この出口はストーマ

といいます。図は人工肛門
じんこうこうもん

のストーマの例です。ストーマのある人は、便や 尿
にょう

のにおいやもれな

どの不安をもっているため、特に気を付けて支援
し え ん

することが必要
ひつよう

です。 

小 腸
しょうちょう

の機能
き の う

障 害
しょうがい

 

食事
しょくじ

からの栄養
えいよう

を消化
しょうか

・吸 収
きゅうしゅう

できない障 害
しょうがい

があり、血管
けっかん

から栄養
えいよう

を送る場合
ば あ い

があります。食事
しょくじ

を行わない場合
ば あ い

でも口腔
こうくう

ケアは必ず行ない、口の中を清潔
せいけつ

にしておくことが必要
ひつよう

です。 

肝臓
かんぞう

の機能
き の う

障 害
しょうがい

 

体のだるさや発熱
はつねつ

など様々
さまざま

な 症 状
しょうじょう

があり、このため体 調
たいちょう

によって不安になることが多くあり

ます。 

HIV（ヒト免疫
めんえき

不全
ふ ぜ ん

ウィルスによる免疫
めんえき

*28 の機能
き の う

障 害
しょうがい

） 

体の免疫
めんえき

機能
き の う

の維持
い じ

ができなくなり、免疫力
めんえきりょく

が低下
て い か

します。治療
ちりょう

をしないことで、免疫力
めんえきりょく

が

低下
て い か

すると、弱
よわ

い菌
きん

やウィルスなどが活性化
か っ せ い か

して感染
かんせん

（日和見
ひ よ り み

感染
かんせん

：体力や免疫力
めんえきりょく

の低下
て い か

により、

普通
ふ つ う

では感染
かんせん

しないような病気がおこる）がおこることになります。 

介護
か い ご

で気をつけることは手洗い、また利用者
り よ う し ゃ

の血液
けつえき

や体液
たいえき

、汚染物
お せ ん ぶ つ

を触る
さ わ る

ときには、手袋を使

用することです。 

＊２８:外から入った細菌やウィルスなどから、体を守ること。  
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【国家試験に挑戦！(19)】（第 27 回国家試験 問題 87） 

身体
しんたい

障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

とその状 態
じょうたい

の組合
くみあわ

せとして、適切
てきせつ

なものを１つ選び
えら  

なさい。 

1. 聴 覚
ちょうかく

障 害
しょうがい

      ------ 嚥下
え ん げ

障 害
しょうがい

 

2. 肢体
し た い

不
ふ

自由
じ ゆ う

   ------ 構音
こうおん

障 害
しょうがい

 

3. 平衡
へいこう

機能
き の う

障 害
しょうがい

  ------ 意識
い し き

障 害
しょうがい

 

4. 内部
な い ぶ

障 害
しょうがい

    ------ 呼吸器
こ き ゅ う き

機能
き の う

障 害
しょうがい

 

5. 視覚
し か く

障 害
しょうがい

    ------ 半側
はんそく

空間
くうかん

無視
む し

 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 

【国家試験に挑戦！(20)】（第 28 回国家試験 問題 94） 

呼吸器
こ き ゅ う き

障 害
しょうがい

のある人
ひと

が日 常
にちじょう

生活
せいかつ

で工夫
く ふ う

すべきこととして、適切
てきせつ

なものを１つ選び
えら  

なさい。 

1. かぶり式
しき

の上着
う わ ぎ

を着
き

る。 

2. 湯船
ゆ ぶ ね

には肩
かた

までつかる。 

3. 食事
しょくじ

の回数
かいすう

を減
へ

らす 

4. 洋式
ようしき

便器
べ ん き

を使用
し よ う

する。 

5. すばやく歩
ある

く。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第２節 障害の理解 ② 

４ 視覚障害（目が見えない人、目が見えにくい人） 

視力
しりょく

が低下
て い か

してしっかりと見えない、見える範囲
は ん い

が狭い
せま  

（視野
し や

狭 窄
きょうさく

）、ぼやける、ゆがんで見える、色

の違い
ち が  

が分からない、といったことがあります。 

視覚
し か く

障 害
しょうがい

には、先天性
せんてんせい

*29 と後天性
こうてんせい

*30 があり、それぞれの障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

としては、視覚
し か く

の機能
き の う

に関する

ものと視覚
し か く

の異常
いじょう

に関するものがあります。 

表 視覚
し か く

障 害
しょうがい

の範囲
は ん い

（身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉法
ふ く し ほ う

による） 

 

図 眼球断面図 

 

 

 

 

 

 

＊２９:生まれたときからのもの。＊３０:生まれたときは通常だったが、その後何らかの原因でなるもの。 

1 両 眼
りょうがん

の視力
しりょく

（万国式
ばんこくしき

試
し

視力表
しりょくひょう

によって測
はか

ったものをいい、屈折
くっせつ

異常
いじょう

がある者
もの

については、矯 正
きょうせい

視力
しりょく

について測
はか

ったものをいう。以下
い か

同
おな

じ）がそれぞれ 0.1以下
い か

のもの 

2 一眼
いちがん

の視力
しりょく

が 0.02以下
い か

、他
た

眼
がん

の視力
しりょく

が 0.6以下
い か

のもの 

3 両 眼
りょうがん

の視野
し や

がそれぞれ 10°以内
い な い

のもの 

4 両 眼
りょうがん

による視野
し や

の 2分
ぶん

の 1以上
いじょう

が欠
か

けているもの 
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 緑内障 

日本の重度
じゅうど

視覚
し か く

障 害
しょうがい

の原因
げんいん

の第 1 位となる目の病気です。眼圧
がんあつ

が高くなり、視野
し や

狭 窄
きょうさく

*31が少

しずつ進行
しんこう

し、その後、失明
しつめい

*32することもあります。眼圧
がんあつ

が正 常
せいじょう

*33なこともあるものは、正 常
せいじょう

眼圧
がんあつ

緑 内 障
りょくないしょう

といわれます。 

 

 

図 緑内障の見えかた 

 白内障 

透明
とうめい

な水晶体
すいしょうたい

が白くにごる状 態
じょうたい

です。 視力
しりょく

低下
て い か

、暗
くら

い所での見えにくさ、まぶしく感じやす

い、色覚
しきかく

変化
へ ん か

などが特 徴
とくちょう

です。老人性
ろうじんせい

白内障
はくないしょう

は白内障
はくないしょう

にかかる人全体の約 70％です。 

 糖尿病網膜症 

糖 尿 病
とうにょうびょう

による合併症
がっぺいしょう

の一つで、日本の重度
じゅうど

の中途
ちゅうと

視覚
し か く

障 害
しょうがい

*34 の第 2 位となる病気です。

血液
けつえき

の中の血糖値
け っ と う ち

が高い状 態
じょうたい

が原因
げんいん

で血管
けっかん

障 害
しょうがい

が起こり、網膜
もうまく

に必要
ひつよう

な酸素
さ ん そ

の量が不足
ふ そ く

し、視力
しりょく

が低下
て い か

します。自覚
じ か く

症 状
しょうじょう

が少ないため、定期的
て い き て き

な検査
け ん さ

が必要
ひつよう

です。 

 網膜色素変性 

網膜
もうまく

の細胞
さいぼう

とその近くにある網膜
もうまく

色素
し き そ

上皮
じょうひ

細胞
さいぼう

が変化
へ ん か

するもので、両 眼
りょうがん

でゆっくり進行
しんこう

しま

す。 日本の重度
じゅうど

の中途
ちゅうと

視覚
し か く

障 害
しょうがい

の第 3 位となる病気です。 遺伝子
い で ん し

変異
へ ん い

が原因
げんいん

とされています。 

初期
し ょ き

には夜
や

盲
もう

*35がみられるのが特 徴
とくちょう

であり、視野
し や

障 害
しょうがい

が進行
しんこう

して、失明
しつめい

します。 

 加齢黄斑変性症 

加齢
か れ い

により、網膜
もうまく

の中心にある黄斑
おうはん

に障 害
しょうがい

が起き、視力
しりょく

低下
て い か

、中心暗点
ちゅうしんあんてん

（中心部が見えない）、

色覚
しきかく

異常
いじょう

（色が分からない）、変
へん

視症
ししょう

（中心がゆがんで見える）などがみられます。 

 

 

 

＊３１:小さく、狭くなること。＊３２:目が見えなくなること。＊３３: ふつうなこと。異常がないこと。＊３４:生まれた

時からの視覚
し かく

障 害
しょうがい

ではなく、急に目が不自由になること。＊３５: 暗い場所での視力が低下すること。  
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５ 聴覚・言語障害（耳が聞こえない人、耳が聞こえにくい人、話すことに不自由がある人） 

耳の聞こえに障 害
しょうがい

があり、言葉が聞こえにくい、または聞こえないことです。 

聞こえないために、話す、読む、書く、などができないことがあります。そのため、補聴器
ほ ち ょ う き

の 

使用、手話
し ゅ わ

、筆談
ひつだん

*36などを必要
ひつよう

とすることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 難聴の分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊３６:口ではなく、紙などに書いて話をすること。 

分
ぶん

 類
るい

 特
とく

  徴
ちょう

 

伝音声
でんおんせい

難 聴
なんちょう

 外耳
が い じ

から中耳
ちゅうじ

の 間
あいだ

で、音
おと

を伝
つた

える部位
ぶ い

（伝音器
で ん お ん き

）の障 害
しょうがい

で聞
き

こえが悪い
わ る い

 

補聴器
ほ ち ょ う き

の使用
し よ う

によって、聞
き

こえるようになる 

感音性
かんおんせい

難 聴
なんちょう

 内耳
な い じ

から大脳
だいのう

皮質
ひ し つ

（感音器
か ん お と き

）までの障 害
しょうがい

で聞
き

こえが悪い
わ る い

 

言葉
こ と ば

がはっきりとしないことがある 

補聴器
ほ ち ょ う き

の使用
し よ う

でも聞
き

こえないことがある 

混合性
こんごうせい

難 聴
なんちょう

 伝音声
でんおんせい

難 聴
なんちょう

と感音性
かんおんせい

難 聴
なんちょう

が合併
がっぺい

して起
お

きるもので、聞
き

こえは両 方
りょうほう

の障 害
しょうがい

の

特 徴
とくちょう

がある 
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【国家試験に挑戦！(21)】（第 31 回国家試験 問題 93） 

網膜
もうまく

色素
し き そ

変性症
へんせいしょう

（retinitis pigmentosa）の初期
し ょ き

の 症 状
しょうじょう

として、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. 硝子体
が ら す た い

出 血
しゅっけつ

 

2. 口内炎
こうないえん

 

3. 眼圧
がんあつ

上 昇
じょうしょう

 

4. 夜
や

盲
もう

 

5. 水晶体
すいしょうたい

の白濁
はくだく

 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 

 

【国家試験に挑戦！(22)】（第 29 回国家試験 問題 88） 

老人性
ろうじんせい

難 聴
なんちょう

（presbycusis）の特 徴
とくちょう

として，正
ただ

しいものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. 伝音性
でんおんせい

難 聴
なんちょう

に分類
ぶんるい

される。 

2. 高音域
こうおんいき

から始
はじ

まる。 

3. 語音
ご お ん

明瞭度
めいりょうど

は高
たか

くなる。 

4. ウィルス感染
かんせん

で生 じ
しょう  

る。 

5. 症 状
しょうじょう

は急 激
きゅうげき

に進行
しんこう

する。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第２節 障害の理解 ③ 

６ 精神*37 障害 

 精神障害者とは 

精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉法
ふ く し ほ う

という法律
ほうりつ

に、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

とは「自分の考えや気持ちがわからなくなる状 態
じょうたい

が続
つづ

く、精神
せいしん

に影 響
えいきょう

を与
あた

える薬物
やくぶつ

による中 毒
ちゅうどく

*38 やその依存症
いぞんしょう

*39、また日 常
にちじょう

生活
せいかつ

で頭脳
ず の う

を使う

行動
こうどう

に不自由
ふ じ ゆ う

がある、精神的
せいしんてき

な病気を持っている人」と、定義
て い ぎ

*40 されています。障 害
しょうがい

者
しゃ

基本法
き ほ ん ほ う

では、「障 害
しょうがい

者とは、身体
しんたい

障 害
しょうがい

、知的
ち て き

障 害
しょうがい

又は精神
せいしん

障 害
しょうがい

があるため、継続的
けいぞくてき

に日 常
にちじょう

生活
せいかつ

又は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受けるもの」とされていることから、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

は精神
せいしん

疾患
しっかん

と生活
せいかつ

上の障 害
しょうがい

の両 方
りょうほう

を持っていることが特 徴
とくちょう

となります。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 精神
せいしん

障 害
しょうがい

の原因
げんいん

と 症 状
しょうじょう

 

 

 

 

 

＊３７:人間の心のこと。＊３８:薬や毒が身体の中に入って病気や機能障害が起こること。＊３９:あるものに頼って、それ

がないと生活ができないような精神状態になること。＊４０:物や事の言葉の意味をはっきりと決めること。 

精神
せいしん

障 害
しょうがい

 例
れい

 原因
げんいん

（ 症 状
しょうじょう

） 

内因性
ないいんせい

 

 

統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

、気分
き ぶ ん

障 害
しょうがい

、 

非定型
ひ て い け い

精神病
せいしんびょう

など 

はっきりしていない 

外因性
がいいんせい

 

 

・器質性
き し つ せ い

精神
せいしん

障 害
しょうがい

 

（脳
のう

そのもの病 変
びょうへん

による） 

・症 状 性
しょうじょうせい

精神
せいしん

障 害
しょうがい

 

（からだの病 変
びょうへん

が脳
のう

に影 響
えいきょう

をおよ

ぼす） 

・中毒性
ちゅうどくせい

精神
せいしん

障 害
しょうがい

 

（アルコールや薬物
やくぶつ

によるもの） 

脳
のう

そのものの変化
へ ん か

や身体的
しんたいてき

な病気、 

薬物
やくぶつ

などによって脳
のう

の機能
き の う

障 害
しょうがい

が 

起
お

こり、こころの病気
びょうき

を引
ひ

き起
お

こす 

器質性
き し つ せ い

 

 

神経症
しんけいしょう

、心因
しんいん

反応
はんのう

、 

パーソナリティ障 害
しょうがい

など 

ストレスなど何
なに

かのきっかけに加
くわ

え、

性格
せいかく

などの個人的
こ じ ん て き

要因
よういん

、心身
しんしん

の状 態
じょうたい

や

対人
たいじん

関係
かんけい

などの環 境
かんきょう

的
てき

な要因
よういん

などが 

複雑
ふくざつ

となり、精神
せいしん

症 状
しょうじょう

が生 じ
しょう  

る 
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 統合失調症 

思春期
し し ゅ ん き

（8歳
さい

ぐらいから 17，8歳
さい

）から 30 代に多く発 症
はっしょう

する原因
げんいん

不明
ふ め い

の疾患
しっかん

です。 

服薬
ふくやく

やその他の医療
いりょう

、また福祉
ふ く し

の支援
し え ん

を受けながら生活
せいかつ

をする人もいます。 

症 状
しょうじょう

 

陽性
ようせい

症 状
しょうじょう

 

⚫ 妄想
もうそう

（実際
じっさい

に起こっていないことを、起こったことであると思い込む） 

⚫ 幻覚
げんかく

（実際
じっさい

にはないことが聞こえたり『幻 聴
げんちょう

』、見えたりする『幻視
げ ん し

』など） 

⚫ 自我
じ が

障 害
しょうがい

（『人は自分の心が読める』、『自分の考えが人に伝わっている』、『外部の力によっ

て考えや衝 動
しょうどう

が自分の中に吹
ふ

き込まれている』などと思い込む） 

など 

陰性
いんせい

症 状
しょうじょう

 

⚫ 社会性
しゃかいせい

の喪失
そうしつ

（他者
た し ゃ

とのかかわりに興味
きょうみ

を 失
うしな

うこと） 

⚫ 感 情
かんじょう

鈍麻
ど ん ま

（ 表 情
ひょうじょう

がなくなり、感 情
かんじょう

が鈍
にぶ

くなること） 

⚫ 意欲
い よ く

の低下
て い か

、会話の貧困
ひんこん

（言葉数が少なくなり、思考
し こ う

の低下
て い か

があること） 

など 

認知
に ん ち

機能
き の う

障 害
しょうがい

 

⚫ 集 中 力
しゅうちゅうりょく

や記憶力
きおくりょく

の低下
て い か

、ものごとを計画
けいかく

する能 力
のうりょく

や問題が
もんだい  

起こった際
さい

の解
かい

決
けつ

する能 力
のうりょく

の

欠如
けつじょ

*41など 

 気分障害（うつ病／双極性感情障害[躁うつ病]） 

うつ 病
びょう

 

さまざまなストレスによって、倦怠感
けんたいかん

や気持ちが落ち込む、頭痛
ず つ う

、食 欲
しょくよく

不振
ふ し ん

などの 症 状
しょうじょう

があ

り、3週 間
しゅうかん

以上続
つづ

いた場合
ば あ い

にうつ 病
びょう

が 疑
うたが

われます。長期的
ちょうきてき

休 養
きゅうよう

が必要
ひつよう

であり、また再発
さいはつ

するこ

ともあります。自己
じ こ

管理
か ん り

として、食事
しょくじ

や排泄
はいせつ

、睡眠
すいみん

、運動等の規則
き そ く

正しい日 常
にちじょう

生活
せいかつ

をするなどで

す。またストレスをため込まず、適度
て き ど

に気持ちを表 す
あらわ  

ように意識
い し き

します。 

・ 症 状
しょうじょう

 

うつ気分 

落ち込んだ気持ち、何をしてもつまらない、不安感 

意欲
い よ く

の低下
て い か

 

何もやる気がなくなる、記憶力
きおくりょく

も低下
て い か

する 

 

＊４１:必要な物や事が足りていないこと。  
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身体
しんたい

の 症 状
しょうじょう

 

不眠
ふ み ん

、食 欲
しょくよく

不振
ふ し ん

、頭痛
ず つ う

、便秘
べ ん ぴ

など 

 

高齢期
こ う れ い き

のうつ 病
びょう

 

50～60歳
さい

代は、うつ 病
びょう

が起こりやすいです。 

特 徴
とくちょう

 

⚫ 青
せい

年期
ね ん き

のうつ 病
びょう

に比べると、慢性化
ま ん せ い か

*42しやすく、 改
あらた

めて発 症
はっしょう

しやすい 

⚫ 精神的
せいしんてき

要因
よういん

*43や環 境
かんきょう

変化
へ ん か

などが、発 症
はっしょう

する原因
げんいん

になりやすい 

⚫ からだの具合
ぐ あ い

の悪さや痛み
いた  

などの 訴
うった

えが強く、うつ状 態
じょうたい

がわかりにくいこともある 

また、パーキンソン 病
びょう

や糖 尿 病
とうにょうびょう

、脳
のう

の疾患
しっかん

などの身体
しんたい

疾患
しっかん

、薬物
やくぶつ

が原因
げんいん

で 生
しょう

じるものも多

いです。 

うつ状 態
じょうたい

にある人への関
かか

わり方 

⚫ 相手
あ い て

の言葉、感 情
かんじょう

などを、批判
ひ は ん

*44 したり評価
ひょうか

したりせず、落ち着いた気持ち、態度
た い ど

で接
せっ

すること 

⚫ 1 日の中でも気分の波
なみ

*45 がみられることが多い。朝は最 も
もっと  

気分が落ち込み、午後
ご ご

から夕方
ゆうがた

にかけて 症 状
しょうじょう

が軽
かる

くなるといった 症 状
しょうじょう

の変化
へ ん か

、また 薬
くすり

の副作用
ふ く さ よ う

を観察
かんさつ

すること 

⚫ 自殺
じ さ つ

*46 の予防
よ ぼ う

につとめること 

双極性
そうきょくせい

感 情
かんじょう

障 害
しょうがい

（躁
そう

うつ 病
びょう

） 

気持ちが明るくなる、活動
かつどう

が積極的
せっきょくてき

になるなどの特 徴
とくちょう

がある「躁
そう

状 態
じょうたい

」と、何もする気が起

きない「うつ状態
じょうたい

」をくり返すタイプのものです。 

 

＊４２:症状はひどくはないが、長くなかなか治らない状態。＊４３:主な原因。＊４４:人の意見などについて、悪い点を見

つけて良くなるようにいうこと。＊４５:気分がよくなったり、わるくなったりすること。＊４６:自分で自分の命を終わらせ

ること。  
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表 精神
せいしん

障 害
しょうがい

の治療
ちりょう

 

 アルコール依存症 

アルコールに対して
た い    

、身体
しんたい

依存
い ぞ ん

と病 的
びょうてき

に強い依存
い ぞ ん

があり、それによって日 常
にちじょう

・社会
しゃかい

生活
せいかつ

、健康面
けんこうめん

で問題が生じます。 

 知的障害 

知能
ち の う

の発達
はったつ

*48に遅
おく

れがあり、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

をすることに不自由
ふ じ ゆ う

があります。知的
ち て き

障 害
しょうがい

には軽度
け い ど

～

重度
じゅうど

までの段階
だんかい

があり、できることを支援
し え ん

することが必要
ひつよう

です。 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の支援
し え ん

 

⚫ 1 人で行動
こうどう

しようとするため、助け合うことを理解
り か い

してもらう 

⚫ 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

をそのまま受容
じゅよう

*49し、共 感
きょうかん

*50的
てき

態度
た い ど

で接
せっ

する 

⚫ 病気の 症 状
しょうじょう

や障 害
しょうがい

の特 徴
とくちょう

を考えて支援
し え ん

する 

⚫ 治療
ちりょう

薬
やく

をきちんと服用
ふくよう

しているか確認
かくにん

する 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊４７:遊び。＊４８:人の心や体が成長すること。＊４９:受け入れること。＊５０:他人の考えや気持ちがわかること。  

治療
ちりょう

法名
ほうめい

 治療
ちりょう

内容
ないよう

 具体例
ぐ た い れ い

 

精神
せいしん

療 法
りょうほう

 患者
かんじゃ

の心身
しんしん

の変化
へ ん か

をもたらすよう、

精神的
せいしんてき

な作用
さ よ う

を通
つう

じて変化
へ ん か

を目的
もくてき

とした治療法
ちりょうほう

 

カウンセリング、精神
せいしん

分析
ぶんせき

療 法
りょうほう

、行動
こうどう

療 法
りょうほう

、

遊戯
ゆ う ぎ

*47療 法
りょうほう

 

など 

生活
せいかつ

療 法
りょうほう

 患者の 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の 調 整
ちょうせい

や訓練
くんれん

、

指導
し ど う

を行い、 症 状
しょうじょう

の改善
かいぜん

を図る
はか  

。

社会への参加
さ ん か

を 促
うなが

す治
ち

療 法
りょうほう

 

作業
さぎょう

療 法
りょうほう

、レクリエーション療 法
りょうほう

、精神科
せ い し ん か

リハビリテーション 

など 
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【国家試験に挑戦！(23)】（第 31 回国家試験 問題 90） 

統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

(schizophrenia)の特 徴
とくちょう

的
てき

な 症 状
しょうじょう

として、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. 妄想
もうそう

 

2. 躁
そう

うつ 

3. 強 迫
きょうはく

観念
かんねん

 

4. 振戦
しんせん

せん妄
もう

 

5. 見捨
み す

てられ不安
ふ あ ん

 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 

【国家試験に挑戦！(24)】（第 27 回国家試験 問題 89） 

統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

(schizophrenia)の陰性
いんせい

症 状
しょうじょう

に関
かん

する次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち，正
ただ

しいものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. 感 情
かんじょう

の動
うご

きが乏
とぼ

しくなる。 

2. 誰
だれ

かに支配
し は い

されているような感覚
かんかく

を抱
いだ

く。 

3. あるはずのない声
こえ

が聞
き

こえる。 

4. 危険
き け ん

な状 態
じょうたい

にあると思
おも

い込
こ

み、強
つよ

い不安
ふ あ ん

や敵意
て き い

を抱
いだ

く。 

5. 話
はなし

の内容
ないよう

が次々
つぎつぎ

に変
か

わり、まとまりがない。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第２節 障害の理解 ④ 

７ 高次脳機能障害 

病気やけがが原因
げんいん

で、脳
のう

に損 傷
そんしょう

*51 が起こり、障 害
しょうがい

となります。 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

をする上で様々
さまざま

な不自由
ふ じ ゆ う

がある 症 状
しょうじょう

として、言語
げ ん ご

、記憶
き お く

、理解
り か い

、判断
はんだん

、注意
ちゅうい

、学 習
がくしゅう

、行為
こ う い

、感 情
かんじょう

などの認知
に ん ち

機能
き の う

が障 害
しょうがい

された状 態
じょうたい

があります。 

  表 高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障 害
しょうがい

のおもな 症 状
しょうじょう

 

障
しょう

 害
がい

 症
しょう

 状
じょう

 

記憶
き お く

障 害
しょうがい

 自分で物を置
お

いた場所を忘れる 

新しい出来事
で き ご と

や約束
やくそく

を覚
おぼ

えられない 

覚
おぼ

えられないために、同じことを質問
しつもん

する 

注意
ちゅうい

障 害
しょうがい

 ミスをすることが多い 

作業
さぎょう

をしている時にぼんやりとしている 

2 つのことを同時
ど う じ

にやろうとして、どうしたらよいかわからなくなって困って

しまう 

今の作業
さぎょう

を終わらせることができず、次の作業
さぎょう

が始められない 

作業
さぎょう

をしようとしても、すぐに疲れ
つか  

てしまう 

遂行
すいこう

機能
き の う

障 害
しょうがい

 状 況
じょうきょう

判断
はんだん

ができないため、人に指示
し じ

をされないと行動
こうどう

できない 

自分で計画
けいかく

を立てて行えない 

約束
やくそく

の時間
じ か ん

に間に合わない 

社会的
しゃかいてき

行動
こうどう

障 害
しょうがい

 興奮
こうふん

しやすく、すぐに怒
おこ

ったり笑
わら

ったりする（感 情
かんじょう

コントロールの低下
て い か

） 

子どもっぽくなる（依存
い ぞ ん

・退行
たいこう

） 

異常
いじょう

に食べたり、お金を使ったりする（欲 求
よっきゅう

コントロールの低下
て い か

） 

相手
あ い て

の気持ちや 状 況
じょうきょう

に合わせた言動ができない（対人
たいじん

技能
ぎ の う

拙劣
せつれつ

） 

1 つのことにこだわり*52続
つづ

ける（固執性
こ し つ せ い

） 

半側
はんそく

空間
くうかん

無視
む し

 患側
かんそく

にあるものを認識
にんしき

できない、見えているが認識
にんしき

できない 

  

 

 

 

＊５１:傷つくこと。＊５２:1 つのことをとても気にすること。 
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図 高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障 害
しょうがい

の 症 状
しょうじょう

  

８ 発達障害 

2004 年制定
せいてい

、2005 年施行
し こ う

「発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
し え ん ほ う

」 

“発達
はったつ

障 害
しょうがい

”という語句
ご く

が定
さだ

められました。 

2010 年「障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援法
し え ん ほ う

」の見直し 

“発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

”が障 害
しょうがい

者に含
ふく

まれることとなりました。 

2011 年「障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

」の改正
かいせい

 

「精神
せいしん

障 害
しょうがい

」に「発達
はったつ

障 害
しょうがい

」が加わりました。 

以下が、主な発達
はったつ

障 害
しょうがい

の定義
て い ぎ

です。 

 自閉症（Autistic Disorder） 

⚫ 友達
ともだち

などをつくることができないといった「対人
たいじん

関係
かんけい

の障 害
しょうがい

」 

⚫ 言葉が出ないなどの「コミュニケーションの障 害
しょうがい

」 

⚫ 興味
きょうみ

や関心
かんしん

が狭
せま

く、「特定
とくてい

のものだけへの興味
きょうみ

や、活動
かつどう

への障 害
しょうがい

」の 3 つの特 徴
とくちょう

をもち、

生まれてから早いうちに明らかになります。  

 

最近
さいきん

では 症 状
しょうじょう

が軽
かる

い人たちまで含
ふく

めて、「自閉症
じへいしょう

スペクトラム障 害
しょうがい

」という呼
よ

び方もされて

います。 

 学習障害（LD：Learning Disabilities） 

全般的
ぜんぱんてき

な知的
ち て き

発達
はったつ

に遅
おく

れはないが、聞く、話す、読む、書く、計算する、又は推論
すいろん

する能 力
のうりょく

の

うち、特定
とくてい

のものの習 得
しゅうとく

と使用に 著
いちじる

しい困難
こんなん

を示
しめ

す様々
さまざま

な状 態
じょうたい

を指しています。 
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 注意欠如・多動性障害（ADHD：Attention-Deficit/Hyperactivity 

Disorder） 

年齢
ねんれい

、あるいは発達
はったつ

に合わない注意
ちゅうい

力のレベル、及び／又は衝動性
しょうどうせい

、多動
た ど う

性
せい

を特 徴
とくちょう

とする行動
こうどう

の障 害
しょうがい

で、社会的な活動
かつどう

や勉強の機能
き の う

に不自由
ふ じ ゆ う

があります。 

7歳
さい

以下で発 症
はっしょう

し、その状 態
じょうたい

が継続
けいぞく

し、中 枢
ちゅうすう

神経
しんけい

系
けい

に何かの要因
よういん

による問題が
もんだい  

あると考えら

れています。 

    

９ 障害の受容過程 

障 害
しょうがい

の受容
じゅよう

とは、障 害
しょうがい

者が自分の障 害
しょうがい

を心の中に受け入れることです。障 害
しょうがい

の受容
じゅよう

過程
か て い

は適応
てきおう

に向

かって一
いち

段階
だんかい

ずつ進むものではなく、進んだり戻
もど

ったりします。 

 【障害のある人の心理】 

ショック期 発 症
はっしょう

してすぐにショックを受ける。障 害
しょうがい

が残るかはわからず、

不安は強くない 

 

回復
かいふく

への期
き

待期
た い き

 

（否認期
ひ に ん き

） 

障 害
しょうがい

が残るのではないかという不安があり、回復
かいふく

を期待
き た い

するこ

とで障 害
しょうがい

を認めない（否認
ひ に ん

する） 

  

混乱
こんらん

*53 と苦悩
く の う

*54 の時期
じ き

 障 害
しょうがい

が回復
かいふく

*55 しそうにないことがわかり、周囲
しゅうい

に怒
いか

りやうらみ

の感 情
かんじょう

を表 し
あらわ  

、悲観
ひ か ん

*56 してうつ状 態
じょうたい

が出たり、自殺
じ さ つ

を考える

こともあり、心理的
し ん り て き

混乱
こんらん

の段階
だんかい

 

        

 

＊５３:何が何かわからなくなるくらい乱れること。＊５４:悩んで苦しくなること。＊５５:病気などが治り、もとのとおり

になること。＊５６:何でも悪く悲しく考えること。 
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適応
てきおう

（解決
かいけつ

）への努力期
ど り ょ く き

 障 害
しょうがい

を受け入れ、自分で前向きに努力
どりょく

しようとする 

   
 

適応
てきおう

（受容
じゅよう

）期
き

 障 害
しょうがい

を受け入れ、残
のこ

された機能
き の う

の活用
かつよう

や新しい考えをもって生

きてゆく段階
だんかい

 

   

（参考資料）シンボルマークの例 
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【国家試験に挑戦！(25)】（第 27 回国家試験 問題 90） 

高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障 害
しょうがい

(schizophrenia)の原因
げんいん

疾患
しっかん

として、正
ただ

しいものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. ダウン症候群
しょうこうぐん

(Down’s syndrome) 

2. アルツハイマー型
がた

認知症
にんちしょう

(dementia of the Alzheimer’s type) 

3. 自閉症
じへいしょう

スペクトラム障 害
しょうがい

(autism spectrum disorder) 

4. 統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

(schizophrenia) 

5. 脳炎
のうえん

(encephalitis) 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 

【国家試験に挑戦！(26)】（第 28 回国家試験 問題 91） 

自閉症
じへいしょう

スペクトラム障 害
しょうがい

(Autism Spectrum Disorder: ASD)のある人
ひと

への対応
たいおう

として、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. こだわり行動
こうどう

に対して
た い    

は、介 入
かいにゅう

しない。 

2. 不
ふ

適切
てきせつ

な行動
こうどう

をとっているときは、強
つよ

く制止
せ い し

する。 

3. 予定
よ て い

の変更
へんこう

があるときには、メモや絵
え

を使
つか

って、予告
よ こ く

する。 

4. 情 報
じょうほう

を伝
つた

えるときには、一度
い ち ど

に多
おお

くの情 報
じょうほう

を提 供
ていきょう

する。 

5. パニックを引
ひ

き起
お

こす事柄
ことがら

を克服
こくふく

できるよう訓練
くんれん

する。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第３節 認知症の理解 ① 

１０ 認知症とは 

「認知症
にんちしょう

」とは、一度は正 常
せいじょう

に発達
はったつ

した認知
に ん ち

機能
き の う

が、大人になってから何らかの障 害
しょうがい

をうけて低下
て い か

し、

生活
せいかつ

に支障
ししょう

がある状 態
じょうたい

のことをいいます。ただ物忘
ものわす

れをするだけでなく、生活
せいかつ

に支障
ししょう

が出て認知症
にんちしょう

と診断
しんだん

されるのです。認知症
にんちしょう

という一つの病気の名前ではありません。 

いろいろな病気が原因
げんいん

で、記憶
き お く

障 害
しょうがい

などの、認知
に ん ち

機能
き の う

に問題が
もんだい  

起こります。 

認知症
にんちしょう

になる原因
げんいん

の病気は、アルツハイマー 病
びょう

、脳
のう

血管
けっかん

障 害
しょうがい

、レビー小 体
しょうたい

、ピック 病
びょう

などのほか、

アルコール依存
い ぞ ん

や正 常 圧
ただしじょうあつ

水頭症
すいとうしょう

、慢性硬
まんせいこう

膜下血腫
ま く か け っ し ゅ

などたくさんあります。脳
のう

の病気以外の原因
げんいん

によって

起こることもあります。 

脳
のう

は人間の活動
かつどう

をコントロールしています。認知症
にんちしょう

では脳
のう

の細胞
さいぼう

が死んでしまったり、脳
のう

の 働
はたら

きに

問題が
もんだい  

起こったりして、生活
せいかつ

するうえで困
こま

ることが増えます。 

 脳と記憶のしくみ 

脳
のう

のしくみ 

 

 

 

総 重 量
そうじゅうりょう

は男性で 1400ｇ、女性で 1250

ｇ。 

大脳
だいのう

の表面は脳
のう

神経
しんけい

細胞
さいぼう

で(150億
おく

～200

億個
お く こ

）でおおわれています。 

脳
のう

は人間の 情 報
じょうほう

伝達
でんたつ

系
けい

をまとめる役を

しています。 

大脳
だいのう

は前頭
ぜんとう

葉
よう

、頭
とう

頂
ちょう

葉
よう

、側頭
そくとう

葉
よう

、後頭
こうとう

葉
よう

の４つに分かれています。 

前頭
ぜんとう

葉
よう

は思考
し こ う

、側頭
そくとう

葉
よう

は意味
い み

記憶
き お く

、頭
とう

頂
ちょう

葉
よう

は運動
うんどう

や知覚
ち か く

、後頭
こうとう

葉
よう

は視覚
し か く

と、それぞ

れ脳
のう

のこわれた部位
ぶ い

ごとに特有
とくゆう

の 症 状
しょうじょう

が出ます。 

脳
のう

の神経
しんけい

細胞
さいぼう

は手（細胞
さいぼう

突起
と っ き

）を伸ばし
の   

、

ネットワーク（神経
しんけい

回路網
か い ろ も う

）を作ります。 

ネットワークは、学 習
がくしゅう

や経験
けいけん

によって増

えます。 

正 常
せいじょう

な人でも 20歳
さい

ごろから神経
しんけい

細胞
さいぼう

が

こわれて抜
ぬ

け落ちはじめます。 
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30歳
さい

ごろから 1 日約 10 万個減 少
げんしょう

、50

年間で 18億個
お く こ

、脳
のう

神経
しんけい

細胞
さいぼう

の約 10％が

減 少
げんしょう

すると言われています。 

記憶
き お く

のしくみ 

 

記憶
き お く

には短期
た ん き

記憶
き お く

と長期
ちょうき

記憶
き お く

がありま

す。 

記憶
き お く

を長期
ちょうき

記憶
き お く

に変える時に、海馬
か い ば

が

重 要
じゅうよう

な役割
やくわり

をしています。 

海馬
か い ば

が 障 害
しょうがい

されると、短期
た ん き

記憶
き お く

を長期
ちょうき

記憶
き お く

に変えられません。 

認知症
にんちしょう

のある人は、海馬
か い ば

を障 害
しょうがい

されるこ

とで記憶
き お く

障 害
しょうがい

が起こります。 

短期
た ん き

の記憶
き お く

が長期
ちょうき

の記憶
き お く

にならないた

め、今言われたことが覚
おぼ

えられないので

す。 

記憶
き お く

の種類
しゅるい

 

 

      

短期
た ん き

記憶
き お く

は、今覚えた数字を繰
く

り返
かえ

すよ

うに、ほんの数 秒
すうびょう

保持
ほ じ

される記憶
き お く

です。 

長期
ちょうき

記憶
き お く

には、数分
すうふん

から死ぬまで保持
ほ じ

さ

れる記憶
き お く

があります。 

長期
ちょうき

記憶
き お く

には、エピソード記憶
き お く

、意味
い み

記憶
き お く

、手続
て つ づ

き記憶
き お く

、プライミング記憶
き お く

があ

ります。 

エピソード記憶
き お く

：思い出や個人的
こ じ ん て き

な体験
たいけん

です。 

意味
い み

記憶
き お く

：学 習
がくしゅう

した知識
ち し き

です。 

手続
つづ

き記憶
き お く

：体で覚
おぼ

えた記憶
き お く

 (自転車
じ て ん し ゃ

の

運転
うんてん

等
とう

)。 

プライミング記憶
き お く

：先入観
せんにゅうかん

*57や勘違
かんちが

い*58

に関連
かんれん

したものです。 

 

 

＊５７:初めに知ったことから作られた固定的な考え。＊５８:間違って思い込むこと。  
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 老化と認知症 

「老化
ろ う か

」と「認知症
にんちしょう

」 

 

 

人間は年を重
かさ

ねると誰
だれ

でも忘れっぽくなり

ます。これを「物忘
ものわす

れ」と言います。 

認知症
にんちしょう

の物忘
ものわす

れ（記憶
き お く

障 害
しょうがい

）とは違い
ち が  

ます。 

老化
ろ う か

の物忘
ものわす

れ（健忘
けんぼう

）は、体験
たいけん

の一部
い ち ぶ

の忘
わす

れです。 

認知症
にんちしょう

の場合
ば あ い

はエピソード全体
ぜんたい

を忘れま

す。 

老化
ろ う か

の物忘
ものわす

れは生活
せいかつ

に問題
もんだい

はありません。 

認知症
にんちしょう

の物忘
ものわす

れは、生活
せいかつ

に問題が
もんだい  

出てきま

す。 

年をとれば誰
だれ

でも忘
わす

れっぽくなりますが、

みんなが認知症
にんちしょう

になるわけではありませ

ん。健忘
けんぼう

は正 常
せいじょう

な物忘
ものわす

れですが、認知症
にんちしょう

は

主に脳
のう

の病気で起こるものです。 

 「健忘」と「認知症」の違い（事例） 

「健忘
けんぼう

」の物忘
ものわす

れ 
例）「おじいちゃん、先週山田さんの

結婚式
けっこんしき

に行ったけど、どんな料理
りょうり

が出た

の？」 

        ↓ 

「あ～、行ったね。お刺身
さ し み

に、ステーキに

茶わん蒸
む

しが出たけど、あとは忘
わす

れた

な。」 

 

体験
たいけん

の一部
い ち ぶ

の忘
わす

れなので異常
いじょう

ではありま

せん。 

「認知症
にんちしょう

」の物忘
ものわす

れ 

 

例）「おじいちゃん、先週山田さんの

結婚式
けっこんしき

に行ったけど、どんな料理
りょうり

が出た

の？」 

        ↓ 

「オレは山田さんの結婚式
けっこんしき

なんか行って

ないよ！」 

 

結婚式
けっこんしき

というイベントを全部
ぜ ん ぶ

忘
わす

れてしま

っているので、認知症
にんちしょう

の記憶
き お く

障 害
しょうがい

です。 
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【国家試験に挑戦！(27)】（第 25 回国家試験 問題 98） 

若
わか

いころに修 得
しゅうとく

した技術
ぎじゅつ

や技能
ぎ の う

の記憶
き お く

は、高齢
こうれい

になっても長
なが

く保存
ほ ぞ ん

されていることが多
おお

い。こ

の記憶
き お く

として、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. 手続
て つ づ

き記憶
き お く

 

2. 意味
い み

記憶
き お く

 

3. エピソード記憶
き お く

 

4. 短期
た ん き

記憶
き お く

 

5. 長期
ちょうき

記憶
き お く

 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 

【国家試験に挑戦！(28)】（第回国家試験 問題） 

加齢
か れ い

による物忘
ものわす

れと比
くら

べた時
とき

の、認知症
にんちしょう

(dementia)による物忘
ものわす

れの特 徴
とくちょう

として、最 も
もっと  

適切
てきせつ

な

ものを 1つ選び
えら  

なさい。 

1. 見当
けんとう

識
しき

障 害
しょうがい

はない。 

2. 物忘
ものわす

れの自覚
じ か く

はない。 

3. 物忘
ものわす

れが進行
しんこう

しない。 

4. 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

に明
あき

らかな支障
ししょう

はない。 

5. 体験
たいけん

の一部
い ち ぶ

だけを思
おも

い出
だ

せない。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第３節 認知症の理解 ② 

１１ 中核症状と行動・心理症状 

認知症
にんちしょう

の中 核
ちゅうかく

症 状
しょうじょう

と、行動
こうどう

・心理
し ん り

症 状
しょうじょう

を具体的
ぐ た い て き

に見ていきましょう。 

 中核症状 

中 核
ちゅうかく

症 状
しょうじょう

とは 

⚫ 脳
のう

の神経
しんけい

細胞
さいぼう

がこわれることによって起こる 症 状
しょうじょう

です。 

⚫ 認知
に ん ち

機能
き の う

の障 害
しょうがい

で、記憶
き お く

障 害
しょうがい

、見当
けんとう

識
しき

障 害
しょうがい

、実行
じっこう

機能
き の う

障 害
しょうがい

などをいいます。 

⚫ 認知症
にんちしょう

になると、人によっての差
さ

はありますが、何らかの中 核
ちゅうかく

症 状
しょうじょう

が出ると言われています。 

「記憶
き お く

障 害
しょうがい

」 

 

認知症
にんちしょう

になると新しいことが覚
おぼ

えられま

せん。 

少し前に聞いたことを忘
わす

れます。 

進行
しんこう

すると、大切な情 報
じょうほう

も消えてしまい

ます。 

経験
けいけん

したことすべてを忘
わす

れてしまいます。 

目の前の人が誰
だれ

だかわからなくなること

があります。 

月や季節
き せ つ

を間違
ま ち が

えることがあります。 

「見当
けんとう

識
しき

障 害
しょうがい

」 

  

 

時間
じ か ん

・場所・人がわからなくなることです。 

「今日は何日か、今は何時か」がわからな

いので、日付を間違
ま ち が

えたり季節
き せ つ

を間違
ま ち が

え

たりします。季節
き せ つ

がわからないので、服装
ふくそう

が季節
き せ つ

に合わないことがあります。 

「ここはどこか」がわからないので、自分

の家に帰ろうとします。 

道に迷う
まよ  

、自宅のトイレの場所がわから

なくなったりします。 

人を間違
ま ち が

えることがあります。 

（50歳
さい

過ぎの息子
む す こ

をおじさんと呼んだり

します） 
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「実行
じっこう

機能
き の う

障 害
しょうがい

」 

 

 

 

適切
てきせつ

な順 番
じゅんばん

に行 う
おこな  

ことができなくなり

ます。 

二つ以上のことを同時
ど う じ

に行 う
おこな  

ことが 難
むずか

しくなります。 

計画
けいかく

を立てて実行
じっこう

することが 難
むずか

しくな

ります。 

料理
りょうり

を始めたけれど、どういう順 番
じゅんばん

で作

るかわからなくなったりします。 

 行動・心理症状 

行動
こうどう

・心理
し ん り

症 状
しょうじょう

は、ＢＰＳＤ（Behavioral and Psychological Symptoms of Dementia）

とも言われています。 

本人の性格
せいかく

や環 境
かんきょう

、人間
にんげん

関係
かんけい

などが関係
かんけい

して起こると言われています。 

認知症
にんちしょう

の方全員
ぜんいん

にこれらの 症 状
しょうじょう

がでるというわけではありません。介護福祉職
かいごふくししょく

の対応
たいおう

によっ

ては、 症 状
しょうじょう

が悪く
わる  

なったり、 逆
ぎゃく

に改善
かいぜん

したりすることがあります。 

また、記憶
き お く

障 害
しょうがい

や見当
けんとう

識
しき

障 害
しょうがい

などの中 核
ちゅうかく

症 状
しょうじょう

から行動
こうどう

・心理
し ん り

症 状
しょうじょう

につながっていること

があります。 

心理
し ん り

症 状
しょうじょう

 

心理
し ん り

症 状
しょうじょう

には、妄想
もうそう

、誤認
ご に ん

、幻覚
げんかく

、うつ、アパシー、不安などがあります。 

「誤認
ご に ん

」 

 

 

誤認
ご に ん

は、「あるものが違う
ちが  

ものに見える」

ことです。 

ある人が違う
ちが  

人に見えることもありま

す。 

 

例） 

・介護
か い ご

福祉
ふ く し

職 員
しょくいん

を自分の 娘
むすめ

だと思って、

娘
むすめ

の名前で呼ぶ。 

・ハンガーにかかっている服
ふく

を、人だと思

う。 
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「幻覚
げんかく

」 

 

 

「現実
げんじつ

には無い
な  

ものが見えたり、聞こえた

り、感
かん

じたりする」ことです。私たちには

見えませんが、本人にははっきり見えて

いたり、聞こえていたりします。 

 

例） 

・誰
だれ

もいない部屋
へ や

を指さして、「子どもが

遊
あそ

んでいる」という。 

・虫
むし

を追
お

いはらう動作
ど う さ

をする。 

「うつ」 

 

 

「気分が落ち込んでしまう」ことです。 

自分は何かおかしいと気づいて元気がな

くなることがあります。 

認知症
にんちしょう

の始めに起こりやすい 症 状
しょうじょう

で

す。 

認知症
にんちしょう

の始めは、自分でもなにかおかし

いとわかっています。とても不安になり、

気分が落
お

ち込
こ

み「うつ」の状 態
じょうたい

になるこ

とがあります。 

「アパシー」 

 

 

「やる気が出ない」ことです。 

なんでも人に頼
たの

むなど、自分から行動
こうどう

し

ないことです。 

 

例） 

・何もせず一日中、テレビを見て家の中で

過ご
す  

している。 
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「不安」 

 

 

 

「わからないことが増
ふ

えるので、いつも不

安で心配
しんぱい

」です。 

たとえば、このような不安を感じます。 

 朝、目が覚
さ

めたら、知らないところに

来ている。 

 周り
まわ  

には誰
だれ

も知っている人がいない。 

 どうしてここにいるのかわからない。 

 周り
まわ  

の人はニコニコしているけれど、

誰
だれ

なのかわからない。 

これも記憶
き お く

障 害
しょうがい

が関係
かんけい

します。 

自分が施設
し せ つ

に入ったことを記憶
き お く

できない

と、先ほどのような不安を感
かん

じるでしょ

う。 

行動
こうどう

症 状
しょうじょう

 

行動
こうどう

症 状
しょうじょう

には、徘徊
はいかい

、焦 燥
しょうそう

、介護
か い ご

に対する
たい    

抵抗
ていこう

、夕暮
ゆ う ぐ

れ症候群
しょうこうぐん

、収 集 癖
しゅうしゅうへき

などがあります。 

「焦 燥
しょうそう

」 

 

 

 

いろいろな不安から、どうしてよいかわ

からず、イライラしたり、同じ質問
しつもん

を繰
く

り

返
かえ

したりします。 

時にはうろうろするような様子
よ う す

が見られ

ます。 

「ここは私の家じゃない、私を家に帰して

ください。」と怖
こわ

い顔
かお

で、うろうろしてい

るお年寄
と し よ

りもいます。 

例） 

食事
しょくじ

の時、不安そうに 

 「このお食事
しょくじ

は私のですか？」 

 「注文していませんよ」 

 「食べてもいいのですか？」と聞いて

くる。 
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介護
か い ご

に対する
たい    

抵抗
ていこう

*59 多くの場合
ば あ い

は、抵抗
ていこう

する原因
げんいん

があります。 

 

例） 

 お風呂
ふ ろ

に入ることが分かっていない

のに、いきなり服
ふく

を脱
ぬ

がされた 

 何も言われないで、おむつ交換
こうかん

のため

にズボンを下ろされた 

「夕暮
ゆ う ぐ

れ症候群
しょうこうぐん

」 夕方になると「家に帰る」と言って、出て

いこうとします。出ていく理由
り ゆ う

は人によ

っても違い
ち が  

ます。 

「小さい子どもがおなかをすかせている

から」、「仕事が終わったから」と家に帰ろ

うと思っていたりします。 

夕方になり、周り
まわ  

が暗
くら

くなってくると「帰

らなきゃ」と思うのです。 

「収 集 癖
しゅうしゅうへき

」 私たちにとっては「ゴミ」に思えるもので

も、本人には「大切なもの」ですので、集

めてしまいます。トイレットペーパーや

使ったティッシュなども「もったいない」

という思いもあるのでしょう。 

今の高齢者
こうれいしゃ

の方は、戦争
せんそう

を経験
けいけん

して、物が

ない時代に生きた方です。ティッシュ 1

枚
まい

もとても大切なものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊５９:外からの働きかけに対して嫌がること。  
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【国家試験に挑戦！(29)】（第 31 回国家試験 問題 81） 

認知
に ん ち

機能
き の う

障 害
しょうがい

に関
かん

する次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち、正
ただ

しいものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. 記憶
き お く

障 害
しょうがい

では、初期
し ょ き

から手
て

続
つづ

き記憶
き お く

が障 害
しょうがい

される。 

2. 見当
けんとう

識
しき

障 害
しょうがい

では、人物
じんぶつ

の認識
にんしき

は障 害
しょうがい

されない。 

3. 失
しっ

行
こう

では、洋服
ようふく

をうまく着
き

られなくなる。 

4. 失認
しつにん

は、視覚
し か く

や聴 覚
ちょうかく

の障 害
しょうがい

が原因
げんいん

である。 

5. 体験
たいけん

の一部分
い ち ぶ ぶ ん

だけを思
おも

い出
だ

せない。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 

【国家試験に挑戦！(30)】（第 31 回国家試験 問題 81） 

認知症
にんちしょう

(dementia)の妻
つま

が介護福祉職
かいごふくししょく

である 夫
おっと

に対して
た い    

、「 夫
おっと

が帰
かえ

ってきます。お帰
かえ

りくださ

い」と、言
い

うようになった場合
ば あ い

、妻
つま

の 症 状
しょうじょう

として、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. 実行
じっこう

機能
き の う

の障 害
しょうがい

 

2. 失
しっ

行
こう

 

3. 意識
い し き

混濁
こんだく

 

4. 見当
けんとう

識
しき

障 害
しょうがい

 

5. エピソード記憶
き お く

の障 害
しょうがい

 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第３節 認知症の理解 ③ 

認知症
にんちしょう

を引き起こす病気の割合
わりあい

は以下の図のようになります。 

 

図 認知症
にんちしょう

の代表的
だいひょうてき

な疾患
しっかん

の内訳  

資料：「都市部
と し ぶ

における認知症
にんちしょう

有病率
ゆうびょうりつ

と認知症
にんちしょう

の生活
せいかつ

機能
き の う

障 害
しょうがい

への対応
たいおう

」総合
そうごう

研 究
けんきゅう

報告書
ほうこくしょ

より、一部
い ち ぶ

改変
かいへん

 

 

アルツハイマー型
がた

認知症
にんちしょう

が一番多く、次が血管性
けっかんせい

認知症
にんちしょう

、レビー小体型
しょうたいがた

認知症
にんちしょう

の 順
じゅん

となっています。 

その他には、前頭側頭型
ぜんとうそくとうがた

認知症
にんちしょう

、アルコール性
せい

認知症
にんちしょう

などがあります。 

認知症
にんちしょう

を引き起こす病気によって、原因
げんいん

や 症 状
しょうじょう

、特 徴
とくちょう

などに違い
ち が  

がありますので、次に見ていきまし

ょう。 

 アルツハイマー型認知症 

病 態
びょうたい

 

アルツハイマー型
がた

認知症
にんちしょう

とは、脳
のう

が少しずつ萎縮
いしゅく

していき、認知
に ん ち

機能
き の う

が低下
て い か

していく病気です。

アルツハイマー型
がた

認知症
にんちしょう

は、大脳
だいのう

皮質
ひ し つ

連合
れんごう

野
や

や海馬
か い ば

を中心に、βアミロイドというたんぱく質のゴ

ミがたまっていきます。続
つづ

いてタウたんぱく質が神経
しんけい

細胞
さいぼう

にたまって神経
しんけい

細胞
さいぼう

を痛
いた

めてしまいま

す。神経
しんけい

細胞
さいぼう

が抜
ぬ

け落
お

ちていくと 症 状
しょうじょう

が出始めます。 
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症 状
しょうじょう

の特 徴
とくちょう

 

比較的
ひ か く て き

早い段階
だんかい

から、記憶
き お く

障 害
しょうがい

や見当
けんとう

識
しき

障 害
しょうがい

、不安やうつなどの 症 状
しょうじょう

も見られます。 

経過
け い か

 

経過
け い か

はなだらかにゆっくり進行
しんこう

します。βアミロイドタンパクがたまりはじめてから発 症
はっしょう

する

まで 20 年くらいは無症状
むしょうじょう

で経過
け い か

し、次第
し だ い

に物忘
ものわす

れが目立ってきます。生活
せいかつ

に支障
ししょう

をきたすよう

になるとアルツハイマー型
がた

認知症
にんちしょう

を発 症
はっしょう

します。 

◇問題 1◇  

アルツハイマー型認知症
にんちしょう

の A さんの行動
こうどう

から、考えられる 症 状
しょうじょう

の名前や、想像
そうぞう

できることを

挙
あ

げてみましょう。 

 [事例
じ れ い

研究] 

Ａさん（女性 89歳
さい

）は、若い時は小学校の先生をしていました。 

現在
げんざい

は一人
ひ と り

暮
ぐ

らしです。 

80歳
さい

くらいの時から、物忘
ものわす

れが目立つようになり、得意
と く い

だった料理
りょうり

の手順
てじゅん

がわからなくなって

いきました。 

ある日近くに住む息子
む す こ

が A さんの様子
よ う す

を見に行くと、洋服
ようふく

ダンスから何枚も服
ふく

を引き出し「私

の下着
し た ぎ

が見つからない」といって泣いています。 

一緒
いっしょ

に探
さが

してからは落ち着きましたが、その後もいろいろなものがないといって探
さが

しているこ

とが多くなりました。 

 別の日に、警察
けいさつ

から息子
む す こ

に連絡
れんらく

がありました。急いで行ってみると、「学校に行かなくちゃ」

といって、家を出たきり帰れなくなり、不安そうにうろうろしているところを近くの人が警察
けいさつ

に

連絡
れんらく

をしてくれたという事でした。 

解答
かいとう

例） 

物忘
ものわす

れが目立つ → 記憶
き お く

障 害
しょうがい

 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 血管性認知症 

病 態
びょうたい

 

血管性
けっかんせい

認知症
にんちしょう

とは、脳
のう

の血管
けっかん

障 害
しょうがい

でおきる脳
のう

疾患
しっかん

によって起こる認知症
にんちしょう

です。脳
のう

梗塞
こうそく

（脳
のう

の血管
けっかん

がつまる）、脳出血
のうしゅっけつ

（脳
のう

の血管
けっかん

がやぶけて出 血
しゅっけつ

する）、脳
のう

動 脈
どうみゃく

硬化
こ う か

（脳
のう

の血管
けっかん

が固
かた

くなる）など

が原因
げんいん

で、脳
のう

の神経
しんけい

細胞
さいぼう

に栄養
えいよう

や酸素
さ ん そ

が不足
ふ そ く

し、ダメージをおこします。 

神経
しんけい

のネットワークが切れたり、神経
しんけい

細胞
さいぼう

が死んだりすることで起こります。 

脳
のう

のどの部位
ぶ い

を障 害
しょうがい

されたかで、出 現
しゅつげん

する 症 状
しょうじょう

も様々
さまざま

です。 
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症 状
しょうじょう

の特 徴
とくちょう

 

上記のような、脳
のう

血管
けっかん

障 害
しょうがい

を起こした後に 症 状
しょうじょう

が出ます。 

記憶
き お く

障 害
しょうがい

などもありますが、思考
し こ う

の鈍麻
ど ん ま

（考えるスピードがゆっくりになる）、うつ・アパシ

ーなどもみられます。脳
のう

血管
けっかん

障 害
しょうがい

の二次障 害
しょうがい

を持つ場合
ば あ い

もあります。 

例え
たと  

ば、半身
はんしん

麻痺
ま ひ

や失語症
しつごしょう

、構音
こうおん

障 害
しょうがい

、嚥下
え ん げ

障 害
しょうがい

などです。また、空間
くうかん

無視
む し

や感 情
かんじょう

失禁
しっきん

など

も特 徴
とくちょう

的な 症 状
しょうじょう

です。 

経過
け い か

 

突然
とつぜん

発 症
はっしょう

します。進行
しんこう

は、アルツハイマー型
がた

認知症
にんちしょう

と比較
ひ か く

すると、階段状
かいだんじょう

に進行
しんこう

するといわ

れます。 

小さな発作
ほ っ さ

が起こると 症 状
しょうじょう

が進み、その後落ち着いていてもまた、発作
ほ っ さ

を繰
く

り返
かえ

すとさらに

悪化
あ っ か

するといったものです。 

高血圧
こうけつあつ

や糖
とう

尿 病
にょうびょう

、心
しん

疾患
しっかん

といった病気を持っている場合
ば あ い

には、治療
ちりょう

を継続
けいぞく

することが大切で

す。 

◇問題 2◇  

血管性
けっかんせい

認知症
にんちしょう

の B さんの行動
こうどう

から、考えられる 症 状
しょうじょう

の名前や、想像
そうぞう

できることを挙
あ

げてみま

しょう。 

[事例
じ れ い

研究] 

Ｂさん（男性 70歳
さい

）は自動車会社の営 業
えいぎょう

マンとして 40 年務
つと

めました。 

65歳
さい

で定年
ていねん

退 職
たいしょく

したあと、すぐに脳
のう

梗塞
こうそく

になり、右
みぎ

半身
はんしん

麻痺
ま ひ

とブローカー失語
し つ ご

の後遺症
こういしょう

*60が

あります。現在
げんざい

は週 3 回、デイケアに通所
つうしょ

しています。 

3 年前くらいから徐々
じょじょ

に物忘
ものわす

れがひどくなってきています。 

車いすで生活
せいかつ

をしていますが、杖
つえ

歩行
ほ こ う

を目 標
もくひょう

に、デイケアで歩行
ほ こ う

訓練
くんれん

と発語
は つ ご

*61の練 習
れんしゅう

を 

行っています。言葉がうまく伝わらないと、すぐに泣
な

き顔になってしまいます。 

食事
しょくじ

はスプーンを使って自分で食べていますが、最近
さいきん

、むせることが多くなって 

きました。 

デイケアにいる間も発語
は つ ご

は少なく、車いすでうつむいている様子
よ う す

がよくみられます。 

解答例） 

脳
のう

梗塞
こうそく

の発 症
はっしょう

による血管性
けっかんせい

認知症
にんちしょう

だと思われる 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

 

 

＊６０:病気やケガなどの治療後に残った 障 害
しょうがい

や神経症状。＊６１: 話すこと。  
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◆解答 1◆  

（解答例） 

以下のような中 核
ちゅうかく

症 状
しょうじょう

が見られます。 

⚫ 物忘
ものわす

れ→記憶
き お く

障 害
しょうがい

 

⚫ 料理
りょうり

の手順
てじゅん

がわからない→実行
じっこう

機能
き の う

障 害
しょうがい

 

⚫ 学校に行く→見当
けんとう

識
しき

障 害
しょうがい

 

⚫ うろうろして帰れない→徘徊
はいかい

、焦 燥
しょうそう

 の行動
こうどう

・心理
し ん り

症 状
しょうじょう

 

 

Ａさんは過去
か こ

に学校の先生をしていたことがあります。でも、86歳
さい

の現在
げんざい

は仕事をしているわ

けではありません。しかし、現在
げんざい

の 状 況
じょうきょう

の把握
は あ く

ができず、Ａさんの記憶
き お く

は仕事をしていたころ

に戻
もど

っているのだと思われます・・・など。 

◆解答 2◆  

（解答例） 

脳
のう

梗塞後
こ う そ く ご

の血管性
けっかんせい

認知症
にんちしょう

であると考えられます。 

右
みぎ

半身
はんしん

まひやブローカー失語
し つ ご

があり、脳
のう

梗塞
こうそく

の後遺症
こういしょう

も多くみられます。 

血管性
けっかんせい

認知症
にんちしょう

の代表的
だいひょうてき

な 症 状
しょうじょう

がいくつか見られます。 

⚫ すぐに泣
な

き顔になってしまう→感 情
かんじょう

失禁
しっきん

 

⚫ うつむいている→アパシー 

⚫ むせる→嚥下
え ん げ

障 害
しょうがい

 

など。 

会社に長く勤
つと

めた後、すぐに病気になり、現在
げんざい

のような 状 況
じょうきょう

になってしまったため、なかな

か現 状
げんじょう

を受け入れることが 難
むずか

しいと考えられます・・・など。  
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第３節 認知症の理解 ④ 

 レビー小体型認知症 

病 態
びょうたい

 

レビー小 体
しょうたい

という特殊
とくしゅ

な物質
ぶっしつ

が、大脳
だいのう

皮質
ひ し つ

の中に出 現
しゅつげん

すると認知症
にんちしょう

になります。 

レビー小 体
しょうたい

の中心的物質
ぶっしつ

として、αヌクレインというたんぱく質が注目されています。 

※ レビー小体型
しょうたいがた

認知症
にんちしょう

と、本質的
ほんしつてき

には同じ病気と考えられている病気がパーキンソン病です。

（パーキンソン 病
びょう

は、レビー小 体
しょうたい

が脳
のう

幹部
か ん ぶ

に 現
あらわ

れます） 

症 状
しょうじょう

の特 徴
とくちょう

 

物忘
ものわす

れや、理解
り か い

力・判断力
はんだんりょく

の低下
て い か

のほかに、レビー小体型
しょうたいがた

認知症
にんちしょう

の 症 状
しょうじょう

としては、特徴的
とくちょうてき

なものがいくつかあります。 

まず、幻視
げ ん し

です。これは私たちには見えないものが、その人には見えるというものです。「ネズ

ミがいる」「小さい子が泣
な

いているよ」と本人にははっきり見えるのです。幻視
げ ん し

の原因
げんいん

は、後頭
こうとう

葉
よう

や視覚
し か く

野
や

の障 害
しょうがい

であるとされています。また、誤認
ご に ん

といって、ハンガーにかかった服
ふく

を人だと見

間違
ま ち が

ったりします。 

認知
に ん ち

の変動
へんどう

という、日や時間
じ か ん

によって頭がはっきりしたり、ぼぉーっとしたりする状 態
じょうたい

が入れ

替
か

わることがあります。 

また、転
ころ

びやすくなり、歩き出すと止まらないといった歩行
ほ こ う

の障 害
しょうがい

が出てきます（パーキンソ

ン 症 状
しょうじょう

）。 

他にも睡眠
すいみん

時
じ

の異常
いじょう

行動
こうどう

（ＲＥＭ睡眠
すいみん

行動
こうどう

障 害
しょうがい

）や抑
よく

うつ 症 状
しょうじょう

も出やすい 症 状
しょうじょう

です。経過
け い か

認知
に ん ち

機能
き の う

の低下
て い か

の前にＲＥＭ睡眠
すいみん

行動
こうどう

障 害
しょうがい

が先にみられることがあります。また、抑
よく

うつも

比較的
ひ か く て き

早期
そ う き

から 現
あらわ

れ、うつ 病
びょう

と診断
しんだん

を受けることもあります。 

全体的
ぜんたいてき

な進行
しんこう

はアルツハイマー型認知症
にんちしょう

と比較
ひ か く

して、早いことが多いようです。 

 

◇問題 3◇  

レビー小体型
しょうたいがた

認知症
にんちしょう

の C さんの行動
こうどう

から、考えられる 症 状
しょうじょう

の名前や、想像
そうぞう

できることを挙
あ

げ

てみましょう。 

[事例
じ れ い

研究] 

C さん（男性 78歳
さい

）は、夜中になると大きな声を出して起きることがあり、妻
つま

は心配
しんぱい

をしてい

ました。しかし、朝になって本人に言っても覚
おぼ

えていません。 
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そのうちに、歩幅
ほ は ば

が狭
せま

くなり、足が上がらなくなりました。同時
ど う じ

に、動きが遅
おそ

く、無表情
むひょうじょう

にな

ってきました。 

病院に行くと「パーキンソン 病
びょう

」という診断
しんだん

でした。内服薬
ないふくやく

を続
つづ

けましたが、そのうちに「そ

こに小さな女の子がいるだろう」と誰
だれ

もいない部屋
へ や

を指でさしたり、ハンガーにかかっている服
ふく

に向かってぶつぶつと独
ひと

り言
ごと

を言うようになりました。 

その後も物忘
ものわす

れがだんだんひどくなり、時間
じ か ん

や場所
ば し ょ

の理解
り か い

も 難
むずか

しくなりました。 

解答
かいとう

例） 

「小さな女の子がいる」→幻覚
げんかく

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。あとで発 表
はっぴょう

してもらいます。 

 

 前頭側頭型認知症 

病 態
びょうたい

 

主に前頭
ぜんとう

葉
よう

と側頭
そくとう

葉
よう

が障 害
しょうがい

されて起こる認知症
にんちしょう

です。 

前頭
ぜんとう

葉
よう

は理性
り せ い

や意欲
い よ く

、計画性
けいかくせい

など人間らしさをコントロールする場所です。この機能
き の う

が低下
て い か

す

るので様々
さまざま

な行動
こうどう

障 害
しょうがい

や言語
げ ん ご

障 害
しょうがい

を引き起こします。 

本人の 病
びょう

識
しき

*62がなく自発性
じ は つ せ い

*63が低下
て い か

することが特 徴
とくちょう

です。95％をピック 病
びょう

が占
し

めます。ピ

ック 病
びょう

は前頭
ぜんとう

葉
よう

や側頭
そくとう

葉
よう

の萎縮
いしゅく

をする進行
しんこう

性
せい

の認知症
にんちしょう

です。神経
しんけい

細胞
さいぼう

内
ない

にピック 球
きゅう

という異常
いじょう

な物質
ぶっしつ

がみられます。 

症 状
しょうじょう

の特 徴
とくちょう

 

前頭
ぜんとう

葉
よう

のコントロールが効
き

かなくなるため、人格
じんかく

変化
へ ん か

が 現
あらわ

れます。 

身だしなみに気を使わなくなる、嘘
うそ

をつく、万引
ま ん び

き*64する（反社会的
はんしゃかいてき

行動
こうどう

）など、性格
せいかく

がガラ

ッと変
か

わったようになってしまいます。また、同じことを繰
く

り返
かえ

す 常
じょう

同行動
どうこうどう

や甘い
あま  

ものを多量
たりょう

に

食べるといった 食
しょく

行動
こうどう

の変化
へ ん か

がみられることもあります。 

経過
け い か

 

ピック 病
びょう

は比較的
ひ か く て き

若い年代（40～50歳
さい

代）で発 症
はっしょう

します。初期
し ょ き

には人格
じんかく

の変化
へ ん か

や反社会的
はんしゃかいてき

行動
こうどう

が 現
あらわ

れます。比較的
ひ か く て き

海馬
か い ば

は保
たも

たれるため、記憶
き お く

障 害
しょうがい

はあまり起こりません。 

中期には自発性
じ は つ せ い

が低下
て い か

し、言語
げ ん ご

障 害
しょうがい

が 現
あらわ

れてきます。同じ言葉を何度
な ん ど

も繰
く

り返
かえ

したりします。 

 

 

 

 

 

＊６２:自分が病気だとわかること。＊６３:自分から進んで何かをしようとすること。＊６４:店などでお金を払わずに商品

を盗むこと。 
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◇問題 4◇  

D さんの事例
じ れ い

から、どのようなことが考えられるでしょうか？ 想像
そうぞう

できることを挙
あ

げてみま

しょう。 

 [事例
じ れ い

研究] 

Ｄさん（女性 58歳
さい

）は、自宅近くのコンビニでレジのパートとして 働
はたら

いていました。おとな

しく几帳面
きちょうめん

*65な性格
せいかく

で、家事もきちんとしていました。半年くらい前に仕事をやめ、家にいるよ

うになりましたが、家事もしなくなり家の中は次第
し だ い

にゴミが片付
か た づ

かないようになりました。整容
せいよう

にも無頓着
むとんちゃく

*66になりました。ある日、夫のところにスーパーから電話があり駆
か

け付
つ

けると、スー

パーの品を万引
ま ん び

きしたところを見つかり呼
よ

び出されたのでした。本人は万引
ま ん び

きをした自覚
じ か く

*67もな

く、大声で暴
あば

れるなど様子
よ う す

が変
へん

であったため、受診
じゅしん

をしたところ「前頭側頭型
ぜんとうそくとうがた

認知症
にんちしょう

」と診断
しんだん

さ

れました。 

 アルコール性認知症 

病気の原因
げんいん

 

アルコール依存症
いぞんしょう

の 2 割が高齢者
こうれいしゃ

で、うち 4 割に認知症
にんちしょう

の 症 状
しょうじょう

があると言われています。

多量
たりょう

飲酒
いんしゅ

、アルコール乱用
らんよう

により脳
のう

血管
けっかん

障 害
しょうがい

が起き、認知症
にんちしょう

になるのです。 

また、栄養
えいよう

障 害
しょうがい

による認知症
にんちしょう

もあり、ウェルニッケ・コルサコフ症候群
しょうこうぐん

といいます。これは

アルコール依存者
い ぞ ん し ゃ

にしばしば*68発
はっ

症
しょう

する中 枢
ちゅうすう

神経
しんけい

疾患
しっかん

です。原因
げんいん

は食事
しょくじ

を取らずに飲み続
つづ

け

栄養
えいよう

失調*69の状 態
じょうたい

になり、ビタミンＢ1 が欠乏
けつぼう

*70することで脳
のう

萎縮
いしゅく

が進行
しんこう

し起こります。 

症 状
しょうじょう

の特 徴
とくちょう

 

記憶
き お く

障 害
しょうがい

、見当
けんとう

識
しき

障 害
しょうがい

、作話
さ く わ

*71があります。 

物忘
ものわす

れが多く、周り
まわ  

の 状 況
じょうきょう

が理解
り か い

できない、嘘
うそ

をつこうという気持ちはないのに、作話
さ く わ

をす

る傾向
けいこう

があります。 

また、行動
こうどう

抑制
よくせい

がきかなくなる、歩行
ほ こ う

が不安定
あんてい

になる、暴 力
ぼうりょく

や幻視
げ ん し

といったアルコール依存症
いぞんしょう

と同じ 症 状
しょうじょう

も見られます。 

経過
け い か

 

治療
ちりょう

の一番は断酒
だんしゅ

*72 することです。生活
せいかつ

スタイルを改善
かいぜん

し栄養
えいよう

状 態
じょうたい

が戻
もど

れば回復
かいふく

することも

ありますが、脳
のう

の萎縮
いしゅく

が重度
じゅうど

の場合
ば あ い

は回復
かいふく

しないこともあります。 

 

 

 

＊６５:いろいろなことをきちんとすること。＊６６:全く気にしないこと。＊６７:自分自身についてはっきりとわかること。

＊６８:たびたび。何度もくり返し。＊６9:栄養の不足から起こる身体の異常。＊７０:不足すること。＊７１:本当でないこ

とを、本当のことのように話すこと。＊７２:お酒を飲まないようにすること。 
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◆解答 3◆  

⚫ 夜中に大きな声で起きる→ＲＥＭ睡眠
すいみん

時
じ

行動
こうどう

障 害
しょうがい

 

⚫ 歩幅
ほ は ば

が狭い
せま  

、足が上がらない、動きが遅
おそ

い、無表情
むひょうじょう

→パーキンソン 症 状
しょうじょう

 

⚫ 「小さな女の子がいる」＝幻視
げ ん し

  

⚫ ハンガーの服
ふく

にぶつぶつ＝誤認
ご に ん

と思われます。 

パーキンソン 病
びょう

の 症 状
しょうじょう

が強かったことから、先にパーキンソン 病
びょう

の診断
しんだん

が出ましたが、そ

の後認知症
にんちしょう

の 症 状
しょうじょう

が見られています。転倒
てんとう

をしないような環 境
かんきょう

整備
せ い び

が必要
ひつよう

になると考えられま

す・・・など。 

◆解答 4◆  

おとなしく几帳面
きちょうめん

な性格
せいかく

であったＤさんが、万引
ま ん び

きや大声で暴
あば

れるといった人格
じんかく

の変化
へ ん か

がみら

れています。これは、理性
り せ い

をコントロールする前頭
ぜんとう

葉
よう

の障 害
しょうがい

としてみられる 症 状
しょうじょう

です。文 章
ぶんしょう

からは自発性
じ は つ せ い

の低下
て い か

が起こっていないことがわかりますので、初期
し ょ き

であると考えられます・・・

など。 
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【国家試験に挑戦！(31)】（第 28 回国家試験 問題 81） 

認知症
にんちしょう

(dementia)の原因
げんいん

となる疾患
しっかん

の特 徴
とくちょう

としてとして、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを 1 つ選び
えら  

なさ

い。 

1. アルツハイマー型
がた

認知症
にんちしょう

(dementia of the Alzheimer’s type)では、早期
そ う き

から 尿
にょう

失禁
しっきん

が認
みと

められる。 

2. アルツハイマー型
がた

認知症
にんちしょう

(dementia of the Alzheimer’s type)では、巣
そう

症 状
しょうじょう

は見られない。 

3. レビー小 体
しょうたい

型
がた

認知症
にんちしょう

(dementia with Lewy bodies)では、人格
じんかく

が大
おお

きく変化
へ ん か

する。 

4. レビー小 体
しょうたい

型
がた

認知症
にんちしょう

(dementia with Lewy bodies)では、運動
うんどう

機能
き の う

障 害
しょうがい

は見
み

られない。 

5. クロイツフェルト・ヤコブ 病
びょう

 (Creutzfeldt-Jakob disease)では、進行
しんこう

が早
はや

く、1年
ねん

以内
い な い

の

死亡例
し ぼ う れ い

も多
おお

い。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 

 



 

 

 

第５章 

介護の背景表現 ② 
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第１節 介護に関する諸制度の理解 ① 

社会保障制度 

 「社会保障制度」とは 

社会保障
ほしょう

は、英語の Social Security と同じ意味をもつ日本語です。英語の Social Security も、

日本の社会保障
ほしょう

も、「国民を、社会的なしくみによって、危険
き け ん

から守ること」という意味を持って

います。 

(1999 年(平成 11 年)版 厚生
こうせい

白書
はくしょ

『社会保障
ほしょう

と国民生活
せいかつ

』） 

この社会保障
ほしょう

の考え方は、イギリスのシドニー・ウェッブ（Webb,S）が 1900 年代初めに、

政府
せ い ふ

と自治体
じ ち た い

（市町村
しちょうそん

など）が、国民の最低
さいてい

限度
げ ん ど

の生活
せいかつ

を保障
ほしょう

すること（national minimum）

を述
の

べたことが始まりとされ、彼の妻
つま

であるビアトリス・ウェッブ（Webb,B）は社会保障
ほしょう

の権利
け ん り

*1を主 張
しゅちょう

*2したとされています。 

 「社会保障」の概念 

日本国憲法
けんぽう

第 25 条では，「すべて国民は，健康
けんこう

で文化的な最低
さいてい

限度
げ ん ど

の生活
せいかつ

を 営
いとな

む権利
け ん り

を有す

る」として、国民の生存権
せいぞんけん

（生きる権利
け ん り

）を保障
ほしょう

しています。この生存権
せいぞんけん

を保障
ほしょう

する方法
ほうほう

の一つ

が，「社会保障
ほしょう

」です。 

自分たちは、自分の努力
どりょく

と責任
せきにん

で生活
せいかつ

することを基本
き ほ ん

としています。しかし、時には自分の力

だけでは生活
せいかつ

することが 難
むずか

しくなることがあり、その時に「互助
ご じ ょ

」、そして「共 助
きょうじょ

」や「公
こう

助
じょ

」

といったしくみが必要
ひつよう

になります。 

※ 「ナショナル・ミニマム」は「公助」を指しています。 

分類型 内容
ないよう

 備考 

自助
じ じ ょ

 自分の生活
せいかつ

を支
ささ

え、自分の健康
けんこう

を自分で維持
い じ

する  

互助
ご じ ょ

 近所同士の支
ささ

えあい、ボランティアによる助け合い  

共 助
きょうじょ

 保険料
ほけんりょう

を支払
し は ら

うなど、制度化
せ い ど か

された助け合い 年金
ねんきん

/介護
か い ご

保険
ほ け ん

など 

公
こう

助
じょ

 上記各項目
こうもく

では救
すく

えない困 窮
こんきゅう

などに対して
た い    

、国が必要
ひつよう

な生活
せいかつ

保障
ほしょう

を行 う
おこな  

 

生活
せいかつ

保護
ほ ご

など 

 

＊１:自分の意思
い し

で何でも決めることができること。＊２:意見を言うこと。 
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 社会保障の目的 

社会保障
ほしょう

は、「国民の生活
せいかつ

の安定
あんてい

が損
そこ

なわれた場合
ば あ い

に、国民に健
すこ

やかで安心できる生活
せいかつ

を保障
ほしょう

す

ることを目的
もくてき

として、公的
こうてき

（国の）責任
せきにん

で生活
せいかつ

を支
ささ

える給付
きゅうふ

*3を行 う
おこな  

もの」と定義
て い ぎ

されています。 

社会保障
ほしょう

の「目的
もくてき

」は、 

⚫ 生活
せいかつ

の保障
ほしょう

・生活
せいかつ

の安定
あんてい

 

⚫ 個人の尊厳
そんげん

と自立支援
し え ん

 

⚫ 家庭
か て い

機能
き の う

 

の 3 つの支援
し え ん

です。 

目的
もくてき

 内容
ないよう

 

生活
せいかつ

の保障
ほしょう

・生活
せいかつ

の安定
あんてい

 個人の責任
せきにん

や努力
どりょく

では対応
たいおう

できない事に対して
た い    

、社会のみなさんが

同じ考えでつくられた仕組
し く

みを通
つう

じて、生活
せいかつ

を保障
ほしょう

し、安定
あんてい

した

生活
せいかつ

を送れるようにすること。 

個人の尊厳
そんげん

と自立支援
し え ん

 疾病
しっぺい

や予測
よ そ く

できない事故、体力が 衰
おとろ

えた高齢期
こ う れ い き

などのように、自分

の努力
どりょく

だけでは解決
かいけつ

できず、自立した生活
せいかつ

を続
つづ

けることができない

場合
ば あ い

等において、障 害
しょうがい

が『ある』『なし』や年齢
ねんれい

に関係
かんけい

なく人間ら

しく、その人らしい自立した生活
せいかつ

を送れるように支援
し え ん

すること 

家庭
か て い

機能
き の う

の支援
し え ん

 家族構成
こうせい

の変化
へ ん か

（核
かく

家族の増加
ぞ う か

、家族の人数が少なくなる等）で、

家庭
か て い

内で問題
もんだい

を解決
かいけつ

する力が弱
よわ

くなったり、また生活
せいかつ

環 境
かんきょう

・意識
い し き

の

変化
へ ん か

、長寿化
ちょうじゅか

の進展
しんてん

等
とう

により、自分たちの家族を自分たちで面倒
めんどう

を

みることが限界
げんかい

に来ている分野
ぶ ん や

について、社会的に支援
し え ん

すること

（年老
と し お

いた親のお世話
せ わ

、介護
か い ご

など） 

平成 11 年厚生白書の概要
がいよう

抜粋 

 

 

 

＊３:お金や物をあげること。 
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 社会保障の機能 

社会保障
ほしょう

の「機能
き の う

」とは、 

① 社会的安全
あんぜん

装置
そ う ち

（社会的セーフネット） 

② リスク分散
ぶんさん

 

③ 所得
しょとく

再分配
さいぶんぱい

 

④ 社会の安定
あんてい

および経済
けいざい

の安定
あんてい

・成 長
せいちょう

 

の４つです（下の表）。 

目的
もくてき

 内容
ないよう

 

① 社 会 的 安全
あんぜん

装置
そ う ち

（社会的セーフネッ

ト） 

病気やケガ、介護
か い ご

、失 業
しつぎょう

*4、働
はたら

く力を失った高齢期
こ う れ い き

、事故
じ こ

による障 害
しょうがい

な

ど、「生活
せいかつ

の安定
あんてい

がなくなる様々
さまざま

な事態
じ た い

」に対して
た い    

、生活
せいかつ

の安定
あんてい

を図り、

安心して生活
せいかつ

できるようにします。 

②リスク分散
ぶんさん

 病気や事故
じ こ

、失 業
しつぎょう

などは、個人の力のみでは対応
たいおう

できない生活
せいかつ

上の危険
き け ん

（リスク）に対して
た い    

、社会全体
ぜんたい

でリスクに対応
たいおう

するようにします。資金
し き ん

の

提 供
ていきょう

等を通
つう

じて、リスクがもたらす影 響
えいきょう

をできるだけ小さくします。 

③所得
しょとく

再分配
さいぶんぱい

 税金
ぜいきん

や社会保障
ほしょう

制度
せ い ど

等
とう

を通
つう

じて、所得
しょとく

*5 を個人や家庭
か て い

の間で移動
い ど う

させる

ことにより、所得
しょとく

の差
さ

を 縮 小
しゅくしょう

*6 したり、所得
しょとく

が低い人の生活
せいかつ

の安定
あんてい

を図

ったりする。 

再分配
さいぶんぱい

方法
ほうほう

としては、所得
しょとく

が高い人から低い人へ、若い世代から高齢
こうれい

世

代へという方法
ほうほう

のほか、個人のライフサイクル内における再分配
さいぶんぱい

の方法
ほうほう

等もあります。 

④社会の安定
あんてい

および

経済
けいざい

の安定
あんてい

・成 長
せいちょう

 

生活
せいかつ

に安心感
あんしんかん

を与え
あた  

たり、所得
しょとく

の差
さ

を解 消
かいしょう

したりすることにより、社会

や政治を安定
あんてい

化させること。あるいは、こうした社会保障
ほしょう

給付
きゅうふ

を通
つう

じて、

景気
け い き

変動
へんどう

*7 をゆるやかにする。 

経済
けいざい

安定化
あ ん て い か

機能
き の う

や経済
けいざい

成 長
せいちょう

を支
ささ

えていく機能
き の う

があります。 

平成 11 年厚生白書の概要
がいよう

抜粋、改編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊４:仕事を失うこと。＊５:もらっている収入。＊６:小さくすること。＊７:経済の状況の変化。 
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 日本の社会保障における「社会扶助」と「社会保険」の区分 

現在
げんざい

の日本の社会保障
ほしょう

制度
せ い ど

を大きく分けると、「社会扶助
ふ じ ょ

」と「社会保険
ほ け ん

」の２つに分けること

ができます（図 社会保障の区分）。 

 

図 社会保障の区分 

社会扶助
ふ じ ょ

制度
せ い ど

の概要
がいよう

 

「社会扶助
ふ じ ょ

」は、生活
せいかつ

保護
ほ ご

等の公的
こうてき

扶助
ふ じ ょ

、社会手当
て あ て

、及び福祉
ふ く し

などの社会サービスで構成
こうせい

されて

います。社会扶助
ふ じ ょ

は国が税金
ぜいきん

を使って給付
きゅうふ

を行 う
おこな  

ものです。 

公的
こうてき

扶助
ふ じ ょ

制度
せ い ど

 

国民の健康
けんこう

と生活
せいかつ

を、最終的
さいしゅうてき

に保障
ほしょう

する制度
せ い ど

です。 

制度
せ い ど

の対 象
たいしょう

は、所得
しょとく

が低く生活
せいかつ

を維持
い じ

することに困
こま

っている人で、その人たちが健康
けんこう

で文化的
ぶ ん か て き

な最低
さいてい

限度
げ ん ど

の生活
せいかつ

を行えるようにすることです。この制度
せ い ど

が適用
てきよう

される対 象
たいしょう

者かどうかの調査
ちょうさ

（所持
し ょ じ

金
きん

や所得
しょとく

など）を行い、決定
けってい

し、税金
ぜいきん

を使って行います。この事業
じぎょう

主体
しゅたい

は、国です。 

 

公的
こうてき

扶助
ふ じ ょ

制度
せ い ど

は、大きく二つの対策
たいさく

から成
な

り立
た

っています。 

一つ目は、「貧困者
ひんこんしゃ

*8対策
たいさく

」です。生存権
せいぞんけん

（生きる権利
け ん り

）を守
まも

るための「生活
せいかつ

保護
ほ ご

制度
せ い ど

」は、生活
せいかつ

を維持
い じ

する上で困
こま

っている国民すべてに対し、健康
けんこう

で文化的な最低
さいてい

限度
げ ん ど

の生活
せいかつ

を保障
ほしょう

し、その上

で対 象
たいしょう

となる人々が社会的に自立する（自分で生活
せいかつ

を維持
い じ

していける）ために、相談
そうだん

を受ける、

支援
し え ん

をおこなう等の活動
かつどう

をしています。なお、「生活
せいかつ

保護
ほ ご

制度
せ い ど

」を受けるためには、資力
しりょく

調査
ちょうさ

*9を

受ける必要
ひつよう

があります。 

二つ目は、「低所得者
ていしょとくしゃ

対策
たいさく

」です。所得
しょとく

はあるが、生活
せいかつ

を維持
い じ

していく上で一定の支援
し え ん

を必要
ひつよう

と

する人に対して
た い    

、社会手当
て あ て

の支給
しきゅう

*10、生活
せいかつ

資金
し き ん

の貸付
か し つ

け*11、また住宅を安く提 供
ていきょう

する公営
こうえい

住 宅
じゅうたく

制度
せ い ど

等があります。 

＊８: 貧しくて困っている人。＊９:所持金、所得などがどれくらいあるか調べること。 
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なお、「低所得者
ていしょとくしゃ

対策
たいさく

」による支援
し え ん

を受けるためには、所得
しょとく

調査
ちょうさ

（制限
せいげん

）を受ける必要
ひつよう

がありま

す。 

社会手当
て あ て

、社会サービス 

社会手当
て あ て

は、支給の対 象
たいしょう

となる人たちからの申請
しんせい

に基
もと

づいて支給
しきゅう

されます。 

社会手当
て あ て

は主に税金
ぜいきん

を使って支給
しきゅう

されていますが、児童
じ ど う

手当
て あ て

だけは事業
じぎょう

主
ぬし

（法人）が納
おさ

める負担
ふ た ん

金を使って支給されています。 

 

このほか、児童
じ ど う

，障害者
しょうがいしゃ

，高齢者
こうれいしゃ

，母子家庭
か て い

*12などのように、自由
じ ゆ う

競 争
きょうそう

の社会において立場
た ち ば

の弱
よわ

い人々、また多くの社会的ハンディキャップ*13 を持った人々が、社会の一員として生活
せいかつ

でき

るような社会的サービスを提 供
ていきょう

することも、社会扶助
ふ じ ょ

制度
せ い ど

の重 要
じゅうよう

な目 標
もくひょう

となっています。 

【手当
て あ て

の種類
しゅるい

】 

※ 児童
じ ど う

手当
て あ て

、児童
じ ど う

扶養
ふ よ う

手当
て あ て

は令和
れ い わ

3 年 3 月から法制度
ほ う せ い ど

改定
かいてい

 

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kodomo/osirase/100526-1.html 

児童
じ ど う

手当
て あ て

 

https://www8.cao.go.jp/shoushi/jidouteate/index.html 

児童
じ ど う

扶養
ふ よ う

手当
て あ て

 

18歳
さい

に達
たっ

する日以後の最初
さいしょ

の 3 月 31 日までの間にある児童
じ ど う

を監護
か ん ご

*14する母、監護
か ん ご

かつ、生計
せいけい

*15を同じくする父または祖父母
そ ふ ぼ

など養育
よういく

する者 

特別児童
じ ど う

扶養
ふ よ う

手当
て あ て

 

20歳
さい

未満
み ま ん

で精神
せいしん

又は身体
しんたい

に障 害
しょうがい

を有する児童
じ ど う

を家庭
か て い

で監護
か ん ご

、養育
よういく

*1６している父母等 

＜特別障害者
しょうがいしゃ

手当
て あ て

等
とう

支給
しきゅう

制度
せ い ど

＞ 

特別障害者
しょうがいしゃ

手当
て あ て

 

精神
せいしん

又は身体
しんたい

に 著
いちじる

しく重度
じゅうど

の障 害
しょうがい

を有するため、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

において常時
じょうじ

 *17 特別の介護
か い ご

を

必要
ひつよう

とする状 態
じょうたい

にある在宅
ざいたく

の 20歳
さい

以上の者に支給
しきゅう

 

障 害
しょうがい

児福祉
ふ く し

手当 

精神
せいしん

又は身体
しんたい

に重度
じゅうど

の障 害
しょうがい

を有するため、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

において常時
じょうじ

の介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする状 態
じょうたい

に

ある在宅
ざいたく

の 20歳
さい

未満
み ま ん

の者に支給
しきゅう

 

＊１０:給料や給付をお金や物で払うこと。＊１１:貸すこと。＊１２:母と子だけの家庭。＊１３:他と比べて不利なこと。 

＊１４:子どもの生活を見て保護すること（面倒をみること）。＊１５:生活をするための方法。お金など。＊１６:養って、育

てること。＊１７:常に。いつも。 
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障害者総合支援法 

 概要 

「障害者
しょうがいしゃ

自立支援
し え ん

法」 

2006 年（平成 18 年）に施行
し こ う

*18 された法律
ほうりつ

で、「障 害
しょうがい

者の福祉
ふ く し

の増進
ぞうしん

」と、「障 害
しょうがい

の有無
う む

に

かかわらず国民みんなが互
たが

いの人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊 重
そんちょう

*19 して安心して暮
く

らせる地域
ち い き

社会の実現
じつげん

」を

目指して制定
せいてい

*20されました。この法律
ほうりつ

により、障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

（身体
しんたい

障 害
しょうがい

・知的
ち て き

障 害
しょうがい

・精神
せいしん

障 害
しょうがい

）

や年齢
ねんれい

に関係
かんけい

なく、必要
ひつよう

なサービスが利用できるように一つの制度
せ い ど

にしました。 

「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

」 

その後、「障 害
しょうがい

者自立支援
し え ん

法」を改正
かいせい

*21、改 称
かいしょう

*22し、2013 年（平成 25 年）施行
し こ う

されたのが

「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

」です。「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

」では、障害児
しょうがいじ

・障害者
しょうがいしゃ

の定義
て い ぎ

に「難 病
なんびょう

」が追加
つ い か

されました。また、「障 害
しょうがい

程度
て い ど

区分
く ぶ ん

」が「障 害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

」に 改
あらた

められました。 

「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

」に基
もと

づくサービス体
たい

系図
け い ず

 

 

（厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

ホームページをもとに作成
さくせい

） 

 

＊１８:実際に行うこと。＊１９:大切にすること。＊２０:法律や規則を決めること。＊２１:法律や規則のよくないところを

よくすること。＊２２:名前を変えること。  
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【国家試験に挑戦！(32)】（第 29 回国家試験 問題 14） 

「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
し え ん

法
ほう

」の規定
き て い

により、地方
ち ほ う

公 共
こうきょう

団体
だんたい

が設置
せ っ ち

する協議会
きょうぎかい

の機能
き の う

として、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. 障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

の策定
さくてい

 

2. 相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

所
しょ

に対する
たい    

評価
ひょうか

 

3. 障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス利用者
り よ う し ゃ

の個別
こ べ つ

支援
し え ん

計画
けいかく

の策定
さくてい

 

4. 障 害
しょうがい

者
しゃ

からの苦情
くじょう

の解決
かいけつ

 

5. 障 害
しょうがい

者
しゃ

等
など

への支援
し え ん

体制
たいせい

に関
かん

する課題
か だ い

についての情 報
じょうほう

共 有
きょうゆう

 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第１節 介護に関する諸制度の理解 ② 

社会保険制度の概要 

日本では、1961 年に「国民皆
かい

保険
ほ け ん

」化と、「国民皆
かい

年金
ねんきん

」化がスタートし、その後現在
げんざい

の制度
せ い ど

にある

雇用保険
こ よ う ほ け ん

、社会福祉
ふ く し

、生活
せいかつ

保護
ほ ご

、介護保険
か い ご ほ け ん

などができ、日本の社会保障
ほしょう

制度
せ い ど

が作られてきました。 

現在
げんざい

、日本の社会保険
ほ け ん

には 5 つの保険
ほ け ん

があります。医療保険
い り ょ う ほ け ん

、年金保険
ね ん き ん ほ け ん

、雇用保険
こ よ う ほ け ん

、労働者災害補償保険
ろうどうしゃさいがいほしょうほけん

、

そして介護保険
か い ご ほ け ん

です。 

※ 「皆
かい

」という字は、みんなを意味します。ここでは日本国民全員
ぜんいん

という意味です。 

「国民皆
かい

保険
ほ け ん

」とは、病気や事故
じ こ

にあったときの高額
こうがく

な医療費
い り ょ う ひ

の負担
ふ た ん

を、一部
い ち ぶ

本人に代わって負担
ふ た ん

して

くれる日本の制度
せ い ど

を指します。そのため、原則
げんそく

すべての全ての国民が公的医療保険
こうてきいりょうほけん

に加入
かにゅう

しなければなり

ません。 

「国民皆
かい

年金
ねんきん

」とは、高齢
こうれい

で 働
はたら

けなくなったときや障 害
しょうがい

が残ったとき、一家の 働
はたら

き手が亡
な

くなったと

きなど、これまでどおりの生活
せいかつ

が困難
こんなん

になったときの暮
く

らしを支
ささ

えるために支払
し は ら

われる制度
せ い ど

を指します。

その為
ため

、原則
げんそく

20歳
さい

以上 60歳
さい

未満
み ま ん

のすべての人が年金
ねんきん

を納付
の う ふ

します。 

 医療保険 

医療保険
い りょうほ けん

とは、病気やけがをしても、誰
だれ

でも安心して病院等に行くことができる制度
せ い ど

です。そ

して医師
い し

からの医療
いりょう

サービスが受けられるものです。「国民皆
かい

保険
ほ け ん

制度
せ い ど

」に基
もと

づき、国民は職 域
しょくいき

保険
ほ け ん

、もしくは地域
ち い き

保険
ほ け ん

のいずれかの医療
いりょう

保険
ほ け ん

に加入
かにゅう

し、保険料
ほけんりょう

を支払
し は ら

います。 

仕事以外でのケガ、病気、また出 産
しゅっさん

などで、病院にかかった時に発生
はっせい

した入院費
にゅういんひ

や、手 術
しゅじゅつ

な

どの医療費
い り ょ う ひ

の一部
い ち ぶ

、療 養 中
りょうようちゅう

の所得
しょとく

保障
ほしょう

、出 産
しゅっさん

の一時
い ち じ

金
きん

、死亡
し ぼ う

時の埋葬
まいそう

費用
ひ よ う

などが保険者
ほ け ん し ゃ

から支払
し は ら

われます（給付
きゅうふ

されます）。医療
いりょう

保険
ほ け ん

の給付
きゅうふ

方法
ほうほう

には、医療
いりょう

給付
きゅうふ

（現物
げんぶつ

給付
きゅうふ

）と現金
げんきん

給付
きゅうふ

がありま

す。 
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 地域
ち い き

保険
ほ け ん

 職 域
しょくいき

保険
ほ け ん

 

種類
しゅるい

 国民健康
けんこう

保険
ほ け ん

 健康
けんこう

保険
ほ け ん

 船員
せんいん

保険
ほ け ん

 共 済
きょうさい

保険
ほ け ん

 

保険者
ほ け ん し ゃ

 都道府県
と ど う ふ け ん

、市町村
しちょうそん

、国民健康
けんこう

保険組合 健康
けんこう

保険
ほ け ん

組合
くみあい

、全国
ぜんこく

健康
けんこう

保険
ほ け ん

協 会
きょうかい

 共 済
きょうさい

組合
くみあい

 

被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

 

自営
じ え い

業 者
ぎょうしゃ

や無職
むしょく

の者 サラリーマンなどの被
ひ

用者
ようしゃ

とその

家族（扶養者
ふ よ う し ゃ

） 

公務員
こ う む い ん

 

  被
ひ

用者
ようしゃ

 船員
せんいん

 国家
こ っ か

公務員
こ う む い ん

、

地方
ち ほ う

公務員
こ う む い ん

、

私学
し が く

教 職 員
きょうしょくいん

 

給付
きゅうふ

方法
ほうほう

 

医療
いりょう

給付
きゅうふ

 ： 治療費
ち り ょ う ひ

、入院費
にゅういんひ

、高額
こうがく

療養費
りょうようひ

の一部
い ち ぶ

など 

現金
げんきん

給付
きゅうふ

 ： 出 産
しゅっさん

一時
い ち じ

金
きん

、埋葬
まいそう

費用
ひ よ う

など 

また、後期高齢者医療
こうきこうれいしゃいりょう

制度
せ い ど

は 75歳
さい

以上の人、もしくは６５歳
さい

以上７５歳
さい

未満
み ま ん

の人で、一定の

障 害
しょうがい

認定
にんてい

を受
う

けた人が加入
かにゅう

する医療
いりょう

保険
ほ け ん

です。 

後期高齢者医療
こうきこうれいしゃいりょう

制度
せ い ど

 

種類
しゅるい

 後期高齢者医療
こうきこうれいしゃいりょう

 

保険者
ほ け ん し ゃ

 後期高齢者医療広域連合
こうきこうれいしゃいりょうこういきれんごう

 

被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

 75歳
さい

以上の者 

給付
きゅうふ

方法
ほうほう

 医療
いりょう

給付
きゅうふ

 

※ 生活
せいかつ

保護
ほ ご

を受けている人は国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

、後期
こ う き

高齢者
こうれいしゃ

医療
いりょう

に加入
かにゅう

しなくて良いです。 

日本の医療
いりょう

保険
ほ け ん

制度
せ い ど

の特 徴
とくちょう

は、大きく３つあります。 

⚫ 国民皆
かい

保険
ほ け ん

である。（すべての国民が保険
ほ け ん

に入らなければならない）。 

⚫ 医療
いりょう

機関
き か ん

から診 療
しんりょう

サービスが給付
きゅうふ

される現物
げんぶつ

給付
きゅうふ

方式
ほうしき

と現金
げんきん

給付
きゅうふ

がある。 

※ 現物
げんぶつ

給付
きゅうふ

方式
ほうしき

：先に医療
いりょう

サービスを受
う

けることができ、払
はら

った費用
ひ よ う

の一部
い ち ぶ

を本人が支払
し は ら

い、

残金
ざんきん

は保険者
ほ け ん し ゃ

が支払
し は ら

ってくれる。 

⚫ 被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

は日本全国
ぜんこく

の保健
ほ け ん

医療
いりょう

機関
き か ん

のどこでも受診
じゅしん

することができます。 

[医療費
い り ょ う ひ

の自己
じ こ

負担
ふ た ん

額
がく

] 

 

 

７５歳
さい

以上 １割
わり

（10％）負担
ふ た ん

 

７０歳
さい

～７４歳
さい

まで ２割
わり

（20％）負担
ふ た ん

 

６歳
さい

～６９歳
さい

まで ３割
わり

（30％）負担
ふ た ん

 

０～２歳
さい

、３～６歳
さい

（小学校に入るまで） ２割
わり

（20％）負担
ふ た ん
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図 医療保険
い り ょ う ほ け ん

のしくみ 

年金
ねんきん

保険
ほ け ん

 

年金
ねんきん

保険
ほ け ん

とは、高齢
こうれい

で 働
はたら

けなくなったとき、事故
じ こ

等
とう

で障 害
しょうがい

が残
のこ

ったとき、働
はたら

き手が亡
な

くなっ

て生計
せいけい

を維持
い じ

できないとき等
など

に、生活
せいかつ

を保障
ほしょう

するための給付
きゅうふ

制度
せ い ど

です（お金がもらえます）。 

国民は「国民皆
かい

年金
ねんきん

制度
せ い ど

」に基
もと

づき、「国民年金
ねんきん

（基礎
き そ

年金
ねんきん

）」か「厚生
こうせい

年金
ねんきん

」のどちらかに加入
かにゅう

し、保険料
ほけんりょう

を支払
し は ら

います。 

年金
ねんきん

保険
ほ け ん

の種類
しゅるい

 

年金
ねんきん

保険
ほ け ん

には、「国民年金
ねんきん

（基礎
き そ

年金
ねんきん

）」と「厚生
こうせい

年金
ねんきん

」の２つがあり、日本に住 所
じゅうしょ

のある人は

全員
ぜんいん

加入
かにゅう

しなければなりません。なお、「厚生
こうせい

年金
ねんきん

」に加入
かにゅう

した人は、自動的
てき

に「国民年金
ねんきん

」にも

加入
かにゅう

したことになります。 

種類
しゅるい

 国民年金
ねんきん

（基礎
き そ

年金
ねんきん

） 厚生
こうせい

年金
ねんきん

 

保険者
ほ け ん し ゃ

 国 国 

被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

 第 1 号 第 2 号 第 3 号 サラリーマンなど

の被
ひ

用者
ようしゃ

 20歳
さい

以上 60歳
さい

未満
み ま ん

の自
じ

営 業
えいぎょう

者
しゃ

、無職、

学生など 

サラリーマン、公務

員などの被
ひ

用者
ようしゃ

（厚

生年金
ねんきん

の加入
かにゅう

者）で

70歳
さい

まで。 

第 2 号 被

保険者
ほ け ん し ゃ

の 配 偶

者で、20歳
さい

以上

60歳
さい

未満
み ま ん

の人 

給付
きゅうふ

内容
ないよう

 老齢基礎年金
ねんきん

 

障 害
しょうがい

基礎年金
ねんきん

 

遺族基礎年金
ねんきん

 

老齢
ろうれい

厚生
こうせい

年金
ねんきん

 

障 害
しょうがい

厚生
こうせい

年金
ねんきん

 

遺族厚生
い ぞ く こ う せ い

年金
ねんきん

 

その他
ほか

の 

給付
きゅうふ

 

（自営業
じえいぎょう

の人に） 

寡婦
か ふ

年金
ねんきん

 

死亡
し ぼ う

一時
い ち じ

金
きん

 

付加
ふ か

年金
ねんきん
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国民年金
ねんきん

と厚生
こうせい

年金
ねんきん

の構図
こ う ず

 

厚生
こうせい

年金
ねんきん

に加入
かにゅう

していることで、国民年金
ねんきん

第 2 号被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

は 2階
かい

建
だ

ての年金
ねんきん

制度
せ い ど

になります。

厚生
こうせい

年金
ねんきん

保険料
ほけんりょう

の支払
しはらい

は、事業
じぎょう

主
ぬし

が半分、被
ひ

用者
ようしゃ

*23 が半分支払
し は ら

います。 

国
こく

 民
みん

 年
ねん

 金
きん

（基
き

 礎
そ

 年
ねん

 金
きん

） 

第
だい

1号
ごう

被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

 

・20～60歳
さい

未満
み ま ん

の自営
じ え い

業 者
ぎょうしゃ

 

・無職
むしょく

（学生
がくせい

含
ふく

む） 

第
だい

2号
ごう

被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

 

・厚生
こうせい

年金
ねんきん

に加入
かにゅう

している

被
ひ

用者
ようしゃ

 

第
だい

3号
ごう

被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

 

・第
だい

2号
ごう

被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

の配偶者
はいぐうしゃ

 

（20歳
さい

以上
いじょう

60歳
さい

未満
み ま ん

） 

 

公的
こうてき

年金
ねんきん

制度
せ い ど

の運営
うんえい

方式
ほうしき

 

日本では、 働
はたら

いている人（現役
げんえき

世代）が支払
し は ら

う保険料
ほけんりょう

で、高齢者
こうれいしゃ

（受 給
じゅきゅう

世代）に年金
ねんきん

を給付
きゅうふ

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊２３: 会社などに雇われている人。  

厚
こう

 生
せい

 年
ねん

 金
きん
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【国家試験に挑戦！(33)】（第 30 回国家試験 問題 11） 

E さん（64歳
さい

、男性
だんせい

）は、4年前
ねんまえ

に企業
きぎょう

を定年
ていねん

退 職
たいしょく

*24 して無職
むしょく

であり、専 業
せんぎょう

主婦
し ゅ ふ

の妻
つま

と二人
ふ た り

で年金
ねんきん

生活
せいかつ

をしている。他
ほか

の家族
か ぞ く

の医療
いりょう

保険
ほ け ん

の被
ひ

扶養者
ふ よ う し ゃ

*25 ではない。ある日
ひ

、E さんは、自宅
じ た く

の

庭
にわ

掃除
そ う じ

をしているときに転倒
てんとう

して、大腿骨
だいたいこつ

を骨折
こっせつ

 (fracture)した。そのため病 院
びょういん

で手 術
しゅじゅつ

をする

ことになった。 

次
つぎ

の制度
せ い ど

のうち、医療費
い り ょ う ひ

の支払
し は ら

いに適用
てきよう

できるものとして、正
ただ

しいものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. 国民健康保険
こくみんけんこうほけん

 

2. 介護
か い ご

保険
ほ け ん

 

3. 労働者災害補償保険
ろうどうしゃさいがいほしょうほけん

 

4. 健康
けんこう

保険
ほ け ん

 

5. 後期
こ う き

高齢
こうれい

者
しゃ

医療
いりょう

 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊２４:決められた年齢で会社をやめること。*２５:扶養されている人。扶養：生活できるよう世話をすること。 
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第１節 介護に関する諸制度の理解 ③ 

雇用
こ よ う

保険 

何かの理由
り ゆ う

で失 業
しつぎょう

*26 したとき、生計
せいけい

の維持
い じ

や次の仕事を探
さが

すために必要
ひつよう

なお金が支給
しきゅう

されま

す。 

保険料
ほけんりょう

は会社と 働
はたら

く人とが半分ずつ支払
し は ら

います。 

会社で 6 か月以上 働
はたら

いた人は、仕事を辞
や

めた後、次の仕事が見つかるまでの一定の期間中
きかんちゅう

、

再 就 職
さいしゅうしょく

や生活
せいかつ

のための給付
きゅうふ

金
きん

が支給
しきゅう

されます。 

種類
しゅるい

 雇用
こ よ う

保険 

保険者
ほ け ん し ゃ

 国 

被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

 被
ひ

用者
ようしゃ

 

給付
きゅうふ

内容
ないよう

 ・求 職 者
きゅうしょくしゃ

給付
きゅうふ

（現金
げんきん

支給
しきゅう

） 

・教 育
きょういく

訓練
くんれん

給付
きゅうふ

（就 労
しゅうろう

するために必要
ひつよう

な技能
ぎ の う

を習 得
しゅうとく

する機会
き か い

の提 供
ていきょう

等
など

） 

窓口
まどぐち

 ハローワーク（公 共
こうきょう

職 業
しょくぎょう

安定
あんてい

センター） 

労働者
ろうどうしゃ

災害
さいがい

補償
ほしょう

制度
せ い ど

 

仕事上、または通勤
つうきん

の際
さい

にケガや死亡
し ぼ う

等
とう

が発生
はっせい

した場合
ば あ い

、労働者
ろうどうしゃ

や家族・遺族
い ぞ く

*27に給付
きゅうふ

金
きん

が支給
しきゅう

される制度
せ い ど

です。労働者
ろうどうしゃ

を雇用
こ よ う

する事業
じぎょう

主
ぬし

は必ず加入
かにゅう

しなければなりません。また、保険料
ほけんりょう

も事業
じぎょう

主
ぬし

のみが支払
し は ら

います。 

この給付
きゅうふ

金
きん

によって、ケガをした労働者
ろうどうしゃ

の社会復帰
ふ っ き

*28の促進
そくしん

*29、また死亡
し ぼ う

された労働者
ろうどうしゃ

とその

遺族
い ぞ く

の立場
た ち ば

や今後の生活
せいかつ

を守
まも

ることを目的
もくてき

としています。 

※ 公務員
こ う む い ん

は「国家（地方）公務員
こ う む い ん

災害
さいがい

補償法
ほしょうほう

」があるため、労災
ろうさい

保険
ほ け ん

の適用外
てきようがい

となります。 

種類
しゅるい

 労働者災害補償制度
ろうどうしゃさいがいほしょうせいど

（労働者
ろうどうしゃ

災害
さいがい

補償
ほしょう

保険
ほ け ん

） 

保険者
ほ け ん し ゃ

 国 

被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

 被
ひ

用者
ようしゃ

（雇用
こ よ う

形態
けいたい

、雇用
こ よ う

期間
き か ん

を問わず全員） 

給付
きゅうふ

内容
ないよう

 療 養
りょうよう

補償
ほしょう

給付
きゅうふ

、障 害
しょうがい

補償
ほしょう

給付
きゅうふ

 など 

※ 給付
きゅうふ

対 象
たいしょう

外
がい

の人（ 中 小
ちゅうしょう

企業
きぎょう

主
ぬし

とその家族 従
じゅう

業 者
ぎょうしゃ

、一人
ひ と り

親方
おやかた

、特定
とくてい

作業
さぎょう

従事者
じゅうじしゃ

、海外
かいがい

派遣者
は け ん し ゃ

等
など

）に対して
た い    

は、「特別
とくべつ

加入
かにゅう

制度
せ い ど

」があります。 

＊２６:仕事を失うこと。＊２７:死んだ人の家族。＊２８:もう一度社会に参加すること。仕事がもう一度できるようになる

こと。＊２９:早く進めること。 
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介護
か い ご

保険
ほ け ん

 

日本では、家族の 形
かたち

に関する様々
さまざま

な変化
へ ん か

が起きています。 

価値観
か ち か ん

の変化
へ ん か

、女性の社会進 出
しんしゅつ

、法制度
せ い ど

の遅
おく

れなど、家族の 形
かたち

に影 響
えいきょう

がある様々
さまざま

な理由が挙
あ

げられますが、それにより、「晩婚
ばんこん

*30化
か

」、「核家族
か く か ぞ く

*31化
か

」、「少子化
し ょ う し か

」、「高齢化
こ う れ い か

」など、特に高齢者
こうれいしゃ

を家族で介護
か い ご

する、介護
か い ご

し続
つづ

けることが困難
こんなん

な 状 況
じょうきょう

となっています。 

そこで、国全体
ぜんたい

で介護
か い ご

を支
ささ

えようとする「介護
か い ご

保険
ほ け ん

」制度
せ い ど

が始まりました。 

2000 年（平成 12 年）から施行
し こ う

された「介護
か い ご

保険法
ほ け ん ほ う

」は、国民にとっての医療
いりょう

や福祉
ふ く し

をより良

くすることを目的
もくてき

として作られました。 

この「介護
か い ご

保険法
ほ け ん ほ う

」において、“加齢
か れ い

による病気等で介護
か い ご

が必要
ひつよう

になった人に、介護
か い ご

費用
ひ よ う

の一部
い ち ぶ

や介護
か い ご

サービスを給付
きゅうふ

するための保険
ほ け ん

”として導 入
どうにゅう

されたのが「介護
か い ご

保険
ほ け ん

」です。 

 

1997 年（平成 9 年）に介護
か い ご

保険法
ほ け ん ほ う

が成立
せいりつ

し、2000 年の施行後
し こ う ご

、保険制度
ほ け ん せ い ど

の充 実
じゅうじつ

を図る
はか  

ため、

何度
な ん ど

も見直
み な お

しが行われています。 

現在
げんざい

は 2025 年までに、高齢者
こうれいしゃ

が住み慣れ
な  

た場所で自分らしい生活
せいかつ

を最後
さ い ご

まで送れることをで

きるようにするための仕組
し く

み*32 として、「地域包括
ち いきほう かつ

ケアシステム」の整備
せ い び

に取り組んでいます。 

地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム： 

住まい、医療
いりょう

、介護
か い ご

、予防
よ ぼ う

、生活
せいかつ

支援
し え ん

といった介護
か い ご

サービスがまとめて受
う

けられる体制
たいせい

。 

種類
しゅるい

 介護
か い ご

保険
ほ け ん

 

保険者
ほ け ん し ゃ

 市町村
しちょうそん

、特別
とくべつ

区
く

 

被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

 市町村
しちょうそん

に住 所
じゅうしょ

を有する 40歳
さい

以上の者 

・第 1 号被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

：６５歳
さい

以上の人 

⇒所得
しょとく

に応
おう

じて保険料
ほけんりょう

を 徴 収
ちょうしゅう

される 

・特別
とくべつ

徴 収
ちょうしゅう

（年金
ねんきん

受 給
じゅきゅう

時
じ

に 徴 収
ちょうしゅう

される） 

・普通
ふ つ う

徴 収
ちょうしゅう

（市町村
しちょうそん

から送られてくる納付書
の う ふ し ょ

で納付
の う ふ

） 

・第 2 号被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

：４０歳
さい

以上６５歳
さい

未満
み ま ん

の、医療保険加入者
いりょうほけんかにゅうしゃ

 

⇒医療
いりょう

保険料
ほけんりょう

とあわせ保険料
ほけんりょう

を 徴 収
ちょうしゅう

される 

給付
きゅうふ

内容
ないよう

 ・介護
か い ご

給付
きゅうふ

 

・予防
よ ぼ う

給付
きゅうふ

 

・市町村
しちょうそん

特別
とくべつ

給付
きゅうふ

 

窓口
まどぐち

 市
し

役所
やくしょ

、特別
とくべつ

区
く

（保険者
ほ け ん し ゃ

） 

 

 

＊３０:早く進めること。結婚が遅くなること。＊３１:夫婦とその子だけの家族。＊３２: うまくいくように工夫された計

画、システム（system） 
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[参考] 社会保険制度
ほ け ん せ い ど

のまとめ 

種類
しゅるい

 保険者
ほ け ん し ゃ

 被保険者
ほ け ん し ゃ

 給付
きゅうふ

例 

年金
ねんきん

保険
ほ け ん

 国民年金
ねんきん

保険
ほ け ん

 国 20歳
さい

以上 60歳
さい

未満
み ま ん

 

老齢
ろうれい

基礎
き そ

年金
ねんきん

 

障 害
しょうがい

基礎
き そ

年金
ねんきん

 

遺族
い ぞ く

基礎
き そ

年金
ねんきん

 

厚生
こうせい

年金
ねんきん

保険
ほ け ん

 国 被
ひ

用者
ようしゃ

 老齢
ろうれい

厚生
こうせい

年金
ねんきん

 

障 害
しょうがい

厚生
こうせい

年金
ねんきん

 

遺族
い ぞ く

厚生
こうせい

年金
ねんきん

 

医療
いりょう

保険
ほ け ん

 国民健康
けんこう

保険
ほ け ん

 都道府県
と ど う ふ け ん

 

市町村
しちょうそん

 

国民健康
けんこう

保険
ほ け ん

組合
くみあい

 

自営業
じえいぎょう

 

無職
むしょく

 

 

 

 

療 養
りょうよう

の給付
きゅうふ

 

高額
こうがく

医療費
い り ょ う ひ

 

訪問看護療養費
ほうもんかんごりょうようひ

 

健康保険
け ん こ う ほ け ん

 協 会
きょうかい

けんぽ 

健康
けんこう

保険
ほ け ん

組合
くみあい

 

サラリーマンな

どの扶養者
ふ よ う し ゃ

、及
およ

び

扶養
ふ よ う

されている

者 

共 済
きょうさい

保険
ほ け ん

 共 済
きょうさい

組合
くみあい

 

後期
こ う き

高齢者
こうれいしゃ

医療
いりょう

保険
ほ け ん

 

後期
こ う き

高齢者
こうれいしゃ

医療
いりょう

広域
こういき

連合
れんごう

 75歳
さい

以上の者 

雇用
こ よ う

保険
ほ け ん

  国 雇用
こ よ う

されている

労働者
ろうどうしゃ

 

求 職 者
きゅうしょくしゃ

給付
きゅうふ

 

就 職
しゅうしょく

促進
そくしん

給付
きゅうふ

 

労災
ろうさい

保険
ほ け ん

  国 雇用
こ よ う

されている

労 働
はたら

者 

療 養
りょうよう

（補償
ほしょう

）給付
きゅうふ

 

障 害
しょうがい

（補償
ほしょう

）給付
きゅうふ

 

介護
か い ご

保険
ほ け ん

  市町村
しちょうそん

 

特別
とくべつ

区
く

 

市町村
しちょうそん

に 住 所
じゅうしょ

を

有する 40歳
さい

以上

の者 

介護
か い ご

給付
きゅうふ

 

予防
よ ぼ う

給付
きゅうふ

 

市町村
しちょうそん

特別
とくべつ

給付
きゅうふ

 

 

社会保障費用 

これらの制度
せ い ど

を運用
うんよう

するための「社会保障
ほしょう

給付費
き ゅ う ふ ひ

」の総額
そうがく

は、2017 年（平成 29 年）度で 120 兆
ちょう

2,443

億円
おくえん

になります。 

部門
ぶ も ん

別では、「医療
いりょう

」39 兆
ちょう

4,195億円
おくえん

、「年金
ねんきん

」が 54 兆
ちょう

8,349億円
おくえん

、「福祉
ふ く し

その他」が 25 兆
ちょう

9,898億円
おくえん

と、「年金
ねんきん

」の支出
ししゅつ

割合
わりあい

が全体
ぜんたい

の 5割
わり

近くを占
し

めています。 

機能
き の う

別では、「高齢
こうれい

」が 56 兆
ちょう

5，211億円
おくえん

、「保険
ほ け ん

医療
いりょう

」が 37 兆
ちょう

7,436億円
おくえん

と、「高齢
こうれい

」が全体
ぜんたい

の 5割
わり

近くを占
し

めています。 
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【国家試験に挑戦！(34)】（第 29 回国家試験 問題 7） 

日本
に ほ ん

の社会
しゃかい

保険制度
ほ け ん せ い ど

に関
かん

する次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち、適切
てきせつ

なものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. 加入
かにゅう

は、個人
こ じ ん

が選択
せんたく

できる。 

2. 保険料
ほけんりょう

だけで運営
うんえい

され、公費
こ う ひ

負担
ふ た ん

は 行
おこな

われない。 

3. 医療
いりょう

保険
ほ け ん

、年金
ねんきん

保険
ほ け ん

、雇用
こ よ う

保険
ほ け ん

、労災
ろうさい

保険
ほ け ん

、介護
か い ご

保険
ほ け ん

の 5 つである。 

4. 給付
きゅうふ

の形態
けいたい

は、現金
げんきん

給付
きゅうふ

に限
かぎ

られる。 

5. 保険
ほ け ん

料
りょう

は、加入
かにゅう

者
しゃ

個人
こ じ ん

のリスクに見合
み あ

った額
がく

になる。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第２節 介護保険制度のサービスの理解 ① 

１ 介護保険制度制定と社会的背景 

ここでは、日本の「介護
か い ご

保険制度
ほ け ん せ い ど

」が制定
せいてい

された社会的な背景
はいけい

を学んでいきましょう。 

 平均寿命の伸長*33 と人口の高齢化 

世界一の長 寿
ちょうじゅ

国
こく

 

日本の平均
へいきん

寿 命
じゅみょう

はどんどん伸び
の  

ています。 

⚫ 第二次世界
せ か い

大戦
たいせん

後（1947 年）：男性 50.06歳
さい

、女性 53.96歳
さい

 

⚫ 高度経済
けいざい

成長期
せいちょうき

（1965 年）：男性、女性ともに 70歳
さい

を超
こ

える 

⚫ 世界一の長 寿
ちょうじゅ

国
こく

（1998 年）：男性 77.16歳
さい

、女性 84.01歳
さい

 

高齢者
こうれいしゃ

数の増加
ぞ う か

 

高齢化率
こ うれいか りつ

（総人口
そうじんこう

に占
し

める 65歳
さい

以上の人の割合
わりあい

）も 上 昇
じょうしょう

しています。 

⚫ 1970 年には、7％を超
こ

え「高齢化
こ う れ い か

社会」へ 

⚫ 1994 年には 14％を超
こ

え「高齢
こうれい

社会」に、そして現在
げんざい

もどんどん伸び
の  

ています。 

高齢化率
こ うれいか りつ

の 上 昇
じょうしょう

は、「介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする人」の増加
ぞ う か

を意味します。国の調査
ちょうさ

では、2025 年に

は寝たきりや認知症
にんちしょう

、虚 弱
きょじゃく

高齢者
こうれいしゃ

*34などの要介護
よ う か い ご

高齢者
こうれいしゃ

は520 万人に達
たっ

すると予測
よ そ く

されました。 

 合計特殊出生率の低下と産業構造や家族構成の変化 

少子化
し ょ う し か

 

1990 年代中ごろから、合計
ごうけい

特殊出生率
とくしゅしゅっしょうりつ

(一人の女性が一生の間に子どもを産
う

む平均数
へいきんすう

)の低下
て い か

が見られます。 

産 業
さんぎょう

構造
こうぞう

や家族構成
こうせい

の変化
へ ん か

 

農 業
のうぎょう

や漁 業
ぎょぎょう

から加工業
かこうぎょう

、また販売業
はんばいぎょう

やサービス 業
ぎょう

等
とう

へ、働
はたら

く人の数がシフトしました。そ

れにより、核家族化
か く か ぞ く か

や単身
たんしん

世帯
せ た い

*35の増加
ぞ う か

なども起き、それぞれの家で高齢者
こうれいしゃ

の介護
か い ご

を行うことが

難
むずか

しくなっています。 

働
はたら

く場所が大都市
だ い と し

に集中し、若い 働
はたら

き手は家から出て大都市
だ い と し

に引
ひ

っ越
こ

してしまうためです。 

＊３３:伸びて長くなること。＊３４:心身の機能の低下や病気などで生活の一部に介助が必要な高齢者。＊３５:ひとりで生

活している世帯。 
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そのような 状 況
じょうきょう

に対応
たいおう

するため、新たな介護
か い ご

システムを作る必要
ひつよう

がありました。 

もともと高齢者
こうれいしゃ

向けの福祉
ふ く し

サービスは法律
ほうりつ

に基
もと

づき、国が、「どの高齢者
こうれいしゃ

に、どのサービスを

提 供
ていきょう

するのか」を決定
けってい

していました。福祉
ふ く し

サービスには国費
こ く ひ

(税金
ぜいきん

)が使われ、市町村
しちょうそん

の責任
せきにん

のも

とに実施
じ っ し

されていました。 

 

この方法
ほうほう

に、老人
ろうじん

保健
ほ け ん

制度
せ い ど

の医療
いりょう

給付
きゅうふ

として行われていた「老人
ろうじん

保健
ほ け ん

施設
し せ つ

でのサービス」や

「訪問
ほうもん

介護
か い ご

」等
とう

を組
く

み入れ、介護
か い ご

施設
し せ つ

や事
じ

業 者
ぎょうしゃ

との合意
ご う い

 *36 による直 接
ちょくせつ

契約
けいやく

に基
もと

づくサービス

提 供
ていきょう

方式
ほうしき

に転換
てんかん

*37 し、さらに社会保険制度
ほ け ん せ い ど

として再編
さいへん

されました。 

※ 法律
ほうりつ

（国が全て決める） → 契約
けいやく

（利用者
り よ う し ゃ

と事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が合意
ご う い

して決める） 

※ 福祉
ふ く し

サービス → 福祉
ふ く し

サービス + 老人
ろうじん

保健
ほ け ん

制度
せ い ど

 →社会保険制度
ほ け ん せ い ど

 

介護
か い ご

保険制度
ほ け ん せ い ど

制定
せいてい

の目的
もくてき

は、 

⚫ 介護
か い ご

の社会化(介護
か い ご

を社会全体
ぜんたい

でささえるしくみ) 

⚫ 税
ぜい

方式
ほうしき

から、給付
きゅうふ

と負担
ふ た ん

の関係
かんけい

が明確
めいかく

な保険
ほ け ん

方式
ほうしき

への転換
てんかん

 

⚫ 医療
いりょう

と福祉
ふ く し

の縦割
た て わ

り(福祉
ふ く し

制度
せ い ど

と医療
いりょう

制度
せ い ど

が二つに分かれて介護
か い ご

サービスを提 供
ていきょう

 )をなくし

た総合的
そうごうてき

なサービスの提 供
ていきょう

 

⚫ 社会的入 院
にゅういん

の解 消
かいしょう

による医療費
い り ょ う ひ

削減
さくげん

*38 

などです。 

２ 介護保険制度のしくみ 

介護
か い ご

保険制度
ほ け ん せ い ど

の定義
て い ぎ

について学びましょう。 

介護
か い ご

保険法
ほ け ん ほ う

第 1 条では、以下のような内容
ないよう

で「定義
て い ぎ

」が書かれています。 

「年をとり、こころやからだに起きる変化
へ ん か

が原因
げんいん

で病気等になり、介護
か い ご

が必要
ひつよう

な状 態
じょうたい

となって入 浴
にゅうよく

、

排泄
はいせつ

、食事
しょくじ

などの介護
か い ご

や、身体
しんたい

の能 力
のうりょく

維持
い じ

、療 養
りょうよう

の管理
か ん り

や医療
いりょう

などを必要
ひつよう

とする方には、その方が尊厳
そんげん

を持ち、その方が持っている能 力
のうりょく

に基
もと

づいた「自立した生活
せいかつ

を送れる」ように、必要
ひつよう

な保健医療
ほ け ん い り ょ う

サー

ビスや福祉
ふ く し

サービスを提 供
ていきょう

します」 

 

また「国民みんなで助
たす

け合うという考えに基
もと

づいて介護
か い ご

保険制度
ほ け ん せ い ど

を設
もう

け、その制度
せ い ど

を使う際
さい

の必要
ひつよう

な

事項
じ こ う

を定め
さだ  

、国民の保健
ほ け ん

医療
いりょう

の向 上
こうじょう

と福祉
ふ く し

の増進
ぞうしん

を図
はか

ります」と記
しる

されています。 

 

以下に制度
せ い ど

の内容
ないよう

を示し
しめ  

ています。介護
か い ご

保険制度
ほ け ん せ い ど

は、介護福祉職
かいごふくししょく

として正しく理解
り か い

しておかなければな

らない制度
せ い ど

（法律
ほうりつ

）です。ただしく、しっかりと理解
り か い

しましょう。 

 

＊３６:意志が一致すること。同じ意志を持つこと。＊３７:今までと変わること。＊３８:減らすこと。 
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保険者
ほ け ん し ゃ

 

介護
か い ご

保険制度
ほ け ん せ い ど

を運営
うんえい

するのが「保険者
ほ け ん し ゃ

」です。保険料
ほけんりょう

を集めたり、サービスなどを提 供
ていきょう

します。 

全国
ぜんこく

の市町村
しちょうそん

および特別
とくべつ

区
く

(東京都
とうきょうと

23区
く

) が「保険者
ほ け ん し ゃ

」です。 

被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

 

介護
か い ご

保険制度
ほ け ん せ い ど

の対 象
たいしょう

者で、保険料
ほけんりょう

を納
おさ

める人が「被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

」です。 

「被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

」は、2種類
しゅるい

の人で構成
こうせい

されています。 

⚫ 第 1 号被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

：65歳
さい

以上の人 

⚫ 第 2 号被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

：40歳
さい

以上 65歳
さい

未満
み ま ん

(65歳
さい

に達
たっ

していない人)の医療
いりょう

保険
ほ け ん

加入者
かにゅうしゃ

の人 

第 1 号と第 2 号
だ い ２ ご う

被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

で、制度
せ い ど

を利用できるケースが異な
こと  

ります。 

⚫ 第１号被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

  : 常
つね

に介護
か い ご

が必要
ひつよう

な状 態
じょうたい

、また日 常
にちじょう

生活
せいかつ

に支援
し え ん

が必要
ひつよう

な状 態
じょうたい

になった

場合
ば あ い

 

⚫ 第２号被保険者
ひ ほ け ん し ゃ

 :「介護
か い ご

保険法
ほ け ん ほ う

施行令
し こ う れ い

」などで定
さだ

められている、加齢
か れ い

による 16 の特定
とくてい

疾病
しっぺい

(がん、関節
かんせつ

リウマチ、ALS、後
こう

縦
じゅう

靭帯
じんたい

骨化症
こっかしょう

など) により、常
つね

に介護
か い ご

、また支援
し え ん

が必要
ひつよう

な

状 態
じょうたい

になった場合
ば あ い

 

保険料
ほけんりょう

の 徴 収
ちょうしゅう

方法
ほうほう

 

第 1 号被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

 

特別
とくべつ

徴 収
ちょうしゅう

(年金
ねんきん

の支給
しきゅう

額
がく

が年額
ねんがく

１８万円以上の人は、年金
ねんきん

から天引
て ん び

きされます。) 

普通
ふ つ う

徴 収
ちょうしゅう

(年金
ねんきん

の支給
しきゅう

額
がく

が一定金額
きんがく

以下、納付書
の う ふ し ょ

で振
ふ

り込
こ

みます。) 

第 2 号被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

 

医療
いりょう

保険料
ほけんりょう

に上乗
う わ の

せして 徴 収
ちょうしゅう

されます。 

審査
し ん さ

・判定
はんてい

の流
なが

れ 

介護
か い ご

保険制度
ほ け ん せ い ど

の介護
か い ご

サービスを利用するためには、「図 要介護
よ う か い ご

認定
にんてい

*39 の手続
つづ

きの流
なが

れ」のよう

に、【申請
しんせい

*40→認定
にんてい

】の手続
つづ

きが必要
ひつよう

です。 

市区
し く

町 村
ちょうそん

に要介護認定
ようかいごにんてい

を申請
しんせい

し、要支援
よ う し え ん

1～2、要介護
よ う か い ご

1～5 のいずれかの認定
にんてい

を受
う

けなければ

なりません。保険者
ほ け ん し ゃ

である市区
し く

町 村
ちょうそん

に申請
しんせい

すると、認定
にんてい

調査
ちょうさ

や主治医
し ゅ じ い

の意見
い け ん

書をもとに審査
し ん さ

*41 が

行われ、申請
しんせい

から 30 日以内に認定
にんてい

結果
け っ か

の通知
つ う ち

が届
とど

きます。介護
か い ご

の必要
ひつよう

がない場合
ば あ い

は非該当
ひ が い と う

*42 に

なります。それぞれの認定
にんてい

された介護度
か い ご ど

別
べつ

に受
う

けられるサービスの内容
ないよう

や回数が異な
こと  

ります。 

 

 

＊３９:資格があるかどうか、適当かどうかを決めること。＊４０:国などに申し込むこと。＊４１:詳しく調べていいかどう

か決めること。＊４２:当てはまらないこと。 
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図 要介護
か い ご

認定
にんてい

の手
て

続
つづ

きの流
なが

れ 

利用者
り よ う し ゃ

負担
ふ た ん

 

利用者
り よ う し ゃ

負担
ふ た ん

は、原則
げんそく

として利用したサービス料の 1割
わり

を負担
ふ た ん

(支払
し は ら

い)しますが、所得
しょとく

に応
おう

じて

2割
わり

や 3割
わり

の場合
ば あ い

もあります。施設
し せ つ

へ入 所
にゅうしょ

(入居)した場合
ば あ い

には、サービスの利用料と食費、居住費
きょじゅうひ

なども負担
ふ た ん

します。 

要支援
よ う し え ん

、要介護
よ う か い ご

の状態像
じょうたいぞう

 

要支援
よ う し え ん

1～2、要介護
よ う か い ご

1～5 の状態像
じょうたいぞう

(イメージ像
ぞう

) についても理解
り か い

しておきましょう。 

＜要支援
よ う し え ん

＞ 

「要支援
よ う し え ん

」とは、今は介護
か い ご

の必要
ひつよう

はないが、将来様々
しょうらいさまざま

な状 態
じょうたい

が悪く
わる  

なるかもしれないため、今

のうちから支援
し え ん

（サポート）をしようということです。 

要支援
よ う し え ん

１ 

日 常
にちじょう

の複雑
ふくざつ

な動作
ど う さ

には、部分的な介助
かいじょ

を必要
ひつよう

とする状 態
じょうたい

の人です。 

居室
きょしつ

の掃除
そ う じ

や身のまわりの世話
せ わ

の一部
い ち ぶ

に何らかの介護
か い ご

(見守りや手助け、言葉がけ)が必要
ひつよう

で

すが、基本的
き ほ ん て き

には ADL(Activities of Daily Living）は維持
い じ

されている状 態
じょうたい

です。 
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要支援
よ う し え ん

2 

要支援
よ う し え ん

１の人と比較
ひ か く

して、日 常
にちじょう

の複雑
ふくざつ

な動作
ど う さ

に介助
かいじょ

を必要
ひつよう

とする場面
ば め ん

が多くなる状 態
じょうたい

の人

です。 

身だしなみや居室
きょしつ

の掃除
そ う じ

などの身のまわりの世話
せ わ

に何らかの介助
かいじょ

（見守りや手助け）が必要
ひつよう

ですが、立ち上がりや片足
かたあし

での立位
り つ い

保持
ほ じ

＊43 などの複雑
ふくざつ

な動作
ど う さ

に何らかの支
ささ

えを必要
ひつよう

とする

状 態
じょうたい

です。排泄
はいせつ

や食事
しょくじ

はほとんど自分ひとりでできます。 

＜要介護
よ う か い ご

＞ 

「要介護
よ う か い ご

」とは、身体上
しんたいじょう

の理由で寝たきり、または認知症
にんちしょう

などがあって、入 浴
にゅうよく

、排泄
はいせつ

、食事
しょくじ

な

どの基本的
き ほ ん て き

な ADL（日 常
にちじょう

生活
せいかつ

動作
ど う さ

：Activities of Daily Living）においてのすべて、または一部
い ち ぶ

について常
つね

に介護
か い ご

がいることです。 

要介護
よ う か い ご

1 

要支援
よ う し え ん

2 の人と比較
ひ か く

して、日 常
にちじょう

の複雑
ふくざつ

な動作
ど う さ

に介助
かいじょ

を必要
ひつよう

とする場面
ば め ん

が多くなる状 態
じょうたい

の人

です。 

要支援
よ う し え ん

2 と比較
ひ か く

して、運動機能
き の う

のさらなる低下
て い か

だけでなく、認知
に ん ち

機能
き の う

や理解
り か い

力、思考力
しこうりょく

の低下
て い か

がみられることがあります。身だしなみや居室
きょしつ

の掃除
そ う じ

などの身のまわりの世話
せ わ

や立ち上がりや

片足
かたあし

での立位
り つ い

保持
ほ じ

などの複雑
ふくざつ

な動作
ど う さ

に何らかの支
ささ

えが必要
ひつよう

です。排泄
はいせつ

や食事
しょくじ

は 概
おおむ

ね*44自立し

ています。 

要介護
よ う か い ご

2 

食事
しょくじ

や排泄
はいせつ

など基本的
き ほ ん て き

動作
ど う さ

でも部分的に介護
か い ご

が必要
ひつよう

な状 態
じょうたい

で、要介護
よ う か い ご

１よりも、認知
に ん ち

機能
き の う

や理解
り か い

力、思考力
しこうりょく

の低下
て い か

がみられる状 態
じょうたい

の人です。身だしなみや居室
きょしつ

の掃除
そ う じ

などの身のまわ

りの世話
せ わ

全般
ぜんぱん

にも何らかの介護
か い ご

が必要
ひつよう

で、立ち上がりや片足
かたあし

での立位
り つ い

保持
ほ じ

などの複雑
ふくざつ

な動作
ど う さ

に

何らかの支
ささ

えを必要
ひつよう

とします。排泄
はいせつ

や食事
しょくじ

にも何らかの介護
か い ご

を必要
ひつよう

とします。 

要介護
よ う か い ご

3 

ADL の基本的
き ほ ん て き

動作
ど う さ

に全面的
ぜんめんてき

な介助
かいじょ

が必要
ひつよう

な状 態
じょうたい

で、認知
に ん ち

機能
き の う

や理解
り か い

力、思考力
しこうりょく

の低下
て い か

がみ

られる状 態
じょうたい

の人です。身だしなみや居室
きょしつ

の掃除
そ う じ

などの身のまわりの世話
せ わ

が自分ひとりででき

ない、立ち上がりや片足
かたあし

での立位
り つ い

保持
ほ じ

などの複雑
ふくざつ

な動作
ど う さ

が自分ひとりでできない、排泄
はいせつ

が自分

ひとりでできない、歩行
ほ こ う

や両 足
りょうあし

での立位
り つ い

保持
ほ じ

などの移動
い ど う

の動作
ど う さ

が自分でできない、など多く

の介護
か い ご

を必要
ひつよう

とします。 

 

 

 

 

 

＊４３: 立っている状態を保つこと。＊４４:ほとんど。 
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要介護
よ う か い ご

4 

全面的
ぜんめんてき

な介護
か い ご

が必要
ひつよう

な状 態
じょうたい

で、要介護
よ う か い ご

3 より認知
に ん ち

機能
き の う

や理解
り か い

力、思考力
しこうりょく

の低下
て い か

がみられる

状 態
じょうたい

の人で、認知
に ん ち

機能
き の う

の低下
て い か

による BPSD(認知症
にんちしょう

の行動
こうどう

・心理
し ん り

症 状
しょうじょう

・認知症
にんちしょう

の周 辺
しゅうへん

症 状
しょうじょう

)

が見られる状 態
じょうたい

の人です。 

身だしなみや居室
きょしつ

の掃除
そ う じ

などの身のまわりのことがほとんどできない、立ち上がりや片足
かたあし

で

の立位
り つ い

保持
ほ じ

などの複雑
ふくざつ

な動作
ど う さ

がほとんどできない、歩行
ほ こ う

や両 足
りょうあし

での立位
り つ い

保持
ほ じ

などの移動
い ど う

の

動作
ど う さ

が自分ひとりではできない、排泄
はいせつ

がほとんどできない、など多くの介護
か い ご

を必要
ひつよう

とします。 

要介護
よ う か い ご

5 

要介護
よ う か い ご

5 は最重度
さいじゅうど

の状 態
じょうたい

です。介護
か い ご

なしでは生活
せいかつ

できない状 態
じょうたい

で、意思
い し

の疎通
そ つ う

*45 も困難
こんなん

な

状 態
じょうたい

で、全面的
ぜんめんてき

な介護
か い ご

が必要
ひつよう

な状 態
じょうたい

です。認知
に ん ち

機能
き の う

や理解
り か い

力、思考力
しこうりょく

の低下
て い か

がみられる状 態
じょうたい

の人で、認知
に ん ち

機能
き の う

の低下
て い か

による BPSD(認知症
にんちしょう

の行動
こうどう

・心理
し ん り

症 状
しょうじょう

・認知症
にんちしょう

の周 辺
しゅうへん

症 状
しょうじょう

)が見

られる状 態
じょうたい

の人です。身だしなみや居室
きょしつ

の掃除
そ う じ

などの身のまわりの世話
せ わ

ができない、立ち上

がりや片足
かたあし

での立位
り つ い

保持
ほ じ

などの複雑
ふくざつ

な動作
ど う さ

ができない、歩行
ほ こ う

や両 足
りょうあし

での立位保持
り つ い ほ じ

などの移動
い ど う

の動作
ど う さ

ができない、排泄
はいせつ

や食事
しょくじ

ができない、多くの不安行動
こうどう

や全般的
ぜんぱんてき

な理解
り か い

の低下
て い か

がみられる

ことがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊４５:お互いに考えていることを伝え、理解すること。  
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【国家試験に挑戦！(35)】（第 27 回国家試験 問題 10） 

介護
か い ご

保険
ほ け ん

の被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

に関
かん

する次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち、適切
てきせつ

なものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. 40歳
さい

以上
いじょう

65歳
さい

未満
み ま ん

の医療
いりょう

保険
ほ け ん

加入
かにゅう

者
しゃ

は、住 所
じゅうしょ

のある市町村
しちょうそん

の被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

になる。 

2. 自宅
じ た く

の住 所
じゅうしょ

と違う
ちが  

自治体
じ ち た い

にある介護
か い ご

保険
ほ け ん

施設
し せ つ

に入 所
にゅうしょ

して住 所
じゅうしょ

変更
へんこう

した場合
ば あ い

は、変更
へんこう

後
ご

の

市町村
しちょうそん

の被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

になる。 

3. 他
ほか

の市町村
しちょうそん

に住 所
じゅうしょ

を変更
へんこう

した場合
ば あ い

、年度中
ねんどちゅう

は転出前
てんしゅつまえ

の市町村
しちょうそん

の被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

の資格
し か く

を継続
けいぞく

する。 

4. 第
だい

1号
ごう

被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

の資格
し か く

の取得
しゅとく

および喪失
そうしつ

に関
かん

する事項
じ こ う

は、被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

本人
ほんにん

が市町村
しちょうそん

に届
とど

け出
で

な

ければならない。 

5. 他
ほか

の都道府県
と ど う ふ け ん

に住 所
じゅうしょ

を変更
へんこう

した場合
ば あ い

、転出前
てんしゅつまえ

の都道府県
と ど う ふ け ん

に変更
へんこう

届
とどけ

を提
てい

出
しゅつ

しなければなら

ない。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第２節 介護保険制度のサービスの理解 ② 

１ 介護保険制度に関するサービスの理解 

 介護保険制度のサービスの種類 

介護
か い ご

保険制度
ほ け ん せ い ど

における介護
か い ご

サービスには、「図 介護
か い ご

認定
にんてい

の結果
け っ か

からサービスの利用」の介護
か い ご

保険
ほ け ん

サービスの種類
しゅるい

のように、 

⚫ 介護
か い ご

給付
きゅうふ

 

⚫ 予防
よ ぼ う

給付
きゅうふ

 

⚫ 総合
そうごう

事業
じぎょう

としての介護
か い ご

予防
よ ぼ う

・生活
せいかつ

支援
し え ん

サービス事業
じぎょう

 

があります。 

 

介護給付
か いごきゅ うふ

は要介護
よ う か い ご

1～5 と認定
にんてい

された人で、疾病
しっぺい

または身体上
しんたいじょう

若
も

しくは精神上
せいしんじょう

の障 害
しょうがい

により、

常時
じょうじ

介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする状 態
じょうたい

の人たちで、居宅
きょたく

サービス、地域
ち い き

密着型
みっちゃくがた

サービス、施設
し せ つ

サービスが

利用できます。予防給付
よ ぼうきゅ うふ

は要支援
よ う し え ん

1～2 と認定
にんてい

された人で、ADL(日 常
にちじょう

生活
せいかつ

動作
ど う さ

)がほとんど自立

している人たちで、要支援
よ う し え ん

状 態
じょうたい

の維持
い じ

*46改善
かいぜん

*47 を目 標
もくひょう

とした居宅
きょたく

サービスや地域
ち い き

密着型
みっちゃくがた

サー

ビス、介護
か い ご

予防
よ ぼ う

・生活
せいかつ

支援
し え ん

サービス事業
じぎょう

が利用できます。 

「図 介護認定
か いごにん てい

の結果
け っ か

からサービスの利用」は認定
にんてい

結果
け っ か

からサービスの利用までを示し
しめ  

ています。

大まかな流
なが

れを理解
り か い

しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊４６:今の状態を続けること。＊４７:今よりよくすること。 
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図 介護
か い ご

認定
にんてい

の結果
け っ か

からサービスの利用 

 介護保険制度のサービスが受けられる人 

介護
か い ご

保険制度
ほ け ん せ い ど

のサービスが受けられる人は、 

⚫ 被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

(第 1 号被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

、第 2 号被
ひ

保険者
ほ け ん し ゃ

)で、 

⚫ 介護
か い ご

保険制度
ほ け ん せ い ど

の申請
しんせい

を行い、要介護
よ う か い ご

1～5、要支援
よ う し え ん

1・2 と認定
にんてい

された人 

となります。 

また、第 2 号被保険者
ひ ほ け ん し ゃ

の場合
ば あ い

は、要介護
よ う か い ご

、要支援
よ う し え ん

状 態
じょうたい

になった原因
げんいん

が 16 の特定
とくてい

疾病
しっぺい

であるこ

とがもとめられます。 

[16 の特定
とくてい

疾病
しっぺい

（介護
か い ご

保険法
ほ け ん ほ う

施行令
し こ う れ い

第二条）]  

特定
とくてい

疾病
しっぺい

とは、心身
しんしん

の病 的
びょうてき

加齢
か れ い

*48現 象
げんしょう

との医学的
い が く て き

関係
かんけい

があると考えられる疾病
しっぺい

です。 

 

*4８:年をとること。 
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1. がん(医師
い し

が一般
いっぱん

に認
みと

められている医学的
い が く て き

知見
ち け ん

から、回復
かいふく

の見込
み こ

みがない状 態
じょうたい

になったと

判断
はんだん

したもの) 

2. 関節
かんせつ

リウマチ 

3. 筋
きん

萎縮性側索
いしゅくせいそくさく

硬化症
こうかしょう

(ALS) 

4. 後
こう

縦靱帯
じゅうじんたい

骨化症
こっかしょう

 

5. 骨折
こっせつ

を 伴
ともな

う骨粗鬆症
こつそそうしょう

 

 

6. 初老期
し ょ ろ う き

における認知症
にんちしょう

 

7. 進行
しんこう

性
せい

核上性
かくじょうせい

麻痺
ま ひ

、大脳
だいのう

皮質
ひ し つ

基底核
き て い か く

変性症
へんせいしょう

、及びパーキンソン病(パーキンソン病関連
かんれん

疾患
しっかん

) 

8. 脊髄
せきずい

小 脳
しょうのう

変性症
へんせいしょう

 

9. 脊柱管
せきちゅうかん

狭 窄 症
きょうさくしょう

 

10. 早老症
そうろうしょう

 

11. 多系統
た け い と う

萎縮症
いしゅくしょう

 

12. 糖 尿 病 性
とうにょうびょうせい

神経
しんけい

障 害
しょうがい

、糖 尿 病 性
とうにょうびょうせい

腎 症
じんしょう

、及び糖 尿 病 性
とうにょうびょうせい

網膜症
もうまくしょう

 

13. 脳
のう

血管
けっかん

疾患
しっかん

 

14. 閉塞性
へいそくせい

動 脈
どうみゃく

硬化症
こうかしょう

 

15. 慢性
まんせい

閉塞性
へいそくせい

肺
はい

疾患
しっかん

 

16. 両 側
りょうがわ

の膝
ひざ

関節
かんせつ

、又は股
こ

関節
かんせつ

に 著
いちじる

しい変形
へんけい

を 伴
ともな

う変形性
へんけいせい

関節症
かんせつしょう

 

 介護保険制度で利用できるサービスの内容 

サービスの内容
ないよう

は、 

⚫ 自宅で利用するサービスや自宅から通
かよ

って利用するサービス 

⚫ 生活
せいかつ

環 境
かんきょう

を 整
ととの

えるためのサービス 

⚫ 自宅から引
ひ

っ越
こ

して施設
し せ つ

を利用するサービス 

⚫ 介護
か い ご

予防
よ ぼ う

のためのサービス 

⚫ 介護
か い ご

や介護
か い ご

予防
よ ぼ う

の計画
けいかく

を作るサービス 

などがあります。 
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２ 介護給付(要介護 1～5)、予防給付(要支援 1～2)の人が利用で

きるサービス 

「介護
か い ご

給付
きゅうふ

」は要介護
よ う か い ご

1～5、「予防
よ ぼ う

給付
きゅうふ

」は要支援
よ う し え ん

1～2 と認定
にんてい

された人が利用できるサービスです。 

「介護
か い ご

給付
きゅうふ

」と「予防
よ ぼ う

給付
きゅうふ

」では、利用できるサービスに違い
ち が  

があります。また要介護
よ う か い ご

の人でも等 級
とうきゅう

に

よって利用できないサービスもありますので注意
ちゅうい

しましょう。 

⚫ 居宅
きょたく

サービス 

自宅で訪問
ほうもん

を受
う

けて利用するサービス（全 5種類
しゅるい

） 

サービス名 サービス内容
ないよう

 要支援
よ う し え ん

 

「訪問
ほうもん

訪問
ほうもん

介護
か い ご

」 

（ホームヘルプサービス） 

 

訪問
ほうもん

介護員
か い ご い ん

 (ホームヘルパー)などが自宅を訪問
ほうもん

し、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

上の介護
か い ご

（食事
しょくじ

や排泄
はいせつ

など）や、買い物、洗濯
せんたく

などの

生活
せいかつ

援助
えんじょ

を行うサービス 

 

「訪問
ほうもん

入 浴
にゅうよく

介護
か い ご

」 

 

 

簡易
か ん い

浴槽
よくそう

を搭載
とうさい

した車で自宅を訪問
ほうもん

、または家庭
か て い

の浴室
よくしつ

で

の入 浴
にゅうよく

が困難
こんなん

な人には浴槽
よくそう

を自宅に持ち込
こ

む(搬 入
はんにゅう

 )な

どして入 浴
にゅうよく

の介護
か い ご

を行 う
おこな  

サービス 

〇 

「訪問
ほうもん

看護
か ん ご

」 

 

看護師
か ん ご し

などが自宅を訪問
ほうもん

し、看護師
か ん ご し

などが自宅を訪問
ほうもん

して

療 養 上
りょうようじょう

の世話
せ わ

や診 療
しんりょう

の補助
ほ じ ょ

などを行 う
おこな  

サービス 
〇 

「訪問
ほうもん

リハビリテーション」 

 

 

理学
り が く

療法士
りょうほうし

や作業
さぎょう

療法士
りょうほうし

、言語
げ ん ご

聴 覚
ちょうかく

士
し

が自宅を訪問
ほうもん

し、

心身
しんしん

機能
き の う

の維持
い じ

や改善
かいぜん

、回復
かいふく

など日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の自立に向け

た訓練
くんれん

などを行 う
おこな  

サービス 

〇 

「居宅療養管理指導
きょたくりょうようかんりしどう

」 

 

 

 

医師
い し

や
し

歯科
し か

医師
い し

・薬剤師
や く ざ い し

・歯科
し か

衛生士
え い せ い し

などの医療
いりょう

スタッフ

に訪問
ほうもん

してもらい、 薬
くすり

の内服
ないふく

方法
ほうほう

や、食事
しょくじ

の方法
ほうほう

などの

療 養 上
りょうようじょう

の管理
か ん り

・指導
し ど う

を受けるサービス 

原則
げんそく

として、通院
つういん

が困難
こんなん

な場合
ば あ い

のみ 

〇 

自宅から通
かよ

って利用するサービス（全 2種類
しゅるい

） 

サービス名 サービス内容
ないよう

 要支援
よ う し え ん

 

「通所介護
つ う し ょ か い ご

」 

（デイサービス） 

日帰り*49 でデイサービスセンターに通
かよ

って、食事
しょくじ

の提 供
ていきょう

や入 浴
にゅうよく

などの介護
か い ご

や機能
き の う

訓練
くんれん

などを受
う

けるサービス 
 

「通所
つうしょ

リハビリテーション」 

（デイケア） 

医療
いりょう

機関
き か ん

や介護
か い ご

老人
ろうじん

保健
ほ け ん

施設
し せ つ

などに日帰りで通
かよ

い、心身
しんしん

機能
き の う

の維持
い じ

や改善
かいぜん

、回復
かいふく

と日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の自立に向けた訓練
くんれん

などを受
う

けるサービス 

〇 

 

*4９:泊まらずにその日に帰ること。  
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短期間
た ん き か ん

、施設
し せ つ

に入 所
にゅうしょ

ができるサービス（全 2種類
しゅるい

） 

サービス名 サービス内容
ないよう

 要支援
よ う し え ん

 

「短期
た ん き

入 所
にゅうしょ

生活
せいかつ

介護
か い ご

」 

 

短期間
た ん き か ん

、介護老人福祉施設
か い ご ろ う じ ん ふ く し し せ つ

 (特別養護老人
とくべつようごろうじん

ホーム)などに

入 所
にゅうしょ

し、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

上の介護
か い ご

機能
き の う

訓練
くんれん

を受
う

けるサービス 

〇 

 

「短期
た ん き

入 所
にゅうしょ

療 養
りょうよう

介護
か い ご

」 

 

 

短期間
た ん き か ん

(1 泊 2 日～30 日)、医療機関
い り ょ う き か ん

など入 所
にゅうしょ

し、療 養 上
りょうようじょう

の世話
せ わ

や日 常
にちじょう

生活
せいかつ

上の介護
か い ご

、機能
き の う

訓練
くんれん

を受
う

けるサービス 〇 

自宅にいるときと同じように生活
せいかつ

をする(全 1種類
しゅるい

） 

サービス名 サービス内容
ないよう

 要支援
よ う し え ん

 

「特定施設入居者生活介護
とくていしせつにゅうきょしゃせいかつかいご

」 

 

 

有 料
ゆうりょう

老人
ろうじん

ホームやケアハウスなどで生活
せいかつ

しながら、

入 浴
にゅうよく

、排泄
はいせつ

、食事
しょくじ

などの介護
か い ご

、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の世話
せ わ

、機能
き の う

訓練
くんれん

、療 養 上
りょうようじょう

のサポートを受
う

けるサービス 

介護
か い ご

サービスは、特定
とくてい

施設
し せ つ

の職 員
しょくいん

が提 供
ていきょう

する場合
ば あ い

と、

外部の介護
か い ご

サービス事業所
じぎょうしょ

の職 員
しょくいん

が提 供
ていきょう

する場合
ば あ い

が 

あります。 

〇 

自宅の生活
せいかつ

環 境
かんきょう

を 整
ととの

えるためのサービス(全 3種類
しゅるい

) 

サービス名 サービス内容
ないよう

 要支援
よ う し え ん

 

「福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

貸与
た い よ

」 

 

 

福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

をレンタルすることができます。 

(全部で 13品目
ひんもく

あります) 

(※要介護
よ う か い ご

1 は、特定
とくてい

の 4品目
ひんもく

のみ可能
か の う

） 

レンタルできる福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

は「表 福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

貸与
た い よ

・購入」を

見てください。 

△ 

(特定
とくてい

の 4

品目
ひんもく

の

み) 

「特定
とくてい

福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

販売
はんばい

」 

 

 

排泄
はいせつ

や入 浴
にゅうよく

をしやすくするための福祉用具
ふ く し よ う ぐ

を買うこと

ができます。 

買うことができる福祉用具
ふ く し よ う ぐ

は別紙
べ っ し

１を見てください。 

購入限度額
こうにゅうげんどがく

は 10 万円です。 

〇 

「住 宅 改 修
じゅうたくかいしゅう

」 

 

 

要介護状態
ようかいごじょうたい

などの理由で必要
ひつよう

になった改修工事
かいしゅうこうじ

は、

市町村
しちょうそん

に事前に申請
しんせい

することで対 象
たいしょう

になります（例：手

すりの取り付け）。 

限度額
げ ん ど が く

は 20 万円です。 

〇 
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ケアプランの作成
さくせい

 

サービス名 サービス内容
ないよう

 要支援
よ う し え ん

 

居宅介護支援
き ょ た く か い ご し え ん

 自宅で介護
か い ご

サービスを利用したいときに、

適切
てきせつ

にサービスなどを利用できるよう、本人

の心身
しんしん

の 状 況
じょうきょう

、環 境
かんきょう

、希望
き ぼ う

などにもとづい

て居宅
きょたく

介護
か い ご

支援
し え ん

事業
じぎょう

所
しょ

が ケアプランを作成
さくせい

するとともにサービス提 供
ていきょう

事業
じぎょう

所
しょ

と連絡
れんらく

・

調 整
ちょうせい

などを行います。ケアプラン作成
さくせい

は、

利用者
り よ う し ゃ

の負担
ふ た ん

はありません。 

〇(※) 

※ 要支援
よ う し え ん

の人が受けられるサービスは、「介護
か い ご

予防
よ ぼ う

支援
し え ん

」という名 称
めいしょう

です。 またケアプランの作成
さくせい

は、地域包括支援
ち い き ほ う か つ し え ん

センターが行います。 

表 福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

貸与
た い よ

・購入  
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[住 宅
じゅうたく

改 修
かいしゅう

の例] 

手すりの取りつけ 

 

段差
だ ん さ

や傾斜
けいしゃ

の解 消
かいしょう

 

 

滑り
すべ  

にくい床材
ゆかざい

・移動
い ど う

しやすい床材
ゆかざい

への変更
へんこう
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開き戸
ひら   ど

から引き戸
ひ   ど

等の 扉
とびら

に取り換え
と  か  

 

 

和式
わ し き

トイレから洋式
ようしき

トイレの便器
べ ん き

への取り換え
と  か  

 

 

 地域密着型サービス 

地域密着型
ちいきみっちゃくがた

サービスは、認知症高齢者
にんちしょうこうれいしゃ

や要介護高齢者
ようかいごこうれいしゃ

が、介護度
か い ご ど

が重くなっても、住み慣れ
な  

た

地域
ち い き

でいつまでも生活
せいかつ

できるようにつくられた介護
か い ご

サービスです。 地域密着型
ちいきみっちゃくがた

サービスは、原則
げんそく

として居 住
きょじゅう

する市町村
しちょうそん

の人が利用できます。 

自宅で訪問
ほうもん

を受けて利用するサービス 

サービス名 サービス内容
ないよう

 要支援
よ う し え ん

 

「 定期巡回
ていきじゅんかい

 *50 ・随時
ず い じ

対応型
たいおうがた

訪問
ほうもん

介護
か い ご

看護
か ん ご

」 

 

介護
か い ご

と看護
か ん ご

が一体的に、または密接
みっせつ

*51 に連携
れんけい

*52 し

ながら日中、夜間
や か ん

をとおして 1 日複数回
ふくすうかい

の定期訪問
て い き ほ う も ん

と随時
ず い じ

*53 の対応
たいおう

を受
う

けるサービス 

 

「夜間対応型訪問介護
や か んた いお うが たほ うも んか い ご

」 訪問介護員
ほうもんかいごいん

 (ホームヘルパー)などが、夜間
や か ん

自宅を

巡 回
じゅんかい

したり、連絡
れんらく

を受
う

けた人の自宅
じ た く

を訪問
ほうもん

して、

介護
か い ご

や身のまわりの世話
せ わ

を受けるサービス 

 

 

 

＊５０:見て回ること。＊５１:関係を深くすること。＊５２:他の人と力を合わせてすること。＊５３:必要なときに合わせる

こと。 
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自宅から通
かよ

って利用するサービス 

サービス名 サービス内容
ないよう

 要支援
よ う し え ん

 

「認知症対応型通所介護
にんちしょうたいおうがたつうしょかいご

」 

 

 

デイサービスセンターに日帰り*54 で通
かよ

い、認知症
にんちしょう

高齢
こうれい

者に配慮
はいりょ

した日 常
にちじょう

生活
せいかつ

上の介護
か い ご

や機能
き の う

訓練
くんれん

を

受けるサービス 

〇 

要支援
よ う し え ん

2 の

み 

「地域密着型通所介護
ちいきみっちゃくがたつうしょかいご

」 

 

定員
ていいん

18 名以下の小規模
し ょ う き ぼ

なデイサービス 

センターに通
かよ

って、食事
しょくじ

の提 供
ていきょう

・入 浴
にゅうよく

などの 

介護
か い ご

や機能
き の う

訓練
くんれん

などを受けるサービス 

〇 

「通
かよ

い」や「宿 泊
しゅくはく

」、「訪問
ほうもん

介護
か い ご

・看護
か ん ご

」を組
く

み合わせたサービス 

サービス名 サービス内容
ないよう

 要支援
よ う し え ん

 

「小規模多機能型居宅介護
し ょ う き ぼ た き の う が た き ょ た く か い ご

」 

 

「通
かよ

い(デイサービス)」を中心として、必要
ひつよう

に応
おう

じ

て「泊まり
と    

(ステイ)」や「訪問介護
ほ う も ん か い ご

サービス」を受
う

けることができるサービス 

〇 

「看護小規模多機能型居宅
か ん ご し ょ う き ぼ た き の う が た き ょ た く

 

介護
か い ご

」 

 

 

「小規模多機能型居宅介護
し ょ う き ぼ た き の う が た き ょ た く か い ご

」と訪問看護
ほ う も ん か ん ご

を組
く

み合わ

せたサービス。 

訪問看護
ほ う も ん か ん ご

を使えば、看護職
かんごしょく

による処置
し ょ ち

を毎日でも受
う

けられます。 

 

自宅にいるときと同じように生活
せいかつ

をする 

サービス名 サービス内容
ないよう

 要支援
よ う し え ん

 

地域
ち い き

密着型
みっちゃくがた

特定
とくてい

施設
し せ つ

入居者
にゅうきょしゃ

生活
せいかつ

介護
か い ご

 

規模
き ぼ

の小さい 有 料
ゆうりょう

老人
ろうじん

ホームやケアハウスなど

(定員
ていいん

29 人以下)で生活
せいかつ

しながら介護
か い ご

を受
う

けるサー

ビス 

〇 

自宅から住所を移して(引
ひ

っ越
こ

して)施設
し せ つ

を利用するサービス 

サービス名 サービス内容
ないよう

 要支援
よ う し え ん

 

地域
ち い き

密着型
みっちゃくがた

介護
か い ご

老人
ろうじん

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

生活
せいかつ

介護
か い ご

 

 

 

自宅での生活
せいかつ

が困難
こんなん

で常時
じょうじ

 *55介護
か い ご

が必要
ひつよう

な人が

入 所
にゅうしょ

する小規模
し ょ う き ぼ

な特別養護老人
とくべつようごろうじん

ホーム(定員
ていいん

29 人

以下)で、食事
しょくじ

や排泄
はいせつ

など日 常
にちじょう

生活
せいかつ

上の介護
か い ご

や身の

まわりの介護
か い ご

を受けるサービス 

 

認知症
にんちしょう

対応型
たいおうがた

共 同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
か い ご

 

(グループホーム) 

 

自宅での生活
せいかつ

が困難
こんなん

な認知症高齢者
にんちしょうこうれいしゃ

が共 同
きょうどう

生活
せいかつ

を

行 う
おこな  

 5～9 人の少人数の施設
し せ つ

で、食事
しょくじ

や排泄
はいせつ

など

日 常
にちじょう

生活
せいかつ

上の介護
か い ご

や身のまわりの介護
か い ご

を受けるサ

ービス 

〇 

 

＊５４:泊まらずに、その日に帰ること。＊５５: 常に、いつも  
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施設
し せ つ

サービス 

サービス名 サービス内容
ないよう

 

介護
か い ご

老人
ろうじん

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

 

 

自宅での生活
せいかつ

が困難
こんなん

で、常時
じょうじ

介護
か い ご

が必要
ひつよう

な方が入 所
にゅうしょ

する

施設
し せ つ

です。施設
し せ つ

に入 所
にゅうしょ

し、食事
しょくじ

や排泄
はいせつ

など日 常
にちじょう

生活
せいかつ

上の

介護
か い ご

や身のまわりの世話
せ わ

を受けながら生活
せいかつ

します。 

介護
か い ご

老人
ろうじん

保健
ほ け ん

施設
し せ つ

 病状が安定
あんてい

し、病院から退院
たいいん

した方などが、在宅
ざいたく

生活
せいかつ

に

復帰
ふ っ き

できるようにリハビリテーションを中心とする医療
いりょう

ケアと介護
か い ご

を受けながら生活
せいかつ

する施設
し せ つ

です。 

介護
か い ご

療養型
りょうようがた

医療
いりょう

施設
し せ つ

 急性期
きゅうせいき

の治療
ちりょう

を終え、比較的
ひ か く て き

長期
ちょうき

にわたって療 養
りょうよう

が必要
ひつよう

な人が医療
いりょう

ケアやリハビリテーション、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

上の

介護
か い ご

を受けながら生活
せいかつ

する施設
し せ つ

です。 

介護医療院
かいごいりょういん

 日 常
にちじょう

的
てき

な医学管理
い が く か ん り

が必要
ひつよう

な要介護者
よ う か い ご し ゃ

に対し、長期
ちょうき

療 養
りょうよう

のための医療
いりょう

や看護
か ん ご

、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

上の世話
せ わ

を受けながら

生活
せいかつ

する施設
し せ つ

です。 

 【居宅介護支援(きょたくかいごしえん)】 

自宅で介護
か い ご

サービスを利用したいときに、適切
てきせつ

にサービスなどを利用できるよう、本人の心身
しんしん

の 状 況
じょうきょう

、環 境
かんきょう

、希望
き ぼ う

などにもとづいて居宅
きょたく

介護
か い ご

支援
し え ん

事業
じぎょう

所
しょ

が ケアプランを作成
さくせい

するとともに

サービス提 供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

と連絡
れんらく

・調 整
ちょうせい

などを行います。ケアプラン作成
さくせい

は、利用者
り よ う し ゃ

の負担
ふ た ん

はありま

せん。 

 【介護予防支援(かいごよぼうしえん)】 

自宅で介護
か い ご

予防
よ ぼ う

サービスを利用したいときに、適切
てきせつ

にサービスなどを利用できるよう、本人の

心身
しんしん

の 状 況
じょうきょう

、環 境
かんきょう

、希望
き ぼ う

などにもとづいて地域包括支援
ち い き ほ う か つ し え ん

センターが ケアプランを作成
さくせい

すると

ともにサービス提 供
ていきょう

事業
じぎょう

所
しょ

と連絡
れんらく

・調 整
ちょうせい

などを行います。ケアプラン作成
さくせい

は、利用者
り よ う し ゃ

の負担
ふ た ん

は

ありません。 
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【国家試験に挑戦！(36)】（第 29 回国家試験 問題 10） 

介護
か い ご

保険制度
ほ け ん せ い ど

における保険者
ほ け ん し ゃ

の役割
やくわり

として、正
ただ

しいものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. 居宅
きょたく

サービス事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の指定
し て い

 

2. 保険
ほ け ん

給付
きゅうふ

に関
かん

する事務
じ む

 

3. 要
よう

介護
か い ご

認定
にんてい

の基準
きじゅん

の設定
せってい

 

4. 介護
か い ご

保険
ほ け ん

審査会
し ん さ か い

の設置
せ っ ち

 

5. 介護
か い ご

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

（ケアマネジャー）の登録
とうろく

 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第３節 障害福祉のサービスに関する理解 ① 

以前の障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

制度
せ い ど

には、障 害
しょうがい

の種別
しゅべつ

ごとに別々の基準
きじゅん

があり、別々の行 政
ぎょうせい

組織
そ し き

が担当
たんとう

していたた

め、制度間
せ い ど か ん

の格差
か く さ

や制度
せ い ど

がカバーできない支援
し え ん

範囲
は ん い

の発生
はっせい

といった問題が
もんだい  

ありました。 

そのような 状 況
じょうきょう

を改善
かいぜん

するため、障害者
しょうがいしゃ

全体
ぜんたい

を対 象
たいしょう

とした「障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

」、そして障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サー

ビス体系
たいけい

の見直
み な お

しを行い、2013 年（平成 25 年）に「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

」が施行
し こ う

されました。 

今日の障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

制度
せ い ど

の大まかな枠組
わ く ぐ

みは、「図 障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

制度
せ い ど

」のようなイメージです。 

障害者
し ょ う が い し ゃ

基本法
き ほ ん ほ う

 

※障
しょう

 害
がい

 ご と の 種
し ゅ

 別
べつ

 を 超
こ

 え た 障
しょう

 害
がい

 者
し ゃ

 全
ぜん

 体
たい

 を 対
たい

 象
しょう

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉法
ふ く し ほ う

 知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

福祉法
ふ く し ほ う

 

精
せい

神
しん

保
ほ

健
けん

及
およ

び精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

福
ふく

祉
し

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

（精
せい

神
しん

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

法
ほう

） 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
し え ん ほ う

 

※障
しょう

 害
がい

 者
し ゃ

 基
き

 本
ほん

 法
ほ う

 に 定
さ だ

 め る 障
しょう

 害
がい

 別
べつ

 の 法
ほ う

 律
りつ

 

障害者
し ょ う が い し ゃ

総合
そ う ご う

支援法
し え ん ほ う

 
※障 害 者

しょうがいしゃ

や障害児
しょうがいじ

が基本的
き ほ ん て き

人権
じんけん

を享有
きょうゆう

する個人
こ じ ん

としての尊厳
そんげん

にふさわしい日 常
にちじょう

生活
せいかつ

または社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 

営む
い と な

ことができるよう、必
ひつ

要
よ う

な障
しょう

害
がい

福
ふ く

祉
し

サービスの給
きゅう

付
ふ

、地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

その他
た

の支
し

援
えん

 

図 障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

制度
せ い ど

(中央法規「障害者
しょうがいしゃ

制度
せ い ど

のイメージ」を一部
い ち ぶ

改変) 

この章では、障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

や障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

制度
せ い ど

、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

などの制度
せ い ど

や障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

サービスの

内容
ないよう

について理解
り か い

しましょう。 

１ 障害者基本法 

「障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

」とは、障 害
しょうがい

のある人の法律
ほうりつ

や制度
せ い ど

についての基本的
き ほ ん て き

な考え方を示し
しめ  

ています。 

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

は、全ての国民が障 害
しょうがい

の有無
う む

によって区別
く べ つ

されることなく、互
たが

いに人格
じんかく

*56 と、個性
こ せ い

を尊 重
そんちょう

*57 し合いながら一緒
いっしょ

に生きていく社会を実現
じつげん

することが重 要
じゅうよう

であるとして、障害者
しょうがいしゃ

の自立および社会

参加
さ ん か

の支援
し え ん

等のため、幅
はば

広く国民に障害者
しょうがいしゃ

の理解
り か い

が得
え

られるよう定め
さだ  

られた法律
ほうりつ

です。 

「障害者基本法
しょうがいしゃきほんほう

」は、以前は「心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

対策
たいさく

基本法
き ほ ん ほ う

」といわれていましたが、１９９３年(平成 5 年)

に「障害者
しょうがいしゃ

基本法
き ほ ん ほ う

」に名 称
めいしょう

が 改
あらた

められました。 

＊５６:ひとりひとりの性格。＊５７:大切にすること。 
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対 象
たいしょう

者 

障害者
しょうがいしゃ

は、身体障害者
しんたいしょうがいしゃ

、知的障害者
ちてきしょうがいしゃ

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

だけでなく、発達
はったつ

障 害
しょうがい

や難病等
なんびょうとう

に起因
き い ん

*58

する障 害
しょうがい

や「社会的障 壁
しょうへき

」により、継続的
けいぞくてき

に日 常
にちじょう

生活
せいかつ

又は社会生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
う

ける状 態
じょうたい

にある人たちです。 

※ 「社会的障 壁
しょうへき

」とは、障 害
しょうがい

がある者にとって日 常
にちじょう

生活
せいかつ

、または社会生活
せいかつ

を 営
いとな

む上で障 壁
しょうへき

*59(バリア)となるような社会における事物、制度
せ い ど

、慣行
かんこう

*60、観念
かんねん

*61 などのことです。 

地域
ち い き

社会における共 生
きょうせい

*62 等 

すべての障害者
しょうがいしゃ

が、障害者
しょうがいしゃ

でない者と同じように、その尊厳
そんげん

が守られた生活
せいかつ

を保障
ほしょう

される権利
け ん り

を有することを前提
ぜんてい

としつつ、次に掲げる
か か    

3 つの事項
じ こ う

を主旨
し ゅ し

として目指さなければならないとし

ています。 

すべて障害者
しょうがいしゃ

は、社会を構成
こうせい

する一員として社会、経済
けいざい

、文化その他あらゆる分野
ぶ ん や

の活動
かつどう

に参加
さ ん か

する機会
き か い

が確保
か く ほ

*63されること 

① すべて障害者
しょうがいしゃ

は、可能
か の う

な限
かぎ

り、どこで誰
だれ

と生活
せいかつ

するかについての選択
せんたく

の機会
き か い

が確保
か く ほ

され、

地域
ち い き

社会において他の人々と共 生
きょうせい

することを 妨
さまた

げられない*64こと 

② すべて障害者
しょうがいしゃ

は、可能
か の う

な限
かぎ

り、言語
げ ん ご

(手話
し ゅ わ

を含む
ふく  

)その他の意思疎通
い し そ つ う

*65 のための手段
しゅだん

につい

ての選択
せんたく

の機会
き か い

が確保
か く ほ

されるとともに、情 報
じょうほう

の取得
しゅとく

又は利用のための手段
しゅだん

についての選択
せんたく

の機会
き か い

の拡大
かくだい

*66が図られること 

差別
さ べ つ

*67 の禁止
き ん し

 

いかなる人であっても、障害者
しょうがいしゃ

に対して
た い    

、障 害
しょうがい

を理由として差別
さ べ つ

すること、その他の権利
け ん り

利益
り え き

を侵害
しんがい

*68する行為
こ う い

をしてはならないとしています。 

障害者
しょうがいしゃ

週 間
しゅうかん

 

毎年 12 月 3 日から 12 月 9 日までの 1週 間
しゅうかん

を障害者
しょうがいしゃ

週 間
しゅうかん

としています。 

障害者
しょうがいしゃ

週 間
しゅうかん

は、①国民の間に広く障 害
しょうがい

者の福祉
ふ く し

についての関心と理解
り か い

を深
ふか

めてもうこと、②

障 害
しょうがい

者が社会、経済
けいざい

、文化その他あらゆる分野
ぶ ん や

の活動
かつどう

に積極的
せっきょくてき

に参加
さ ん か

することを進めること、

などが目的
もくてき

です 

障害者
しょうがいしゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

 

政府
せ い ふ

は、障害者
しょうがいしゃ

の自立及び社会参加
さ ん か

の支援
し え ん

等
など

のための施策
し さ く

の総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

な推進
すいしん

 *69 を

図る
はか  

ため、障害者
しょうがいしゃ

のための施策
し さ く

に関する基本的
き ほ ん て き

な計画
けいかく

を策定
さくてい

しなければならないとしています。 

障害者基本
しょうがいしゃきほん

計画
けいかく

は、ノーマライゼーションやリハビリテーションの理念
り ね ん

を継 承
けいしょう

*70するとともに、

国民だれもが相互
そ う ご

*71 に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊 重
そんちょう

し支え合う
さ さ   あ   

「共 生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

をめざしています。 

＊５８:原因になること＊５９:邪魔になること。＊６０:習慣で行っていること。＊６１:あるものに対する考え方。 

＊６２:共に同じところで生活すること。*６３:しっかり持っていること。＊６４:じゃまされない。＊６５:お互いの考えを

伝え理解すること。＊６６:広がること。＊６７:ある相手に対して他の人よりも悪い対応をすること。＊６８：他の人の権利

や持っているものをこわしてダメにすること。＊６９:進めること。＊７０:受けつぐこと。＊７１:お互い。 
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２ 障害者福祉制度 

 身体障害者福祉法 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉法
ふ く し ほ う

とは、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

の生活
せいかつ

や活動
かつどう

を支
ささ

えるための法律
ほうりつ

です。 

さまざまな分野
ぶ ん や

の活動
かつどう

に参加
さ ん か

する機会
き か い

を与え
あた  

られるものとしています。 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉法
ふ く し ほ う

の対 象
たいしょう

者は、「身体上
しんたいじょう

の障 害
しょうがい

がある 18歳
さい

以上の者で、都道府県
と ど う ふ け ん

知事
ち じ

から

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の交付
こ う ふ

を受
う

けた者(人)」です。 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

といっても、その障 害
しょうがい

の 形
かたち

はひとり一人違い
ち が  

ます。外見から障害者
しょうがいしゃ

とわかる身体
しんたい

障 害
しょうがい

(車いすに乗
の

っている、白い杖
つえ

を持っている、など)だけでなく、目に見えない内部
な い ぶ

障 害
しょうがい

(身体
しんたい

の内部
な い ぶ

に障 害
しょうがい

がある)があるからです。 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

には、視覚
し か く

障 害
しょうがい

、聴 覚
ちょうかく

障 害
しょうがい

、平衡
へいこう

機能
き の う

障 害
しょうがい

、音声
おんせい

・言語
げ ん ご

・そしゃく機能
き の う

障 害
しょうがい

、

肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

、内部
な い ぶ

障 害
しょうがい

があります。 

以下に、障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

をまとめていますので、しっかりと確認
かくにん

しましょう。 

[身体
しんたい

障 害
しょうがい

] 

1. 視覚
し か く

障 害
しょうがい

：目の障 害
しょうがい

 

2. 聴 覚
ちょうかく

障 害
しょうがい

：耳の障 害
しょうがい

 

3. 平衡
へいこう

機能
き の う

障 害
しょうがい

：めまい 

4. 音声
おんせい

・言語
げ ん ご

・そしゃく機能
き の う

障 害
しょうがい

：発声
はっせい

や嚥下
え ん げ

機能
き の う

などの障 害
しょうがい

 

5. 肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

：上肢
じょうし

(腕
うで

)、・下肢
か し

(足)、体
たい

幹
かん

(胴体
どうたい

の部分)が病気や怪我
け が

で損
そこ

なわれ、歩行
ほ こ う

や筆記
ひ っ き

などの日 常
にちじょう

生活
せいかつ

動作
ど う さ

が困難
こんなん

) 

[内部
な い ぶ

障 害
しょうがい

] 

1. 心臓
しんぞう

機能
き の う

障 害
しょうがい

：心臓
しんぞう

の機能
き の う

が低下
て い か

した状 態
じょうたい

、ペースメーカー埋
う

め込
こ

みなど 

2. 腎臓
じんぞう

機能
き の う

障 害
しょうがい

：腎臓
じんぞう

の 働
はたら

きが悪く
わる  

なった状 態
じょうたい

 

3. 呼吸器
こ き ゅ う き

機能
き の う

障 害
しょうがい

：肺
はい

の機能
き の う

が低下
て い か

、酸素吸入
さんそきゅうにゅう

が必要
ひつよう

など 

4. 肝臓
かんぞう

機能
き の う

障 害
しょうがい

：肝臓
かんぞう

の機能
き の う

が低下
て い か

した状 態
じょうたい

 

5. 膀胱
ぼうこう

・ 直 腸
ちょくちょう

機能
き の う

障 害
しょうがい

：膀胱
ぼうこう

、 直 腸
ちょくちょう

の機能
き の う

が低下
て い か

した状 態
じょうたい

、人工肛門
じんこうこうもん

・人工膀胱
じんこうぼうこう

など 

6. 小 腸
しょうちょう

機能
き の う

障 害
しょうがい

： 小 腸
しょうちょう

の機能
き の う

が不十分になった状 態
じょうたい

 

7. ヒト免疫
めんえき

不全
ふ ぜ ん

ウイルス(HIV)による免疫
めんえき

機能
き の う

障 害
しょうがい

：HIV ウイルスに感染
かんせん

し、免疫
めんえき

機能
き の う

が低下
て い か

  

 知的障害者福祉法 

知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

福祉法
ふ く し ほ う

とは、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

の生活
せいかつ

や活動
かつどう

を支
ささ

えるための法律
ほうりつ

です。 

知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

福祉法
ふ く し ほ う

の対 象
たいしょう

者は、「18歳
さい

以上で知的
ち て き

障 害
しょうがい

を有する者」です。 

知能
ち の う

指数
し す う

(IQ)が平均
へいきん

以下であることや、コミュニケーションを取ることが 難
むずか

しい、家庭
か て い

、地域
ち い き

社会の一員として適応
てきおう

することが 難
むずか

しいなどの障 害
しょうがい

であるといわれています。知的
ち て き

障 害
しょうがい

は「お
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おむね18歳
さい

未満
み ま ん

の発達期
は っ た つ き

に生 じ
しょう  

るもの」と定義
て い ぎ

されており、18歳
さい

以上(大人)になってからの事故
じ こ

などで知的
ち て き

機能
き の う

に障 害
しょうがい

が出た場合
ば あ い

は知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

にはなりません。知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

は療 育
りょういく

手帳
てちょう

を

申請
しんせい

*72することができます。療 育
りょういく

手帳
てちょう

は知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

が支援
し え ん

や相談
そうだん

などのサービスを受
う

けやすく

することを目的
もくてき

としています。 

療 育
りょういく

手帳
てちょう

制度
せ い ど

は法律
ほうりつ

で定
さだ

められた制度
せ い ど

ではないため、都道府県
と ど う ふ け ん

・政令
せいれい

指定
し て い

都市
と し

がそれぞれ要綱
ようこう

などを制定
せいてい

しています。ですから自治体
じ ち た い

によって制度
せ い ど

名や支援
し え ん

内容
ないよう

、取得
しゅとく

の基準
きじゅん

などが決められ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*７２:国や自治体などに申し込むこと。  
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 精神保健福祉法(精神保健及精神障害者福祉に関する法律)  

精神保健福祉法
せ い し ん ほ け ん ふ く し ほ う

の対 象
たいしょう

者は、「精神
せいしん

に障 害
しょうがい

がある者」です。 

精神
せいしん

障 害
しょうがい

とは、「統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

、精神
せいしん

作用
さ よ う

物質
ぶっしつ

による急 性
きゅうせい

中 毒
ちゅうどく

またはその依存症
いぞんしょう

、知的
ち て き

障 害
しょうがい

、

精神病質
せいしんびょうしつ

その他
ほか

の精神
せいしん

疾患
しっかん

を有する者(人)と」定め
さだ  

られています。また、発達
はったつ

障 害
しょうがい

や

高次脳機能障害
こうじのうきのうしょうがい

のある者もこの法律
ほうりつ

の対 象
たいしょう

者となっています。発達
はったつ

障 害
しょうがい

については、次の(4)

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
し え ん ほ う

で説明
せつめい

しますので参 照
さんしょう

してください。 

高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障 害
しょうがい

とは、けがや病気によって脳
のう

が損 傷
そんしょう

されたことによっておこる認知
に ん ち

機能
き の う

障 害
しょうがい

のことです。記憶
き お く

障 害
しょうがい

や注意
ちゅうい

障 害
しょうがい

、実行
じっこう

機能
き の う

障 害
しょうがい

、失語
し つ ご

・失行
しっこう

・失認
しつにん

などがあります。第 4 章

「介護
か い ご

の背景
はいけい

表 現
ひょうげん

」での脳疾患
のうしっかん

と関連
かんれん

していますので参 照
さんしょう

してください。 

 発達障害者支援法 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
し え ん ほ う

では、発達
はったつ

障 害
しょうがい

は「自閉症
じへいしょう

、アスペルガー症候群
しょうこうぐん

、その他の広汎性
こうはんせい

発達
はったつ

障 害
しょうがい

、

学 習
がくしゅう

障 害
しょうがい

(LD)、注意欠陥多動
ちゅういけっかんたどう

性
せい

障 害
しょうがい

(ADHD)、その他これに類
るい

する障 害
しょうがい

であって、その 症 状
しょうじょう

が通常低年齢
ねんれい

において発現
はつげん

するものとして政令
せいれい

で定
さだ

めるもの」と定義
て い ぎ

しています。 

以前は、発達
はったつ

障 害
しょうがい

のある人への支援
し え ん

を定め
さだ  

た*73法律
ほうりつ

がなく、支援
し え ん

が受
う

けられませんでした。そ

のため、教育や就 労
しゅうろう

など、さまざまな場面
ば め ん

で大きな困難
こんなん

がありました。 

2004 年（平成 16 年）に、発達
はったつ

障 害
しょうがい

のある者を早期
そ う き

に発見し、発達
はったつ

支援
し え ん

、教育や就 労
しゅうろう

の支援
し え ん

、

自立および社会参加
さ ん か

のための生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

にわたる支援
し え ん

を目的
もくてき

として施行
し こ う

されました。 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

やその家族などに対して
た い    

、専門的
せんもんてき

な発達
はったつ

支援
し え ん

や就 労
しゅうろう

*74の支援
し え ん

、関連機関
か んれんき かん

との連絡
れんらく

調 整
ちょうせい

などを総合的
そうごうてき

に行 う
おこな  

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センターが設置
せ っ ち

されています。 

[発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センター] 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
し え ん ほ う

では、各都道府県
か く と ど う ふ け ん

と指定
し て い

都市
と し

(人口
じんこう

50万人
まんにん

以上
いじょう

の都市
と し

)に、発達
はったつ

障 害
しょうがい

のある

人への総合的
そうごうてき

な支援
し え ん

を行 う
おこな  

「発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センター」の設置
せ っ ち

を義務
ぎ む

づけています。 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センターは、保健
ほ け ん

、医療
いりょう

、福祉
ふ く し

、教 育
きょういく

、労働
ろうどう

などの関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

し、地域
ち い き

全体
ぜんたい

で発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

を支援
し え ん

する体制
たいせい

づくりの中心となっています。発達
はったつ

障 害
しょうがい

と診断
しんだん

された人だけ

でなく、発達
はったつ

障 害
しょうがい

の可能性
か の う せ い

がある人も相談
そうだん

ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊７３:決めること。*７４:仕事に就くこと。 
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【国家試験に挑戦！(37)】（第 28 回国家試験 問題 11） 

障 害
しょうがい

者
しゃ

基本法
き ほ ん ほ う

に関
かん

する次
つぎ

の記述
きじゅつ

のうち、正
ただ

しいものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. 障 害
しょうがい

者
しゃ

は、自助
じ じ ょ

努力
どりょく

によって社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

を解 消
かいしょう

しなければならない。 

2. 政府
せ い ふ

は、「障 害
しょうがい

者
しゃ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

」を策定
さくてい

しなければならない。 

3. 都道府県
と ど う ふ け ん

は、障 害
しょうがい

者
しゃ

政策
せいさく

委員会
い い ん か い

を設置
せ っ ち

しなければならない。 

4. 「障 害
しょうがい

者
しゃ

差別
さ べ つ

解 消
かいしょう

法
ほう

」の制定
せいてい

に 伴
ともな

って、差別
さ べ つ

の禁止
き ん し

に関
かん

する条 文
じょうぶん

は削除
さくじょ

された。 

5. 基本的
き ほ ん て き

施策
し さ く

に防災
ぼうさい

及
およ

び防犯
ぼうはん

に関
かん

する記述
きじゅつ

はない。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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第３節 障害福祉のサービスに関する理解 ② 

３ 障害者総合支援法 

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

は、「障 害
しょうがい

がある人が基本的
き ほ ん て き

人権
じんけん

をもつ一人の人間として、尊厳
そんげん

をもって日 常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会生活
せいかつ

を送ることができるよう、必要
ひつよう

な障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの給付
きゅうふ

や地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

などを総合的
そうごうてき

に行なうことや、障 害
しょうがい

があってもなくても国民がお互い
たが  

に相手
あ い て

を尊 重
そんちょう

し、安心して暮
く

らすことのできる

社会を作る」ことが目的
もくてき

として定め
さだ  

られています。 

対 象
たいしょう

者 

身体
しんたい

障 害
しょうがい

、知的
ち て き

障 害
しょうがい

、精神
せいしん

障 害
しょうがい

(発達
はったつ

障 害
しょうがい

を含みます)、難 病
なんびょう

などがある障害者
しょうがいしゃ

(18歳
さい

以上)、

障害児
しょうがいじ

(18歳
さい

未満
み ま ん

) 

保険者
ほ け ん し ゃ

(制度
せ い ど

の運営
うんえい

・実施
じ っ し

主体
しゅたい

) 

市町村
しちょうそん

 

利用者
り よ う し ゃ

負担
ふ た ん

 

利用者
り よ う し ゃ

の負担能力
ふたんのうりょく

に応
おう

じて利用料を支払
し は ら

う「応
おう

能
のう

負担
ふ た ん

」という方式
ほうしき

がとられています。 

障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

のシステム 

障 害
しょうがい

がある人は、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

のサービスの中から自分に適し
てき  

たサービスを選び
えら  

、組
く

み

合わせして自立した生活
せいかつ

を目指します。利用者
り よ う し ゃ

ひとり一人に個別
こ べ つ

支援
し え ん

計画
けいかく

が作成
さくせい

され、利用目的
もくてき

にあったサービスが提 供
ていきょう

されます。 

 

サービスには、「自立支援
し え ん

給付
きゅうふ

」と、「地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

」の 2種類
しゅるい

があります。 

 「自立支援給付」 

[介護
か い ご

給付
きゅうふ

] 

給付
きゅうふ

名 称
めいしょう

 給付
きゅうふ

内容
ないよう

 

居宅
きょたく

介護
か い ご

 身体介護
し ん た い か い ご

(入 浴
にゅうよく

、排泄
はいせつ

、食事
しょくじ

、通院
つういん

介助
かいじょ

など) 

家事支援
し え ん

 (掃除
そ う じ

、洗濯、買い物など) 

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 重度
じゅうど

の肢体
し た い

不自由者
ふ じ ゆ う し ゃ

、知的
ち て き

障 害
しょうがい

、精神
せいしん

障 害
しょうがい

があり、常
つね

に介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする人に対して
た い    

、入 浴
にゅうよく

、排泄
はいせつ

、食事
しょくじ

の介護
か い ご

、外出時
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の移動
い ど う

支援
し え ん

などを行います。 

同行
どうこう

援護
え ん ご

 移動
い ど う

が困難
こんなん

な視覚
し か く

害 者
しょうがいしゃ

に同行
どうこう

し、移動
い ど う

に必要
ひつよう

な 情 報
じょうほう

の

提 供
ていきょう

、移動
い ど う

の援護
え ん ご

など援助
えんじょ

を行います。 

行動
こうどう

援護
え ん ご

 知的
ち て き

障 害
しょうがい

、精神
せいしん

障 害
しょうがい

のある人が行動
こうどう

するときに生 じ
しょう  

る危険
き け ん

を回避
か い ひ

するための援護
え ん ご

、外出したときの移動
い ど う

など行動
こうどう

すると

きの支援
し え ん

などを行います 

療 養
りょうよう

介護
か い ご

 医療的
いりょうてき

なケアや常時
じょうじ

の介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする人に、主に昼間
ひ る ま

、医療
いりょう

機関
き か ん

で機能
き の う

訓練
くんれん

、療 養 上
りょうようじょう

の管理
か ん り

、看護
か ん ご

などを行います。 

生活
せいかつ

介護
か い ご

 障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

で常
つね

に介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする人に対して
た い    

、主に昼

間、入 浴
にゅうよく

、排泄
はいせつ

、食事
しょくじ

などの介護
か い ご

や創作的
そうさくてき

活動
かつどう

、生産
せいさん

活動
かつどう

の

機会
き か い

を提 供
ていきょう

します。 

短期
た ん き

入 所
にゅうしょ

 自宅の介護者
か い ご し ゃ

が病気などで介護
か い ご

を行 う
おこな  

ことができない場合
ば あ い

に、短期間
た ん き か ん

、障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

などに入 所
にゅうしょ

してもらい、施設
し せ つ

で

入 浴
にゅうよく

、排泄
はいせつ

、食事
しょくじ

などの介護
か い ご

を行います。 

重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し え ん

 介護
か い ご

の必要
ひつよう

な程度
て い ど

が 著
いちじる

しく高い人に対して
た い    

、居宅
きょたく

介護
か い ご

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

、同行
どうこう

援護
え ん ご

、行動
こうどう

援護
え ん ご

、生活
せいかつ

介護
か い ご

、短期
た ん き

入 所
にゅうしょ

などの

サービスを行います。 

施設
し せ つ

入 所
にゅうしょ

支援
し え ん

 障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

に入 所
にゅうしょ

する人に対して
た い    

、主に夜間
や か ん

、入 浴
にゅうよく

、

排泄
はいせつ

、食事
しょくじ

の介護
か い ご

などを行います。 

[訓練
くんれん

等
とう

給付
きゅうふ

] 

共 同
きょうどう

生活
せいかつ

や就 労
しゅうろう

などを希望
き ぼ う

する人に対して
た い    

知識
ち し き

や技能
ぎ の う

などの向 上
こうじょう

のための訓練
くんれん

です。 

給付
きゅうふ

名 称
めいしょう

 給付
きゅうふ

内容
ないよう

 

自立訓練
くんれん

(機能
き の う

訓練
くんれん

・生活
せいかつ

訓練
くんれん

) 自立した日 常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会生活
せいかつ

が送れるように、一定
いってい

期間
き か ん

、

身体
しんたい

機能
き の う

、生活
せいかつ

能 力
のうりょく

の維持
い じ

・向 上
こうじょう

のための訓練
くんれん

を行います。 

就 労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

 一般
いっぱん

企業
きぎょう

などへの就 労
しゅうろう

を希望
き ぼ う

する 65歳
さい

未満
み ま ん

の人に就 労
しゅうろう

に

必要
ひつよう

な知識
ち し き

、能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

、就 労
しゅうろう

に関す

る相談
そうだん

や支援
し え ん

を行います。 

就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

(A 型・B 型) 一般
いっぱん

企業
きぎょう

などに就 労
しゅうろう

を希望
き ぼ う

する人に一定
いってい

期間
き か ん

、就 労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な

知識
ち し き

や能 力
のうりょく

向 上
こうじょう

のための訓練
くんれん

を行います。 

就 労 定 着
しゅうろうていちゃく

支援
し え ん

 就労移行支援
しゅうろういこうしえん

を経
へ

て一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

に移行
い こ う

した人に生活
せいかつ

面の課題
か だ い

に対応
たいおう

できるよう、事業
じぎょう

所
しょ

・家族との連絡
れんらく

調 整
ちょうせい

等の支援
し え ん

を行

います。 

自立生活
せいかつ

援助
えんじょ

 障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

やグループホームを利用していた人で、一人
ひ と り

暮
ぐ

らしを希望
き ぼ う

する場合
ば あ い

、一定
いってい

期間
き か ん

、定期的
て い き て き

な巡 回
じゅんかい

訪問
ほうもん

により、
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情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や助言
じょげん

などを行います。 

共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

(グループホーム) 主に夜間
や か ん

、共 同
きょうどう

生活
せいかつ

を行 う
おこな  

住 居
じゅうきょ

で、相談
そうだん

や入 浴
にゅうよく

、排泄
はいせつ

、食事
しょくじ

の介護
か い ご

、その他の日 常
にちじょう

生活
せいかつ

上の援助
えんじょ

を行います。 

[自立支援
し え ん

医療
いりょう

] 

心身
しんしん

の障 害
しょうがい

を除去
じょきょ

、軽減
けいげん

するための医療
いりょう

について、医療費
い り ょ う ひ

の自己
じ こ

負担額
ふ た ん が く

を軽減
けいげん

する制度
せ い ど

です。 

名 称
めいしょう

 医療
いりょう

内容
ないよう

 

更生
こうせい

医療
いりょう

 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を持っている人が対 象
たいしょう

で、その障 害
しょうがい

を除去
じょきょ

、

軽減
けいげん

するための手 術
しゅじゅつ

や治療
ちりょう

が、確実
かくじつ

に効果
こ う か

が期待
き た い

できる人
にん

(18歳
さい

以上
いじょう

)が対 象
たいしょう

です。 

育成
いくせい

医療
いりょう

 身体
しんたい

に障 害
しょうがい

がある児童
じ ど う

の、その障 害
しょうがい

を除去
じょきょ

、軽減
けいげん

するための

手 術
しゅじゅつ

や治療
ちりょう

が、確実
かくじつ

に効果
こ う か

が期待
き た い

できる人(18歳
さい

未満
み ま ん

 )が

対 象
たいしょう

です。 

 

精神
せいしん

通院
つういん

医療
いりょう

 統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

などの精神
せいしん

疾患
しっかん

を有する者で、通院
つういん

による精神
せいしん

医療
いりょう

が継続的
けいぞくてき

に必要
ひつよう

な人が対 象
たいしょう

です。 

[補
ほ

装具
そ う ぐ

]  

障害者
しょうがいしゃ

が日 常
にちじょう

生活
せいかつ

を送る上で必要
ひつよう

な、移動
い ど う

などの確保
か く ほ

や就 労
しゅうろう

の場面
ば め ん

における能率
のうりつ

の向 上
こうじょう

を

図る
はか  

こと、障害児
しょうがいじ

が自立した生活
せいかつ

ができるような支援
し え ん

を目的
もくてき

として、身体
しんたい

の欠損
けっそん

*75 や 失
うしな

われた

身体
しんたい

の機能
き の う

の代わりになったりする用具
よ う ぐ

の購 入
こうにゅう

や修理
しゅうり

に必要
ひつよう

な費用
ひ よ う

が支給
しきゅう

されます。対 象
たいしょう

は

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

や難 病
なんびょう

のある人です。 

補
ほ

装具
そ う ぐ

の例として 

⚫ 視覚
し か く

障害者
しょうがいしゃ

：眼 鏡
がんきょう

、義眼
ぎ が ん

、盲人
もうじん

安全
あんぜん

杖
つえ

(白
はく

杖
じょう

) 

⚫ 聴 覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

：補聴器
ほ ち ょ う き

 

⚫ 肢体
し た い

不自由者
ふ じ ゆ う し ゃ

：義手
ぎ し ゅ

、義足
ぎ そ く

、下肢
か し

装具
そ う ぐ

等
など

、車
くるま

いす、電動
でんどう

車
くるま

いす、座位
ざ い

保持
ほ じ

装置
そ う ち

、、歩行器
ほ こ う き

歩行
ほ こ う

、

歩行
ほ こ う

補助
ほ じ ょ

杖
つえ

(※一本杖
つえ

を除
のぞ

く) 

⚫ 重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

：意思
い し

伝達
でんたつ

装置
そ う ち

 

などです。 

 

 

 

 

 

 

 

＊７５:病気やけがで手足を失うこと。 
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 「地域生活支援事業」 

[地域
ち い き

相談
そうだん

支援
し え ん

] 

事業
じぎょう

名 称
めいしょう

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 

地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

 入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

や精神科
せ い し ん か

病院等
とう

から退所
たいしょ

や退院
たいいん

して、地域
ち い き

での生活
せいかつ

を始めるために支援
し え ん

を必要
ひつよう

としている人が対 象
たいしょう

となります。 

支援
し え ん

が必要
ひつよう

な人に対
たい

して、入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

や精神科
せ い し ん か

病院などにおけ

る地域
ち い き

移行
い こ う

の取組
とりくみ

と連携
れんけい

しつつ支援
し え ん

を行います。 

例）住む家の確保
か く ほ

に関する相談
そうだん

など 

地域
ち い き

定 着
ていちゃく

支援
し え ん

 入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

や精神科
せ い し ん か

病 院
びょういん

等
とう

から退所
たいしょ

や退院
たいいん

して、家族
か ぞ く

との同居
どうきょ

やひとり暮
ぐ

らしに移行
い こ う

した人
ひと

、また地域
ち い き

生活
せいかつ

が不安定
あんてい

な人な

どが対 象
たいしょう

となります。 

支援
し え ん

が必要
ひつよう

な人に対
たい

して連絡
れんらく

体制
たいせい

を確保
か く ほ

し、急な体 調
たいちょう

の変化
へ ん か

など緊 急
きんきゅう

の事態
じ た い

になったときには緊 急
きんきゅう

訪問
ほうもん

や緊 急
きんきゅう

対応
たいおう

対応
たいおう

等
とう

の支援
し え ん

を行います。 

[計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

] 

事業
じぎょう

名 称
めいしょう

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 

サービス利用支援
し え ん

 利用者
り よ う し ゃ

にとってどのような 障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

のサービスの利用が

最適
さいてき

かをアセスメントし、サービス等利用計画
けいかく

案
あん

の作成
さくせい

、

障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの連絡
れんらく

や調 整
ちょうせい

、サービス等利用計画
けいかく

の作成
さくせい

を行います。対 象
たいしょう

者は、サービスの申請
しんせい

や変更
へんこう

を行いたい人、

障 害
しょうがい

のある児童
じ ど う

の保護
ほ ご

者、また地域
ち い き

相談
そうだん

支援
し え ん

の申請
しんせい

を行いた

い方などです。 

継続
けいぞく

サービス利用支援
し え ん

 作成
さくせい

されたサービス等利用計画
り よ う け い か く

が適切
てきせつ

であったかどうかを

評価
ひょうか

し、必要
ひつよう

であれば見直
み な お

しを行い、よりよいサービスを

提 供
ていきょう

するための修 正
しゅうせい

などを行います(モニタリング)。 

計画
けいかく

の見直
み な お

しに 伴
ともな

う新しい障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

の際
さい

の

支援
し え ん

を行います。 

地域生活
ち い き せ い か つ

自立支援
し え ん

給付
きゅうふ

 

障 害
しょうがい

をもつ人が、自立した生活
せいかつ

を送れるように実施
じ っ し

します。 

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

には市町村
しちょうそん

主体
しゅたい

の事業
じぎょう

と都道府県
と ど う ふ け ん

主体
しゅたい

の事業
じぎょう

があります。 

事業
じぎょう

名 称
めいしょう

 事業
じぎょう

内容
ないよう

 

市町村
しちょうそん

主体
しゅたい

の 

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

外出時の付き添い
つ  そ  

を行う移動支援
い ど う し え ん

 

福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

の給付
きゅうふ
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日 常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

の貸与
た い よ

 

手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

や要約
ようやく

筆記
ひ っ き

を派遣
は け ん

する意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

 

判断能力
はんだんのうりょく

に課題
か だ い

がある人のための成年後見人
せいねんこうけんじん

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

などがあります。 

都道府県
と ど う ふ け ん

主体
しゅたい

の 

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

発達
はったつ

障 害
しょうがい

や重い心身
しんしん

障 害
しょうがい

、高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障 害
しょうがい

など、支援
し え ん

に際
さい

し

て高い専門性
せんもんせい

の高い相談
そうだん

支援
し え ん

や広域的
こういきてき

な支援
し え ん

や必要
ひつよう

な情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

を行っています。 

手話
し ゅ わ

通訳士
つ う や く し

や要約
ようやく

筆
ひっ

記者
き し ゃ

など専門性
せんもんせい

の高い
た か い

意思
い し

疎通
そ つ う

ができる

人
ひと

の養成
ようせい

・派遣
は け ん

を行っています。 

 障害福祉サービスの利用 

障害者
しょうがいしゃ

や障害児
しょうがいじ

が自立した日 常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会生活
せいかつ

を継続
けいぞく

するために、障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを利用

したい場合
ば あ い

は、市町村
しちょうそん

の支給
しきゅう

決定
けってい

を受
う

けなければなりません。 

市町村
しちょうそん

が、障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

して、障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの種類
しゅるい

や量などを決定するための判断材料
はんだんざいりょう

と

して、障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの必要性
ひつようせい

を明らかにするために、障害者
しょうがいしゃ

の心身
しんしん

の状 態
じょうたい

を総合的
そうごうてき

に表 す
あらわ  

障 害
しょうがい

程度
て い ど

区分
く ぶ ん

が設
もう

けられました。 

支給決定
しきゅうけってい

までの流
なが

れ(審査
し ん さ

・判定
はんてい

の流
なが

れ) 

障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを利用したいときは、市町村
しちょうそん

の支給決定
しきゅうけってい

を受
う

けなければなりません。その流
なが

れは、「図 利用申請
しんせい

からサービス利用」までの流
なが

れを参 照
さんしょう

してください。 

図 利用申請
しんせい

からサービス利用 



 

292 

第
５
章 

第
３
節 

障
害
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
理
解 

② 

障害支援区分
しょうがいしえんくぶん

 

障害支援区分
しょうがいしえんくぶん

とは、障 害
しょうがい

がある人の心身
しんしん

の状 態
じょうたい

に応
おう

じて、必要
ひつよう

とされる標 準 的
ひょうじゅんてき

な支援
し え ん

の

度合い
ど あ  

を表 す
あらわ  

6段階
だんかい

の区分
く ぶ ん

です。区分
く ぶ ん

1～6 の中では、区分
く ぶ ん

6 の人が必要
ひつよう

とする支援
し え ん

の度合
ど あ

いがも

っとも高いです。障害福祉
しょうがいふくし

サービスの介護
か い ご

給付
きゅうふ

は、障 害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

が必要
ひつよう

ですが、訓練
くんれん

等
とう

給付
きゅうふ

は、障 害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

は原則
げんそく

として不要
ふ よ う

です（※ただし、認定
にんてい

調査
ちょうさ

は必要
ひつよう

です）。 

 

この章では、障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

について「障害児
しょうがいじ

の支援
し え ん

」にはふれていません。 
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【国家試験に挑戦！(38)】（第 31 回国家試験 問題 13） 

2016年
ねん

（平成
へいせい

28年
ねん

）の「障 害
しょうがい

者
しゃ

総合
そうごう

支援
し え ん

法
ほう

」の改正
かいせい

内容
ないよう

として、適切
てきせつ

なものを 1 つ選び
えら  

なさ

い。 

1. 放課後
ほ う か ご

や休 日
きゅうじつ

に児童
じ ど う

・生徒
せ い と

の活動
かつどう

を支援
し え ん

する放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスが創設
そうせつ

された。 

2. 一人
ひ と り

暮
ぐ

らしを希望
き ぼ う

する障 害
しょうがい

者
しゃ

に対して
た い    

、地域
ち い き

生活
せいかつ

を支援
し え ん

する自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

が創設
そうせつ

された。 

3. 障 害
しょうがい

者
しゃ

の 1年間
ねんかん

以上
いじょう

の雇用
こ よ う

継続
けいぞく

を義務
ぎ む

づける就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
し え ん

が創設
そうせつ

された。 

4. 保育所
ほ い く し ょ

等
とう

を訪問
ほうもん

して、障 害
しょうがい

児
じ

に発達
はったつ

支援
し え ん

を提 供
ていきょう

する保育所
ほ い く し ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

が創設
そうせつ

された。 

5. 医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とする障 害
しょうがい

児
じ

への支援
し え ん

として、医療型
いりょうがた

障 害
しょうがい

児
じ

入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

が創設
そうせつ

された。 

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

※ 正
ただ

しい答
こた

えが選
えら

べたら、他
ほか

の答
こた

えの間違
ま ち が

っている理由
り ゆ う

も確認
かくにん

しておきましょう。 
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【国家試験に挑戦！】解答 

No 答え MEMO No 答え MEMO 

1 3  21 4  

2 3  22 2  

3 2  23 1  

4 3  24 1  

5 4  25 5  

6 1  26 3  

7 1  27 1  

8 4  28 2  

9 4  29 3  

10 4  30 4  

11 3  31 5  

12 2  32 5  

13 5  33 1  

14 3  34 3  

15 3  35 4  

16 5  36 2  

17 2  37 2  
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No 答え MEMO No 答え MEMO 

18 4  38 2  

19 4     

20 4     
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第１節 総合問題 

この章では、長文の事例
じ れ い

を読み、その内容
ないよう

を理解
り か い

した上で質問
しつもん

に解答
かいとう

してもらいます。説明
せつめい

では、でき

るだけ多くの日本語の説明
せつめい

を書けるようになりましょう。 

（事例
じ れ い

） 

A さん（85歳
さい

 男性 要介護
よ う か い ご

２）は、15年前
ねんまえ

に脳
のう

梗塞
こうそく

に
そく

なり、軽度
け い ど

の左 片
ひだりかた

麻痺
ま ひ

になった。屋内
おくない

では、

四点
よんてん

杖
つえ

で歩行
ほ こ う

は可能
か の う

である。妻
つま

と 2 人暮
ぐ

らしであるが、妻
つま

も腰痛
ようつう

や体 調
たいちょう

不良
ふりょう

があり、A さんの身
み

の回り
ま わ り

の世話
せ わ

が大変
たいへん

になってきた。A さんは、最近
さいきん

になり、物忘
ものわす

れがあったり、怒
おこ

ったり泣
な

いたり感 情
かんじょう

の不
ふ

安定
あんてい

さが目立つ
め だ つ

ようになり、心配
しんぱい

した 娘
むすめ

が A さんを病院に連
つ

れていき、認知症
にんちしょう

の診断
しんだん

を受
う

けた。 

◇問題 1◇  

まず始めに、事例
じ れ い

を読み解
と

くために、以下の説明
せつめい

を日本語で書いてみましょう。 

問）次の認知症
にんちしょう

には、どのような特 徴
とくちょう

がありますか。説明
せつめい

してみましょう。 

1. アルツハイマー型
がた

認知症
にんちしょう

 

2. 血管性
けっかんせい

認知症
にんちしょう

 

3. レビー小体型
しょうたいがた

認知症
にんちしょう

 

4. 前頭側頭型
ぜんとうそくとうがた

認知症
にんちしょう

 

説明
せつめい

は学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。 

◇問題 2◇  

問） この（事例
じ れ い

）にある認知症
にんちしょう

の 症 状
しょうじょう

は、どの認知症
にんちしょう

にあてはまりますか？ 

1. アルツハイマー型
がた

認知症
にんちしょう

 

2. 血管性
けっかんせい

認知症
にんちしょう

 

3. レビー小体型
しょうたいがた

認知症
にんちしょう

 

4. 前頭側頭型
ぜんとうそくとうがた

認知症
にんちしょう

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。 

◇問題 3◇  

次の問題を解
と

いてみましょう。 

問）A さんが、最近
さいきん

になり、物忘
ものわす

れがあったり、怒
おこ

ったり泣
な

いたり感 情
かんじょう

の不安定
ふ あ ん て い

さがあるとい

う。このような認知症
にんちしょう

の 症 状
しょうじょう

で最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを１つ選び
えら  

なさい。 

1. 徘徊
はいかい

 

2. 感 情
かんじょう

失禁
しっきん

 



 

298 

第
６
章 

第
２
節 

過
去
問
題
・
模
擬
問
題 

② 

3. 見当
けんとう

識
しき

障 害
しょうがい

 

4. 遂行
すいこう

機能
き の う

障 害
しょうがい

 

5. 帰宅
き た く

願望
がんぼう

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。 

また、正答ではない選択肢
せ ん た く し

の説明
せつめい

も、学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。 

◇問題 4◇  

認知症
にんちしょう

の 症 状
しょうじょう

（中 核
ちゅうかく

症 状
しょうじょう

と行動
こうどう

・心理
し ん り

症 状
しょうじょう

（BPSD））を復 習
ふくしゅう

してみましょう。 

テキスト 231 ページを参 照
さんしょう

して、それぞれの 症 状
しょうじょう

と、その 症 状
しょうじょう

の説明
せつめい

を短い日本語で書

いてみましょう。 

説明
せつめい

は学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。 

◇問題 5◇  

次の問題を解
と

いてみましょう。 

問）A さんが、他者との関わりがもて、妻の体 調
たいちょう

が悪い
わ る い

時に利用ができる介護
か い ご

サービスで、

最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを１つ選び
えら  

なさい。 

1. 訪問
ほうもん

介護
か い ご

 

2. 小規模
し ょ う き ぼ

多機能型
た き の う が た

居宅
きょたく

介護
か い ご

 

3. 同行
どうこう

援護
え ん ご

 

4. 認知症
にんちしょう

対応型
たいおうがた

共 同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
か い ご

 

5. 介護医療院
いりょういん

 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。 

◇問題 6◇  

介護
か い ご

サービスには大別
たいべつ

して、「介護
か い ご

保険
ほ け ん

に関する
かん    

もの」と、「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

に関する
かん    

もの」

があります。 

◇問題５◇の選択肢
せ ん た く し

にある①～⑤の介護
か い ご

サービスを、A)介護
か い ご

保険
ほ け ん

のサービスと、B) 障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

のサービスに分けましょう
わ     

。 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。 

◇問題 7◇  

問題５の選択肢
せ ん た く し

にある 1.～5.の介護
か い ご

サービスを調べてみましょう。 

テキスト 277～279 ページを参 照
さんしょう

して、それぞれのサービスの説明
せつめい

を短い日本語で書いてみ

ましょう。 

説明
せつめい

は学 習
がくしゅう

ノートに書いてみましょう。  
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（解答例） 

1. アルツハイマー型認知症
にんちしょう

 

⚫ 比較的
ひ か く て き

早い
はや  

段階
だんかい

から、記憶
き お く

障 害
しょうがい

や見当
けんとう

識
しき

障 害
しょうがい

、不安やうつなどの 症 状
しょうじょう

が見られる
み    

 

⚫ 経過
け い か

はなだらかにゆっくり進行
しんこう

し、物忘
ものわす

れで生活
せいかつ

に支障
ししょう

をきたすようになる 

2. 血管性
けっかんせい

認知症
にんちしょう

 

⚫ 脳
のう

血管
けっかん

障 害
しょうがい

を起こした
お    

後に 症 状
しょうじょう

が出る 

⚫ 記憶
き お く

障 害
しょうがい

、考えるスピードがゆっくりになる、またうつ・アパシー 

⚫ 脳
のう

血管
けっかん

障 害
しょうがい

の二次障 害
しょうがい

である半身
はんしん

まひや失語症
しつごしょう

、構音
こうおん

障 害
しょうがい

、嚥下
え ん げ

障 害
しょうがい

、空間
くうかん

無視
む し

 や感 情
かんじょう

失禁
しっきん

なども見られる 

⚫ 経過
け い か

は階段状
かいだんじょう

に進行
しんこう

し、悪化
あ っ か

を段階的
だんかいてき

に繰
く

り返
かえ

す 

3. レビー小体型
しょうたいがた

認知症
にんちしょう

 

⚫ 物忘
ものわす

れや、理解
り か い

力
りょく

・判断力
はんだんりょく

の低下
て い か

に加え、幻視
げ ん し

、誤認
ご に ん

、認知
に ん ち

の変動
へんどう

 

⚫ ＲＥＭ睡眠
すいみん

行動
こうどう

障 害
しょうがい

が先にみられることがある、抑
よく

うつも比較的
ひ か く て き

早期
そ う き

にでる 

⚫ 経過
け い か

はアルツハイマー型
がた

認知症
にんちしょう

に比
くら

べて早い 

4. 前頭側頭型
ぜんとうそくとうがた

認知症
にんちしょう

 

ピック 病
びょう

が主たる原因
げんいん

 

⚫ 人格
じんかく

変化
へ ん か

（身だしなみに気を使わなくなる、嘘
うそ

をつく、万引
ま ん び

きするなど） 

⚫ 同じことを繰
く

り返
かえ

す常 同
じょうどう

行動
こうどう

、甘い
あま  

ものを多量
たりょう

に食べる
た   

といった 食
しょく

行動
こうどう

の変化
へ ん か

 

⚫ 比較的
ひ か く て き

若
わか

い年代（40歳
さい

～50歳
さい

）で発 症
はっしょう

 

◆解答 2◆  

2. 血管性
けっかんせい

認知症
にんちしょう

 

◆解答 3◆  

2. 感 情
かんじょう

失禁
しっきん

 

（選択
せんたく

肢の説明
せつめい

例） 

1. 徘徊
はいかい

：行動
こうどう

心理
し ん り

症 状
しょうじょう

の１つで、何らかの目的
もくてき

をもって歩き始めたが、その目的
もくてき

を忘
わす

れたり、

迷
まよ

ったりして歩き続
つづ

けること。 

2. 見当
けんとう

識
しき

障 害
しょうがい

：時間
じ か ん

や場所、人などを忘れてしまうこと。 

3. 遂行
すいこう

機能
き の う

障 害
しょうがい

：作業
さぎょう

の順 番
じゅんばん

通り
どお  

できなくなる状 態
じょうたい

であること。 

4. 帰宅
き た く

願望
がんぼう

：帰りたがること。本人に理由があり、特に夕方には 訴
うった

えが多い。 
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◆解答 4◆  

（解答例） 

中 核
ちゅうかく

症 状
しょうじょう

： 

1. 記憶障害
きおくしょうがい

：新しいことがおぼえられない、少し前のこともすぐに忘れる、月や季節
き せ つ

を間違
ま ち が

え

る、知っている人を思い出せない 

2. 見当
けんとう

識
しき

障 害
しょうがい

：時間
じ か ん

や場所、また人を忘れてしまう 

3. 実行
じっこう

機能
き の う

機能
き の う

障 害
しょうがい

：順 番
じゅんばん

通り
どお  

の作業
さぎょう

ができない、同時
ど う じ

に二つのことができない、 

行動
こうどう

・心理
し ん り

症 状
しょうじょう

： 

行動
こうどう

症 状
しょうじょう

 

1. 徘徊
はいかい

：見当
けんとう

識
しき

障 害
しょうがい

により場所がわからなくなり、うろうろしてしまう 

2. 焦 燥
しょうそう

：いろいろな不安からイライラしたり、同じ質問
しつもん

を繰
く

り返
かえ

したりする 

3. 介護
か い ご

に対する
たい    

抵抗
ていこう

：介護
か い ご

されることに対する
たい    

抵抗
ていこう

を行 う
おこな  

 

4. 夕暮
ゆ う ぐ

れ症候群
しょうこうぐん

：夕方になると「家に帰る」といって出て行こうとする 

5. 収 集 癖
しゅうしゅうへき

：なんでも集めてしまう、捨
す

てられない 

心理
し ん り

症 状
しょうじょう

 

1. 妄想
もうそう

：現実
げんじつ

には無い
な  

ことを、あるように思いこんでしまう 

2. 誤認
ご に ん

：あるものが、違う
ちが  

ものに見えてしまう 

3. 幻覚
げんかく

：現実
げんじつ

には無い
な  

ものが、見えたり、聞こえたり、感じたりしてしまう 

4. うつ：気分が落ち込んでしまう 

5. アパシー：やる気が出ない 

6. 不安：わからないことが増
ふ

えて、いつも不安に思ったり心配
しんぱい

してしまう 

◆解答 5◆  

2. 小規模
し ょ う き ぼ

多機能型
た き の う が た

居宅
きょたく

介護
か い ご

 

◆解答 6◆  

A)介護
か い ご

保険
ほ け ん

のサービスは、  

1. 訪問
ほうもん

介護
か い ご

 

2. 小規模
し ょ う き ぼ

多機能型
た き の う が た

介護
か い ご

 

4. 認知症
にんちしょう

対応型
たいおうがた

共 同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
か い ご

 

5. 介護
か い ご

医療院
いりょういん

 

 

B) 障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

のサービスは、 

3. 同行
どうこう

援護
え ん ご
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◆解答 7◆  

（解答例） 

1. 訪問
ほうもん

介護
か い ご

は、利用者
り よ う し ゃ

の自宅に行って、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な援助
えんじょ

をすることである。 

2. 小規模
し ょ う き ぼ

多
た

機能
き の う

型
がた

居宅
きょたく

介護
か い ご

は、地域
ち い き

密着型
みっちゃくがた

サービスといい、「通
かよ

い」や「泊
とま

り」ができるサー

ビスである。 

3. 同行
どうこう

援護
え ん ご

は、視覚
し か く

障 害
しょうがい

がある人に同行
どうこう

する援助
えんじょ

で、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

のサービスである。 

4. 認知症
にんちしょう

対応型
たいおうがた

共 同
きょうどう

介護
か い ご

とは、グループホームといい、認知症
にんちしょう

の方
かた

が共 同
きょうどう

生活
せいかつ

（５～９名）

するサービスである。 

5. 介護
か い ご

医療院
いりょういん

は、介護
か い ご

保険法
ほ け ん ほ う

にあります。長い間、療 養
りょうよう

が必要
ひつよう

な人に対
たい

し、必要
ひつよう

な医療
いりょう

と介護
か い ご

の両 方
りょうほう

を行うサービスである。 
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第２節 過去問題、模擬問題 ① 

過去
か こ

問題
もんだい

や模擬
も ぎ

問題
もんだい

をもとに、学 習
がくしゅう

した内容
ないよう

を復 習
ふくしゅう

します。質問
しつもん

を解いて
と   

いくことで、実際
じっさい

の試験
し け ん

の

解
と

き方
  かた

も学
まな

んでいきます。 

事例問題 

第 30 回 介護
か い ご

福祉士
ふ く し し

国家試験
こ っ か し け ん

 総合問題
そうごうもんだい

１ 

（事例
じ れ い

） 

Ｂさん（72歳
さい

 女性
じょせい

）は、1か月前
か げ つ ま え

に脳出血
のうしゅっけつ

（cerebral hemorrhage）で倒
たお

れて不全
ふ ぜ ん

麻痺
ま ひ

は残った
のこ    

が、

自力
じ り き

でベッドから 車
くるま

いすに移乗
いじょう

できるまで回復
かいふく

した。食事
しょくじ

や排泄
はいせつ

はベッドから離
はな

れて 行
おこな

えるようになり、

在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

することになった。Ｂさんは長 女
ちょうじょ

と同居
どうきょ

しているが、長 女
ちょうじょ

は 働
はたら

いていて日 中
にっちゅう

不在
ふ ざ い

なので、

介護保険
か い ご ほ け ん

の訪問
ほうもん

介護
か い ご

（ホームヘルプサービス）を利用
り よ う

することとなった。 

Ｂさんは日 中
にっちゅう

ではベッド 上
じょう

での生活
せいかつ

が主体
しゅたい

である。 車
くるま

いすの左 側
ひだりがわ

のブレーキをかけ忘れる
  わ す   

ことや、

左 側
ひだりがわ

の物
もの

に気づかず
き    

に衝 突
しょうとつ

してしまうことがある。また、食事
しょくじ

の時
とき

にお膳
  ぜん

の左 側
ひだりがわ

の食べ
た  

残し
のこ  

が目立ち
め だ  

、

屋内
おくない

の生活
せいかつ

にも何ら
なん  

かの介助
かいじょ

が必要
ひつよう

である。 

 

まず、事例
じ れ い

を理解
り か い

するための質問
しつもん

に解答
かいとう

してみましょう。Ｂさんの生活
せいかつ

の 状 況
じょうきょう

が想像
そうぞう

できれば、試験
し け ん

問題
もんだい

の解答
かいとう

もスムーズになります。 

◇問題 1◇  

問
とい

）上
うえ

の事例
じ れ い

を読んで
よ   

、以下
い か

の質問
しつもん

に解答
かいとう

してください。 

(1) Ｂさんが、今
いま

の生活
せいかつ

になってしまった原因
げんいん

は何
なん

でしょうか。 

(2) Ｂさんの生活
せいかつ

の様子
よ う す

（移動
い ど う

、食事
しょくじ

の状 態
じょうたい

）はどのような状 態
じょうたい

ですか。 

(3) Ｂさんの生活
せいかつ

の様子
よ う す

の中
なか

で、リスクとなるような 状 況
じょうきょう

はどのようなことですか。 

(4) Ｂさんの同居
どうきょ

の家族
か ぞ く

の生活
せいかつ

と、利用
り よ う

している介護
か い ご

サービスは何
なん

でしょうか。 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 
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◇問題 2◇  

上
うえ

の事例
じ れ い

を読んで
よ   

、次
つぎ

の問
とい

）の内容
ないよう

を考えて
かんが    

みましょう。 

問
とい

）Ｂさんの「 症 状
しょうじょう

」として、正しい
ただ    

ものを１一
ひと

つ選び
えら  

なさい。 

1. 全般性
ぜんぱんせい

注意
ちゅうい

障 害
しょうがい

 

2. 失行
しっこう

 

3. 見当識
けんとうしき

障 害
しょうがい

 

4. 実行
じっこう

機能
き の う

機能
き の う

障 害
しょうがい

 

5. 左半側
ひだりはんそく

空間
くうかん

無視
む し

 

(1) 上
うえ

の問
とい

にある「 症 状
しょうじょう

」とは、事例内
じ れ い な い

のどのような内容
ないよう

を指して
さ   

いますか。 

(2) この 症 状
しょうじょう

は、何
なん

という 症 状
しょうじょう

でしょうか。問
とい

）の中
なか

の、1.～5.の選択肢
せ ん た く し

の中
なか

から正しい
ただ    

も

のを一つ
ひと  

選び
えら  

なさい。 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

◇問題 3◇  

問
とい

) Ｂさんの状 態
じょうたい

に該当
がいとう

する障 害
しょうがい

高齢
こうれい

者
しゃ

の日 常
にちじょう

生活
せいかつ

自立度
じ り つ ど

（寝たきり
ね    

度
ど

）の判定
はんてい

として、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを１一つ
ひと  

選び
えら  

なさい。 

1. ランクＡ１ 

2. ランクＡ2 

3. ランクＢ１ 

4. ランクＢ2 

5. ランクＣ１ 

問
とい

）次
つぎ

の 表
ひょう

を参考
さんこう

に、Ｂさんの状 態
じょうたい

に当てはまる
あ     

ものを問
とい

）の中
なか

の、1.～5.の中
なか

から一つ
ひと  

選び
えら  

ましょう。 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

 

【障 害
しょうがい

高齢
こうれい

者
しゃ

の日 常
にちじょう

生活
せいかつ

自立度
じ り つ ど

（寝たきり
ね    

度
ど

）判定
はんてい

基準
きじゅん

】
）

 

生
活

せ
い
か
つ

自
立

じ

り

つ 

ランク J 

何ら
なん  

かの障 害
しょうがい

等
など

を有する
ゆ う    

が、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

はほぼ自立
じ り つ

しており独 力
どくりょく

で外 出
がいしゅつ

す

る。 

（１）交通
こうつう

機関
き か ん

等
とう

を利用
り よ う

して外 出
がいしゅつ

する。 

（２） 隣
となり

近所
きんじょ

へなら外 出
がいしゅつ

する。 

準
じ
ゅ
ん

寝 ね

た
き
り 

ランク A 

屋内
おくない

での生活
せいかつ

はおおむね自立
じ り つ

しているが、介助
かいじょ

なしには外 出
がいしゅつ

しない。 

（１）介助
かいじょ

により外 出 し
がいしゅつ  

、日 中
にっちゅう

はほとんどベッドから離れて
は な    

生活
せいかつ

する。 

（２）外 出
がいしゅつ

の頻度
ひ ん ど

が少なく
す く    

、日 中
にっちゅう

も寝たり
ね   

起きたり
お    

の生活
せいかつ

をしている。 
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寝 ね

た
き
り 

ランク B 

屋内
おくない

での生活
せいかつ

は何ら
なん  

かの介助
かいじょ

を要し
よう  

、日 中
にっちゅう

もベッド上
     じょう

での生活
せいかつ

が主体
しゅたい

である

が座位
ざ い

を保つ
た も  

。 

（１） 車
くるま

椅子
い す

に移乗
いじょう

し、食事
しょくじ

、排泄
はいせつ

はベッドから離
はな

れて行 う
おこな  

。 

（２）介助
かいじょ

により 車
くるま

椅子
い す

に移乗
いじょう

する。 

ランク C 

1日 中
にちじゅう

ベッド 上
じょう

で過ご
す  

し、排泄
はいせつ

、食事
しょくじ

、着替
き が え

において介助
かいじょ

を要する
よ う    

。 

（１）自力
じ り き

で寝返
ね が え

りをうつ。 

（２）自力
じ り き

では寝返
ね が え

りもうたない。 

        

（出 展
しゅってん

）平成
へいせい

3年
ねん

11月
がつ

16日
にち

 老健
ろうけん

第 102-2 号
だ い      ご う

 厚生労
こうせいろう

働
どう

大臣
だいじん

官房
かんぼう

老人
ろうじん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

部長
ぶちょう

通知
つ う ち

 

◇問題 4◇  

問
とい

）ある朝
あさ

、訪問介護員
ほうもんかいごいん

（ホームヘルパー）が訪問
ほうもん

すると、Ｂさんが寝室
しんしつ

の床
ゆか

に倒
たお

れていた。訪問
ほうもん

介護員
か い ご い ん

（ホームヘルパー）が最初
さいしょ

に取る
と  

べき行動
こうどう

として最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. 床
ゆか

から抱
だ

き起
お

こす。 

2. 家族
か ぞ く

に連絡
れんらく

する。 

3. 救 急 車
きゅうきゅうしゃ

を呼
よ

ぶ 

4. 意識
い し き

を確認
かくにん

する。 

5. 主治医
し ゅ じ い

にに連絡
れんらく

する。 

問
とい

）このような場合
ば あ い

、どうすれば良い
よ  

でしょうか。問
とい

）の選択
せんたく

肢
し

１．～５．から１つ選び
えら  

その理由
り ゆ う

について解答
かいとう

してみましょう。 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 
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◆解答 1◆  

（解答例
かいとうれい

） 

(1) 1か月前
  げつまえ

に脳出血
のうしゅっけつ

（cerebral hemorrhage）で倒
たお

れ、不全
ふ ぜ ん

麻痺
ま ひ

が残った
のこ    

ため。 

(2) 自力
じ り き

でベッドから 車
くるま

いすに移乗
いじょう

できるまで回復
かいふく

し、食事
しょくじ

や排泄
はいせつ

はベッドから離
はな

れて行える
おこ    

ようになり、在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

している。 

(3) 車
くるま

いすの左 側
ひだりがわ

のブレーキをかけ忘
わす

れることや、左 側
ひだりがわ

の物
もの

に気づかず
き    

に衝 突
しょうとつ

してしまう

ことがある。 

(4) Ｂさんは長 女
ちょうじょ

と同居
どうきょ

している。長 女
ちょうじょ

は 働
はたら

いていて日 中
にっちゅう

不在
ふ ざ い

なので、介護
か い ご

保険
ほ け ん

の訪問
ほうもん

介護
か い ご

（ホームヘルプサービス）を利用
り よ う

している。 

◆解答 2◆  

(1) 車
くるま

いすの左 側
ひだりがわ

のブレーキをかけ忘
わす

れることや、左 側
ひだりがわ

の物
もの

に気づかず
き づ か ず

に衝 突
しょうとつ

してしまう

ことがある。また、食事
しょくじ

の時
とき

にお膳
ぜん

の左 側
ひだりがわ

の食べ
た べ

のこしが目立つ
め だ つ

こと。 

(2) 5. 左半側
ひだりはんそく

空間
くうかん

無視
む し

 

◆解答 3◆  

(1) 3. ランクＢ１ 

◆解答 4◆  

(1) 4. 意識
い し き

を確認
かくにん

する 

意識
い し き

があるかないかで、次のとるべき行動
こうどう

が決まるため。 

⚫ 意識
い し き

がある場合
ば あ い

には、 状 況
じょうきょう

によって救 急 車
きゅうきゅうしゃ

を呼ぶ、または主治医
し ゅ じ い

に連絡
れんらく

し、念
ねん

のため家

族にも連絡
れんらく

を行 う
おこな  

。 

⚫ 意識
い し き

が無い
な  

場合
ば あ い

には、すぐに救 急 車
きゅうきゅうしゃ

を呼ぶ。 

⚫ 状 況
じょうきょう

がわからない中で、いきなり床
ゆか

から抱
だ

き起すことは絶対
ぜったい

にしてはいけない。 
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第２節 過去問題・模擬問題 ② 

過去問題や模擬問題をもとに、学 習
がくしゅう

した内容
ないよう

を復習します。質問
しつもん

を解いていくことで、実際
じっさい

の

試験の解
と

き方も学んでいきます。 

事例問題１ 

（事例
じ れ い

） 

B さん（38歳
さい

、女性）は、知的
ち て き

障 害
しょうがい

があり、アパートで母親と２人で暮
く

らしています。 

特別支援
し え ん

学校を卒業後
そつぎょうご

、一般
いっぱん

企業
きぎょう

などでの 就 職
しゅうしょく

が困難
こんなん

であったため、「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え ん ほ う

」

の訓練
くんれん

等
とう

給付
きゅうふ

で雇用
こ よ う

契約
けいやく

を結
むす

んで 働
はたら

いています。最近
さいきん

、母親が脳
のう

血管
けっかん

障 害
しょうがい

を発 症
はっしょう

し、介護
か い ご

が必要
ひつよう

な状 態
じょうたい

になってしまいました。そこで、B さんは、アパートを解約
かいやく

して夜間
や か ん

のサービスを活用
かつよう

す

ることにしました。 

 

◇問題 1◇  

上の事例
じ れ い

を読んで、以下の質問
しつもん

に解答してください。 

（１）知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

福祉法
ふ く し ほ う

で、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

として対 象
たいしょう

となる人はどのような人でしょうか？学 習
がくしゅう

ノートにまとめてみましょう。 

（２）B さんの知的
ち て き

障 害
しょうがい

の原因
げんいん

として考えられる、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを１つ選び
えら  

なさい。 

1. 頸
けい

髄
ずい

損 傷
そんしょう

 

2. 統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

 

3. ダウン症 

4. 緑 内 障
りょくないしょう

 

5. 高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障 害
しょうがい

 

（３）上記（２）の選択肢
せ ん た く し

１～５の疾患
しっかん

についての説明
せつめい

を学 習
がくしゅう

ノートにまとめてみましょう。 

◇問題 2◇  

（１）B さんが日 中
にっちゅう

利用
り よ う

しているサービスは、次
つぎ

のうちどれですか。正しい
た だ    

ものを１つ選び
えら  

なさ

い。 

1. 自立
じ り つ

訓練訓練
くんれん

 

2. 就 労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

 

3. 就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

A型
がた
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4. 就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

B型
がた

 

5. 自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

 

（２）上記
じょうき

（１）の１～５の選択肢
せ ん た く し

についての説明
せつめい

を学 習
がくしゅう

ノートにまとめてみましょう。 

◇問題 3◇  

（１）B さんの、夜間
や か ん

利用
り よ う

できるサービスで、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを１つ選び
えら  

なさい。 

1. 生活
せいかつ

介護
か い ご

 

2. 療 養
りょうよう

介護
か い ご

 

3. 短期
た ん き

入 所
にゅうしょ

 

4. 施設
し せ つ

入 所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

5. 共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（グループホーム） 

 

（２）上記
じょうき

（１）の1
１

～５の選択
せんたく

についての説明
せつめい

を学 習
がくしゅう

ノートにまとめてみましょう。 
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事例問題２ 

第 30 回 介護
か い ご

福祉士
ふ く し し

国家試験
こ っ か し け ん

 総合問題
そうごうもんだい

2 

（事例
じ れ い

） 

Ｇさん（84歳
さい

、女性
じょせい

）は、8年前
ねんまえ

に経済的
けいざいてき

な理由
り ゆ う

から養護
よ う ご

老人
ろうじん

ホームに入 所
にゅうしょ

した。 

Ｇさんは、「自分
じ ぶ ん

のことは、自分
じ ぶ ん

でやりたい」といつも話して
はな    

おり、毎朝
まいあさ

の体操
たいそう

が日課
に っ か

であった。

施設
し せ つ

のプログラムである健康
けんこう

体操
たいそう

にも他
ほか

の利用者
り よ う し ゃ

と楽しみながら
たの          

毎 週
まいしゅう

参加
さ ん か

していた。 

しかし、最近
さいきん

は足
あし

がすくんだようになり、始め
はじ  

の一歩
い っ ぽ

をうまく出せず
だ   

、歩行
ほ こ う

に不安
ふ あ ん

を抱
かか

えるよ

うになった。 

Ｇさんは、物忘
ものわす

れなどの 症 状
しょうじょう

が以前
い ぜ ん

からみられていたこと、また他
ほか

の 症 状
しょうじょう

もみられたこと

から、医師
い し

の診察
しんさつ

を受
う

けたところ、レビー小体型
しょうたいがた

認知症
にんちしょう

（dementia with Lewy bodies）と診断
しんだん

された。 

Ｇさんは、居室
きょしつ

の前
まえ

のトイレに行く
い  

とき、転倒
てんとう

してけがをするのではないかと不安
ふ あ ん

になってい

る。Ｇさんが入 所
にゅうしょ

している施設
し せ つ

は、Ｎ県
けん

から介護
か い ご

保険
ほ け ん

サービスサービス事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の指定
し て い

を受
う

けて

いる。この施設
し せ つ

で生活
せいかつ

を続
つづ

けたいというＧさんの意向
い こ う

を受
う

けて、本人
ほんにん

を交
まじ

えて施設
し せ つ

職 員
しょくいん

と介護
か い ご

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

（ケアマネージャー）が支援
し え ん

の内容
ないよう

を検討
けんとう

した。 

◇問題 1◇  

（１）G さんのレビー小体型
しょうたいがた

認知症
にんちしょう

とは、どのような 症 状
しょうじょう

が 現
あらわ

れる認知症
にんちしょう

でしょうか。学 習
がくしゅう

ノートにまとめてみましょう。 

 

（２）G さんの入 所
にゅうしょ

している養護
よ う ご

老人
ろうじん

ホームとは、どのようなところでしょうか。 

特 徴
とくちょう

を学 習
がくしゅう

ノートにまとめてみましょう。 

◇問題 2◇   

次
つぎ

の問い
と  

について考えて
かんが   

みましょう。 

問１） 

Ｇさんが診察
しんさつ

を受
う

けるきっかけになった他
ほか

の 症 状
しょうじょう

とは、 発 症
はっしょう

した認知症
にんちしょう

 (dementia)の

特徴的
とくちょうてき

な 症 状
しょうじょう

の一
ひと

つである。 

他
ほか

の 症 状
しょうじょう

に該当
がいとう

するものとして、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. 片
かた

麻痺
ま ひ

 

2. 脱抑制
だつよくせい

 

3. 幻視
げ ん し

 

4. 常 同
じょうどう

行動
こうどう

 

5. 感 情
かんじょう

失禁
しっきん
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（１）問
とい

１の選択肢
せ ん た く し

１～５の 症 状
しょうじょう

を、それぞれレビー小体型
しょうたいがた

認知症
にんちしょう

、アルツハイマー型
がた

認知症
にんちしょう

、

脳
のう

血管性
けっかんせい

認知症
にんちしょう

、前頭側頭型
ぜんとうそくとうがた

認知症
にんちしょう

に分
わ

けてください。 

解答は
かいとう  

学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

（２）問
とい

１を解答
かいとう

してください。解答
かいとう

は学 習
がくしゅう

ノートに書
か

いてみましょう。 

◇問題 3◇  

次
つぎ

の問い
と  

について考えて
かんが   

みましょう。 

問２）Ｇさんの移動
い ど う

に関
かん

する支援
し え ん

として、最 も
もっと  

適切
てきせつ

なものを１つ選び
えら  

なさい。 

1. 床
ゆか

にある目印
めじるし

をまたぐように声
こえ

かけをする。 

2. 車
くるま

いすで移動
い ど う

する。 

3. 居室
きょしつ

にカーペットを敷く
し  

。 

4. 歩幅
ほ は ば

を小
ちい

さくするように声
こえ

かけをする。 

5. 四点
よんてん

杖
つえ

の使用
し よ う

を勧
すす

める 

 

（１）事例
じ れ い

の文
ぶん

には、「最近
さいきん

は足
あし

がすくんだようになり、始め
はじ  

の一歩
い っ ぽ

をうまく出せず
だ   

、歩行
ほ こ う

に不安
ふ あ ん

を抱
かか

えるようになった。」と書
か

かれています。これは、パーキンソン 病
びょう

と似
に

た 症 状
しょうじょう

（パー

キンソン 症 状
しょうじょう

）のことを言
い

っています。G さんへの歩行
ほ こ う

支援
し え ん

について、学 習
がくしゅう

ノートにま

とめてみましょう。 

（２）問
とい

２を解答
かいとう

してください。解答
かいとう

は学 習
がくしゅう

ノートに書いて
か   

みましょう。 

◇問題 4◇  

次
つぎ

の問い
と い

について考えて
かんが   

みましょう。 

問３）Ｇさんの意向
い こ う

を踏
ふ

まえた介護
か い ご

保険
ほ け ん

サービスとして、正
ただ

しいものを 1 つ選び
えら  

なさい。 

1. 看護
か ん ご

小規模
し ょ う き ぼ

多機能型
た き の う が た

居宅
きょたく

介護
か い ご

 

2. 小規模
し ょ う き ぼ

多機能型
た き の う が た

居宅
きょたく

介護
か い ご

 

3. 短期
た ん き

入 所
にゅうしょ

療 養
りょうよう

介護
か い ご

 

4. 特定
とくてい

施設
し せ つ

入 居
にゅうきょ

生活
せいかつ

介護
か い ご

 

5. 認知症
にんちしょう

対応型
たいおうがた

共 同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
か い ご

 

（１）事例
じ れ い

の文
ぶん

には、「この施設
し せ つ

で生活
せいかつ

を続
つづ

けたい」という G さんの希望
き ぼ う

が書かれて
か    

います。現在
げんざい

入 所
にゅうしょ

されている養護
よ う ご

老人
ろうじん

ホームは、介護
か い ご

保険
ほ け ん

サービスの中
なか

でどのサービスを指す
さ  

のか、説明
せつめい

してみましょう。 

解答
かいとう

は学 習
がくしゅう

ノートにまとめてみましょう。 
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（２）問
とい

３を解答
かいとう

してください。 

解答
かいとう

は学 習
がくしゅう

ノートに書いて
か   

みましょう。 
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事例問題解答 

事例問題１ 

◆解答 1◆  

（１）知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

福祉法
ふ く し ほ う

の対象者
たいしょうしゃ

は、「18歳
さい

以上
いじょう

で知的
ち て き

障 害
しょうがい

を有する
ゆ う    

者
もの

」になります。 

知能
ち の う

指数
し す う

(IQ)が 70以下
い か

であることや、コミュニケーションをとることが 難
むずか

しい、家庭
か て い

、

地域
ち い き

社会
しゃかい

の一員
いちいん

として適応
てきおう

することが 難
むずか

しいなどの障 害
しょうがい

であるといわれています。 

知的
ち て き

障 害
しょうがい

は「おおむね 18歳
さい

未満
み ま ん

の発達期
は っ た つ き

に生 じ
しょう  

るもの」と定義
て い ぎ

されており、18歳
さい

以上
いじょう

(大人
お と な

 )になってからの事故
じ こ

などで知的
ち て き

機能
き の う

に障 害
しょうがい

が出た
で  

場合
ば あ い

は知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

にはなりませ

ん。 

 

（２）3 

（３） 

１．頚
けい

髄
ずい

損 傷
そんしょう

：けがや事故
じ こ

などにより影 響
えいきょう

を受
う

けた脊髄
せきずい

より下
した

に障 害
しょうがい

が残り
のこ  

ます。頚
けい

髄
ずい

損 傷
そんしょう

なので、手足
て あ し

に麻痺
ま ひ

がおこる四肢
し し

麻痺
ま ひ

となります。 

２．統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

：精神
せいしん

の疾患
しっかん

です。思春期
し し ゅ ん き

から３０代
だい

に多く
おお  

発 症
はっしょう

します。 

３．ダウン 症
しょう

：遺伝性
い で ん せ い

の疾患
しっかん

です。２１番目
ば ん め

の染色体
せんしょくたい

に１本
ぽん

多く
おお  

存在
そんざい

することで、知的
ち て き

や運動
うんどう

に障 害
しょうがい

が生 じ
しょう  

ます。 

４．緑 内 障
りょくないしょう

：目
め

の疾患
しっかん

です。眼圧
がんあつ

が高く
た か く

なり、視野
し や

狭 窄
きょうさく

がすすむと失明
しつめい

することもあります。 

５．高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障 害
しょうがい

：病気
びょうき

やけがにより脳
のう

に損 傷
そんしょう

があり障 害
しょうがい

となります。記憶
き お く

障 害
しょうがい

、注意
ちゅうい

障 害
しょうがい

、

遂行
すいこう

機能
き の う

障 害
しょうがい

、社会的
しゃかいてき

行動
こうどう

障 害
しょうがい

がおこります。 

◆解答 2◆  

（１）３ 

（２） 

１．自立
じ り つ

訓練
くんれん

：自立
じ り つ

した日 常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

が送れる
お く    

ように一定
いってい

期間
き か ん

、身体
しんたい

機能
き の う

、生活
せいかつ

能 力
のうりょく

の

維持
い じ

・向 上
こうじょう

のための訓練
くんれん

を行います。 

２．就 労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

：一般
いっぱん

企業
きぎょう

などへの就 労
しゅうろう

を希望
き ぼ う

する 65歳
さい

未満
み ま ん

の人
ひと

に就 労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知識
ち し き

、能 力
のうりょく

向 上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

、就 労
しゅうろう

に関する
か ん す る

相談
そうだん

や支援
し え ん

を行います
おこな      

。 

３．就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

A型
がた

：一般
いっぱん

企業
きぎょう

などの就 労
しゅうろう

に困難
こんなん

な人
ひと

が、就 労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知識
ち し き

や能 力
のうりょく

を向 上
こうじょう

する訓練
くんれん

を行 い
おこな  

、雇用
こ よ う

契約
けいやく

を結
むす

んで 働
はたら

く福祉
ふ く し

サービスである。 

４．就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

B型
がた

：一般
いっぱん

企業
きぎょう

などの就 労
しゅうろう

に困難
こんなん

な人
ひと

が、就 労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知識
ち し き

や能 力
のうりょく

を向 上
こうじょう

する訓練
くんれん

を 行
おこな

い、雇用
こ よ う

契約
けいやく

を結
むす

ばずに 働
はたら

く福祉
ふ く し

サービスである。 

５．自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

：障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

やグループホームを利用
り よ う

していた人
ひと

で、1
ひと

人
り

暮
ぐ

らしを希望
き ぼ う

す

る人
ひと

に、一定
いってい

期間
き か ん

、定期的
て い き て き

な巡 回
じゅんかい

訪問
ほうもん

により情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や助言
じょげん

を 行
おこな

います。 
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◆解答 3◆  

（１）５ 

（２） 

１．生活
せいかつ

介護
か い ご

は、障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

などで常
つね

に介護
か い ご

を必要
ひつよう

としている人
ひと

に対し
たい  

、主
おも

に昼間
ひ る ま

、入 浴
にゅうよく

、

排泄
はいせつ

、食事
しょくじ

などの介護
か い ご

や創作的
そうさくてき

活動
かつどう

、生産的
せいさんてき

活動
かつどう

を行います
おこな      

。 

２．療 養
りょうよう

介護
か い ご

は、医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

とする人
ひと

に、主
おも

に昼間
ひ る ま

、医療
いりょう

機関
き か ん

で機能
き の う

訓練
くんれん

、療 養 上
りょうようじょう

の管理
か ん り

、

看護
か ん ご

などを 行
おこな

います。 

３．短期
た ん き

入 所
にゅうしょ

は、自宅
じ た く

の介護者
か い ご し ゃ

が病気
びょうき

などで介護
か い ご

を行 う
おこな  

ことが出来ない
で き   

場合
ば あ い

に、短期間
た ん き か ん

、障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

などに入 所
にゅうしょ

してもらい、施設
し せ つ

で入 浴
にゅうよく

、排泄
はいせつ

、食事
しょくじ

などの介護
か い ご

を行 い ま す
おこな       

。 

４．施設
し せ つ

入 所
にゅうしょ

支援
し え ん

は、障 害
しょうがい

者支援
し え ん

施設
し せ つ

などに入 所
にゅうしょ

する人に対して
た い    

、主
おも

に夜間
や か ん

、入 浴
にゅうよく

、排泄
はいせつ

、

食事
しょくじ

の介護
か い ご

などを行います
おこな      

。 

５．主
おも

に夜間
や か ん

、共 同
きょうどう

生活
せいかつ

を 行
おこな

う住 居
じゅうきょ

で、相談
そうだん

や入 浴
にゅうよく

、排泄
はいせつ

、食事
しょくじ

の介護
か い ご

、その他
そ の た

の日 常
にちじょう

生活
せいかつ

上
じょう

の援助
えんじょ

を行います
おこな      

。 

事例問題２ 

◆解答 1◆  

（１）特 徴
とくちょう

的
てき

な 症 状
しょうじょう

としては、私たち
わたし    

には見えない
み    

ものが、その人
ひと

には見える
み   

という「幻視
げ ん し

」、

ハンガーにかかった服
ふく

を人
にん

と見
み

間違
ま ち が

う「誤認
ご に ん

」、また睡眠
すいみん

時
じ

の異常
いじょう

行動
こうどう

や抑
よく

うつ 症 状
しょうじょう

など

が挙
あ

げられます。 

（２）生活
せいかつ

環 境
かんきょう

や経済的
けいざいてき

に困 窮
こんきゅう

した高齢者
こうれいしゃ

を養護
よ う ご

し、入居者
にゅうきょしゃ

に対して
た い    

、主
しゅ

として日 常
にちじょう

生活
せいかつ

上
じょう

の

支援
し え ん

や社会
しゃかい

復帰
ふ っ き

の手助
て だ す

けを 行
おこな

います。現在
げんざい

は「外部
が い ぶ

サービスサービス利用型
り よ う が た

特定
とくてい

入居者
にゅうきょしゃ

生活
せいかつ

介護
か い ご

」の指定
し て い

を受
う

けられることになり、養護
よ う ご

老人
ろうじん

ホームの入居者
にゅうきょしゃ

は、施設
し せ つ

が契
けい

約
やく

する

介護
か い ご

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

により介護
か い ご

サービスが受
う

けられ、その場合
ば あ い

は介護
か い ご

保険
ほ け ん

の居宅
きょたく

サービスを利用
り よ う

す

ることになります。 

◆解答 2◆  

（１） 

⚫ レビー小体型
しょうたいがた

認知症
にんちしょう

：３ 

⚫ アルツハイマー型
がた

認知症
にんちしょう

：なし 

⚫ 脳
のう

血管性
けっかんせい

認知症
にんちしょう

：１、５ 

⚫ 前頭側頭型
ぜんとうそくとうがた

認知症
にんちしょう

：２、４ 

（２）３ 

１．片
かた

麻痺
ま ひ

は、血管性
けっかんせい

認知症
にんちしょう

にみられる 症 状
しょうじょう

である。足
あし

がすくんだようになり、始め
はじ  

の一歩
い っ ぽ

を

うまく出せない
だ    

のは、パーキンソン 症 状
しょうじょう

であり、レビー小体型
しょうたいがた

認知症
にんちしょう

に特徴的
とくちょうてき

な 症 状
しょうじょう

である。 

２．脱抑制
だつよくせい

は、前頭側頭型
ぜんとうそくとうがた

認知症
にんちしょう

の特 徴
とくちょう

である。脱抑制
だつよくせい

とは、社会的
しゃかいてき

な行動
こうどう

ができなくなり暴 力
ぼうりょく
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や暴言
ぼうげん

など、本能
ほんのう

を抑え
おさ  

ることができない状 態
じょうたい

である。 

３．幻視
げ ん し

は、レビー小体型
しょうたいがた

認知症
にんちしょう

の特徴的
とくちょうてき

な 症 状
しょうじょう

である。 

４．常 同
じょうどう

行動
こうどう

とは、同
おな

じ行動
こうどう

を繰
く

り返
かえ

すことである。前頭側頭型
ぜんとうそくとうがた

認知症
にんちしょう

の 症 状
しょうじょう

の 1 つである。 

５．感 情
かんじょう

失禁
しっきん

は、脳
のう

血管性
けっかんせい

認知症
にんちしょう

の特 徴
とくちょう

である。感 情
かんじょう

失禁
しっきん

とは、感 情
かんじょう

のコントロールがうまく

いかないことをいう。例え
たと  

ば、会話中
かいわちゅう

泣
な

き出したり
 だ    

、怒
おこ

り出したり
だ    

止まらない
と     

状 態
じょうたい

などです。 

◆解答 3◆  

（１）パーキンソン 症 状
しょうじょう

の最初
さいしょ

の一歩
い っ ぽ

がうまく出せない
だ    

場合
ば あ い

、何
なん

か目印
めじるし

があると一歩
い っ ぽ

が

出しやすい
だ    

とされています。焦
あせ

らないようにして、目印
めじるし

をまたぐようにすると良
よ

いでしょう。 

（２）１ 

◆解答 4◆  

（１）規模
き ぼ

の小
ちい

さい有 料
ゆうりょう

老人
ろうじん

ホームやケアハウスなど (定員
ていいん

  29人
にん

以下
い か

  )で生活
せいかつ

しながら介護
か い ご

を

受
う

けるサービスで、「特定
とくてい

施設
し せ つ

入 居
にゅうきょ

生活
せいかつ

介護
か い ご

」を指
さ

します。 

（２）４ 

１．看護
か ん ご

小規模
し ょ う き ぼ

多機能型
た き の う が た

居宅
きょたく

介護
か い ご

とは、小規模
し ょ う き ぼ

多機能型
た き の う が た

居宅
きょたく

介護
か い ご

に訪問
ほうもん

看護
か ん ご

を組
く

み合
あ

わせた

サービス
さ ー び す

をいう。 

２．小規模
し ょ う き ぼ

多機能型
た き の う が た

居宅
きょたく

介護
か い ご

とは、介護
か い ご

保険
ほ け ん

のサービスの中
なか

で、「通
かよ

い」「自宅
じ た く

への訪問
ほうもん

」「短期間
た ん き か ん

の宿 泊
しゅくはく

」ができるサービスをいう。 

３．短期
た ん き

入 所
にゅうしょ

療 養
りょうよう

介護
か い ご

とは、介護
か い ご

保険
ほ け ん

サービスの中
なか

で、短期間
た ん き か ん

入 所
にゅうしょ

することができる施設
し せ つ

であ

る。 

４．特定
とくてい

施設
し せ つ

入 居
にゅうきょ

生活
せいかつ

介護
か い ご

とは、特定
とくてい

施設
し せ つ

に入 居
にゅうきょ

している要
よう

介護
か い ご

者
しゃ

を対 象
たいしょう

として、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の

世話
せ わ

、機能
き の う

訓練
くんれん

、療 養 上
りょうようじょう

の世話
せ わ

をする介護
か い ご

保険
ほ け ん

の対 象
たいしょう

となる施設
し せ つ

である。有 料
ゆうりょう

老人
ろうじん

ホーム、

軽費
け い ひ

老人
ろうじん

ホーム
ほ ー む

（ケアハウス）、養護
よ う ご

老人
ろうじん

ホームが対 象
たいしょう

となる。 

５．認知症
にんちしょう

対応型
たいおうがた

共 同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
か い ご

は、認知症
にんちしょう

グループホームとよび、家庭的
か て い て き

な環 境
かんきょう

と地域
ち い き

住 民
じゅうみん

の

交 流
こうりゅう

の下
もと

、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

上
じょう

の世話
せ わ

と機能
き の う

訓練
くんれん

を 行
おこな

い、能 力
のうりょく

に応
おう

じた自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を 営
いとな

める様
よう

にする施設
し せ つ

である。 

 


